















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　はじめての方ははじめまして。

『アリアンロッド・サガ・ＩＦ』（以後、『ＩＦ』と略りやく）の読者の方はお久ひさしぶり。

　ライターのたのあきらと申します。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ』というテーブルトークＲＰＧを使った『アリアンロッド・サガ』というリプレイシリーズの一作品です。

　まずは本書の簡かん単たんな解かい説せつから始めたいと思います。




　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの進行管理のもとに冒ぼう険けんへと旅立ちます。




　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』（以後、『ＡＲ２Ｅ』と略）というゲームのルールです。

　また、本書は『ＩＦ』というリプレイの続ぞく編へん的な存そん在ざいでもあります。

『サガ』シリーズは〝戦せん乱らんの大陸〟アルディオンを舞ぶ台たいとした戦記もののリプレイです。複数の作者が別べつ個こにリプレイを書くことで大たい河がドラマ的な物語が紡つむがれてきました。それらのリプレイに対する仮か想そうの歴史、つまり〝イフ〟の物語を描えがいたのが『ＩＦ』です。

　そしてその『ＩＦ』のキャラクターたちが〝正史〟たる本ほん編ぺんに登場するのが、本書『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』（以後、『メイビー』）です。これまでと違ちがい、他のリプレイシリーズとガッツリぶつかることと相成りました。

　一いち応おう、『ＩＦ』は読まなくても理り解かいできるように書きましたが、『サガ』シリーズの基き幹かんとなる『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズ（通つう称しよう『無印』）は読んでおいた方が状じよう況きようを理解しやすいでしょう。

　その他『ＩＦ』はもちろん、『デスマーチ』『ゲッタウェイ』『イェーガー』『レジェンド』といった『サガ』シリーズ作品に目を通しておくとより楽しむことができると思います。




　少々解説が長くなりました。それでは本編をお楽しみください。
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◆Preplay 01◆またまたイフ……ではありません




　某ぼう年ねん某ぼう月げつ某ぼう日じつ。東京秋葉原にあるＴＲＰＧ製せい作さく会社、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社内。

　いつもながら、大変忙いそがしいその日。〝かわたな〟ことゲーマーズ・フィールド（以下、ＧＦと略）誌編集長の田中信二が、たのあきらに向かって言った。

「たのさん、次回のＧＦに掲けい載さいするリプレイについてなんですが」

「ああ、『空くう砦さい』の代わりの記事な」




　ＧＦ誌とはゲームフィールドというブランドから発売中のゲームサポート誌。『ＡＲ２Ｅ』のサポート記事が載っている。『空砦』とは菊きく池ちたけし執しつ筆ぴつの『セブン＝フォートレス』というゲームのリプレイシリーズの名前。この時期連れん載さいのお休みをいただいていたのだ。




「でまあ、そのリプレイについては全面的にたのさんにお任まかせします」

「……お前はなにを言ってるんだ？」

「名づけて『サガＭ』。企き画かくの内ない容ようも、プレイヤーも、何もかも、たのさんにお任せします」

「ふざけんな！　上司を呼よべ!!」

「あんただ、あんた！　上司はあんた!!」

「そ、そうか。……じゃあ上司として聴きくが、どういう了りよう見けんだ？」

「どうもこうも、私わたしが忙しいので、全面的にお任せするということです」

「おいおい、企画が決まらなかったらどうするつもりだ？」

「たのさんなら、たのさんならなんとかしてくれる……と信じていますので」

　それではよろしくお願いします、と爽さわやかな笑顔で去っていくかわたな。

　……逞たくましく育ちやがって。




＊　＊　＊




　前ぜん述じゆつの会話があってから数日後。

　私は富ふ士じ見み書しよ房ぼうの担たん当とう者しやさんとＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室で定例の打ち合わせをしていた。

「……で、あのＧＦ誌に突とつ然ぜん予告が載のった『サガＭ』というのはどんな企画なんですか？」

「実は〝かくかくしかじか〟でまだ何も決まっていないのです」

「……相変わらずＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．さんはロックですね」

「柔やわらかな言い回し、痛いたみ入いります」

「個こ人じん的てきにはたのさんの『ＩＦ』の続ぞく編へんが読みたいですね」

「ありがとうございます」

「『ＩＦ』は売れ行きも好調ですし、評ひよう判ばんもいいんですよ」

「でも、ああいうのは一発ネタだから面白いんで。繰くり返かえすのはちょっと……」

「それはそのとおりですね。……ならいっそ〝イフ戦記〟じゃなくて正史というか本ほん編ぺんに組くみ込こむとか（笑）」

「あっはっは（笑）」

「はっはっは（笑）」

「「あっはっはっはっは（笑）」」

「そ・れ・じゃあああ────っ!!」




　かくして……。

　イフ戦記転じて、『サガ』シリーズ本編に参戦する、『サガＭ』という新しん企き画かくが誕たん生じようしたのであった。







◆Preplay 02◆〝Ｍ〟の全ぜん貌ぼう




　そしてやって来た『アリアンロッドサガ・リプレイ・Ｍ』の収しゆう録ろく日び。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には、私、たのあきらを含ふくむ五人の男女が集まっていた。メンバーは次のとおり。




▼藤井忍ふじい・しのぶ

　フリーで活動する女じよ性せいライター。『アルシャードガイア（以後『ＡＬＧ』と略） リプレイ君といるセカイ』『ＡＬＧリプレイ　美少女★女神と黄金の林りん檎ご』『ＡＬＧリプレイ２　美少女★女神と伝説の愛天使』（いずれもエンターブレイン刊かん）の著ちよ者しや。現げん在ざいは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』（以後、『ゲッタウェイ』と略）シリーズを執筆中。

『ＩＦ』では、ベルフトの従姉妹いとこで年とし若わかき領りよう主しゆ、リディル・バウエスを演えんじた。




▼鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の代表取とり締しまり役やくにしてゲームデザイナー。代表作は『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』など。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』（以後、『ブレイク』と略）シリーズの著者。二〇一二年五月には『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』を上じよう梓しした。『無印』のナヴァール、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』（以後、『エチュード』と略）のパル、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（以後、『デスマーチ』と略）のギィなど、人気ＰＣのプレイヤーでもある。

『ＩＦ』では〝メタメタ軍ぐん師し〟の異い名みようを持つフォーキャスター、グレイ・ウォーデンを演じた。




▼大畑顕おおはた・あきら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所しよ属ぞくするライター。『アリアンロッド』を始めとする、多くのゲームのデータを担たん当とうしている。『無印』に登場する三下狼おおかみ娘むすめ、ベネットのプレイヤー。

『ＩＦ』では東方から流れ着いたヴァーナの騎き兵へい、バヤンを演じた。




▼齋藤幸一さいとう・こういち

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所属するライター。『ナイトウィザード The 2nd Edition（以後『ＮＷ２』と略）リプレイ　蒼そう穹きゆうのエンゲージ』『ＮＷ２リプレイ　星空のラストリゾート』『ＡＬＧリプレイ　本当のＲＰＧ』『ドラゴンアームズ 改　バハムートライジング　リプレイ　戦場のカノープス』（いずれもエンターブレイン刊）などの著者。

『ＩＦ』では軍人キャラのカルロス・ウィンチェスターを演じた。




たの（以下、ＧＭ）：それでは、これから『アリアンロッドサガ・リプレイ・Ｍ』の収しゆう録ろくを開始します。

一同：よろしくお願いします！

藤井：（にこにこ笑っている）

齋藤：藤井さんが……ひたすらにこにこと笑っておられる。

藤井：はにゃ!!　つ、つい嬉うれしくて。

大畑：もはやこの笑顔は『ＩＦ』収録の名物ですね（笑）。

鈴吹：藤井さんは本当に『ＩＦ』が好きなんだなあ（笑）。

ＧＭ：まあ、今回から『ＩＦ』ではなく、本編扱あつかいなわけですが。

藤井：……ああ、そうでした（笑）。

大畑：俺おれたちもついに表おもて舞ぶ台たいにデビュー！　胸むねが熱くなるぜー！

鈴吹：それで、『Ｍ』に何て単語をあてるか決まったの？

ＧＭ：それについてはですね。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』（以後『サガＭ』と略）にしようかと。

一同：〝メイビー〟!!

鈴吹：なるほど、「そうかもしれぬ」というわけだな。

ＧＭ：はい。グレイの口くち癖ぐせからいただきました。社長の『Ｊイエーガー』も含ふくめ、『サガ』シリーズの隙すき間まを適てき度どに埋うめていく企画ということで。

鈴吹：読者の皆みなさん、『Ｊイエーガー』ともどももよろしくねっ（笑）。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』

　ゴルフォード錬金騎き士し団だんを追われた猟兵たちの、ハードボイルド感あふれる（？）リプレイ。著者は鈴吹太郎。現在文庫化されて、ドラゴンブックから好評発売中。




ＧＭ：……では、前置きはこのくらいにして、今回予告を読み上げます。

一同：お願いしまーす！




●今回予告

　時は帝紀八一五年四月。

　麻あさのごとく乱みだれたアルディオン大陸。

　その影えい響きようはバウエス公こう領りようにも及およんだ。

　レイウォールの王おう権けんを巡めぐる騒そう動どう。

　大陸を象しよう徴ちようする神竜の事じ件けん。

　驚おどろくべきことに、事じ態たいは海を越こえたエリンディル大陸にも波は及きゆうしていた。

　赤い服を着た謎なぞの少女の正体は？

　そして、赤竜王国の趨すう勢せいはいかに？

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』

「エリンディルからの使者」

　──竜の石は散り、新たなる戦せん乱らんの時代へ。




齋藤：お、おお……。不ふ穏おんだ……。

大畑：なにやら、でかい戦乱が始まりそうな雰ふん囲い気きですな。

ＧＭ：もちろんそのつもりです。

藤井：あれ？　今回はエリンディルも巻まき込こまれるんですか!?

ＧＭ：そのとおりです。

大畑：（今回予告を見ながら）あっ、本当だ！　「エリンディルにも」って言ってる！

藤井：エリンディルって、バヤンさんの生まれたところですよね？

大畑：そうなんですが、俺っちはエリンディルといっても東の方の出身でしてね。

鈴吹：エリンディルには西方と東方があるんだよな。

大畑：そうなんです。……ところでバヤンはエリンディル西方については、知っている方がいいですか？

ＧＭ：好きにやってくれてかまいません。知らなくても、メタメタ軍師のグレイがいるから、説明には問題ないので。

大畑：了りよう解かいです。じゃあ俺は「知っているのか、グレイ！」とひたすら言うことにします（一同笑）。




＊　＊　＊




鈴吹：ところでプレイを始める前に我われ々われが『ＩＦ』から引ひき継ついだ設せつ定ていとそうじゃない設定について説明してもらいたい。

齋藤：今回は本編ですから、『ＩＦ』の時の設定とはまた違ちがうでしょうしね。

ＧＭ：了解。……まず、時期は『ＩＦ』の二話目開始時点とほぼ同じです。

藤井：二話目というと……「もしもピアニィが邪じや神しんの御み子こだけを吸すい込こんでいたら」というお話ですね。

ＧＭ：はい。ただし、この『メイビー』ではピアニィは神竜王セフィロスと邪神の御子、両方とも吸い込んでいます。

大畑：あの恐おそろしい暗黒皇こう帝ていピアニィは誕生しなかったのだ！（笑）

藤井：すると、リディルはバウエストンの領主になっていて、グレイさんはその軍師をしているんですね？

ＧＭ：そうです。『ゲッタウェイ』の二巻かんの直後ぐらいと考えてもらえば、わかりやすいかと思います。

鈴吹：『ゲッタウェイ』二巻で書かれたことが本編における我々の過か去こなわけか。つまり我々は……旅人を焚たきつけ、反はん逆ぎやく者しやである自分の従兄弟いとこを逃とう亡ぼうさせた悪あくの領主とその仲間たち！（笑）

大畑：俺たちの知らない俺たちが、いつの間にそんなことを!?（笑）

齋藤：リディルさん、ひどい！（笑）

藤井：し、シナリオの都合上仕方がなかったんですよ～っ!?（←『ゲッタウェイ』シリーズのＧＭ）

ＧＭ：そのあたりの追つい及きゆうは、休きゆう憩けい時間にやってください（笑）。

藤井：笑ってないで、止めてくださいよ～っ!?（一同笑）

ＧＭ：ははは。ともあれ、ハンドアウトを読み上げますね。

一同：はーい。




●ハンドアウト

ＧＭ：まずはＰＣ①、リディル用のハンドアウトです。




▼リディル・バウエス用ハンドアウト

コネクション：レイウォール　　　関係：守しゆ護ご

〝大だい崩ほう壊かい〟の発生により、激はげしい戦乱状じよう態たいになったレイウォール。

　見る人が心痛いためずにはいられない悲ひ惨さんな状じよう況きよう。人々の期待は、バウエス公こう爵しやく家の当主であるリディルに集まる。

　大陸に住む人々のために何ができるのか。それを見つけなければならない。




藤井（以下、リディル）：う、う～ん……なるほど。コネクションがレイウォールなんですね。てっきりバウエストンだけなのかと思ってました。

大畑：グレードが上がっていますね。

鈴吹：広く世界を見ろ、ということでしょう。

リディル：はう～。ややこしいことになりそう……よし、がんばらなくちゃ。

ＧＭ：その意気です。では、次はグレイ用のハンドアウト。




▼グレイ・ウォーデン用ハンドアウト

コネクション：大陸の未来　　　関係：疑ぎ惑わく

〝大崩壊〟により混こん迷めいした大陸情じよう勢せい。

　それでも、メタメタ軍師であるグレイにはその後の展てん開かいは手に取るようにつかめていた。




齋藤：ちょっと待ってください、ハンドアウトまでメタ思考!?（爆ばく笑しよう）

大畑：これはひどい!!（爆笑）

リディル：（爆笑して突つっ伏ぷしている）




　だが、ここから先はそうはいかない。過去のリプレイやサプリメントで描えがかれていないストーリーが始まるからだ。




一同：うぉい!!（笑）




　メタ思考が役に立たなくなったグレイの未来や如何いかに!?




鈴吹（以下、グレイ）：いやあ、これは宣せん言げんせざるを得ない！　諸しよ君くん、ワシはメタメタ軍師をやめるぞーっ!!

大畑：な、何だってーっ!?（笑）

グレイ：今回の『Ｍ』にちなみ、ワシは〝真ま面じ目め軍師〟になるのだ！（一同笑）

リディル：そんなっ、グレイさんのキャラクターが崩壊しちゃいますっ！（笑）

グレイ：そうかもしれんし、そうでないかもしれん（笑）。

リディル：その口癖は変わらないんですね（笑）。……あ、今気づきましたけど、メタも真面目も、両方とも〝Ｍ〟から始まってますね。

グレイ：うむ。メタフィクションの〝Ｍ〟、真面目の〝Ｍ〟だ。

齋藤：その発言自体が真面目とはほど遠いのでは？（笑）

ＧＭ：さてグレイはこんなところで。次はバヤンです。

大畑：おっすおっす。




▼バヤン用ハンドアウト

コネクション：謎の女性　　　関係：興きよう味み

〝大崩壊〟から数日後、キミとカルロスは森で倒たおれている女性を発見した。




大畑（以下、バヤン）：おお、今度は普ふ通つうのハンドアウトだぞ。

リディル：（即そく座ざに）ラブですかっ!?

齋藤：……違うんじゃないですかね？




　彼かの女じよは獣けものにでも襲おそわれたのか血まみれで倒たおれた。だが、それにもかかわらず、その女性は不思議なほど神こう々ごうしい雰囲気を醸かもしている。




バヤン：こ、神々しい!?　まさかのゴッド!?（一同笑）




　バヤンの野生の勘かんは、彼女が新たなる戦乱の火種となることを告げた。




バヤン：おっ、これはやばそうな予感。




　だが、それはさておきバヤンとカルロスは女性を館やかたへ運び入れるのだった。




バヤン：でもハンドアウトに書いてあるから連れて帰るぜーっ！（一同爆笑）

リディル：バヤンさんまでメタ発言をー!?（笑）

齋藤：危き険けんだって感じてるのに、連れてくるなよ!!（笑）

リディル：でも、これ見ると、カルロスも共きよう犯はんですよ？

齋藤：ほ、本当だーっ!?（一同笑）

リディル：わ、わたし、バヤンさんとカルロスさんを信じてます……（笑）。

バヤン：任せて任せて……あれ、なんかハードルが上がってない？（一同笑）

齋藤：ともあれ、次は自分の番ですね。

ＧＭ：はい。最後はカルロス用のハンドアウトです。




▼カルロス・ウィンチェスター用ハンドアウト

コネクション：謎の女性　　　関係：警けい戒かい

〝大崩壊〟から半年あまり経けい過かしたその時期。リディルの身辺を守る役やく割わりを負うカルロスには看かん過かできない情じよう報ほうが届とどいた。

　謎の女性が出しゆつ没ぼつし、バウエストンで暗あん躍やくしているという。さまざまな勢せい力りよくがリディルを狙ねらう昨今、万が一に備そなえるのがカルロスの仕事だ。カルロスはさっそく調ちよう査さに乗り出した。




齋藤（以下、カルロス）：ほら！　バヤンと違ちがって、自分は普通に仕事をしていますよ。

リディル：本当だ～。ちゃんと相手を警戒してるんですね。

バヤン：俺も警戒したよ！　見知らぬ女性を連れて帰るけど！（一同笑）

グレイ：いや、どうやらバヤンのハンドアウトの女性とは別人のようだぞ？

ＧＭ：おお、気づかれた。実はそうなんですよ。

カルロス：つまり、謎の女性がふたりも現あらわれた、ということでしょうか？

リディル：（目を輝かがやかせて）つまり！　今回ふたりにそれぞれラブがある!?

カルロス：ち、ちょっと待ってください！　自分のコネクション、［関係：警戒］ってなってますよ!?（笑）

グレイ：悲ひ恋れんなんだろう、きっと敵てきと恋こいに落ちたりするんだ。

カルロス：そう、なのかなぁ……？（笑）

リディル：そっかぁ、おふたりとも、いいお年とし頃ごろですもんね！（笑）

バヤン＆カルロス：いやいやいや（笑）。

バヤン：お嬢じようこそそろそろ結けつ婚こん話ばなしが出ないとおかしい年頃だろ？

リディル：〝大崩壊〟で忙ぼう殺さつされてそれどころじゃないんですよ、きっと。




　こういう発言は得てしてフラグになるものですが……はてさてどうなりますやら。




＊　＊　＊




ＧＭ：さて、以上でハンドアウトは全部です。次は各キャラクターの成長に移うつりましょう。今回は、『ＩＦ』のキャラクターのレベルを１上じよう昇しようさせた状態でリビルドする形になります。

一同：はーい！




　元のキャラクターシートとにらみ合い、リビルドを行なうこと、しばし──。

　本編のアルディオン大陸へと降おり立たつ、四人のＰＣが完成した。




●キャラクター紹しよう介かい

▼リディル・バウエス（18レベル）の場合

ＧＭ：では、キャラクターの紹介をお願いします。まずはリディルから。

リディル：改めまして、リディル・バウエスです。レイウォール王家のベルフト殿でん下かは従兄いとこです。

一同：おーっ！（パチパチと拍はく手しゆ）

リディル：ちなみに、収録前に『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　アルディオンレボリューションガイド』（以後『レボリューションガイド』と略）で調べたら、リディルの王位継けい承しよう権けんが現在最上位になってました。

グレイ：面白いからそういう設定にしたが……そのときまさか、またこのメンバーで収録をすることになるとは思わなかった（笑）。

リディル：わたしの、メインクラスはパラディン、サポートクラスがモンクで、称しよう号ごうクラスはドラグーンです。基き本ほん的てきには、前に出てみんなを守る盾たて役ですね。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が62、【魔ま法ほう防御力】が51ありますよ。

バヤン：硬っ!?（笑）

リディル：ベルフト殿下から鬼おにのような訓練を受けた結果、この防御力になりました（笑）。セットアップで《インペレイティブ》で《シャインストライク》と《ホーリーフィールド》を使うと、武ぶ器き攻こう撃げきダメージに＋17、物理防御、魔法防御にもさらに＋17されます。

カルロス：とんでもない数すう値ちになってますね（笑）。

リディル：攻撃するときは打だ撃げき武器、神竜棍こんで殴なぐり、ビッグウォールで攻撃を受け止めます。神竜棍のおかげで、【精せい神しん】が３点増ふえ、【ＭＰ】も20点上昇してますよ。

グレイ：おお、神竜棍か！

リディル：性せい格かくは生き真面目で、趣しゆ味みは手芸です。手が空くと編あみ物ものとかしてますよ。

バヤン：バウエス家伝でん統とうの手芸は、どうやらチェインメイルだって編めるらしいな（笑）。

リディル：女の子がチェインメイルを編んじゃっていいんでしょうか（笑）。

グレイ：いいんじゃないか？　彼かれ氏しにあげるのにはぴったりだと思うぞ。

リディル：彼氏かぁ～……そういうラブいことが自分じゃできない分、バヤンさんとカルロスさんががんばってくれないかなぁ……（ちらっ）。

バヤン＆カルロス：なんでこっちに振ふるんですか!?（笑）

リディル：はにゃ？（笑）

カルロス：「はにゃ？」じゃない！（笑）

バヤン：嬉き々きとして見合い話を持ってくる親しん戚せきのおばちゃんのようだ（笑）。

リディル：自分自身もお年頃なので「恋したいなぁ」と思うことはあっても、やっぱり「ベルフト殿下並なみに強くないと」っていう考えがあって、どうしても比くらべちゃうんですよ（笑）。だから、なかなか理想の男だん性せいにめぐり合えないんじゃないかなー、と思います。

バヤン：つまり、お嬢の理想の男とは、カルロスの狙そ撃げきに耐たえ、バヤンよりも移い動どう力が高く、グレイよりも知力があり、ベルフトに引けをとらない人物なわけだな！（笑）




　その条じよう件けんをすべて満たす人間が、果たして実じつ在ざいしているのだろうか？




リディル：はにゃー。途と中ちゆうから自じ己こ紹介じゃなくなっちゃってる気がしますが、とにかくそんな感じです（笑）。

ＧＭ：了解しました（笑）。ではそろそろ、グレイの紹介に移りましょうか。
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▼グレイ・ウォーデン（18レベル）の場合

グレイ：グレイ・ウォーデンだ。正史では捕つかまっていたのか捕まっていなかったのかは不明だが、いろいろあった結果、リディルのところで軍師をしている。いろいろの部分で何があったのかは……ご想そう像ぞうにお任せします。

リディル：わ、わかりました（笑）。

グレイ：メインクラスはソーサラー、サポートクラスはフォーキャスター。称号クラスがメンター。そしてリビルドした結果、『ＩＦ』よりもしっかりと軍師っぽいことをするぞ。具体的には、セットアップで全員の【行動値ち】をワシと同じ【行動値】にするスキル、《パーペチュアルチェック》を取った。

リディル：おおっ、ありがたいです！

グレイ：そして攻撃方法は、《ダブルキャスト》からの《サモン・フェンリル》と《サモン・リヴァイアサン》。相手に［スリップ］と［威い圧あつ］をつけるという、非ひ常じようにいやらしいキャラになった。《サモン・アラクネ》も５レベルあるから、ダメージ軽けい減げんもできるぞ。

バヤン：二重召しよう喚かんって、かっこよくないっすか？（笑）

グレイ：うむ。右手にフェンリル、左手にリヴァイアサン。これを合わせると……何になるんだろう？（一同笑）

カルロス：どう考えたってわけのわからない生き物になるじゃないですか！

バヤン：「怪かい物ぶつが現われたぞー、逃げろーっ！」という事態に！（笑）

グレイ：はっはっは、それは面白いな（笑）。ともあれ、全員同じ【行動値】にしてから、敵にバッドステータスを与あたえ、フルボッコにしてもらう、という作戦が取れるようになった。ちなみに【行動値】はなんと23！

カルロス：速っ！

ＧＭ：装そう備びなどは？

グレイ：防ぼう具ぐはほとんど変わっていない。ファランクスになって、メタメタ軍師改めメタル軍師になりたかったんだが（笑）、それは別の機会に取っておくことにした。こんなとこかな。
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▼バヤン（18レベル）の場合

ＧＭ：次はバヤン、どうぞ。

バヤン：バヤンです。クラスはナイト／バートル。称号クラスはなし。ヴァーナの狼族で、エリンディル東方からやって来たバートル、騎き馬ば民族的なサムシングの出の人間です。このあたりの設定は変わらないので、詳くわしくは『ＩＦ』第一話の俺の人生を見てください（笑）。

リディル：金色の、綺き麗れいな竜を連れてるんですよね。

バヤン：そうそう。「こいつが俺の相あい棒ぼうさ！」と言いながら背せ中なかに乗せているぐらい、俺と竜は親しい関係だよ。

グレイ：竜を背せ負おっていると強くなるんだよな（笑）。

バヤン：はい、そうです。竜が俺に騎き乗じよう状態！　まさに無む敵てき！

リディル：く……くっ……！（←必死で笑いをこらえている）

カルロス：子どもの頃は背せにまたがり、成長したら背せ負おうのか。

バヤン：そうそう、そのとおりだよ。わかってるじゃないか。

カルロス：おお、バヤン！　お前はなんと竜孝こう行こうな男なのだろうか！（←目頭を押おさえる）

バヤン：だろ？（←ドヤ顔）

リディル：……も、もう駄目ぇ……！（机つくえに突つっ伏ぷす）

バヤン：ああっ、お嬢、大だい丈じよう夫ぶか！　いったい誰だれがこんなひどいことを！




　主に大畑君のせいだと思う（笑）。




バヤン：リビルドで微び妙みように調整はしましたが、データとしてはあまり変わってはいません。やることもほとんど変わっていませんが、スキルは新たに《ジャッジメント》を取りました。これは種族スキルで、俺以外のギルドメンバーの【行動値】を２点上昇させます。

一同：おおっ！

バヤン：これでグレイの【行動値】が上がるぜ！（笑）

グレイ：おお、そうなのか。

バヤン：このスキル、俺が登場している限かぎり効こう果かを与あたえるんですよ。

グレイ：常つねに自分以外の【行動値】を上げるのか！　そいつはすごいぞ。

リディル：バヤンさんといると、体が軽くなるんですね！

グレイ：これで【行動値】は25になったぞ。いいスキルだな。

バヤン：《ジャッジメント》以外では、盾の【物理防御力】を【魔法防御力】に適てき用ようする《ハイパーシールド》を取っています。防具も変わって、剛神の鎧よろいというものになりました。

リディル：なんか強そうな名前（笑）。

バヤン：防御力が上がって回かい避ひが下がり、ダメージが上がるというものです。なお、槍やりは『アリアンロッドＲＰＧ　エリンディル東方ガイド』の破軍戟げきのままです。
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▼カルロス・ウィンチェスター（18レベル）の場合

ＧＭ：では最後、カルロスの成長報ほう告こくをお願いします。

カルロス：了解です。カルロス・ウィンチェスター、クラスはスカウト／アルケミスト。称号クラスはハイランダー。元ベルフト配下のスナイパーです。ベルフト閣かつ下かがピアニィ陛へい下かに負けたあと、自分は敗残兵として流れに流れ、現在はリディル殿下にお仕えしています。それ以外の詳くわしい設定は、『ＩＦ』の二話目を見てね！（笑）

リディル：同じ拾われっこ同士、バヤンさんと仲良くしてくださいね（笑）。

カルロス：はぁ……（笑）。最近は、パーティのいじられ役というかツッコミ役というか、そういう立ち位置が確かく定ていしてしまったようです。ストレスがたまってしまい、趣味の釣つりを再さい開かいしました。

リディル：へぇ。釣りが趣味だったんですか？

カルロス：一いつ般ぱんスキルで《フィッシング》を取りました（笑）。暇ひまになると「はぁ……疲つかれた……」と、バウエストン近くの湖で釣りをしています（笑）。

リディル：それ、バヤンさんが釣つれるのでは？（一同笑）

バヤン：「いやぁ、うまいもん使ってんなぁ」と横から餌えさを食ってる（一同笑）。

カルロス：お、お前なぁ!!（笑）……と、最近は心の癒いやしである釣つり場ばまで、バヤンに荒あらされる始末……。

バヤン：何を言ってるんだ！　俺たちは友達じゃあないかっ！（笑）

カルロス：ひとりになりたいんだよっ！（笑）ちなみに、もうひとつの趣味は銃じゆういじり。自室に籠こもって、シンディと名づけた銃をいじってます。

バヤン：そして俺が「あっれー？　これ何だ？」とネジを拾ったりする（笑）。

カルロス：あれ？　足らない……ってやめろーっ！（笑）

バヤン：机の上に落ちてたぜ？（笑）

カルロス：落ちてねーよっ!!　分ぶん解かいしてるんだよっ!!（一同笑）

リディル：そんなことでふたりが喧けん嘩かしたら、お手々つないで城じよう内ない一周してもらいますよ？（一同笑）

バヤン＆カルロス：それは嫌いやすぎる！

リディル：物理的なものより、精せい神しん的てきな罰ばつを与あたえた方が反省しますよね。




　恐おそるべし、リディル・バウエス。




ＧＭ：データ的な面はどうなった？

カルロス：リビルドした結果、今まで持っていた《シュートアウト》や《クイックヒーリング》といった防御スキルをすべて捨すてました。リディル殿下にかばってもらえば無問題！

リディル：もしかして、《バタフライダンス》も持ってないんですか……？

カルロス：（力強く）持っていませんよ！　当たり前じゃないですか！

リディル：い、いっそ潔いさぎよいけど、大丈夫かなぁ……（笑）。

バヤン：どうせなら防具も脱ぬいだらどうだい？　身体からだが軽くなるぜ？（一同笑）

カルロス：どこぞの三下と同じことを言うのはやめろ！（笑）

グレイ：ということは、単たん純じゆんなアタッカーになったのか。

カルロス：はい。おかげさまで、[image: ]点ぐらいの物理攻撃を二回ぶち込こめるようになりました。

バヤン：ひゅ～う！　強いなあ！
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●ギルドの成長

ＧＭ：では、最後にギルドサポートの選定をお願いします。ギルドレベルは11で、こちらもリビルドしてください。

一同：はーい。




　リビルドした〝ドラゴンファイヤー〟のギルドサポートは次のとおり。




リディル：決まりました。取得したギルドサポートは、《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》《再さい行こう動どう》《最後の力》《命の滴しずく》《ギルドシンボル》《偽ぎ装そう情報》《派は遣けん販はん売ばい》《命の泉いずみ》《ギルドハウス》です。

ＧＭ：なるほど。リディルの館がギルドハウス、ということですね。

リディル：はいっ！　何だかうれしいですね～（にこにこ）。

ＧＭ：持っていけるのは18レベルまでですが、どれを置いていきますか？

バヤン：ひとつは《ギルドハウス》ですかね。あとは《派遣販売》か《偽装情報》か……。

リディル：うーん、《偽装情報》は、万が一の時のためにあった方がいいと思います。……うーん、では、置いていくのは《派遣販売》と《ギルドハウス》で。

ＧＭ：了解しました。以上でプリプレイは終しゆう了りようです。次からいよいよオープニングです。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆新たなる戦せん乱らんの幕まく開あけ




　エストネルに向かう〝ゲッタウェイ〟一行を見送り、ノルドグラムへとやって来たリディルたち。マルセルからの連れん絡らくもあって、襲おそいかかる刺し客かくを退しりぞけることに成功した。

　だが、その頃ころエストネルでは、大陸中を揺ゆるがす事じ件けんが起こっていたのだ──。




ＧＭ：では、オープニングの最初のシーンです。マスターシーンで〝大グレート崩壊デイストラクシヨン〟が起こった時に、皆みなさんが何をしていたかを説明していきたいと思います。

リディル：は、はい。

ＧＭ：『ＩＦ』の二話目では省しよう略りやくしましたが、実は〝大崩壊〟のとき、皆さんは王都ノルドグラムにいました。

カルロス：ああ、そうですね。『デスマーチ』五巻かんにも書いてありました。

リディル：『デスマーチ』で言っていたことを受けて、『ゲッタウェイ』二巻でもそういう描びよう写しやをしましたよ。

カルロス：ノルドグラムの制せい御ぎよ室しつに、キルスティンってやつが来てましたね。

ＧＭ：というわけで、キルスティンがノルドグラム城じように侵しん入にゆう。しかし、マルセルから連絡を受けていた皆さんは、制御室でキルスティンを待まち伏ぶせることに成功したわけです。
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リディル：制御室に入はいり込こんだところを、一いち網もう打だ尽じんにしたんですね。

グレイ：では、キルスティンが来たところに立ちはだかって宣せん言げんする。「お前がバルムンク・ノヴァのキルスティンか。残念だったな。我われ々われの勝利はすでに決まっているのだよ」

ＧＭ：「な、何だとぉ……!?　なぜそう言い切れる！」自分の行動を完全に見通されていた事実に、キルスティンは焦あせりと怒いかりを隠かくしきれないようです。

グレイ：なぜか、だと？　それはな……『デスマーチ』に我々が勝つ描写が書かれているからだーっ！（一同笑）

カルロス：相変わらず、グレイ殿が何を言っているのか、さっぱりわからない（笑）。

グレイ：マスターシーンだからな。バヤンが適てき当とうに攻こう撃げきすれば倒たおれるだろう。

バヤン：えっ、マジで!?（笑）　よくわからんが、ためしに攻撃してみようかな。えいっ（槍やりを突つき出だす動作をする）。

ＧＭ：するとエキストラなので一いち撃げきで倒たおれました。

カルロス：な、何だってーっ!?（一同笑）

グレイ：な、ワシの言ったとおりだっただろう？（笑）

バヤン：まさか本当に一撃で死ぬだなんて！　ち、違ちがうんだ、そんなつもりじゃなかったんだーっ!?（一同笑）




　バヤンの無意味に悲ひ痛つうな叫さけび声ごえが、ノルドグラム城じようの制御室に響ひびき渡わたった。




ＧＭ：……と、そんな具合で無事にキルスティンを倒たおしたわけですが。

カルロス：い、いいのか？　こんな具合で……。

グレイ：と、ここで〝大崩壊〟が起こるわけだな。『無印』では、エストネルにいたピアニィを中心に、ものすごい爆ばく発はつが起こる。
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ＧＭ：そのとおりです。『デスマーチ』のパーティも南の空を見上げ、マルセルが「いったい何が起こってるんだ！」と焦あせったりしています。そして同じ頃ころ、謎なぞの爆発が起きた近辺には、ヒルダたち〝ゲッタウェイ〟がいました。

リディル：ちょうどそのとき、〝ゲッタウェイ〟はヒューバードをエストネルで探さがしていた最中でした。

カルロス：……彼かれらは大だい丈じよう夫ぶだったんだろうか？

リディル：爆発には巻まき込こまれています。ただ、リージュの持っていた不思議な石の力のおかげで、全員無事です。

[image: ]

バヤン：あいつらすごいな！（笑）

ＧＭ：しかし、レイウォール女王であるステラは帰ってきませんでした。その情じよう報ほうは、〝大崩壊〟が起きた数日後ぐらいに、ノルドグラムに滞たい在ざいしていた皆さんの耳に入ってきます。

[image: ]

グレイ：情報を聞いたワシは、リディルにこう進言する。このままノルドグラムに居い続つづけるのはまずい。謀む反ほんを疑うたがわれる可か能のう性せいがある！

リディル：えっ！　謀反!?

カルロス：ステラ陛へい下かがいなくなれば、次に女王になるのは、現げん在ざい王位継けい承しよう権けん最高位のリディル殿下。疑われる要よう素そは十分にあります。

リディル：確たしかにそうですが……。

グレイ：バウエス公こう領りようの方でも混こん乱らんが起きるだろうし、今のうちにさっさと帰った方がいいと、ワシは思うが。

リディル：わかりました。ですけど、どうしてそこまでわかるんですか？

グレイ：それはな……『レボリューションガイド』にそう書いてあるからだ（一同爆ばく笑しよう）。

カルロス：待ってくれ！　『レボリューションガイド』って、いったい何なんだーっ！（笑）

リディル：……わかりました、グレイさんの言うとおりにしましょう。

ＧＭ：ということで、皆さんはノルドグラムを後にし、バウエストンへと戻もどってきました。その後、女王が戻もどらないレイウォールは混乱状じよう態たいに陥おちいり、結果として大きく三つの勢せい力りよくに分ぶん裂れつします。

グレイ：〝幸運軍ぐん師し〟ミック・ヴィルナーのレイウォールアライアンス。〝聖せい女じよ〟ユーフェミアの活動するレイウォール中央政せい権けん。そして……。
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リディル：わたしたちのいる、バウエス公領ですね。

ＧＭ：そのとおりです。と、以上が時じ系けい列れつの確かく認にんと『レボリューションガイド』以前に何が起こったのかについての説明となります。で、シーン終しゆう了りようです。

リディル：はにゃ……こうやって見ると、改めて大変な状じよう況きようになっちゃったんですね……。







◆Opening 02◆そのものの名は




〝大崩壊〟以い降こう、バウエストンにも戦乱の気配が忍しのび寄よりつつあった。

　レイウォール中央政権の偵てい察さつのため、バヤンとカルロスは深しん紅くの森を進む。

　そしてその途と中ちゆう、傷きずつき倒たおれた美しい少女と遭そう遇ぐうした。




ＧＭ：では次のシーンに移うつります。シーンプレイヤーはバヤンです。

バヤン：お？　いきなり来るとは思ってなかったぜ。

ＧＭ：場所はバウエス公領の端はし、深紅の森というところです。

リディル：なんで深紅の森っていうんでしょう？

グレイ：おそらく秋になると木々の葉が真っ赤になるところから名づけられたんじゃろう。

カルロス：たった今、理由をでっちあげましたね（笑）。

ＧＭ：深紅の森の縁ふちはバウエス公領とレイウォール中央政権の勢せい力りよく圏けんの境さかいになっており、向こう側の斥せつ候こうがたびたび目もく撃げきされています。

カルロス：深紅の森の管理は、確かレイウォール神しん殿でんがしていたはず。おそらく、実じつ質しつ管理しているのはユーフェミアたち、中央政せい権けん側がわなんだろう。

バヤン：ステラ陛下がいなくなった状況では、向こうさんもこっちの動きを気にせざるを得ないってところか。

ＧＭ：というわけで、バヤンはカルロスと一いつ緒しよに偵察にやってきた、という状況です。

カルロス：自分も登場するのか。了りよう解かい。

ＧＭ：バヤンとカルロスは、レイウォール中央政権の動きを偵察するべく、深紅の森の中を喧けん嘩かしながら歩いています。……というわけで、喧嘩をしてください（一同笑）。

カルロス：何それ!?（笑）

バヤン：ＧＭから喧嘩をしてくださいと言われるとは……新しん鮮せんだ！（笑）

リディル：そわそわそわそわ（笑）。

カルロス：藤ふじ井いさんがすごい期待した目でこちらを見ている（笑）。

グレイ：ほれほれ、領りよう主しゆ様が期待なさってるぞ。ちゃんと応こたえんかい（笑）。

カルロス：それこそ無茶振ぶりだ!!　どうしろっていうんだ!!（一同笑）

リディル：ハンドアウトに書いてあるのに～。

カルロス：かといって、理由もないのに喧嘩はできません（笑）。

バヤン：いいじゃないか、理由なんかなくたって。イベントフラグだろ。

カルロス：イベントフラグって何だ！　疑ぎ問もんに思わんのか、この野良犬め！

バヤン：なんだと！　俺おれは野良犬じゃねえ、犬だっ!!（一同笑）




　狼おおかみじゃないのか。




リディル：すごいなぁ、ちゃんと喧嘩に持っていってますよ（笑）。

ＧＭ：とまあ、ふたりが喧嘩をしていると上空から突とつ然ぜん、ぎゅいーんと音をたてて何かが落ちてきます。

バヤン：ん？　何だあれ？

ＧＭ：ふたりがそれを目で追った次の瞬しゆん間かん……大だい爆ばく発はつが起こり、爆ばく音おんとともに爆ばく風ふうが周囲の木々をなぎ倒たおします。

カルロス：うわっ!?　な、何だ!?

バヤン：おおー、こいつは派は手でな花火だ。でかい祭りが始まりそうだなっ！

カルロス：お前は何を悠ゆう長ちようなことを言っているんだ！（笑）

ＧＭ：どうやら爆発が起こった場所は、ふたりがいるところから少し離はなれているようです。

バヤン：くんくん、どうやら向こうっぽいぜ。ちょっと様子を見てこよう。

カルロス：おい、危あぶないだろうが！　勝手にうろうろするんじゃない!!

バヤン：なーに、ぱぱっと行ってぱぱっと帰ってくれば大丈夫だろう。

カルロス：じゃあ、バヤンに引ひっ張ぱられるようについていきます（笑）。




　というわけで、爆発のあった場所へとやって来たふたり。




ＧＭ：少し歩くと、爆発が起こったと思おぼしき場所に、髪かみの長い少女が血まみれになって倒たおれています。

カルロス：少女？

ＧＭ：意い識しきはないようですが、そこにいるだけで神々しさを感じます。

バヤン：な、なんと神々しい！（棒ぼう読よみ）

カルロス：年ねん齢れいはどのぐらいですか？

ＧＭ：少女と言える程てい度どの年齢に見えます。耳が少々特とく殊しゆな形けい状じようをしていて、薄うすい緋ひ色いろの衣をまとっています。地面に散った髪はかなり長いです。

バヤン：おい兵隊クン！　俺は感じる、感じるぞ！　この子、ゴッド可愛かわいいぜ!!（一同笑）

カルロス：ゴッド可愛いって何だよ!?

バヤン：神々しい雰ふん囲い気きと可愛らしさを併あわせ持もった、まったく新しい表ひよう現げんだ。

リディル：単たん純じゆんに単語をくっつけただけだと思います（笑）。

カルロス：とりあえず生きているかどうか確認しよう。脈を取ります。

ＧＭ：生きてはいます。ただ、爆発との因いん果が関係は不明ですが、かなり深い傷きずを負っています。このまま放置すれば、確かく実じつに命を落とすでしょう。

カルロス：それはまずい。

バヤン：怪け我がをしてるようだし、連れて帰ろうぜ。

カルロス：待て、野良犬。子どもとはいえ、素す性じようもわからない相手を連れて帰れば、バウエストンに余よ計けいな火種をもたらすじゃないか。

バヤン：だろうな。そんな感じがする。

カルロス：お前なぁ……。

バヤン：だがな、カルロス。お前はこの子を放置できるか？

カルロス：む……そうだな。いくら不ふ審しんといえど、怪我をして倒れている女じよ性せいをこのままにはできん。

バヤン：（にやっと笑って）お前なら、そう言ってくれると思ってたぜ。

カルロス：ふん。お前と意見が一いつ致ちするのも癪しやくだが、やむを得まい。

バヤン：それに、俺とお前がしっかりしていれば何とかなる……そう思わないか？

カルロス：ちっ。気に入らないが……貴き様さまの言うとおりだ。

バヤン：とにかく、簡かん単たんに手当てしてから、お嬢じようのところに連れて行こう。俺は膝ひざをついて彼かの女じよを抱だき起おこします。

ＧＭ：では、彼女に触ふれた瞬間、バヤンはこの少女が只ただ者ものでないことを確かく信しんします。理り屈くつではなく、本ほん能のうでそれを察知する、という感じです。

バヤン：な、何だこの尋じん常じようじゃないオーラは……！　ガクガクブルブル（笑）。

カルロス：どうした、バヤン。

バヤン：何でもないぞ！　べ、べ、べ、別にビビッてねぇしぃ！（一同笑）

カルロス：怯おびえてるじゃないか！（笑）

バヤン：と、ともかく、ささっと連れて行こう。あらほらさっさー。




　と、謎の少女をリディルのいるバウエストンの館へと運はこび込こむ、バヤンとカルロス。




リディル：ここでわたしが登場していいですか？

ＧＭ：もちろん。

リディル：はーい。じゃあ、「お帰りなさい」と出で迎むかえます。どうでした？

バヤン：ああ、お嬢。お土産持ってきたぜー！　褒ほめてくれー（一同笑）。

リディル：何だか、ネズミ捕とってきた猫ねこを見てるような気分です（笑）。

カルロス：とりあえず、詳くわしい説明はあとでします！　殿下、お手を煩わずらわせてしまって申もうし訳わけありませんが、この少女に《ヒール》をお願いしてもよろしいでしょうか？

リディル：えっ、怪け我が人にんですか!?

バヤン：ゴッド可愛い子が、怪我して倒れてたんですよ（一同笑）。

カルロス：それはもういいっつーの！

リディル：……事じ情じようはわかりませんが、とにかく医い務む室しつへ。そこで治ち療りようしますから。
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ＧＭ：では、意識のない少女を医務室へと運はこび込こみました。ちなみに《ヒール》は演えん出しゆつでいいですよ。

リディル：ともかく《ヒール》します。……この子、どこで拾ったんですか？

バヤン：深紅の森を歩いてたら、ひゅるるるーっと空から落ちてきて、ドーン、バーン！　ってなって、ばばーっと行ったらバターンと倒れたんだよ。

リディル：全然わからないです（笑）。

カルロス：ほら見ろ、何も伝わってないだろう。改めて、殿下に経けい緯いを説明しておきます。かくかくしかじか、と。

リディル：なるほど……。それにしても、いったいこの子は何者なんでしょう？

ＧＭ：《ヒール》のおかげもあり、少女はここで意識を取とり戻もどします。

リディル：あ、よかった、気がついた。大丈夫ですか？

ＧＭ：「……こ、ここは？」

リディル：レイウォールのバウエストンですよ。……これで通じるのかな？

ＧＭ：それで通じたようです。少女はうなずきながら、「そうか、そなたはリディル・バウエスだな」と言います。

バヤン：お？　この子、お嬢のこと知ってるぞ。

カルロス：殿下はこう見えて、レイウォールでは名の知れた方だ。幼おさない子どもが知っていても不思議じゃない。

リディル：はにゃ、それはちょっと言いすぎですけど……（笑）。それにしても、よくご存ぞんじですね。レイウォールの方ですか？

ＧＭ：少女はリディルをじっと見つめ、静かに言います──。




「私わたしはこの国の守しゆ護ごの神竜。名を〝深紅竜〟アイン・ソフという」




リディル：……へっ？　深紅竜？

カルロス：はっはっはっ！　冗じよう談だんもほどほどにしなさい。君のような子どもが守護竜だなんて、そんなことがあるはずないだろう（笑）。

ＧＭ：「冗談でも嘘うそでもない。我わが名はアイン・ソフ」

バヤン：あいんそふ？　って何だ？

カルロス：お前はこの三年間、歴史の勉強もしてないのか（笑）。

リディル：簡単に説明すると、アイン・ソフというのはレイウォールの国民が信しん仰こうする神様みたいなものです。

バヤン：え、嘘、マジで!?　すっげー、ゴッドすげーっ!!（笑）

リディル：さすがに信じられないなぁ。その子を見てしまいますけど。

ＧＭ：相変わらず、じっと皆さんを見つめています。何もかもを見み透すかすようなまなざしには、冗談や嘘を感じさせるものは含ふくまれていませんね。

カルロス：……ちょっと気け圧おされます。

ＧＭ：それに体は小さくはありますが、普ふ通つうの子どものような無む邪じや気きさはなく、老成……というよりは、悠ゆう久きゆうの時を生きてきたものの荘そう厳ごんさが感じられます。

バヤン：樹じゆ齢れい数百年の大たい樹じゆとか、そういうのを見ている感じなのかな？

ＧＭ：もしかしたら、それ以上かもしれません。明らかに普通の人間とは異ことなる空気をまとっていますから。

リディル：うーん、どうしましょう？

ＧＭ：では、ちょうどいいのでこの辺で一いつ旦たんシーンを切りましょう







◆Opening 03◆深紅竜の依い頼らい




　正体不明の神威をまとった少女。

　彼女の存そん在ざいを知ったグレイが指し示じする一手とは？




ＧＭ：というわけでグレイのシーン。

グレイ：では、タイミングを計ったかのように扉とびらを開けて入ってくる。実にちょうどいい！

リディル：といいますと？

グレイ：うむ。ワシは今回のリビルドでプリーチャーを経けい由ゆした結果、神竜だったら意い志しが通じるのだ。つまり……ワシは神竜語がぺらぺーらなのだ！（一同笑）

カルロス：な、なんだってー!?（笑）

グレイ：（やたら爽さわやかに）ハーイ！　コンニーチハー！　ワタシ、プリーチャーのグレイデース！（一同笑）




　どう聞いてもプリーチャーではなく、インチキ外国人である。




グレイ：……で、ある程てい度ど話してみて、分かることはあるかね？

ＧＭ：そうですね。人より長く生きているグレイには彼女がはるか昔から存在するものだ、と理り解かいできます。

グレイ：ふーむ、確かに、これは只者じゃないかもしれん。

リディル：そういえば、グレイさんは、相手が嘘をついているとわかるんですよね？　調べられますか？

グレイ：無理だな。ワシの《インサイト》では、[image: ]レベルの神様相手じゃあ通じないだろう。

カルロス：またわけのわからないことを……（笑）。

グレイ：それにしても、仮かりにもアイン・ソフ様ともあろう方が、なんでまたそんなお姿すがたに？

ＧＭ：すると、少女──アイン・ソフはひとつうなずき、「説明せねばなるまい」と語り始めます。『無印』六～七巻の内ない容ようですね。

バヤン：そう言われるとわかりやすい（笑）。

ＧＭ：「エストネルの地で神と魔まの決戦が繰くり広ひろげられ、そこですべての決着がつく予定だったの。しかし……」

リディル：しかし？

ＧＭ：「原げん因いんがつかめぬ謎の爆発と混乱に巻き込まれ、私も命からがら深紅の森まで逃にげ帰かえってきたのじゃ」

バヤン：神様でもわからない謎の爆発!?　何だそりゃ！

グレイ：『無印』六巻で、アイン・ソフが急に姿を消したのは、そのせいか。

ＧＭ：「だが、深紅の森が見えたところで力ちから尽つき……地面に激げき突とつしてしまった。身動きが取れずにいたところを、このふたりに助けられたのじゃ」

リディル：すごいじゃないですか、神様を助けちゃったんですね！

バヤン：おお、そうだな。孫ができた時に自じ慢まんができそうだ（笑）。

リディル：では、その怪我はエストネルで起こった爆発に巻き込まれて？

ＧＭ：「それもあるだろうが、謎の爆発が起きるまで、私は竜の姿でダーインスレイブと戦っていた。おそらくはその時のものじゃ」

リディル：ダーイン……スレイブ？

カルロス：聞いたことのない名前だ。

グレイ：そこはワシが説明しよう。ダーインスレイブとは、邪じや神しんの御み子こ配下の魔族の中でも、特に強い四人……〝始祖の四人Four Deadly Swords〟と呼よばれるもののひとりだ。〝純じゆん白ぱく竜〟アイン、〝深紅竜〟アイン・ソフと、ほぼ同等の力を持っている。

一同：ほほう。

グレイ：……ところで、ワシはなんでそんなことまで知ってるんだろうな？（一同笑）




　いきなり訊きかれても困こまります。




バヤン：さすがはグレイ！　自分でも知らないことを知っている！

リディル：ええと……ちょっと整理しますね。まず、エストネルで神と魔の決戦というものがあった。

カルロス：そこで、ダーインスレイブという魔族と、アイン・ソフが戦っていた……。

リディル：それから、アイン・ソフさんでも原因がわからない爆発があって、エストネルが崩壊した……ということですね？

ＧＭ：アイン・ソフは小さくうなずきます。彼女の認にん識しきとしては「ダーインスレイブと戦っていたら大爆発が起きた。いろいろうやむやになってしまったうえに深手を負ったので、とりあえず逃げ帰ってきた」という感じです。

リディル：……その、ごめんなさい。今すごく混乱していて、うまく言葉にできないんですが……レイウォールの守護の竜であるあなたが無事で、本当によかった……。思わず手をぎゅっと握にぎっちゃいます。

ＧＭ：アイン・ソフは、静かにリディルの手を握にぎり返します。

バヤン：ふむ。どうやら悪いやつじゃあなさそうだ。

リディル：怪我をしているなら、ここで傷を癒いやしていただくのがいいでしょう。なにせ国の守護竜ですから、万が一のことがあったら大変です。

グレイ：それがいいだろうな。

リディル：では、アイン・ソフ様。何かご希望はありますか？

ＧＭ：「そなたたちの厚意だけでもありがたく思っている。だが、もしかしたら傷きずついている私を狙ねらって、魔族が襲おそってこないとも限かぎらぬ」

バヤン：「今ならアイン・ソフ殺やれるぜー！　あいつを殺ればオレは金バッチじゃー！」と魔族の下したっ端ぱが襲ってくるのか。そいつは怖こわい。

カルロス：（引きつった笑顔で）は、はははっ。魔族なんて、この大陸にいるわけがないだろう。ああ、いるわけがないだろう。

バヤン：え、兵隊クン、魔族見たことないのぉ～？　おっくれてるー（一同笑）。

カルロス：ええい、うるさいっ！（笑）そもそもアルディオンには魔族なんかいないんだ！　見たことがあるはずもないだろう！

リディル：わたしも同じです。だから、魔族が襲ってくると言われても、正直ちょっと想そう像ぞうできないです……。

グレイ：ふむ、頃ころ合あいだな。カルロス、そしてリディル。お前たちには、この事実を伝えなければなるまい。

リディル：何でしょう？

グレイ：アルディオン大陸に魔族はいない。そう言われてはいるが……あれは嘘だ！

カルロス＆リディル：な、何だってぇー!?

グレイ：かくかくしかじかと説明してこう言うぞ。……こんな事件が起こったのだ。この機に乗じて、妖よう魔またちがあちこちを跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするかもしれぬな。

カルロス：自分はさらに混乱している。こ、この数時間で、自分のアルディオン人としてのアイデンティティがすべて崩くずれていくんですが……（笑）。

リディル：逆ぎやくに言えば、それだけ大きなことが起こっている、ということなのでしょうね。

ＧＭ：アイン・ソフはまたひとつうなずき、全員の顔を見回したあと、「すまぬが今の私では何も役にたたぬ」と言います。

リディル：どう思われます？

グレイ：ふーむ……アイン・ソフよ。ひとつ教えてもらいたいことがある。

ＧＭ：「何なりと」

グレイ：……神竜王セフィロスは、いかがなされましたか？

ＧＭ：しばらく黙だまりこんだあと、彼女は首を横に振ふって答えます。「はっきりとしたことは、私にもわからぬ。気配を感じることができぬのだ」

リディル：ええ────っ!?

バヤン：お、おお？　どうした、お嬢。そんなに大変なのか？

グレイ：大変どころの騒さわぎではない。由々しき事じ態たいだ。大陸を守護する神竜王セフィロスの気配が消え、アインは石となり海に落ちた今、アイン・ソフは是ぜが非ひでも守らねばならん。

カルロス：何だか聞きき捨ずてならない話が聞こえたんだが……（笑）。

グレイ：おお、そうだ。このことも知らせなければならんだろう。大事なことなので、胸むねの中だけにしまっておきたまえ。……グラスウェルズには、すでに守護竜である〝純白竜〟アインがいないのだ。

リディル：どうしてレイウォールにいるグレイが知っているんですか？（笑）

グレイ：それはな……『ブレイク』で鈴吹太郎すずふき・たろうがそう書いたからだ！（一同笑）

カルロス：毎度毎度のことながら、本当にグレイ殿の言っていることが理解できない！




　毎度毎度ツッコミを入れるカルロスも、律りち儀ぎなものである。




グレイ：ともあれ、守護竜の片かた割われが消しよう滅めつし、神竜王の加か護ごすらなくなった。我々の選せん択たくできる道は、すでにひとつしか残されてはいないのだ。

ＧＭ：アイン・ソフは何も言いません。ただ、その沈ちん黙もくが肯こう定ていのものであることは、すぐにわかります。

カルロス：（愕がく然ぜんとして）信じられない……〝純白竜〟が消え、神竜王までいなくなった……!?　この世界は、いったいどうなってしまうんだ。

バヤン：なあ、カルロス、お嬢……。




　突然真面目な顔になって、話しかけるバヤン。




リディル：は、はい。

カルロス：……なんだ？

バヤン：さすがの俺でも今がすごくヤバイ状況だということはわかる。

カルロス：バヤンが真面目な話をするだと！

リディル：こ、ここは茶化さずにちゃんと聴ききましょう。

バヤン：でも、そんなヤバイ状況だからこそあきらめたり絶ぜつ望ぼうしたりしない、そんな姿し勢せいが大切なんじゃないかな？

リディル：バヤンさん……。

バヤン：なあに、どれだけ今が苦しくても、めげないで前向いてりゃ、いつか絶ぜつ対たいなんとかなるぜ。

カルロス：そうだな。バヤンの言うことは正しいのかもしれない。自分はまだ混乱しているし、受け入れるのにも時間がかかりそうだがな……（笑）。

バヤン：ま、乗りかかった船ってやつだ。……乗せたの俺だけどな！（笑）

リディル：……そうですね。悩なやんでも悩まなくてもやることは同じなんですし。

ＧＭ：「かくまってくれるのか？」とアイン・ソフが訊たずねます。

リディル：もちろんです。ここでゆっくりと傷を癒やしてください。

ＧＭ：「すまぬ。しばらくの間世話になろう」

リディル：大丈夫です。バヤンさんとカルロスさんは、腕うでが立ちますから。

バヤン：俺たちだけじゃないぜ？　なんせ、お嬢はめちゃくちゃ硬かたい。ボディガードとしても優ゆう秀しゆうだ！（一同笑）

グレイ：自分の主あるじに守らせる部下たちだからな、ワシらは（笑）。

リディル：あははは（笑）。

ＧＭ：アイン・ソフは少しだけ笑ってうなずきます。「心強い限かぎりだ。シナリオの都合上、いろいろな敵てきが襲ってくると思うが、よろしく頼たのむ」（一同笑）

カルロス：アイン・ソフまでメタなことをーっ!!

バヤン：メタ化現げん象しようがあちこちに！

リディル：ともあれ、狙ねらわれているというなら、守りを固めた方がいいと思います。

グレイ：そうだな。ところでリディルよ、ひとつ質しつ問もんをしようか。

リディル：はい、何でしょう？

グレイ：これから世の中は激げき動どうするだろう。さて、お主ひとりが守り、支し配はい下における力の範はん囲いとは、どこまでだと思うかね？

リディル：それは……悩なやみますね。返答に詰つまってしまいます。

グレイ：ならば、ワシの見み込こみを言おう。バウエス公領までは、この城の兵士は皆、殿でん下かに忠ちゆう誠せいを尽つくすだろう。大たい義ぎを説けば、命を捨すてて尽つくしてくれるだろう。

リディル：そ、そうなんですか。

グレイ：だが、この地の外ではその理屈は通用せぬ。

リディル：それは……そうでしょうね。

グレイ：だからこのバウエス公領の外に出てはならぬ。内に籠こもって守りに徹てつするのだ。アイン・ソフが復ふつ活かつし、再ふたたび神竜の力を取とり戻もどすまではな。

リディル：……わかりました。とにかくここから出ない、ですね。

グレイ：世話をする侍じ女じよたちには、「怪我をした旅の巡じゆん礼れいの方」と説明しよう。

リディル：わ、わかりました。……なんか大事になってきたなあ。

バヤン：んじゃ、アイン・ソフさんが暇ひまを潰つぶせるように、グレイから借りたルールブックと『レボリューションガイド』を渡わたしておこうかな（一同笑）。

グレイ：それがいい。[image: ]レベルを組むには、時間がかかるからな（笑）。

ＧＭ：アイン・ソフは渡されたルールブックをぱらぱら見ながら「残念ながら、今回のシナリオでは、私はエキストラなのじゃ」と答えます（一同笑）。

カルロス：……もういいや。とにかく深紅竜様をお守りします。

ＧＭ：では、皆の言葉にアイン・ソフがうなずいたところで、このシーンを終了します。







◆Opening 04◆リディル、即そく位い？




　アイン・ソフを保ほ護ごしてからしばらく経たったある日。レイウォール中央政権の親書を携たずさえ、使者がリディルの館やかたの門をたたく。

　旧きゆう知ちの使者がもたらした親書には、リディルが予想もしていなかったことが書かれていた。




ＧＭ：次のシーン。シーンプレイヤーはリディル。全員登場となります。

リディル：はいっ。

ＧＭ：場所はバウエストンのリディルの館。時期は、前のシーンの終わりから、『デスマーチ』六巻までの間ぐらいです。依い然ぜんとしてステラは行方不明のまま。国内もいまだ混乱が続いています。そんな折に、バウエストンへノルドグラムから使者がやってきます。

リディル：ノルドグラムから？　どなたでしょう。

ＧＭ：「壮そう年ねんのフィルボルの女性です。ジュリアナ・バターフィールドと名乗っております」

リディル：えっ、ジュリアナが!?

ＧＭ：ベルフトの乳母うばですから、使者としては適てき切せつだという判はん断だんでしょう。




ジュリアナ・バターフィールド

　ベルフトの乳母を務めた女性。体の小さいフィルボルだが、猛将ベルフトが頭が上がらなかったという人物。

　このシナリオの時期は王都ノルドグラムで隠居生活を送っている。
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グレイ：リディルにとっても、家族同然の立場じゃないか？

リディル：だと思います。小さい頃のわたしは、ベルフト殿下のところに通ってたみたいですし、一緒に面めん倒どうを見てもらっていたんじゃないでしょうか。

ＧＭ：「いかがいたしましょう？」

リディル：お通ししてください。

ＧＭ：しばらく待つと、ジュリアナが通されます。形式的な挨あい拶さつを交わしたあと、ジュリアナは「元気にしてるかい？」と、親しげに語りかけます。

リディル：はい、おかげさまで。部下によくしていただいておりますから。

ＧＭ：「それは何よりだねぇ」と、娘むすめの成長を喜ぶ母親のように言います。

リディル：はにゃ～、懐なつかしさで、胸の辺りがあったかくなりますね。

グレイ：で、この辺にかかっているレースをぺらっとめくって、「編あみ目めが綺き麗れいにそろっているじゃないか。よくやっているねぇ」って言うんだな（笑）。

ＧＭ：ではそれで（笑）。「ちゃんと昔教えたことを守っているんだね。生真面目なところも、まるで変わらない」

リディル：ジュリアナが教えてくれたおかげですよ。

バヤン：す、すげぇ、あれがベルフトに編あみ物ものを教えたばーさんなのか……このオーラ、只者じゃねぇぞ（笑）。

カルロス：こほん。殿下、世間話はまたあとにいたしましょう。

リディル：そ、そうでした。ジュリアナ、今日はどんな用よう件けんでこちらに？

ＧＭ：ジュリアナは「これをお読み」と、リディルに親書を差し出します。ユーフェミアからのものですね。

リディル：封ふうを切って読んでみます。

ＧＭ：内容はいたってシンプルです。レイウォール中央政権の一部、ユーフェミアの勢力から、「大陸の平和を取り戻もどすために力を貸かしてほしい。そのために、リディルにレイウォールの女王になってほしい」と書いてあります。

リディル：………………………へ？




　藤井さんは、五秒ほど硬こう直ちよくしました。




バヤン：ど、どうした、お嬢？（笑）

リディル：い、いや、確かわたし中央政権からは警けい戒かいされていると思ってたので……（笑）。ちょっと意外すぎて、びっくりしちゃいました。

グレイ：『レボリューションガイド』によると、古い貴き族ぞくたちは「王様になってくれ」と言い、中央政権の一部からは逆に警戒されているそうだ。

ＧＭ：他の勢力もそうですが、レイウォール中央政権も、決して一いち枚まい岩いわではありません。

カルロス：今回の件も、ユーフェミアの独どく断だんかもしれませんね。

リディル：なるほど。

ＧＭ：で、親書から読み取れますが、向こうとしては、リディルを女王にし、グラスウェルズのフィリップと結けつ婚こんしてもらおうと考えているようですね。

[image: ]

リディル：…………。

一同：…………。

リディル：……は、はにゃ!?　け、けっこん!?

ＧＭ：はい。はっきり「結婚しろ」とは書いていませんが、グラスウェルズと連合王国を作り、ゆくゆくは大陸を制せい覇はするという構こう想そうのようです。

リディル：……は、はぁ……。

バヤン：お嬢、顔がぽけっとしてるぞ。

リディル：だって！　だって！　いきなり「女王」だ「結婚」だなんて言われても困ります！

カルロス：それはそうでしょうな。

リディル：うーん……わたしとしては、グラスウェルズ人のヒルダと仲良くなったことで、あの国へのわだかまりも無くなっているとは思うんですよ。

ＧＭ：なるほど。

リディル：でもやっぱり、ぴんとこないです。個こ人じん的てきにはそれで協力関係がうまくいくとも思えませんし。

グレイ：だが、うかつには断ことわれないな。

ＧＭ：はい。このままだとレイウォールは荒あれっぱなしだし、グラスウェルズ側にも事情がありますしね。

カルロス：アガルタ公国、神しん聖せいアンリ帝てい国こくなど問題を抱かかえてますからね。

ＧＭ：そうです。レイウォールの保ほ守しゆ派はとしては、「国の威い信しんを取り戻して、フェリタニア誕たん生じよう以前の二大強国体たい制せいに戻す」というのは最重要なんです。

グレイ：そのためには、「レイウォールの女王となったリディルとフィリップが手を組んで、大陸の状況をひっくり返せばいい」と。

ＧＭ：特にレイウォールはピアニィ体制になって以来、一番損そんをしていますからね。

カルロス：しかも、損をさせたのが自国の元王女だっていうんだから、レイウォールの国民の心しん境きようはさぞかし複ふく雑ざつだったでしょう。

ＧＭ：元々ピアニィは国民の人気の高い王女様だったので、問題が大きくなることはなかったのですが……。

グレイ：ピアニィ支し持じ派ははこう言っていたのだろうな。「ピアニィ陛下が大陸を制せいしたということは、レイウォールが制覇したということだ」と。

ＧＭ：とはいえ、それでも納なつ得とくできない人はいます。その辺は『デスマーチ』四巻あたりで描えがかれています。

リディル：そんな事件もありましたねえ。

ＧＭ：そんな中、ピアニィが行方不明になって、「ピアニィのいないフェリタニアに、でかいツラされたくねえよ」という人たちの声が大きくなってきた、というわけです。

グレイ：おまけに、次の統一帝代行はちっこい女の子だ。「そんなやつの言うことなんて聞いてられるかよ」と言い出す連中が増ふえてもおかしくはない。

ＧＭ：はい。実じつ際さいに、言うことを聞いていません。

リディル：はにゃ……あの、仮かりにわたしが女王になったとしても、フィリップ陛下がわたしと結婚したい、と考えるなんて思えないんですが……。

ＧＭ：個こ人じんの思おも惑わくは関係ないんですよ。国と国が協力関係を結ぶために、一番手っ取り早い方法が、王族の婚こん姻いんですからね。

リディル：そ、それはわかってるんですけど……でもなあ……うーん……。

グレイ：ではそこで、ぶつぶつ言ってるリディルの耳元に、「何も言わず答えを引ひき延のばしなさい」とだけ言うぞ。

リディル：え？　いいんですか？

グレイ：「すぐに返事を出せ」という話でもないだろうからな。

ＧＭ：ジュリアナはリディルも大切なんで、必ずしも乗り気ではありませんが、事態が切せつ迫ぱくしてることも間ま違ちがいはありません。

リディル：ですよねぇ……。

ＧＭ：このまま時間が経ってしまえば、レイウォール中央政権の内部抗こう争そうが激はげしくなり、さらに細かく分裂する可能性があります。

グレイ：そうなったらミック・アライアンスのいい餌え食じきじゃろうな。

リディル：は、はにゃ……どうしましょう……（バヤンとカルロスを見る）。

バヤン：んー、嫌いやなら断ことわっちまえばいいんじゃねえの？

カルロス：そういうわけにもいかないから、悩んでいるんだろうが。

バヤン：だって、お嬢の人生じゃねえか。お嬢の好きにするのが一番だと思うぜ。……ま、どんなことになっても、俺はお嬢に受けた恩おんを返すまで、お嬢に仕えるつもりだけどな。

リディル：ありがとうございます。

カルロス：自分個人としては、殿下には王位についていただきたい。

リディル：カルロスさん……。

カルロス：自分はレイウォールに忠誠を誓ちかっていますから、女王となり、レイウォールの秩ちつ序じよを取り戻してほしい。……ですが。

バヤン：ですが？

カルロス：殿下がそれを望まないのであれば、自分には言うことはありません。自分はいつものように、それについていくだけですから。

リディル：ふたりとも、ありがとう……何だかうれしいです、えへへ。

グレイ：ともあれ、慎しん重ちようであるに越こしたことはない。よく考えてから、お嬢ちゃんなりの結けつ論ろんを出すといいさ。

ＧＭ：ジュリアナも「そうよ、焦あせらなくていいからね。よく考えてから、返事をしてちょうだい」と言います。

リディル：そうですね……いろいろと政せい治じ的てきな悩みとかもあるから、ぐるぐる悩みながら、「考えておきます」とだけ答えます。

ＧＭ：了解しました。では、このシーンは終了となります。







◆Opening 05◆赤い服の女




　よその大陸からの人間が急きゆう増ぞうし始め、バウエストンはよくも悪くも活気に満ちている。

　市街地の警けい備びに当たっていたカルロスは、そこで妙みような話を耳にした。

　赤い服を着た不審な女が、妙なことを訊きいて回っている──と。




ＧＭ：では次のシーンです。シーンプレイヤーはカルロス。ジュリアナが親書を持ってバウエストンにやって来てから、グレイとバヤンがフェリタニアの国こく際さい平和会議に参加したあたりです。

グレイ：『デスマーチ』六巻のエピソードだな。エンジェルファイヤーの活かつ躍やくのおかげで、我々はテロに巻き込まれずにすんだ。

カルロス：他の場所はどんな状況になってるんですか？

ＧＭ：この半年ほどの間、あちこちで戦乱が続いている状態です。しかし、バウエス公領のような、大陸全体から見て僻へき地ちの方は安定しております。

リディル：中央部あたりが一番混乱していますからね……。

ＧＭ：そのとおり。で、比較的混乱が激はげしい中央部の付近、もしくはグラスウェルズあたりを避さけて、エリンディルの船がバウエストン勢力圏の中にやってくるようになりました。

リディル：エリンディルの船ですか？　いったいなぜ？

ＧＭ：元から海流の関係で、距きよ離り的てきに近いレイウォール側に、エリンディルの船や物が流れ着きやすいようです。

バヤン：そういやベネットも俺もレイウォールの海岸で行き倒れたんだった。

ＧＭ：そんな事情もあり、最近ではこの地方でも、エリンディル人を見かけるようになってきました。

カルロス：元々ヘクスフォードにエリンディルの貿ぼう易えき船せんが来ていましたが。

ＧＭ：バウエス公領は比較的安定していますからね。自然とエリンディルから人や物ぶつ資しがくるようになりました。

カルロス：なるほど。把は握あくしました。

ＧＭ：で、グレイとバヤンが会議に出席している間、カルロスが警備を一手に引き受けていたわけですが……。

グレイ：エリンディル人が多くなると、いいことも多いが、小競り合いも多く起こるだろう。

バヤン：習しゆう慣かんが違うからねえ。

カルロス：たぶん、バヤンとグレイ殿が会議に出ている間に、揉もめ事ごとの仲ちゆう裁さいとかしてるんでしょうね。無む論ろん、殿下たちの身辺警けい護ごも抜ぬかりはない。というか、性せい格かく上手て抜ぬきできない。

リディル：はにゃ……ありがとうございます、カルロスさん。

ＧＭ：と、カルロスが仕事に没ぼつ頭とうしていると、グレイとバヤンがバウエストンに戻ってきます。

バヤン：やあやあ、久ひさしぶりのバウエストンだぜー。

カルロス：お、戻ってきたか。

バヤン：おっ、兵隊クンじゃないかー。いやー、お前にも見せたかったぜ、俺の活躍っぷりを！（笑）

カルロス：（疲つかれた顔で）そうか。

バヤン：な、なんてこったい。おいおい兵隊クン、どうしちまったんだ？

カルロス：くそー！　お前の顔を見たら思い出してしまったじゃないか！　自分たちが信じていたものが、一いつ瞬しゆんにして崩くずれ去さったんだぞ！　お前に自分の悲しみがわかるか!!（笑）

バヤン：いきなりそんなこと言われても知らんわっ！（笑）

カルロス：くそー、おのれー！

リディル：あわわ、何だか酔よっ払ぱらいの喧嘩みたいになってますよ～！　グレイさん、止めてぇ～（笑）。

グレイ：ワシは疲れたから城に帰って寝ねる（一同笑）。

リディル：グレイさ～ん！（笑）




＊　＊　＊




ＧＭ：さて、バヤンとグレイが帰ってきてからも、カルロスは引き続きよそ者への警戒と、リディルや市街地の警護を続けています。そんなある日、「不審人物がいる」という報ほう告こくを受けます。

カルロス：む？　不審人物？

ＧＭ：報告した警護兵によれば、「どうやら不審な女が、バウエストンに入り込んでいるらしい」とのことです。

カルロス：またか……ただでさえ他所よそ者ものが増えて大変だというのに。

ＧＭ：その人物は、「最近見かけない人物が現あらわれなかったか？」「そいつが何か、怪あやしいものを隠かくし持もっていないか？」とあちこちに尋たずねまわっているようです。目撃情報もあり、赤い服を着た女であることがわかっています。

カルロス：なるほどな。……見かけた、話しかけられた、という人たちと接せつ触しよくして、「何かあったら連絡をしてほしい」と言っていたことにしよう。

ＧＭ：わかりました。では、バヤンとグレイが帰ってきてから少し日数が経けい過かした頃。ある宿屋の主人から、カルロスに連絡が入ります。

カルロス：何っ、見つけたのか！

ＧＭ：「はい、あの女で間違いございません。気づかれるといけませんので、店の裏うら口ぐちから来てください」

カルロス：わかった。おい野良犬、仕事だ。行くぞ。

バヤン：へ？　俺も？

ＧＭ：バヤンも登場して結けつ構こうですよ。

バヤン：了解しました。んじゃ、俺も一緒について行くぜ。うひょーう。

ＧＭ：というわけで、場所は宿屋の一階部分にある酒場。ふたりは宿屋の裏口から入はいり込こみ、カウンターに隠かくれて女を確認します。女の顔はそこからだとよく見えません。ただ、目立つ赤い服を着ていることはわかります。

カルロス：……あいつだな。

バヤン：で、どうすんだ？

カルロス：相手の正体がわからん。しばらく様子をみるしかあるまい。

ＧＭ：ではやがて女はすっと立ち上がり、テーブルに金を残して店を出ていきます。

バヤン：おいおい、早く行かないと見失っちまうぜ！

カルロス：バヤン……。

バヤン：ん？　なに？

カルロス：お前、尾び行こうの邪じや魔まだからついてくるな。

バヤン：俺ちょー頑張るって！　な、竜！

グレイ：（竜になって）がおー（一同笑）。

リディル：やる気な竜が可愛い（笑）。

カルロス：竜を連れてきたのか！　お前らは目立つんだ。ここは自分に任まかせて、兵士たちと一緒に離れていろ。

バヤン：ちぇー、わかったよー。じゃあ適当に道を封ふう鎖さしたりしてるさ。

カルロス：というわけで、自分ひとりでその女を尾行する。

ＧＭ：了解しました。では、女は宿屋の酒場から出ていくと、どんどん人気のない方へ向かいます……まるで誘さそい込こむかのように。

カルロス：（嫌な顔をしながら）これは……バレているんだろうな。だが、ここで取とり逃にがすわけにはいかない！

ＧＭ：では、カルロスが謎の女を追って路地を進んでいると……ふと気づくと、目の前からその女が消えています。

カルロス：何っ!?　待まち構かまえてるんじゃなかったのか……！

ＧＭ：そして、突然頭上から影かげが飛とび降おりてきます。無論、赤い服の女です。

カルロス：ＧＭ、それは演出ですよね？

ＧＭ：はい。カルロスが希望しない限りは演出ですますつもりです。

カルロス：では……自分はあわてて撃うち落おとそうとしますが、避よけられ、銃じゆうを蹴けり飛とばされてしまいます。

ＧＭ：ではそうしましょう（笑）。上から降ふってきた少女は、着地後すばやくカルロスの銃を蹴けりで吹ふき飛とばします。

カルロス：くそっ、まさか上から攻撃を仕し掛かけてくるとは……。

バヤン：うん！　グッドな負けロールだぞ、兵隊クン!!




　親指を立ててねぎらう大畑顕。




ＧＭ：ここで初めて、カルロスには女の顔が見えるわけです。彼女は金色の長い髪をひるがえし、透すき通とおるような青い目をした美女です。

一同：おおっ！

ＧＭ：その美女はカルロスに銃を突つきつけたまま、「お前さん、この国の兵士だな？　ひとつ尋たずねたいことがあるんだが」と、外見などを裏うら切ぎるようなおっさんくさい口調で話しかけてきます。




　ここでガタンと音をたてて椅い子すから立ち上がる、藤井忍。




リディル：おっさんくさい口調の赤い服の美女!?　そ、それってまさか。

ＧＭ：はいはい。その辺の詮せん索さくはあと回しで。……ともかく、カルロスはどうしますか？

カルロス：……この状況でノーといえると思うのか？

ＧＭ：「ま、成り行きで銃を突つきつけあっちまったがな。ここは一旦お互たがい銃を収おさめて話し合いをしねえか？」

カルロス：その前に訊きくぞ。なぜいきなり襲おそいかかってきた！

ＧＭ：「なぜって、お前が黙だまって俺の跡あとをつけてきたからだ」（一同笑）

カルロス：く……それは言いい訳わけのしようがないな（笑）。あーもう、早くバヤン来い！

バヤン：……ところで俺はこの場に居合わせてもいいんですかい？

ＧＭ：どうぞ。

バヤン：おー、カルロス！　大丈夫かー！（一同笑）。

ＧＭ：では、女はバヤンをちらりと眺ながめ「なんだお前、東方人か」と言います。

バヤン：おっ？　その口調……お前はエリンディル西方の人間だな。

リディル：やっぱりエリンディル人！

カルロス：なんでバヤンがそんなことわかるんだ。

バヤン：微び妙みようにエリンディル西方の訛なまりがあるからすぐわかる。……で、カルロス、お前の知り合い？

カルロス：この状況で、どう見たら知り合いだと思えるんだ！（笑）

バヤン：一いち応おう訊いてみただけ（笑）。

ＧＭ：「エリンディル人もいるなら話は早い」と女は銃を下ろします。

バヤン：俺たちに何の用だい？　西方から来たお嬢じようさん。

ＧＭ：「重大な話だ、聴きけ」

カルロス：重大な話……ねぇ。最近頻ひん繁ぱんに聴きいている気がするよ。

バヤン：まあ、聴きくだけならタダだ。一応聴いておこうぜ。

ＧＭ：では、女は一ひと呼こ吸きゆうの間をおいて、「俺はある人物を追ってエリンディルから来た」と話し始めます。

カルロス：なるほど、だからこのあたりで尋ねて回っていたんだな。

ＧＭ：「……お前らは信用しないかもしれねぇが、そいつは妖魔の手先だ」

バヤン：「妖魔だと？」と顔色を変える。

ＧＭ：「ああ、そうさ。もっとも……アルディオン人のお前さんに言っても、信用しやしないだろうがな」と彼女はカルロスの方を見て言います。

カルロス：自分としては一笑に付したいところだが……最近アルディオンにも妖魔がいるという話を聞いたばかりだ、笑うに笑えん。

バヤン：そういや、今回の旅先でも、何体か妖魔の噂うわさを聞いたな。あんたは妖魔を追っているのか？

ＧＭ：「まあ、いろいろ訳わけありでな。お前ら、この町の領主に雇やとわれてるんだろ？」

カルロス：まあ、そうだが……。

ＧＭ：この街の一番偉えらいやつに、詳しい話をしたい。ま、そいつが俺の話を信じるかどうかはわからんが……」

バヤン：安心しな、お嬢さん。信じるよ、うちの偉い人ならな！

カルロス：我らが領主のもとに案内しよう。詳くわしく話を聞かせてくれ。

ＧＭ：「ほう。じゃあ、お言葉に甘あまえて連れて行ってもらおうか」

リディル：カルロスさん。名前！　その人の名前を訊いてください!!

バヤン：お嬢の「そわそわ」が止まらない（笑）。

カルロス：そういえば、まだ名前を訊いてなかった。あなたの名は？

ＧＭ：赤い服の女は言います。「俺の名は……エイプリル・スプリングス。エリンディル大陸から来た」




エイプリル・スプリングス

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』に登場するＰＣ。エリンディル大陸、神聖ヴァンスター帝国の元情報部一三班ぱん。本名不ふ詳しようの美少女。

[image: ]

　プレイヤーは本書の著ちよ者しやである、たのあきら。




一同：エイプリルきたーっ!!

カルロス：そうだろうとは思っていたが、本当にエイプリルだったか！

リディル：（目を輝かがやかせる）エイプリルさんが、うちのお城に！　これはわくわくしてきました！

バヤン：お嬢落ち着け（笑）。

カルロス：しかし、その妖魔の手先というのは、どんなやつなんだ？

ＧＭ：「そうだな……。そいつのふたつ名がわかっている」

カルロス：ほう、どんな名だ？




　エイプリルと名乗ったその女は、可か憐れんな声に似に合あわぬ、おっさんくさい口調で言った。

「妖魔たちは、そいつをこう呼よんでいる……〝竜殺しドラゴンスレイヤー〟と」







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆〝竜殺し〟




　怪あやしい人物の捜そう査さに向かった、バヤンとカルロス。そのふたりはなぜかひとりの女じよ性せいを連れて、バウエス公、すなわちリディルの屋や敷しきへと戻もどってきた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ開始です。シーンプレイヤーはバヤン。全員登場してください。直前のカルロスのシーンからの続きです。

カルロス：このエイプリルという女を殿でん下かのところへ案内するわけか。

ＧＭ：はい。バヤンとカルロスはエイプリルを連れ、領りよう主しゆの屋敷に戻もどりました。

バヤン：ただいま～。

リディル：お帰りなさい。……えっと、そちらの女性はどなたでしょう？

カルロス：かくかくしかじかと、オープニングであったことを説明します。

リディル：なるほど。では改めて。……ようこそいらっしゃいました、エイプリルさん。

ＧＭ：エイプリルは素そっ気けなく、「ああ」とだけ答えます。

リディル：あぅっ！

バヤン：どうしたお嬢じよう！

リディル：う、それが……『ルージュ』シリーズのＰＣと話してると思うと……それだけで緊きん張ちようして（笑）。

バヤン：頑がん張ばれ、お嬢！（笑）

リディル：は、はい。頑がん張ばりますよ！　……それで、エイプリルさんは〝竜殺し〟という妖よう魔まを追ってきたと？

ＧＭ：エイプリルはうなずきます。「ああ。面めん倒どうはかけない。すまんが調ちよう査さの許きよ可かをくれ」

リディル：その〝竜殺し〟は何を目的にこの町に来たのですか？

ＧＭ：その質しつ問もんには肩かたをすくめてこう答えます。「さてね、見当もつかん」

グレイ：ふうむ……。

リディル：……どうしましょうか、グレイさん？

グレイ：そうじゃのう……ワシらも手を貸かした方がいいかもしれん。

バヤン：どうして？

カルロス：深紅竜様のことを考えると、あまり関わらない方がよいのでは？

グレイ：確かに一理あるが、妖よう魔まの名前が〝竜殺し〟となると……。

リディル：妖魔がアイン・ソフ様を殺そうとしてるってことですか？

グレイ：うむ、その場合、エイプリルだけに任まかせるのは危き険けんじゃろう。

リディル：……分かりました。エイプリルさんに協力しましょう！

ＧＭ：すると、エイプリルは少し驚おどろいた表ひよう情じようで言います。「領主がみずから手を貸してくれるっていうのか？」

リディル：ええ。潜せん伏ぷくしている妖魔を放置するのは危険ですから。

ＧＭ：では、エイプリルは値ね踏ぶみするように皆みなさんを見回してから、ひとつうなずいて言います。「手を貸してくれるならありがたい。よろしく頼たのむ」

リディル：こちらこそよろしく。

バヤン：でさあ、その〝竜殺し〟ってのはどんな妖魔なんだ？

ＧＭ：「そのふたつ名のとおり、竜を数多く仕し留とめてる手て練だれだ。なんでも、竜に致ち命めい的てきな技わざを使うとか」

カルロス：竜に……致命的……（バヤンを見る）。

バヤン：……だ、大だい丈じよう夫ぶ。俺おれの竜はアイテムだから！（笑）




　バヤンが死なない限かぎり、彼かれの竜も無事ではある。……ルール的には。




ＧＭ：「それと、ヤツは何らかの手しゆ段だんで姿すがたを変え、人間に化ける」

グレイ：なるほど、姿を変えるのか。それはやっかいだのう。

ＧＭ：「実は俺の調査により、すでに候こう補ほ者しやは四人に絞しぼってある」

グレイ：ほう。そこまで絞しぼれているのか。

リディル：少しほっとしました（笑）。

バヤン：それなら、四人全部捕つかまえて「お前が〝竜殺し〟かー！」って顔をつねったりすればいいんじゃない？

カルロス：いや、顔をつねっても正体を現あらわすとは限らないだろう！

ＧＭ：「そうだな」とエイプリル。「それに、こちらが疑うたがっているとバレれば、別人に変へん装そうして逃にげる可か能のう性せいもある」

バヤン：じゃあ、四人いっぺんに捕つかまえればいいんじゃない？

ＧＭ：「悪い案ではないが、実じつ現げんは難むずかしいだろうな」

バヤン：そっかー、難しいなあ。

リディル：まず、容よう疑ぎ者しやがどんな人なのかを聴ききたいんですが……。

ＧＭ：リディルがそう言うと、エイプリルは自分でまとめた捜査メモを渡わたしながら説明してくれます。




　説明の内ない容ようはコラム「容疑者候こう補ほたち」を参照のこと。
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カルロス：……この四人のうち、誰だれかが〝竜殺し〟だと。

ＧＭ：「ああ」とエイプリルは肯こう定ていします。「何か分かったらここへ知らせてくれ」と、彼かの女じよは自分の宿の名前をメモに書いて、リディルに渡します。

リディル：分かりました。エイプリルさんも何かあればこの屋敷を訪たずねてください。

ＧＭ：「了りよう解かいした。定期的に訪ねさせてもらう」そう言い残して、彼女は屋敷を去ります。

一同：……ふぅ～。

カルロス：な、なぜか緊張した。

リディル：わたしも緊張しましたよっ！　まさか「あの」エイプリルさんと出会うなんて。

グレイ：藤ふじ井いさんは本当に『ルージュ』が好きなんだなあ（笑）。

リディル：う、すみません。

ＧＭ：いえ、むしろ喜んでもらえてＧＭとしてはうれしいですよ。

バヤン：んで、これから捜査か？

ＧＭ：そうですね。その前に、このシーンはここで終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 02◆捜査開始




　エイプリルに協力することを決めたリディルたち。

　容疑者は四人。

　果たして誰だれが〝竜殺し〟なのか？




ＧＭ：というわけで、これから調査をすることになります。エイプリルの話によると、容疑者四人の中に〝竜殺し〟がいるはずですが……。

一同：が？

ＧＭ：それが誰なのかは、ＧＭにも分かりません。

一同：おいっ！

バヤン：な、何……だと!?（笑）

グレイ：ＧＭも分からない、というのは新しいな！

リディル：えーと……。つまり、それはどういうことですか？

ＧＭ：今回、ミニゲームを用意しました。そのルールに沿そって皆さんに犯はん人にんを推すい理りしていただきます。




　と、言いつつトランプを取り出すＧＭ。




ＧＭ：ルールは一言でいうと、「神しん経けい衰すい弱じやく＋ジジ抜き」です。

バヤン：ほほう。
















（「◆Middle 02◆操作開始」に戻る＊）

（「◆Middle 03◆作戦会議」に戻る＊）




ＧＭ：カードを裏うら向きに並ならべ、シーンプレイヤーがそのカードを二枚まいめくります。めくったカードの番号がそろえば、そのカードを場から取とり除のぞきます。

グレイ：なるほど。神経衰弱だ。

ＧＭ：このカードの番号はそれぞれ容疑者を表わしています。

リディル：なるほど……ジャック、クイーン、キング、エースの四人が、それぞれ「Ｊ」「Ｑ」「Ｋ」「Ａ」のカードに対たい応おうしているんですね。

ＧＭ：はい。そしてカードをシャッフルした後に、その中の一枚引ひき抜ぬきます。するとふた組のペアを作れない番号ができます。

カルロス：なるほど。抜いたカードの番号にあたる人物が犯人、ってわけか。

バヤン：おお、確たしかに「神経衰弱＋ジジ抜き」だ！

ＧＭ：ルールは順次説明しますが、それだけだと分かりにくいので、まとめたものをプリントアウトしてきました。




　と言いつつ、プリントアウトした用紙を配るＧＭ。その内容は＊に掲けい載さいした。ゲームの進行にあわせて本文内でも解かい説せつしますが、もし読んでいてルールが分からなくなったら、まとめに戻ってみていただきたい。




グレイ：（ルールのまとめを読みながら）なるほど。時間制せい限げんというか一定の手番内に犯人が分からないと、ミッション失敗になるのか。

ＧＭ：はい。〝竜殺しドラゴンスレイヤー〟カウンター（以下、Ｄカウンター）というパラメーターを用意しました。

カルロス：ルールには「シーンプレイヤーの交こう替たい時にＤカウンターが１減へる」「０になると〝竜殺し〟が目的を果たしてバッドエンド」とありますね。

ＧＭ：ちなみに初しよ期き値ちは10です。

バヤン：つまりシーンプレイヤーが一〇回、回るまでにカードを全部取らなきゃいけないってこと？

グレイ：いや、犯人が分かればいいんだから、全部取る必要はないじゃろ。

ＧＭ：はい。イベントの処しよ理り中以外ならギルドマスターのリディルが承しよう認にんすればいつでも〝竜殺し〟が誰かを宣せん言げんできます。

リディル：責せき任にん重大です（笑）。

ＧＭ：犯人を当てられれば、クライマックスフェイズへ移い行こうします。

バヤン：つまり「犯人は……お前だ！」ができるわけか（笑）。

グレイ：ふむ、それはいいな！（笑）

リディル：でも、間ま違ちがえた場合は？

ＧＭ：１Ｄを振ふり、出た数だけＤカウンターが減げん少しようします。

一同：げーっ！

バヤン：要するに、当てずっぽうに「犯人は……お前だ！」とはできない、と。

カルロス：当たり前だ！（笑）

リディル：ＧＭも犯人が分からないなら、どうやってロールプレイするんですか？

ＧＭ：そこはご安心を。全ぜん容よう疑ぎ者しやＮＰＣが怪あやしくみえるようにロールプレイしますから。

一同：安心する要よう素そが全然ない!!（笑）

ＧＭ：皆さんも頑がん張ばってＮＰＣを怪しくなるように追い込んでください。

一同：こっちに無茶振ぶられた！（笑）

バヤン：プレイヤーが犯人を怪あやしそうに見せるってのは斬ざん新しんだ！（笑）

ＧＭ：なお、今回使用するカードの番号は「４」「Ｊ」「Ｑ」「Ｋ」「Ａ」の五種類です。

一同：「４」？

リディル：絵札はわかりますが……。

バヤン：もしかして「４」のカードは四月エイプリルを表わすとか？

ＧＭ：正せい解かい。「４」を引くとエイプリルに関するイベントが発生します。

リディル：おお～っ！　それは４が引きたくなっちゃいます!!（笑）

バヤン：おいおい、それじゃ〝竜殺し〟の捜そう索さくが進まないぜ？

リディル：でも、きっと何か別に良いことがありますよ!!

ＧＭ：はい。基き本ほん的てきにどのイベントも発生すればゲームは進行します。

一同：おっ！

ＧＭ：良いことだけではないですが、「スカ」なイベントはありません。

グレイ：なるほど。

バヤン：それはやる気が出る！

リディル：早く！　早く！　やりましょうっ!!（そわそわ）

カルロス：殿下の目が輝かがやいている（笑）。

ＧＭ：では、そろそろシーンを変えて、ミニゲームを開始しましょうか。







◆Middle 03◆作戦会議




ＧＭ：では、まず絵札をよくシャッフルしてから〝竜殺し〟となるカードを一枚引き抜きます。で、ここに「４」のカードを混まぜて再ふたたびシャッフル……。最後に裏向きにしたカードを場に広げます。（＊図参照）

グレイ：カードは全部で19枚か。

バヤン：枚まい数すうだけ考えれば、楽勝な気がするけど……。

ＧＭ：あ、そうだ。他人がカードをめくる時にアドバイスするのは不ふ可か、メモを取るのも禁きん止しです。

一同：えええーっ！

グレイ：純じゆん粋すいに記き憶おく力りよく勝負ってことか。

ＧＭ：そういうことです。……では、シーンプレイヤーを決定して、順番に進めましょう。誰から始めますか？

リディル：（瞳ひとみを輝かがやかせて待っている）

バヤン：……これはお嬢からでいいんじゃない？

グレイ：すごい楽しみにしているようだしな（笑）。

リディル：わーい！　それじゃ、わたしからいきますね！

ＧＭ：では、どうぞ。

リディル：（カードをめくる）「クラブの４」と「ハートのＡ」です。

ＧＭ：リディルはここで、「エイプリルのイベント」か、「エースのイベント」かを選べます。

リディル：もちろん、ここはエイプリルさんの方で！

ＧＭ：分かりました。では、シーンに登場したい方は登場判はん定ていをどうぞ。難なん易い度どは10です。

カルロス：登場判定は、シーンの冒ぼう頭とうでしかできないんですか？

ＧＭ：いえ、シーン中ならいつでも登場可か能のうです。ただ、最初に確かく認にんしないと演出を始められないので。

カルロス：なるほど、了解です。

グレイ：とりあえず登場してみようか。（ダイスを振ふる）……出目が７、達成値ち９！　出られない!!

一同：なんと！（爆ばく笑しよう）

リディル：あ、グレイさん【幸運】が２しかないんですね……。

カルロス：ならば、【幸運】が10の自分が登場しましょう。

バヤン：兵隊クン、余よ裕ゆうじゃないか。

カルロス：（ダイスを振る）出目は８ですので、18で登場。

グレイ：くっ、このシステムはワシには不利だ（笑）。……ふーんだ！　いいもんねー、【ＨＰ】と【ＭＰ】を回かい復ふくしちゃうもんねー！（一同笑）

バヤン：まだ【ＭＰ】減ってないのに！（笑）

リディル：グレイさんがいじけてる（笑）。




　登場できればいい。

　そんな単たん純じゆんな話ではないことに、まだプレイヤーたちは気づいていなかった。




ＧＭ：バヤンはどうしますか？

バヤン：ふたりで出るなら、俺は出なくてもいいかな？

カルロス：ちなみに、殿下とふたりきりのシーンはかなり珍めずらしいですね。

リディル：本当だ！　ちょっと、嬉うれしい（笑）。……で、どんなシーンなんでしょう？

ＧＭ：想定では、エイプリルと情じよう報ほう交こう換かんのシーンなんですが……。

リディル：す、すみません、捜査が始まったばかりなので、こちらからは何も情報を提てい供きようできません……。

カルロス：まずは捜査の方ほう針しんを打ち合わせればよいのでは？

リディル：名案！　じゃあ、会議室のテーブルに向かい合わせに座すわって、打ち合わせをしましょう。

カルロス：自分は殿下の背はい後ごに、「整列休め」の姿し勢せいで待機します。

グレイ：整列休め？

カルロス：自じ衛えい隊たいでの姿勢のひとつで、手を腰こしの後ろに組んで脚あしを肩かた幅はばに開いて立ち、そこから微び動どうだにしません。

リディル：おお！　なんか背後からプレッシャーを感じます（笑）。




　こうしてちょっと意外な組み合わせの打ち合わせが行なわれ、終わった。




グレイ：え、もう終わり！（笑）

ＧＭ：はい。実はイベントは打ち合わせの後にあるんで。

リディル：なるほど……。まずは「お疲つかれ様さまでした、エイプリルさん」と挨あい拶さつしますよ。

ＧＭ：「ああ……ところで、ひとつ聞きたいことがあるんだが……」

リディル：は、はい！

ＧＭ：「お前たちは〝ゾハール〟について知ってるか？」

リディル：ゾハール!?　プレイヤーはもちろん知ってますけど……。




ゾハール

『ルージュ』シリーズのラスボスとなった神竜の名前。
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リディル：わたしはアルディオン大陸の人間ですけど……知ってますか？

ＧＭ：では、【知力】で判定をしてください。達成値によって出る情報が変わります。《ミュトスノウリッジ》があれば使し用よう可か能のう。カルロスも判定できます。

リディル：それなら……（ダイスを振る）達成値13です。

カルロス：（ダイスを振る）こちらも達成値13ですね。

ＧＭ：なら、ゾハールについては、この大陸の亜神〝神竜王〟セフィロスとの関係で知っていることになります。

カルロス：神竜王との関係？

ＧＭ：セフィロスが神竜王の地位を得てアルディオンに移うつる際、エリンディルの古代竜の長おさの立場を譲ゆずった竜の名が……。

リディル：あ、そうか！　セフィロス様とゾハールはそういう関係でした！

ＧＭ：ただ、この達成値だと〝薔薇ばらの厄やく災さい〟については知りません。アルディオンの知ち識しき階級の一いつ般ぱん的てきな認にん識しきがこんな感じだと思ってください。

カルロス：なるほど。

リディル：じゃあ、自分の知識をエイプリルに答えます。

ＧＭ：「なるほどな。さほど知名度はないということか……」

リディル：そのゾハールという竜が事じ件けんと関係あるのですか？

ＧＭ：「いやなに、自分が倒たおした相手だしな。少し気にかかった程てい度どだ」とエイプリル。

カルロス：ははは、何を言ってるんだ。古代竜の長を倒した？　そんな馬ば鹿かな話、現げん実じつにあるわけないだろう！

バヤン：おい、また兵隊クンが現実逃とう避ひしてるぞ！（笑）

リディル：カルロスさん……（笑）。

ＧＭ：「ま、信じるも信じないも自由だがな」と、呆あきれたように言い放ち、エイプリルは席を立ちます。

リディル：お疲つかれ様でした。調査の方、よろしくお願いします。

ＧＭ：「こちらこそ、よろしく頼む」と言って、彼女は去っていきます。




＊　＊　＊




ＧＭ：……という感じで、ひとつ目のエイプリルイベントが終了。特とく殊しゆ効こう果かが発動します。

リディル：はにゃ？

ＧＭ：打ち合わせの結果得られた情報の表ひよう現げんとして、今回めくったカードの片かた方ほうを選んでオープンにしておけます。

リディル：おおーっ！　……じゃあ、あとのことを考えて「ハートのＡ」をオープンにしておきますね。

ＧＭ：了解です。

グレイ：ところで、イベントで得た情報はＰＣ全員で共有してよいのか？

ＧＭ：はい。イベントとイベントの間は、それなりに時間が空いていて情報交換をしているのだと考えてください。

グレイ：分かった。それは助かる。

ＧＭ：では、ここでリディルのシーンプレイヤーが終了。Ｄカウンターがひとつ減へって、次のシーンプレイヤーに交替します。




残りＤカウンター：９







◆Middle 04◆水面下の火花




ＧＭ：さて、次のシーンプレイヤーですが、このさいＰＣ番号順にしていこうかと思います。管理が楽なので（笑）。

カルロス：すると、次はグレイの番。

グレイ：来たっ！　自分の番なら登場判定なしで出られる!!（一同笑）

カルロス：うーん。判定に失敗したことを根に持ってるなあ（笑）。

グレイ：（カードをめくる）ふむ、「スペードのＱ」と「ハートのＫ」か。では、キングのイベントを選せん択たく。

ＧＭ：了解しました。では、登場したい人は登場判定をしてください。

リディル：では、判定をしてみましょう。（ダイスを振る）あっ、失敗！

グレイ：おお、仲間、仲間！　失敗仲間!!（笑）

バヤン：……よっぽど前のシーンの判定失敗が応こたえたんだなあ（笑）。




　なお、カルロスとバヤンは登場しないことを選択した。




ＧＭ：では、描びよう写しやを始めましょう……。




　ある日、とあるバウエス公こう爵しやく家の出入り商人が「ある人物を紹しよう介かいしたい」と言い出した。その人物はエリンディル人の武ぶ器き商人で、すでにこの屋敷にきているという。断ことわる理由もなくグレイはその商人と面会することになった。

　そして……。




ＧＭ：グレイの執しつ務む室しつに、ひとりの中年のネヴァーフが入ってきます。バヤンが見ればわかりますが、エリンディル東方、それもセーリアの服ふく装そうです。

バヤン：へえ、セーリア人か。

カルロス：セーリア……ああ、だから姓せいが「王ウオン」なのか。

リディル：「王・キング」さんだったんですね（笑）。

グレイ：では挨拶しよう。「あなたがエリンディルから来たキング殿か。お名前は聞いておりますぞ」
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ＧＭ：「お会いできて光栄です、軍ぐん師しグレイ・ウォーデン様」とキングはビジネススマイルを浮うかべ挨拶します。

グレイ：商売の方はいかがですかな？　はっはっは。

ＧＭ：キングは「おかげさまで、順調でございます。はっはっは」と答えます。

グレイ：はっはっは。最近、この大陸も物ぶつ騒そうで、何かと大変でしょう？

ＧＭ：「いえいえ。かえってエリンディルから運んできた商品が売れて助かっております。はっはっは」とキング。

リディル：なるほど……エリンディルからわざわざ商人がやってくるのにも理由があるんですね。

カルロス：政せい情じよう不安で苦しむ人もいれば、儲もうける人もいる、と。

グレイ：ところでキング殿。

ＧＭ：「はい。なんでしょう？」

グレイ：〝竜殺し〟、ドラゴンスレイヤーをご存ぞんじですかな？

一同：直球だ！

ＧＭ：するとキングは「ほう、〝竜殺し〟ですか。グレイ様は竜と戦う予定がおありなのですかな？」と言います。

グレイ：いや、そういう名前の〝妖魔〟なのですよ。

ＧＭ：「これはご冗じよう談だんを。アルディオンに妖魔などいるわけがないでしょう。はっはっは」とキング。

グレイ：……そのとおりですな。はっはっは。

リディル：大だい崩ほう壊かいのことを知らない？

バヤン：頭が切きり替かわってないのか。でなけりゃ嘘をついているか……。

ＧＭ：グレイとひととおり話したキングは「バウエストンに商館を開かせていただいた記念にパーティーを催もよおしたいと考えております」と言います。

リディル：わぁ～！　パーティー!!

バヤン：お嬢が目を輝かせている（笑）。

ＧＭ：「よろしければご領主様とご一いつ緒しよにいらしてください」と言って、キングはグレイの前から去ります。

リディル：パーティー……パーティーかあ（そわそわ）。

グレイ：……これは誘さそいを受けた方がよさそうだな（笑）。

ＧＭ：さて、キングが去ったあと、彼を紹介した商人も帰ろうとするんですが……彼は浮うかない顔をしています。

グレイ：ふむ、どうしたんじゃ？

ＧＭ：難易度25の【精せい神しん】判定に成功すると彼から詳くわしい話を聞けます。なお《オピニオン》があれば使用可能。

リディル：しまった！　このイベント、わたし向けでしたね。《オピニオン》持ってますし。

カルロス：とはいえ、事前にスキルまで考えて登場するのは無理ですよ。

グレイ：クリティカル頼だのみで一いち応おう振ふってみよう。（ダイスを振る）７、失敗。

ＧＭ：では、グレイは商人から話を聞き出せませんでした。

グレイ：うーん。キングのイベントはなるべく殿下に出てもらった方がよさそうだ。

リディル：はい、任まかせてくださいっ！　えへへ～、パーティー楽しみだな～♪

カルロス：そういえば、この失敗した判定はまた挑ちよう戦せんできるんですか？

ＧＭ：その番号のイベントを選択した時、再挑戦できます。

リディル：つまり、次にキングさんのイベントが起きた時に再挑戦できるんですね。

ＧＭ：はい。ただし、その時に起きるペナルティがあれば、それも受けてもらいますからね。

リディル：じゃあ、その時は判定を任せてください！

ＧＭ：では、グレイのシーンは終了。シーンプレイヤーを交替して、Ｄカウンターを減へらしましょう。




残りＤカウンター：８







◆Middle 05◆深紅竜




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはバヤン。

バヤン：さーて、どのカードをめくろうかな？

ＧＭ：あ、他のプレイヤーの助言はなしですよ。助言があったとみなしたらペナルティがありますからね。

カルロス：具体的には？

ＧＭ：場にあるカードをぐちゃっとシャッフルします。

一同：それは一大事だ！

リディル：これは……発言に気をつけないといけませんね。

グレイ：バヤン、自分で考えるのだ！

バヤン：じゃあ、まだ、オープンしてないところからめくろう。（カードをめくる）お、「ハートの４」。

リディル：おや。

バヤン：なら、お嬢がさっきめくったやつを……（カードをめくる）よし、「クラブの４」！

ＧＭ：では、「４」が二枚そろいましたので、イベントが発生します。

グレイ：よぉし、今度はワシも出るぞ、たあーっ！（ダイスを振る）……。

ＧＭ：（出目を見て）……７ですね。

グレイ：うおおーっ!!　登場できねえええええぇーっ!?（一同笑）

バヤン：はっ！　グレイの気配がしたけど、すぐに消えた（笑）。

リディル：わたしもちょっと試してみますねっ。（ダイスを振る）ぴったり10！　バヤンさんにくっついて、わたしも登場です。

カルロス：自分は登場せずに様子見。

ＧＭ：では、再び会議室でのエイプリルとの情報交換のシーンです。

リディル：それじゃわたしは前回と同じように、エイプリルさんの向かい側に座って話をします。

バヤン：俺はお嬢の後ろに控ひかえてるぜ。

ＧＭ：では、ふたりがエイプリルと情報交換をしていると、ふいに彼女が「そういえば、この国にはアイン・ソフという竜がいるそうだな？」と訊いてきます。

リディル：どきっ！

バヤン：お嬢頑張れ!!

リディル：はい。頑張りますよ！　「ええ、我わが赤竜王国が信しん奉ぽうする竜ですね、それがなにか？」

ＧＭ：「いま、アイン・ソフってのはどこにいるんだ？　普ふ段だんは、深紅の森ってところにいると聴きいたが」

リディル＆バヤン：ぎくっ！（笑）

リディル：えーっと……わたしたちにも分かりません。もともと、簡かん単たんに顕けん現げんなさる方でもありませんし……と、誤ご魔ま化かしておこう。

バヤン：ふう、お嬢がいて助かった。俺だと「この屋敷にいるぞ！」と正直に言いかねない（笑）。

カルロス：それは馬ば鹿か正しよう直じきというのだ、駄だ犬けん（笑）。

リディル：それで、エイプリルさんはなぜアイン・ソフ様の居い場ば所しよを訊たずねたんですか？

ＧＭ：エイプリルは「いろいろと調べてるうちに気になってな。相手が相手だし……念のためだ」と答えます。

バヤン：まあ〝竜殺し〟がレイウォールに来た目的を推すい測そくするなら、そりゃ気にするか。

リディル：でも、それならそうだと言うんじゃないでしょうか？

カルロス：アイン・ソフについてなぜ調べているか、はっきりと言わないのは何かを隠かくしているから、と？

グレイ：あり得る話じゃな。

ＧＭ：しかし、現げん状じよう、エイプリルが何かを隠しているかまではリディルには分かりません。

リディル：そうですね……。とりあえずはこんなところでしょうか？

ＧＭ：はい。つつがなく情報交換も終わってエイプリルは帰ります。

バヤン：了解。それじゃ、このイベントはここで終わりだな。

ＧＭ：そうなりますね。なお、ひと組そろえたのでシーンプレイヤーの交替はなく、Ｄカウンターは下がりません。

グレイ：バヤンのシーンが続くということじゃな。

ＧＭ：はい。そしてさらに、このイベントの特殊効果として……。

バヤン：お、良いことあった（笑）。

ＧＭ：次のシーンではカードを三枚オープンして、その中からイベントを選択できます。

一同：やった！

グレイ：これは大きいな！

ＧＭ：では、ここでシーン終了です。




残りＤカウンター：８







◆Middle 06◆酒場での邂かい逅こう




ＧＭ：では続けてバヤンのシーン。

バヤン：今回は三枚めくれるんだっけ？

ＧＭ：はい。

バヤン：（カードをめくる）「クラブのＱ」。そういえばさっき「Ｑ」があったな。取っちゃうか。いや、……分かっている人に譲った方がいい？

グレイ：残念だが、相談禁止じゃからワシらはアドバイスできんぞ。

バヤン：本当だ！　今まさに「どうしよう？」って訊きくところだった!!（笑）




　危あやういところで思い出したプレイヤーの皆さん。




バヤン：じゃあまだ開けてないカードめくる。……「ダイヤの４」と「ハートのＪ」か。

ＧＭ：では、どのカードのイベントを選びます？

バヤン：それじゃあ、クイーンのイベントいってみるか。

グレイ：ワシは今回こそ登場するぞ！　うりゃー!!（ダイスを振る）……。

バヤン：また、７。

リディル：三回連続で７!?

ＧＭ：２Ｄ６の期き待たい値ちなので不思議ではないけれど……。

カルロス：グレイ殿、シーンプレイヤー以外で一回も登場できていない（笑）。

グレイ：くっ！　不覚だ！（笑）

ＧＭ：それで、リディルとカルロスはどうします？

リディル：わたしは様子見します。

カルロス：なら自分が出ましょう。（ダイスを振る）うん、成功。

ＧＭ：では、バヤンとカルロスは街の酒場にクイーンが現あらわれたとの情報を受け、その酒場にやって来ました。
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バヤン：じゃ、たのもー！　……と入ろうとして、「お客様、竜に騎き乗じようしたままの入店は困こまります」と店員に止められよう（笑）。

カルロス：何でお前は竜に乗ったままなんだっ!!（笑）

バヤン：騎乗してると修しゆう正せいが＋３あるからに決まってるだろ!!（笑）

カルロス：何だよ＋３って!?（笑）

バヤン：グレイにそう言われてるのっ！　「お前は＋３があるから竜に乗ったままでいろ」って！（笑）

グレイ：ワシのせいにするな！　……確かに言いそうだけど（笑）。

リディル：ひ、ひどい会話……。

カルロス：いいか野良犬。自分たちが店に迷めい惑わくをかければ、殿下の評ひよう判ばんまで下がるんだぞ！

バヤン：仕方ねぇ……ぶつぶつ言いながら竜から降おりて、店に入ります。

ＧＭ：ふたりが入店すると、客に囲まれて竪たて琴ごとを奏かなでるひとりの天翼族の女性がいます。

バヤン：おお、あれが噂うわさのクイーン・シンガーさんかい。

グレイ：そんな名前だっけ？

ＧＭ：はい。クイーン・シンガーさんです。

リディル：なんて分かりやすい名前！（笑）

カルロス：じゃあ客の輪に交じって、様子をうかがっていよう。

ＧＭ：彼女は竪琴に合わせて、エリンディルで起こった〝薔薇ばらの災さい厄やく〟の物語を語っていますね。ただ……なぜか歌うことはありません。

バヤン：ふうん、シンガーさんなのに歌わないのか。残念。

グレイ：ところでクイーンが語った〝薔薇の災厄〟ってどんな話なんだ？

ＧＭ：「ゾハールが神に反はん逆ぎやくし、〝薔薇の武ぶ具ぐ〟を持つ勇者に退たい治じされる」筋書きですね。

リディル：エイプリルさんの話は？

ＧＭ：残念ながら出てきません。

グレイ：もしくはワザとエイプリルの話題を避さけているのか……。

リディル：う、なんだか怪しく見えてきちゃいます（笑）。

バヤン：じゃあ、語りが終わったところで声をかけよう。「すごいお話だな、吟ぎん遊ゆう詩人のお姉さん。それって本当にあったことなのかい？」

ＧＭ：「割わりと最近にあった出来事よ」と彼女は落ち着いた笑みを浮かべつつ答えます。

カルロス：ば、馬鹿な。し、し神竜が神に造ぞう反はんだと！　そ、そんなことあるわけないじゃないか！（笑）

バヤン：落ち着けよ、兵隊クン（笑）。……ところで、クイーンさんはどうしてこの大陸に来たんだい？

ＧＭ：するとクイーンは「私と音楽を競える相手を探さがして、エリンディルからやって来たのさ」と答えます。

バヤン：なるほどねえ。

ＧＭ：ここでバヤンとカルロスは難易度20の【精神】で判定をしてください。《インサイト》が使用可能です。

バヤン：20！　そりゃずいぶん高い!?

カルロス：しかも【精神】。我われ々われ、さっきからイベントに適てき切せつな人が登場していないなあ。

バヤン：イベントが起こる前に必要な能のう力りよく値を見み抜ぬくのは無理だって。

カルロス：確かにそのとおりだが……。仕方がない、普ふ通つうに振ってみよう。（ダイスを振る）……11で失敗。

バヤン：竜に乗ろうが乗るまいがクリティカルのみ。（ダイスを振る）失敗だ。

リディル：うーん……連続になっちゃいますけど、登場してみます。

バヤン：おお、お嬢！　ザ・交こう渉しようの達人っ！

リディル：まずは登場判定。えい！（ダイスを振る）はにゃっ!!　失敗したっ!?（笑）

カルロス：殿下ぁーっ!?（笑）

バヤン：嘘うそぉ!!（笑）




　次々と思おも惑わくが外れていくドラゴンファイヤーの面々。

　一応ＧＭの想定どおりだが、ここまで面白くなるとは思わなかった（笑）。




ＧＭ：では、判定に失敗したのでクイーンが何か嘘をついているっぽいと思うけれど、どんな嘘なのかは分かりません。

バヤン：うーむ。なんだったんだろ？

ＧＭ：このあと話をしても特に情報は得られません。そしてこのとき大変なことが!!

バヤン：何っ!?　いったい何が!?

ＧＭ：登場しているＰＣは、全員難易度20の【筋きん力りよく】の判定をしてください。

バヤン：【筋力】？

ＧＭ：失敗すると、酒の飲みすぎで、30点のＭＰロスを受けます。

バヤン：げぇっ!!　ロスがでけえええええええ!!

カルロス：どうやら自分たちは、気がつかないうちに酒を飲んでいたようだな……（笑）。

バヤン：そりゃそうだろう、酒場に来てるんだからな。酒ぐらい飲むさ（笑）。

カルロス：これも仕事の内だ、仕方がない。せい！（ダイスを振る）10。クリティカルしないので失敗！

バヤン：とう！（ダイスを振る）ふふふ、21でセーフッ！

グレイ：なんだか久ひさ々びさに判定に成功する光景をみた気がする（笑）。

ＧＭ：というわけで、カルロスの【ＭＰ】が30点減へります。

カルロス：ぶはーっ!!（笑）

バヤン：どうした、カルロス？　大丈夫か？（笑）

カルロス：（舌したっ足たらずな調子で）らいじょーぶです、よっぱらってないれす。

リディル：酔よっ払ってる！（笑）

ＧＭ：と、酔ったカルロスを連れて、バヤンは帰って行きました。これでシーン終了です。




残りＤカウンター：７







◆Middle 07◆妖魔を追う者




ＧＭ：次はカルロスのシーンですね。

カルロス：はい。では早さつ速そく……（カードをめくる）「ダイヤのＪ」か。「Ｊ」は前に出たような気がするが、さて……どこだったっけ？（笑）

グレイ：この神経衰弱さ……枚数が少ないんで舐なめてたけど、間にイベントが挟はさまると結けつ構こう忘わすれるよな……（笑）。

ＧＭ：シーンを演出していると、短期記き憶おくの保ほ持じ時間を超こえますからね。

バヤン：ＧＭの罠わなだったか！（笑）




　想定内であることは認みとめます（笑）。




カルロス：えーと、たしかこの辺……（カードをめくる）よし、「ハートのＪ」だ！

リディル：おお、合ってた！

ＧＭ：では「Ｊ」がそろいましたのでふたつ目のイベントが発生。まだひとつ目のイベントも発生していなかったので同時に発生します。

グレイ：うおおーっ!!　今度こそ登場するぞぉー!!

リディル：なんか毎シーンそう言っているような……（笑）。

バヤン：頑張れグレイ！

グレイ：てやっ！（ダイスを振る）８、来たっ!!　登場判定初・成・功ーっ!!

一同：おお──っ！（拍はく手しゆ）

カルロス：よかった……。

バヤン：おめでとうグレイ！（笑）

グレイ：ありがとう！　もうこれで思い残すことは……。

リディル：まだシーンが始まったばかりです！（笑）




　なんだか自分を見失っている、ドラゴンファイヤーの面々。




ＧＭ：では、ジャックのイベントを始めます。
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グレイ：うむ。どんとこい！（笑）

ＧＭ：カルロスとグレイが「バウエストンの市場を、ジャック・スミスが歩いている」と聞き、市場にやって来たところから始まります。

カルロス：通つう報ほうがあったんだな。さっそくどこにいるのか探さがそう。

ＧＭ：では、難易度20の【感知】判定を行なってください。失敗した場合、発見するまで無む駄だに歩き回ってしまい、30点のＭＰロスを受けます。

カルロス：またＭＰロスかぁーっ!!

バヤン：落ち着け、兵隊クン！　今回は【感知】で判定だ！（笑）

カルロス：お、おお、本当だ！　【感知】なら８が出れば成功になる！

グレイ：ちなみに、失敗すると見つけられない？

ＧＭ：いえ、【ＭＰ】が減ったあとにちゃんと見つかります。ちなみに、これは誰かひとり成功すればいいですよ。

グレイ：なるほど……（ダイスを振る）……失敗、あとは任まかせたぞカルロス。

カルロス：お任せを。（ダイスを振る）……あれ？

リディル：ええーっ!!　ダイス目が……７！

カルロス：くそっ！　達成値が１足りない!!（笑）

ＧＭ：では、30点分のＭＰロスを受けるくらい歩き回り（笑）、ようやくジャックを発見しました。

カルロス＆グレイ：あ、やっと見つけたぁ！

リディル：ふたりとも疲れてる（笑）

ＧＭ：ジャックは白いフード付きのローブを着た、アルディオンではちょっと珍しい格かつ好こうの男です。

バヤン：ドルイドだからな、そりゃ珍しいわ。




ドルイド

　エリンディルの地ち域いきクラス。つまり他の地域では希少な存そん在ざい。魔族や妖魔の監かん視しと撲ぼく滅めつを担になう立場のクラスだ。




カルロス：じゃあ、声をかけてみるか。あー、そこの人！

ＧＭ：彼は鋭するどい視し線せんをカルロスに向けて問います。「……俺に何の用だ？」

カルロス：では、「自分はこの都市の領主に仕える者だ」と名乗り、名前とこの地方に来た理由を尋たずねよう。

ＧＭ：「俺の名は……ジャック」

一同：ぷううう─────っ!!（笑）




　なぜ笑う？




ＧＭ：……彼はジャック・スミスと名乗り、妖魔を狩かる使命を持ったドルイドで、アルディオンに逃にげた妖魔を追ってきたと話します。

グレイ：ほう。では、「ワシの知り合いにもエリンディルから妖魔を追ってきた者がおるぞ、知り合いじゃないか？」とジャーックに訊いてみよう。

ＧＭ：なんですかその発音（笑）。ジャックはそんな女は知らん、と答えます。

グレイ：……そうか。

カルロス：貴き殿でんが追っているのはどんな妖魔なんだ？　なんなら協力するが。

ＧＭ：ジャックは「……ヤツは俺の獲え物もの。手出しは一切無用」と断ことわり、去っていきます。

グレイ：これは……面倒な相手だのう。




＊　＊　＊




ＧＭ：というところまでが、ひとつ目のイベント。……続いてふたつ目！

カルロス：そういえば、ふたつイベントが連続するんでした。

ＧＭ：ジャックとの出会いからちょっと時間が経たちまして、ふたりが屋敷にいるところです。

グレイ：カルロスはシーンプレイヤーだとして、ワシはそのまま登場していいのか？

ＧＭ：処理的にはシーンを区切らず進めるので、引き続き登場してください。

グレイ：なるほど。では、ワシらが【ＭＰ】を30ほどロスして、ぐったりしながら屋敷に帰り着いた頃にイベントが起きるんじゃな（笑）。

ＧＭ：ふたりはジャックが屋敷の周囲をうろうろしていることに気づきます。

カルロス：いったい何をしているんだ、ジャーック？

ＧＭ：カルロスまで（笑）。では、ここでカルロスとグレイは難易度12の【感知】判定をしてください。

カルロス：自分はファンブル以外なら……。（ダイスを振る）成功。

グレイ：ワシもファンブル以外で成功。（ダイスを振る）成功だ。

ＧＭ：すると、ジャックはふたりに気がつかず、しばらく屋敷の周りをうろうろしてから立ち去ります。

カルロス：露ろ骨こつに怪しい！（笑）

ＧＭ：ここで難易度25の【知力】判定を。成功すればジャックが何をしていたか理り解かいできます。

グレイ：25か……ワシでも難しい。

リディル：グレイさんが難しいとなると、わたしたち全員無理ですよ！

グレイ：フェイトを１点使えば、なんとかなる……いや、ここは《スタンドバイ》だ！　ＧＭ、《スタンドバイ》でその判定を成功にできんか？

ＧＭ：そうですね、可能とします。




《スタンドバイ》

　フェイトを１点使用してＧＭにひとつ質問できるスキル。１シナリオ三回使用できる。




グレイ：では《スタンドバイ》を使用！

ＧＭ：すると、グレイには「ジャックが屋敷の警けい備び態たい勢せいをチェックしていた」と分かります。

グレイ：めちゃくちゃ怪しいじゃないか、ジャーック！（笑）

ＧＭ：なお、この判定に失敗していた場合、後日、警備態勢が外に漏もれて大おお騒さわぎとなり、その表現として場にあるカードをシャッフルするところでした。

一同：おおーっ!?

バヤン：あ、危あぶないっ！

カルロス：ここでシャッフルされたら、また一から憶おぼえなおしですからね。

ＧＭ：さらに、どのように警備態勢を変へん更こうすればよいかまで思いつきます。と、ここまでが判定の結果です。

グレイ：そういうことなら、さっそく態勢を変更するぞ！

ＧＭ：というところで、このイベントは終了です。




残りＤカウンター：７







◆Middle 08◆すれ違い




ＧＭ：では次。カードをそろえたので、引き続きカルロスのシーンです。

カルロス：（カードをめくる）「スペードの４」。それと「スペードのＫ」か。

バヤン：両方ともオープンされた時のイベントは終わってるな。

ＧＭ：では、今回は何も起こりません。

カルロス：（ハッと気がつき）そういえば、「４」はもう一いち枚まい出てたよ！　忘わすれてた!!

バヤン：そうだよ、俺おれがめくったよ！　俺も忘れてたけど!!（一同笑）

リディル：そういえば「Ｋ」ももう一枚出てましたよね。どこだったっけ……？（一同笑）

バヤン：たぶん、あの辺だと思うけど……やばい忘わすれそう！（笑）

カルロス：そうだ！　殿でん下か。

リディル：はにゃ？

カルロス：せっかく「Ｋ」を引いたので、さっき判はん定ていに失敗したイベントにチャレンジしていただきたいのですが。

リディル：了りよう解かい。登場判定します！

ＧＭ：どうぞ。

リディル：（ダイスを振ふる）はにゃ!?　３、３で６!?　判定失敗！　ごめんなさい、今日はカルロスさんとすれ違ちがってばっかり……（笑）。

カルロス：仕方ありませんね。じゃあ自分が判定します。クリティカルさえ出れば……（ダイスを振る）……出ない、失敗です。

ＧＭ：では、ここでシーン終しゆう了りようです。カルロスがリディルを捜して見つからなかった、そんな感じで。

カルロス：殿下ー、どこにおいでですかー!?　……うーむ、見つからん（笑）。

リディル：はにゃ～、ごめんなさぁ～いっ!!（笑）

ＧＭ：では、次のシーンに移うつります。

バヤン：イベントは進まないのに、Ｄカウンターは減へるのか……ヤバイ！




残りＤカウンター：６







◆Middle 09◆悪あく徳とく商人




ＧＭ：ではシーンプレイヤーは一いち巡じゆんしてリディルの番です。

リディル：「Ｋ」を狙ねらいたいんですが……どこだったのか忘わすれました！（笑）

バヤン：がんばれ、お嬢じよう！（笑）

リディル：えっとたしかここらへん……。（カードをめくる）やった、「ハートのＫ」と「スペードのＫ」！

一同：おおーっ！（拍はく手しゆ）

リディル：よかった～、合ってた～。

ＧＭ：では、登場したい人は判定を。

グレイ：うおおーっ！　出ーるーぞー!!（ダイスを振る）９！　よし！　登場できた！

バヤン：俺も出ておこう。（ダイスを振る）成功！

カルロス：自分は様子見。【ＭＰ】が60点も削けずれてるので回かい復ふくしたい……。

ＧＭ：では、カルロスだけシーンに登場しないと。

バヤン：きっとカルロスはまだお嬢を捜さがしてるんだぜ（笑）。

カルロス：殿下ー、どこですかー（笑）。




　どんなドジッ子だ。




ＧＭ：カルロスのことはさておき、まずイベントの判定をするかどうかを決めてください。

リディル：はい、ようやく挑ちよう戦せんできます～♪　（ダイスを振る）28。難なん易い度どが25だったはずなので成功！

ＧＭ：すると、商人たちの間で流れるキングの噂うわさを耳にします。いわく、「役人に袖そでの下を使っている」、「リディルたちの動向を詳くわしく調べている」、「兵器を集めて反はん乱らんを企くわだてている」など。

リディル：キングさん、怪あやしいです。

グレイ：そういえば、〝竜殺し〟じゃなくても、そいつが犯はん罪ざい者しやの可か能のう性せいはあるんだな。

リディル：言われてみればそうでした！

グレイ：そういう意味では全ぜん容よう疑ぎ者しやを調ちよう査さしておいた方がいいのう。




＊　＊　＊




ＧＭ：それでは、改めてキングのふたつ目のイベントです。キング主しゆ催さいのパーティーに行くシーンですよ。

リディル：おお～！

グレイ：あ、カルロス……（爆ばく笑しよう）。

バヤン：おかしいなあ。兵隊クンが来ないぞ？（笑）

カルロス：……ひとりだけ、おいて行かれてしまった（一同笑）。

リディル：はにゃ～！　ご、ごめんなさい!!

カルロス：……いえ、様子見を選んだのは自分なので……。




　と、言いつつさびしげなオーラを漂ただよわせるカルロスであった。




ＧＭ：というわけで、リディルたちはキングがバウエストンに作った商館の完成記念パーティーにやって来ました。

リディル：（そわそわ）

グレイ：殿下、領りよう民みんが見ていますぞ。

リディル：あ、そうでした。では、正せい装そうして領りよう主しゆらしく挨あい拶さつをして回ります。

ＧＭ：すると、長袍チヤンパオというセーリアの正装をしたキングがやって来て、「これはこれは領主様、ご参加いただき感かん謝しやの言葉もありません！」と満面の笑えみで言います。

リディル：わたしも笑みを浮うかべて「キングさん。今回はお招まねきいただきありがとうございます」と挨拶します。

ＧＭ：さて、かように宴えんたけなわな状じよう況きようですが、そうなると警けい備びに隙すきができるもので。

グレイ：それは、判定に成功するとパーティーを抜ぬけ出だしてこの商館を調べられる、ということかな？

ＧＭ：そのとおりです。抜け出すには難易度20の【感知】判定に成功する必要があります。

バヤン：そりゃ難むずかしい！

ＧＭ：そして、誰だれかひとりでも失敗した場合、そこで終了です。

グレイ：うーむ。難易度20の【感知】判定は厳きびしいな……。

リディル：そうですねえ……。

ＧＭ：その分見返りも大きいですよ。

バヤン：誘ゆう惑わくされた（笑）。判定に誰だれかが失敗するとアウトってことは【感知】が一番高い人に任まかせた方がいい？

グレイ：分ぶん離り行動は別のリスクを伴ともなうからのう……。

リディル：そうだ！　ここでギルドサポートの《偽ぎ装そう情じよう報ほう》を使って、隠かくれることはできませんか？

一同：それだ!!

ＧＭ：なるほど。では《偽装情報》を使えば全員判定に成功したという扱あつかいにします。

リディル：では《偽装情報》使用！

ＧＭ：皆みなさんはパーティーを抜け出して、商館を調べることができました。

一同：よーし！

ＧＭ：すると盗とう品ひんや禁きん制せい品ひん、さらに執しつ務む室しつらしき場所からは、密みつ貿ぼう易えき、贈ぞう収しゆう賄わいの証しよう拠ことなる帳ちよう簿ぼまで見つかります。

グレイ：やれやれ、とんだ悪徳商人だ。

ＧＭ：さらに帳簿には、妖よう魔まとの取引があったと思おぼしき記き述じゆつもあります。

バヤン：げげぇーっ!?

リディル：カルロスさんがいなくてよかった。これを見たら、卒そつ倒とうしちゃいますよ（笑）。

バヤン：キング、露ろ骨こつに怪しいなぁ。

カルロス：とはいえ、現げん状じよう〝竜殺し〟だという確かく証しようはありません。

グレイ：さて、この帳簿を回かい収しゆうして、撤てつ収しゆうしようかの。

ＧＭ：撤収は誰にも見つかることなく実行できます。あと、逮たい捕ほもできますよ。

リディル：え？　キングさんを今捕つかまえても大だい丈じよう夫ぶなんですか？

ＧＭ：捕とらえてもそうでなくても、どう進行するかは考えてあります。

グレイ：なるほど。

ＧＭ：なお、逮捕する場合は難易度25の【精せい神しん】判定をどうぞ。

グレイ：判定に失敗すると？

ＧＭ：「逮捕に時間がかかって捜そう査さが攪かく乱らんされた」ことを表ひよう現げんするために、場にあるカードをシャッフルします。

一同：またそのパターンか!!（笑）

ＧＭ：一回くらいは場のカードをシャッフルしたいじゃないですか！（笑）

バヤン：お嬢！　頑がん張ばれ!!

リディル：はい！　判定に失敗したらフェイトを使って振ふり直す！　（ダイスを振る）……27で成功です！

ＧＭ：では、皆さんが持ち帰った証しよう拠こ品ひんにより、キング一いつ派ぱは逮捕されます。

バヤン：あっさり捕つかまった！（笑）

ＧＭ：後日、皆さんの前に引っ立てられてきますので、よろしく。

グレイ：尋じん問もんは次のイベントになるのか？

ＧＭ：はい。ただしキングが〝竜殺し〟でなければ、ですが。

リディル：どきどき（笑）。

ＧＭ：ではここで、シーン終了です。




残りＤカウンター：６







◆Middle 10◆何が嘘うそなの？




ＧＭ：そのまま続けてリディルがシーンプレイヤーです。

リディル：……実はわたし、自分がめくったカード以外どこがめくられたのかほとんど憶おぼえていません（笑）。

グレイ：ワシもだ。

バヤン：俺も（笑）。

カルロス：みんな似にたようなものなので、安心してよいかと。




　それで安心しちゃいかんのでは？




リディル：では……（カードをめくる）「クラブのＪ」と「ハートのＱ」です。

ＧＭ：どちらのカードともイベントは発生しませんね。

リディル：それじゃ、前に失敗しているクイーンさんのイベントの判定をしてもいいですか？

ＧＭ：どうぞ。

バヤン：お嬢が取りこぼしたイベントを次々と拾っている（笑）。

ＧＭ：難易度20の【精神】判定。《インサイト》が使用可か能のうです。

リディル：（ダイスを振る）28で成功。

ＧＭ：では、リディルが関係者に訊きいたところ、クイーンが人ひと探さがしをしていることは本当です、が。

リディル：が？

ＧＭ：「音楽を競い合う相手」を探しているわけではなさそうです。なんだか魔ま術じゆつ関係の情報を調べているとか。

グレイ：こいつも怪しい！（笑）

バヤン：というかみんな怪しい！（笑）

ＧＭ：では、宣せん言げんしていたとおりペナルティの方も受けてもらいます。

リディル：いや～ぁ！（笑）

ＧＭ：難易度20の【筋きん力りよく】判定をどうぞ。失敗すると30点のＭＰロスです。

リディル：（ダイスを振る）15。はにゃ～、やっぱり駄だ目め、失敗です。30点のＭＰロスを受けました～。

ＧＭ：というところで、シーン終了です。




残りＤカウンター：５







◆Middle 11◆冒ぼう険けん者しやと古代の遺い跡せき




ＧＭ：次はグレイのシーンです。

グレイ：（カードをめくる）お、「ダイヤのＡ」が出た。では、さっき開いた「ハートのＡ」を選んで二枚そろえるぞ。

ＧＭ：では、エースのひとつ目と、ふたつ目のイベントが同時に発生します。登場する方は判定をどうぞ。




　結局、バヤンのみ登場。リディルとカルロスはお休みしてリソースの回復に努めることになった。




ＧＭ：では、グレイとバヤンのふたりが領主の館やかたにいるとき、バウエストンの広場で馬車の横転事じ故こが発生したとの報ほう告こくを受けました。

グレイ：それは一大事！　事故現げん場ばへ行かねば。

バヤン：お供するぜ、グレイ！

ＧＭ：ふたりが報告を受けて広場へ行くと、もうすでに処しよ理りは終わっています。

グレイ：なんじゃと！

バヤン：無む駄だ足あしだったか？

ＧＭ：後あと片かた付づけをしている町の衛え士じに話を聴きくと「エリンディル人の冒険者の少年が協力してくれたおかげで、早く片かた付きました」とのことです。

グレイ：ほほう、冒険者か。

バヤン：協力ありがとな。名前を訊いてもいい？

ＧＭ：では少年は爽さわやかに笑いながら答えます。「はい、僕ぼくはエース・ボゥイ。エリンディルからきた冒険者です！」
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バヤン：こいつがエースか！

グレイ：いいヤツじゃないか。……怪しい！（一同笑）

リディル：グレイさん、落ち着いて！

グレイ：だって、こういう「いいヤツ」は、本ほん性しようを隠かくしているように見えるじゃないか！（笑）

カルロス：否ひ定ていはしませんが、グレイ殿は落ち着くべきです。

グレイ：うむ。まずは落ち着こう（笑）。

バヤン：そういや俺たち自じ己こ紹しよう介かいもしてなかった（笑）。

グレイ：ワシはこの地方の領主に仕えとるグレイ・ウォーデン。こっちはバヤンじゃ。本当に助かった、感謝する。

ＧＭ：エースは「へえ、領主の……」と言うと「それじゃ、ひとつ頼みがあるんですが？」と言います。

バヤン：なんだ？　できるかどうかわからねえけど言ってみてくれよ。

ＧＭ：「冒険者って、遺跡の探たん索さくが主な仕事なんですよ」

バヤン：ふんふん。

ＧＭ：「なので、領主様が持ってる古い資し料りようを見せていただけませんかね？」

バヤン：いつもなら「いいぜー」ってふたつ返事だけど……今回はちょっと。

グレイ：そうじゃな。「お主ぬしには悪いが、見知らぬ相手を簡かん単たんに城しろに出入りさせるわけにはいかん」と断ことわろう。

ＧＭ：「なるほど、仕方ありません。それでは」と、食い下がることもなく、エースは去っていきました。

バヤン：意外にあっさり。

グレイ：そこが怪しい……（一同笑）。

リディル：グレイさん、もはや、何を見ても怪あやしくみえるんじゃ？（笑）




＊　＊　＊




ＧＭ：で、続いてふたつ目のイベント。が発生します。バヤンも登場してください。

バヤン：りょうかーい！

ＧＭ：グレイとバヤンが館の中を歩いているところからスタートです。

グレイ：ではワシがバヤンに荷物を運ばせてることにしよう。すまんが、それをワシの執務室まで運んでくれ。

バヤン：おう！　おやすいご用だぜ。

ＧＭ：とまあ、そんな風にふたりが歩いていると、さまざまな資料を置いてある部屋の……。

リディル：資し料りよう室しつ、あるんだ（笑）。

ＧＭ：ここはあるということにしてください（笑）。で、その部屋の前を通りかかった時、中から物音がすることに気がつきます。

グレイ：エース、貴き様さまかー！　がらっ！

ＧＭ：……と言いながらグレイが資料室に入ると、頭が魚、体がコウモリという奇き怪かいな生物が目に入ります。

一同：……………は？

グレイ：エースじゃないだと!?

バヤン：これはびっくり!!

グレイ：というか……なんだコイツ!?

ＧＭ：ちなみにそいつは、翼つばさの先の爪つめを器用に使って、本に傷きずがつかないようにしながら読んでいます。

バヤン：ああっ！　こいつ、いいヤツだ!!（爆笑）

ＧＭ：で、ふたりが呆ぼう然ぜんとしていると、怪かい物ぶつは自分が発見されたことに気がつき……。

グレイ：お？　何をする気だ？

ＧＭ：……本を丁てい寧ねいに本ほん棚だなに戻もどしたあと「ごめんなさーいっ！」と大声で謝あやまりながら、空を飛んで逃にげ出だします。

グレイ：ご、ごめんなさい……!?（笑）

バヤン：やっぱり、いいヤツだ!!（笑）

ＧＭ：そして、ふたりともその声がエースのものだと気づきます。

グレイ：あれ、やっぱりこいつエースなのか！　……いや、エースのイベントだし当然なんだが……。
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バヤン：一いち応おう、追ってみるけど……捕つかまらないよな？

ＧＭ：はい。バヤンが追おうとした時には、エースの姿すがたは見えません。

グレイ：ううむ、残念。……ところで、エースは何の本を読んでいたんじゃ？

ＧＭ：エースが読んでいた本を引ひっ張ぱり出だして読んでみると、その本にはフェリタニア帝てい国こく建国時のバウエストン周辺の地図が載のっていました。

グレイ：ほう。

ＧＭ：それによると、バウエストンのすぐ近くに洞どう窟くつがあるようです。

リディル：へえ、洞窟があるんだ。

ＧＭ：それと、本にはエースが書いたと思しきメモが挟はさまっていました。

カルロス：意外にマメなやつだな。

ＧＭ：そこには「竜、粛しゆく清せい、封ふう印いん」などと書かれています。

一同：怪しい！（笑）

カルロス：グレイ殿じゃないが、これは怪しい！

バヤン：こりゃまた、ゾハールさんと関係ありそうな素す敵てきワードだな（笑）。

グレイ：やっぱりエースも怪しいのう。バヤン、ヤツが〝竜殺し〟ならきっと洞窟に行ってエースとの対決になるぞ。

バヤン：何言ってるのかよく分からねーけど、分かった！（笑）

ＧＭ：といったところで、このシーンは終了します。




残りＤカウンター：５







◆Middle 12◆平へい穏おん




ＧＭ：シーンが変わりました。シーンプレイヤーは続けてグレイとなります。

グレイ：（カードを開く）……「スペードのＡ」と「ダイヤのＫ」か。イベントは発生しないな。

カルロス：オープンされた「Ｋ」は、これで三枚目ですよね？

グレイ：うむ。ともあれ、まだ犯はん人にんは分からんなあ。

バヤン：結けつ構こうギリギリな感じですね。

カルロス：場札のシャッフルが起きたら、もうクリアできない気がする（笑）。

ＧＭ：では、ここでシーン終了です。




残りＤカウンター：４







◆Middle 13◆衝しよう撃げきのクイーン




ＧＭ：シーンが変わりました。次のシーンプレイヤーはバヤンです。

バヤン：そろそろカードを減へらしていこう。えーと……。（カードをめくる）

リディル：バヤンさん頑がん張ばって。

バヤン：よし、当たった！　「スペードのＱ」と「クラブのＱ」！

リディル：おおーっ！（拍手）

グレイ：さぁて、ワシは出られるかな？　（ダイスを振る）登場判定成功！　ダイス目がよくなってきた！

カルロス：自分はさっきからずっと【ＭＰ】回復しかしていないので、そろそろ出ようと思います。

バヤン：兵隊クンは、被ひ害がいをくらってばっかりだったもんな（笑）。

グレイ：登場回数が多かったからのう。

バヤン：登場しやすいのも考えものなんだなあ（笑）。




　そういうことです。




カルロス：えい！（ダイスを振る）ファンブルはしていないので成功。

リディル：わたしは【ＭＰ】を回復したいのでお休みします。

ＧＭ：ではこのシーンにはグレイとカルロスも登場。リディルを除のぞく皆さんは、今屋や敷しきの一室にいます。

カルロス：おそらく情報交こう換かんをしているのでしょう。（バヤンとグレイに）館の中が騒さわがしいが、何かあったのか？

バヤン：おう、賊ぞくが入ったんだ。

カルロス：何、賊だと!?

グレイ：そうとも。頭が魚で、体がコウモリという奇怪なヤツだった。

ＧＭ：などと話していると、皆さんの居いる部屋がガタガタ揺ゆれ始めます。

カルロス：な、なんだ？

ＧＭ：揺れに気がついた次の瞬しゆん間かん、何とも表現しがたい音が響ひびき、部屋の窓まどガラスが砕くだけ、天てん井じようが崩ほう落らくします。

バヤン：ヤバイ、部屋から出るぞ！

ＧＭ：では全員、難易度13の【筋力】判定を行なってください。

一同：【筋力】!?

カルロス：クイーンのイベントだったよな？　いったい何が起きてるんだ!?

ＧＭ：なお、判定に失敗するとダメージを受けます。

カルロス：またかぁーっ!!　何で自分が出てる時ばっかり、そういうイベントが来るんだよ!?（一同笑）

ＧＭ：ＧＭ的には美味おいしいです（笑）。

グレイ：（ダイスを振る）惜おしい！　回かい避ひ失敗！

バヤン：てい！（ダイスを振る）23、回避成功！

カルロス：自分は８以上！（ダイスを振る）出目11で達成値ち16！　成功っ!!

一同：おおぉー!!（大きな拍手）

ＧＭ：回避に失敗したグレイは部屋の崩ほう壊かいに巻まき込こまれ、10Ｄ＋30点の貫かん通つうダメージを受けます。（ダイスを振る）64点の貫通ダメージです。

グレイ：これは、死ぬ!?　ダメージは軽けい減げんできる？

ＧＭ：できます。

グレイ：なら《サモン・アラクネ》だ！（ダイスを振る）37点軽減して、27点ダメージ。ふう、危あぶなかった（笑）。

バヤン：それにしても……この音、いったいどこから……！

ＧＭ：音の発はつ生せい源げんは屋や敷しきの裏うら手ての森のようです。そちらに向かう場合は難易度20の【敏びん捷しよう】判定をどうぞ。

バヤン：よし！　俺が行く。

ＧＭ：なお、この判定に誰も成功しない場合。犯人の目星をつけるのに時間がかかったということで、場に出いているカードをシャッフルします。

一同：げげっ！

バヤン：【敏捷】なら……。（ダイスを振る）よし、25で成功！

リディル：バヤンさんえらい!!

ＧＭ：判定に成功したバヤンが音の発生源の森へやって来ると、空を飛んで逃にげるクイーンの後うしろ姿すがたを発見します。

バヤン：……追いつけそう？

ＧＭ：すでにかなり距きよ離りを離はなされているので無理です。

バヤン：くそっ。……まあ犯人らしきヤツを見られただけでよしとするか。

グレイ：しかし、やっぱりクイーンも怪しいな。どんな手を使ったか知らんが、屋敷を攻こう撃げきしてくるとは。

カルロス：もうみんな怪しいです。

ＧＭ：というわけで、このイベントは以上で終了です。




残りＤカウンター：４







◆Middle 14◆焦しよう燥そう




ＧＭ：続けて、バヤンのシーン。

バヤン：ほいほいっと。さて……どれをまだ開けてなかったっけかなぁ？

グレイ：もうすっかり忘れとる（笑）。

リディル：わたしも（笑）。

バヤン：とりあえず、適てき当とうにめくろう。（カードをめくる）「クラブのＫ」。あれ、「Ｋ」はさっきあった……よな？

リディル：あうう、口出しできないのがもどかしい～（笑）。




　身をよじってもどかしがる藤ふじ井いさん。




バヤン：えーい、ここだ！（カードをめくる）違ちがった！　「ハートのＱ」!!

カルロス：「Ｋ」と「Ｑ」はこれで４枚目だよな、たぶん……。

グレイ：……そういえば、さっきワシが引いたのは「クラブのＪ」だったか？

バヤン：あれ、「クラブのＡ」だったんじゃない？

リディル：……スートは忘れましたけど、「Ｋ」と「４」では？

一同：…………。




　沈ちん黙もくして顔を見合わせる一同。




バヤン：……だあああ──っ！　憶えてられねーっ!!

カルロス：こ、これは駄目だ！（一同笑）

グレイ：とりあえず次は今開いてる「Ｑ」か「Ｋ」を開けろっ！（笑）

リディル：ですね。狙ねらって開いて、選せん択たく肢しを狭せばめていきましょう！

バヤン：うおおおおお！　ギリギリ感が半はん端ぱねぇ──っ!!（笑）

ＧＭ：といったところで、バヤンは終了となります。




残りＤカウンター：３







◆Middle 15◆カルロスの窮きゆう地ち




ＧＭ：次はカルロスのシーン。

カルロス：はい。たしかここに「Ｋ」があったはず……（カードをめくる）げぇっ!?　スペードの……。

リディル：「Ａ」だ！（笑）

バヤン：一番「やっちまった感」のあるカードを引いたぜ（笑）。

カルロス：くそう……「Ａ」はどこかにあったぞ！　どこだ!?

ＧＭ：（……いや「クラブのＡ」はまだオープンされてないけど……）

カルロス：やばいぞ、どこにあったか、全然憶えていない……！　ええい！（カードをめくる）ぐわっ、違ちがう!!　「ダイヤのＱ」だ!?

ＧＭ：「Ａ」と「Ｑ」は、ふたつ目のイベントを終了しており、新イベントはありません。

バヤン：こ、これはＤカウンターの残りが厳きびしくなってきたな……。

カルロス：すみません、殿下。あとは頼たのみます……。

ＧＭ：では、ここでカルロスのシーンは終了です。




残りＤカウンター：２







◆Middle 16◆キングの自白




ＧＭ：シーンプレイヤーは交こう替たいして、リディルの番です。

リディル：えい！（カードをめくる）「ダイヤのＫ」と「クラブのＫ」！　そろいました！（一同拍手）

バヤン：やったぜー!!

ＧＭ：それでは、キングの四枚目のイベントが発生します。登場する方は？

グレイ：ワシは登場せずに、場にあるカードの位置を憶おぼえるのに専せん念ねんするぞ！

バヤン＆カルロス：同じく！（笑）

ＧＭ：では、登場しているのはリディルだけですね。

リディル：はい！

ＧＭ：リディルは担たん当とうの兵士からキングへの尋問が終わったと聞かされます。

リディル：そうですか……直ちよく接せつ、一対一で話を聞きたいのですが大丈夫でしょうか？

ＧＭ：……いいでしょう。認みとめます。

リディル：では、キングさんとお話ししましょう。

ＧＭ：場所は領主の館の地下に造られた尋問室。暗く頑がん丈じような石いし造づくりの部屋でリディルはキングと対面します。なお、キングは見るからにやつれています。

リディル：反省しているのでしょうか？　とにかく訊きたいことはひとつ、〝竜殺し〟という妖魔を知ってますか？

ＧＭ：キングは「……申もうし訳わけありませんが、領主様の言う妖魔には心当たりがございません」と答えます。

リディル：そうですか。まあ、四枚目のイベントが発生した時点で犯人ではないことはわかってましたが。

ＧＭ：これにより容よう疑ぎ者しやが絞しぼれ、捜査が進しん展てんします。

一同：おっ!?

ＧＭ：次の手番では三枚カードをオープンでき、その中からイベントを選せん択たくできます。

一同：やった──っ!!

グレイ：助かった！　これならば何とか間に合う……か？




残りＤカウンター：２







◆Middle 17◆クイーンの告白




ＧＭ：さて、引き続きリディルの番。今回は三枚オープンできます。

バヤン：これでもうひと組そろえられれば、容疑者がさらに絞しぼれるぞ。

リディル：うう、自信ないですけど、いきますね。（カードをめくる）よし「ハートのＱ」と「ダイヤのＱ」！

カルロス：これでクイーンも容疑者から外れたか。

グレイ：さらにもう一枚だ。

リディル：どれにしようかな……。ええいっ！（カードをめくる）おっ、「クラブのＡ」ですね。

ＧＭ：では、「Ｑ」のカードがそろったので、クイーン三つ目のイベントが発生します。ぶっちゃけますと、捕まったクイーンと話をするシーンです。

バヤン：あれ？　いつの間にかクイーンが捕まってた（笑）。

ＧＭ：彼かの女じよは面が割われたことを知り、自首してきたのです。

バヤン：そうなのか。さっき判定に成功した甲か斐いがあったぜ！（笑）

リディル：じゃあ、前のシーンでキングさんの話を聞いたのと同じ部屋でお話をしましょう。

ＧＭ：では、顔面蒼そう白はくで怯おびえた様子のクイーンが部屋に連れてこられます。

リディル：えーと……。

ＧＭ：「本当にすみません、領主様の屋敷があんな近くにあるなんて知らなくて……」いまにもクイーンは泣き出しそうです。

バヤン：んー？　結局どういうこと？

ＧＭ：クイーンの話によると、彼女は物理的な被害が発生してしまうほどのオンチなのだそうです。

一同：オンチ！

バヤン：その発想はなかった！（笑）

ＧＭ：そこで、そのオンチを治せる人を探してわざわざアルディオンまで来たそうです。

リディル：あ、あらまあ……（笑）。

バヤン：く、苦労してたのね（笑）。

ＧＭ：で、人気のない森で歌の練習していたつもりが、意外に領主の屋敷が近くにあったことに気づき、怖こわくなって逃にげてしまった……のだそうです。

リディル：まあ、その、そういうこともありますよね……（笑）。

カルロス：あるかなあ？（笑）

リディル：ともかく〝竜殺し〟じゃないみたいですし、個こ人じん的てきには許ゆるしてあげたいけど。グレイさんは……。

グレイ：今話しかけんでくれ！　カードの位置を忘れてしまう!!

一同：そうでした！（爆笑）

カルロス：殿下！　グレイ殿の怪け我がのことは水に流して、早くシーンを終わらせましょう!!

バヤン：グレイがカードを忘わすれないうちに！　ハリィ！　ハリィ！　ハリィ！（笑）

リディル：じゃ、じゃあ、クイーンさんは情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちありで無む罪ざい放ほう免めん！　さ、早くお帰りを!!

ＧＭ：それじゃ、リディルの寛かん大だいな処しよ置ちにクイーンは涙なみだを流しながら「ありがとうございます、領主さ……」

一同：いいから早く帰れぇぇぇぇっ!!（一同爆笑）

カルロス：なんというテキトーな扱い！（笑）

ＧＭ：ではリディルの声に押おされるようにクイーンは帰っていきます（笑）。

リディル：ここでわたしのシーンが終了ですね。

ＧＭ：はい。再ふたたび容疑者が絞しぼれたので捜査が進展。次もカードを三枚オープンできます。

グレイ：よしよしっ。

ＧＭ：では最後のシーンプレイヤーの番になります。




残りＤカウンター：１







◆Middle 18◆明かされる真相




ＧＭ：ではグレイ、カードをオープンしてください。

カルロス：これが最後の手番になるかもしれないのか……。

グレイ：（カードをめくる）よし！　「スペードの４」と「ダイヤの４」がそろった。もう一枚は「クラブのＪ」。これで犯人は分かった！

リディル：……はい、わたしにも分かりました！

グレイ：だが、犯人当てはあと回しにして、エイプリルのイベントを先に処理しないか？

リディル：賛さん成せいです。

ＧＭ：では、最後のエイプリルイベント。登場する方は？

バヤン：（ダイスを振る）登場判定成功だ！

リディル：（ダイスを振る）わたしも、成功です！

カルロス：（ダイスを振る）自分も成功。

ＧＭ：では全員登場、と。そういうことなら、情報交換のために、皆さんとエイプリルが会議室に集まっているという演えん出しゆつにしましょう。

リディル：あのー……ちょっとやりたいことあるんですが、グレイさんいいですか？

グレイ：ワシはかまわんよ。

ＧＭ：で、何をするんでしょう？

リディル：まずはわたしが自分でお茶を淹いれてエイプリルさんをもてなします。

グレイ：ほう。

リディル：「エリンディルの人は、こういうのが好みだって聞いたんですけど……」と、バヤンさんから聞いた知ち識しきでお菓か子しとかを出します。

バヤン：渋しぶいお茶と酢す昆こん布ぶが定番だよ！（笑）

カルロス：殿下、あまりこの駄だ犬けんを信用しない方がいいと思います。

ＧＭ：では、エイプリルは差し出されたお茶と酢昆布を一いち瞥べつします。

リディル：う、たじろいじゃいます。

バヤン：お嬢、頑張れ！

ＧＭ：エイプリルは、じっとリディルを見つめ「何か言いたいことがあるのなら、はっきり言え」と言います。

リディル：……。すみません、謝りたいことがあるんです。

ＧＭ：「謝りたいこと？」

リディル：……はい。わたしたちはあなたに隠かくし事ごとをしていました。今からそれを正直にお話しします。




「そして」と言葉をつなぐ、リディル。




リディル：もしそれを聞いて、わたしたちを信しん頼らいするに値あたいすると思ったら、あなたの秘ひ密みつもお話ししてください。

ＧＭ：「……なるほど。了解した」と、エイプリルは答えます。

[image: ]




　リディルは語った。

　領主の屋敷でアイン・ソフをかくまっていること。〝竜殺し〟の目標はおそらくアイン・ソフであること。

　それを聞いたエイプリルは……。




ＧＭ：エイプリルは最後まで話を聞いたあと、「アイン・ソフの存そん在ざいを隠しているのはなぜだ？」と静かに尋たずねます。

リディル：アイン・ソフ様はこの大陸、特にこの国ではとても偉い大だいな存在です。絶ぜつ対たいに守る必要があるんです。

グレイ：補ほ足そくすれば、アイン・ソフは今は非ひ常じように弱っている。妖魔や人間にあっさり倒たおされかねないほどにな。

ＧＭ：「……で、捜査が進んで〝竜殺し〟の目星がついたから、俺に情報を開かい示じした、と？」

リディル：……ええ、そのとおりです。嘘をついて本当にごめんなさい。

ＧＭ：「気にするな、それくらいの方が信頼できる。お前の話で、やつの行動の目的も分かったことだしな」

バヤン：案外話せるじゃん（笑）。

ＧＭ：そしてエイプリルは言います。「それに、こちらにも隠し事はある」

グレイ：うむ、その情報が知りたかった。

ＧＭ：「俺が〝竜殺し〟を追っているのは、ヤツがゾハールの牙きばを盗ぬすみ出だしたからだ」

リディル：ゾハールの……牙ですか？　たしかゾハールって、倒された後砕けて消えていったはずなのでは？

グレイ：『ルージュ』四巻の話じゃな。

ＧＭ：ＧＭからの答えとしては、ゾハールが倒された時、牙、鱗うろこ、爪といったパーツが、呪のろわれたアイテムとしてエリンディル各地に降り注いだ、という設せつ定ていにしております。

一同：なんと！

カルロス：また、厄やつ介かいな……。

ＧＭ：それはさておき……事じ情じようを知らない皆さんに対して、エイプリルは詳しく説明してくれます。

リディル：ありがとうございます。

ＧＭ：彼女の説明によれば、ゾハールは、神の許きよ可かなく粛清を始めました。つまり、神の命令から解とき放はなたれた存在となったのです。

グレイ：ふむ……それで？

ＧＭ：ゾハールの牙もその属ぞく性せいを持っていまして、その牙を使うことで他の竜を神の影えい響きよう下から逸いつ脱だつさせる、簡単に言えば……。

グレイ：「邪じや悪あく化」させることができるわけじゃな？

ＧＭ：はい、そうです。

一同：げげーっ！

バヤン：なんという呪のろいのアイテム！

リディル：ちょ、ちょっと待ってください。つまり、そのアイテムを持ってここに来たってことは……。

グレイ：ああ、おそらく〝竜殺し〟の目的はアイン・ソフの殺害ではない。……邪悪化だ！




　敵てきの目的を知り、息をのむ一同。




リディル：……情報を教えてくださって、ありがとうございます。

ＧＭ：「礼はいい。こちらが隠していたことだしな。それよりも……」

グレイ：〝竜殺し〟が誰に化けているのか、見当はついておる。

リディル：ＧＭ、今ここで〝竜殺し〟が誰かを宣言してもいいですか？

ＧＭ：そうですね……ではここで宣言することを認めます。

バヤン：さあ、お嬢！

カルロス：よろしくお願いします！

リディル：では言います〝竜殺し〟が化けているのは……。




　リディルが告げた人物の名は、抜ぬき取とったカードに対たい応おうするキャラクターと一いつ致ちした。

　その後、ＰＣたちはこの後の段だん取どりを話し合ってＧＭに申告。

　ＧＭはそれを了りよう承しようした。

　こうして、シナリオは文字どおりクライマックスへと展てん開かいするのだった。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆犯はん人にんは……お前だ！




　それはまだ夜が明けきらぬ時じ刻こく。

　バウエス公こう爵しやくリディルの屋や敷しきに侵入する者がひとり。

　事前の調ちよう査さのとおり、あっけなく侵入できたことに侵しん入にゆう者しやはほくそ笑む。

　この直後、何が起こるかも知らずに。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに移うつります。

一同：わあああ──っ!!（拍はく手しゆ）

ＧＭ：さて、いよいよ〝竜殺し〟とご対面ということになりますが……。

リディル：では、前のシーンで話し合ったとおり、犯人をわたしの屋敷におびき寄よせます。

カルロス：結局、「〝竜殺し〟に逃にげられないために最適」ということになりましたからね。

ＧＭ：では、場所はリディルの屋敷。時間は夜明け間近の、通つう常じようなら一番警けい備びが薄うすい時刻、増ぞう強きようしていた兵から侵入者発見の報ほう告こくが入ります。

リディル：では、皆みなさん行きましょう。あ、エイプリルさんも一いつ緒しよにいてもいいですか？

ＧＭ：了りよう承しようします。……では、皆さんが屋敷の中庭に出ると。ひとりの人物が、屋敷の警けい備び兵へいに囲まれています。

グレイ：今、ヤツは真っ黒いシルエットで、読者に正体が分からない状じよう態たいだな（一同笑）。

カルロス：探たん偵ていマンガの犯人ですか！（笑）

バヤン：「妖よう魔ま相手にお前らでは無理だ！」と言って、警備兵を下げるぜ。

ＧＭ：では、兵が下がって皆さんが前に出てきたところで、黒いシルエットの侵入者（笑）は納なつ得とくしたようにうなずきます。「なるほど、ばれていたのか」

バヤン：ああ、とっくの昔にな！

グレイ：では、インバネスコートに鹿しか撃うち帽ぼうという、ロンドンの有名探偵風のコスチュームを着て……。

カルロス：その格かつ好こうに何の意味があるのか自分には分かりません。

グレイ：気分じゃよ！（笑）　これからせっかく「犯人はお前だ！」をやるんじゃからな。

ＧＭ：「なるほど……罠わなか。いつから気づいていた？」と〝竜殺し〟は言います。

グレイ：初めて会った時じゃよ。「エリンディルから妖魔を追っていた者」の話をした時。

ＧＭ：「……なんだと!?」

グレイ：あの時、お主は「そいつは誰だ」と聞き返すべきじゃったな。

バヤン：そんなこと言ってたっけ？

グレイ：なぜワシの言う「知り合い」が女だと分かった？　ワシらは性せい別べつについて話してないのに……。




　指をさしながらグレイは言った

「手て痛いたいミスだったな、ジャック・スミス。いや〝竜殺し〟」
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一同：ついに言った！

ＧＭ：では、名前を呼よばれたことで黒いシルエットがローブを羽は織おったエルダナーンの男に変わります！

一同：おおっ！

カルロス：……でも、グレイ殿どのの推すい理りって、実は全部後付けですよね？（笑）

グレイ：し──っ！　黙だまっとれ（笑）。

リディル：でも、とてももっともらしかったですよ、グレイさん。

グレイ：もっともらしい言うな（笑）。

ＧＭ：実は、容疑者全員が一～二個こ目めのイベントで嘘をついて三個目のイベントで理由を開かい示じするという構こう造ぞうでして。

カルロス：なるほど。だから三番目のイベントが発生しなかったジャックに都合よく嘘が残っているのか。

ＧＭ：なお、ジャックが本物ならエイプリルに惚ほれていて、照れくさくて嘘うそをついたことになるはずでした。

一同：そんな理由！（笑）

ＧＭ：「まあいい、ならテメエらを皆みな殺ごろしにしてから、ゆっくりとクソ不ふ愉ゆ快かいなアイン・ソフを邪じや悪あく化させてやる」と〝竜殺し〟。

カルロス：ガラが悪くなった！

ＧＭ：妖魔としての本ほん性しようを現あらわしたのです。そして〝竜殺し〟が指を鳴らすと、肌はだは不自然のほどに蒼あお白じろく、目は深しん紅くで、耳の長い妖魔の姿すがたに変化します。
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バヤン：ヴァンパイアかっ！

リディル：……本物のジャックさんはどうしたんですか？

ＧＭ：「アイツならのんびり海の底で眠ねむってると思うぜ？」

バヤン：貴き様さま、許ゆるさん。よくもジャックを！

カルロス：待て！　お前本物のジャックと会ったことないだろう？

バヤン：細かいことはいーんだよ！（笑）

ＧＭ：「それなら、あの世でジャックと出会うといいぜ」と言って、〝竜殺し〟は何かを地面にばらまきます。

グレイ：何かを召しよう喚かんするのか？

ＧＭ：そのとおり、スケルトンのような形の生物が二十体以上現あらわれます。

リディル：なんですか、これ!?

ＧＭ：「オレが殺してきた竜の魂たましいと骨ほねで作った戦士、名づけて竜魂兵だ！」

一同：竜魂兵！
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ＧＭ：「貴様たちを丁てい寧ねいに殺し尽つくしてくれるぜ」そう言って、彼かれはメイスと盾たてを構かまえます。

カルロス：打だ撃げき武ぶ器きと盾……こいつ、パラディンか？

リディル：パラディンだとしても、わたしと違ちがって、この人は邪じや神しんに仕えているのでしょうけど……。

ＧＭ：で、現あらわれた竜魂兵の数を見てエイプリルが「竜魂兵の三分の二は俺おれがやる。残りと〝竜殺し〟本体は頼たのむぜ。そっちの方が勝しよう率りつが高いはずだ」と言います。

グレイ：うむ、では頼たのまれよう。

リディル：エイプリルさん、お気をつけて。

ＧＭ：「そちらもな」そう言って、二丁のキャリバーを構かまえて突つっ込こんでいくエイプリル。それに合わせて〝竜殺し〟たちも動き出します。では、戦せん闘とう開始！




＊　＊　＊




ＧＭ：では敵てきの配置から。ＰＣたちの５メートル前に竜魂兵前ぜん衛えい型が二体、その奥おく５メートルに〝竜殺し〟と竜魂兵後こう衛えい型が四体います。

リディル：結けつ構こういっぱいいますね……。

カルロス：グレイ殿の魔ま術じゆつで一いつ掃そうできればいいのですが。

バヤン：あ、ここでもう一度言っておこう。俺が《ジャッジメント》持ってるから、ＰＣは全員【行動値ち】＋２な。

ＧＭ：他に何かありますか？　……なければ、セットアッププロセスに移りましょう。




●第一ラウンド

▼行動値

　グレイ　　　　　　　　　：25

〝竜殺し〟　　　　　　　　：22

　バヤン　　　　　　　　　：20

　竜魂兵前衛型、後衛型　　：14

　カルロス　　　　　　　　：13

　リディル　　　　　　　　：５
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ＧＭ：【行動値】トップはグレイですね。

グレイ：うむ……ではゆくぞ。《パーペチュアルチェック》。ＰＣ全員の【行動値】をワシとそろえるぞ！

リディル：これで、わたしも【行動値】25で動けますっ♪

ＧＭ：全員に先せん制せいを取られましたか。これはきつい。

カルロス：さらにここでギルドサポートを宣せん言げんしておきましょう。

バヤン：《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》を使うかどうかですね。

リディル：それじゃ、まずは《陣形》を宣言します。

ＧＭ：すると、ここで〝竜殺し〟が動きます。

一同：おっ？

ＧＭ：「〝竜殺し〟ってのがオレのふたつ名だが、〝竜を殺す〟以外の能のう力りよくもあるんだぜ？」

グレイ：ほう、何をするつもりだ？

ＧＭ：「竜の力を奪うばい、オレの力にする能力……竜奪。それがオレのもうひとつの能力だ」

カルロス：なんと！

ＧＭ：「ところで、オマエらのギルドの名前はなんて言う？」

バヤン：……ドラゴンファイヤー。

カルロス：馬ば鹿かな、そんなまさかっ!?

ＧＭ：「そう、竜の名を冠かんするオマエらの力、奪うばわせてもらうぜ!!」《竜奪》というオリジナルエネミーパワーを宣言します！

カルロス：いや、その理り屈くつはおかしい。

ＧＭ：確たしかにロジックはジョークですが、効こう果かは本物ですよ。

リディル：それ、嬉うれしくないです（笑）。

ＧＭ：「タイミング：パッシブ」以外のギルドサポートを宣言した際さいに宣言します。元のギルドサポートの処しよ理りが終しゆう了りようしたあと、その能力を元から所持しているかのように使用します。

バヤン：つまり、俺たちのギルドサポートをコピーするわけかっ!!

ＧＭ：そのとおり。今回は《陣形》を《竜奪》でコピーし、皆さんの移い動どうが終わったあとにこちらも移動します。

リディル：それって、回数制せい限げんはありますか？

ＧＭ：いえ、ありません。

グレイ：ということは、《限界突破》を使用すれば《限界突破》を、《再さい行こう動どう》を使用すれば《再行動》を……。

バヤン：敵に使われるってのか！

カルロス：……これはうかつにギルドサポートを使えませんね。

ＧＭ：では、まずはそちらの《陣形》をどうぞ。ちなみに、竜魂兵は全員飛行状態ですので。

グレイ：うーむ……こうなると移動があまり意味がないのう。

バヤン：とりあえず、いつもどおりに移動して相手の出方を見るのがいいのでは？

カルロス：賛さん成せい。

リディル：それじゃ、わたしとバヤンさんが前衛型に接せつ敵てき、グレイさんとカルロスさんはエンゲージを分ける？

グレイ：それでええじゃろう。

ＧＭ：ではこちらの移動。〝竜殺し〟は動かず。竜魂兵後衛型は、全員バラバラのエンゲージに分かれます。

グレイ：まあ、そう来るじゃろうな。

ＧＭ：前衛型は全員、カルロスのエンゲージへ移動。これでオマエは前衛型を攻こう撃げきできないだろう！（次の図を参照）

[image: ]

カルロス：うわー、きた！

リディル：い、いやらしい……。

ＧＭ：これで《陣形》の処理は終わり。さて《限界突破》は使いますか？

バヤン：現げん状じようだと、使うだけ無む駄だなんだよな。

グレイ：じゃな、相手を減へらしてから《限界突破》や《再行動》を使った方がいい。……ワシがすることは以上だ。

ＧＭ：次は【行動値】が25になったＰＣたち。

バヤン：順番にいこう。まずは俺から。《プレパレイション》を使ってセットアップの行動を二回にする。

グレイ：うむ。

バヤン：これで《グランディア》＋《アグランダイズ》と、《ベストルート》を使用。ダメージと命中判はん定ていが上じよう昇しようした上、【移動力】90に！

ＧＭ：相変わらずすごいな、バヤンの【移動力】……。

バヤン：雄お叫たけびを上げて突つっ込こむぜ！

カルロス：次は自分。《クイックフォージ》《ウェポンフォージ》を今回初使用、錬れん金きん術じゆつで銃じゆうを強化だ！　（ダイスを振ふる）……錬金術判定は成功。

グレイ：問題は次だな。

カルロス：では、効果決定のダイス。残っているフェイト５点をすべてぶち込こみます！

一同：おおー！

バヤン：これでフェイト０！　兵隊クン、なんて男らしいんだ（笑）。

カルロス：（ダイスを振る）おわ、低い!?　ダメージに＋32。

リディル：最後はわたし。《インペレイティブ》でセットアップでスキルをふたつ使います。

ＧＭ：みんなセットアップですることが多いなあ。

リディル：《シャインストライク》と《ホーリーフィールド》を使用。これでダメージと防ぼう御ぎよ力りよくを上げておきます。

ＧＭ：これでＰＣ側は終了ですね。次は〝竜殺し〟。《インペレイティブ》で《シャインストライク》と《竜魂配置》。

バヤン：こいつやっぱりパラディンか。

リディル：でも《竜魂配置》って？

ＧＭ：竜魂は人ひと魂だまのような形をしており、〝竜殺し〟の周りに配置されます。これは〝竜殺し〟のスキルのコストです。

カルロス：悪あく趣しゆ味みな……。

ＧＭ：それが２Ｄ６個配置される。（ダイスを振る）……ちょっと少ない六個。

バヤン：最大で十二個出てくるのかよ。イヤだなあ……。

ＧＭ：竜魂兵はセットアップなし。なので、【行動値】順にＰＣたちのメインプロセスの番ですが……。

カルロス：まずはグレイ殿になぎ払はらっていただきますか。

グレイ：任まかせろ。ムーブアクションで《ランニングセット》。これで使えるようになった、《ドラゴンカース》で［スタン］を宣言。そして、マイナーアクションで《アニマルパクト》。

バヤン：これで、スキルの効果が視し界かい内に広がった！

グレイ：メジャーアクションは《ダブルキャスト》の効果で、《サモン・リヴァイアサン》と《サモン・フェンリル》の両方を一度に使うぞ！

バヤン：これで、全部当たると［スリップ］［威い圧あつ］［スタン］の三重バッドステータスか……恐おそろしい。

グレイ：わーはっはっは！　《ドラゴンカース》のフェイト代だい償しようは《ソウルコンバート》で【ＭＰ】消費に変へん換かん。

リディル：【ＭＰ】をフェイトの代わりにコストとしてに使えるようにしたんですね。

グレイ：まずは《サモン・リヴァイアサン》。魔術判定前に真理の書を使って……（ダイスを振る）35。

ＧＭ：《アニマルパクト》でエネミー全員対象か。（ダイスを振る）全員命中です。

グレイ：ダメージロールの前に《ドラゴンストライク》で、防ぼう御ぎよ力を無む視しに。これも《ソウルコンバート》しておく。（ダイスを振る）ダメージは77。

ＧＭ：防御力無視ですか！　痛たたた……けど、まだ大だい丈じよう夫ぶ。

グレイ：では全員に［スタン］と［スリップ］を。

ＧＭ：ぐ、〝竜殺し〟が《竜の心しん臓ぞう》というスキルを使用して、バットステータスを打ち消す！　代わりに竜魂二個消費。竜魂兵は全員受けました。

グレイ：ワシは続いて《サモン・フェンリル》。真理の書を使用（ダイスを振る）……クリティカルだ！

カルロス：おお、これはうれしい！

ＧＭ：一いち応おうボスは避よける可か能のう性せいがある。（ダイスを振る）……無理。竜魂兵はダイスにマイナス二個のペナルティを受けてるので、振るまでもない。

グレイ：ダメージは……（ダイスを振る）89点〈無〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージ。ダメージが入れば［威圧］と［スタン］だ。




　グレイの魔術が物ぶつ質しつ界に顕けん現げんさせた、二柱の動物の王が津つ波なみと咆ほう吼こうを放ち、辺り一帯を埋うめ尽つくす。

　動物の王が帰き還かんしたあと、竜魂兵はその数を半分以下に減へらしていた。




ＧＭ：ダメージに耐えきれず、後衛型が全ぜん滅めつしました。前衛型はバッドステータスを受けてヘロヘロ。〝竜殺し〟は《竜の心臓》で［スタン］だけ打ち消します。これで竜魂は三個。

リディル：グレイさんの行動だけで、敵がボロボロに……。

[image: ]

バヤン：さすがグレイ！　バッドステータス三個のシーン全体攻撃はえげつない！

グレイ：ほっほっほ～。ワシ結構満足じゃ（笑）。

ＧＭ：倒たおれた竜魂兵後衛型は死ぬ間ま際ぎわにそれぞれが《竜魂変換》を使用。これで竜魂が＋４されて七個に。

カルロス：なるほど。器を壊こわされてエネルギーに戻もどったか。

ＧＭ：そのとおりです。「やってくれたな、ジジイ。コイツらを作るのはそれなりに手間なんだぜ？」と〝竜殺し〟は苛いら立だたしげに言います。

グレイ：気にするな。どうせ、お主ぬしはここでワシらに倒たおされる。

ＧＭ：「抜ぬかしたな、ジジイ!!」というところで、次のＰＣどうぞ。

バヤン：じゃ、俺が行くか。（少し考えて）……これはカルロスを助けに行った方がいい？

カルロス：目の前のヤツを倒たおしてくれると助かる。

バヤン：では。ムーブアクションで移動して、マイナーで《ランナバウト》。メジャーは《バッシュ》＋《ラッシュ》。

カルロス：範はん囲いを拡かく大だいした《バッシュ》と《ラッシュ》の載のった攻撃か。

バヤン：前衛型二体を一度に攻撃するぜ。（ダイスを振る）クリティカルだ！

ＧＭ：うーん、回かい避ひダイスが減へってるので避よけられない。

グレイ：では《チェックメイト》を宣言だ。（ダイスを振る）22点追加。

バヤン：（ダイスを振る）合わせて[image: ]点物理ダメージ。

ＧＭ：半はん壊かいしてるところにそのダメージは耐たえられません。戦闘不ふ能のうになるので《竜魂変換》。これで竜魂は九個。

カルロス：バヤン、助かった。

バヤン：ま、これくらいはな。

ＧＭ：……すると〝竜殺し〟が「テメエら、ちょいと調子に乗りすぎだぜ？」と、イニシアチブプロセスに竜魂を一個消費して１ラウンド一回のスキル《竜の翼つばさ》を使用。メインプロセスを行ないます。

バヤン：げ、俺たちに範囲攻撃か!?

ＧＭ：当然！　マイナーで［威圧］を解かい除じよして、メジャーで《竜の吐と息いき》。竜魂を一個消費して、炎ほのおのブレスを吐はきますよ。バヤンとカルロスに攻撃。（ダイスを振る）33！

カルロス：（ダイスを振る）防御を捨すてた自分に回避は無理！　命中です。

バヤン：俺も当たった。

ＧＭ：ではダメージ前に《竜の牙きば》を使用。竜魂一個消費するごとにダメージロールに＋２Ｄ。今回は二個消費して＋４Ｄします。

一同：げーっ!!




　竜殺しのバヤンとカルロスに対する攻撃（〈火〉属性、[image: ]点のダメージ）に対し、リディルの《プロテクション》と《ワイドプロテクション》、グレイの《サモンアラクネ》でダメージ軽減を図るドラゴンファイヤー。

　結果、カルロスは97点、バヤンに74点のダメージを受けた。痛いことは痛いが、このふたりにとっては決定的なダメージとはならなかった。




ＧＭ：思ったより防ふせがれたなあ。これで〝竜殺し〟の攻撃は終わりです。

カルロス：では殿でん下か、お先にどうぞ。

リディル：それじゃ、いきます。ムーブアクションで〝竜殺し〟に接敵。マイナーで《エンハンスブレス：光》、メジャーが《ホーリーヒット》。光の魔ま力りよくを込こめた神竜棍こんで二回殴なぐります！　一撃目は（ダイスを振る）35。

ＧＭ：クリティカルが出ないと避けられない。（ダイスを振る）命中です。

リディル：ダメージロールが２Ｄ＋53。（ダイスを振る）おわっ、１ゾロ。55点の〈光〉属性魔法ダメージ。

ＧＭ：それなら……たいしたことない。盾で受け止めつつ、「そんなものかよ、神の下げ僕ぼく！」と吐はき捨すてます。

リディル：ならもう一撃！　（ダイスを振る）やった、３Ｄ振ふって全部６！

バヤン：おお、すごいぞお嬢じよう!!




　リディルの出目が極きよく端たんすぎる！（笑）




ＧＭ：じゃあ、ここで使うか。白兵攻撃に対するリアクションに《竜の棘いばら》を使用。竜魂一個を消費して、攻撃してきた相手に50点のＨＰロス。

リディル：はにゃ！　ご、50点……。

ＧＭ：ただし、相手の攻撃は自動命中。「これでもくらって、くたばれ！」

リディル：50点……【ＨＰ】が三分の一も持っていかれた……。

グレイ：これはなかなか痛い。

リディル：でも、こっちの攻撃も命中しています！　（ダイスを振る）ダメージは69点。わたしが倒たおれる時は、あなたも倒れる時です！

カルロス：さすがバウエス家の令れい嬢じよう、ほれぼれするほど雄お々おしい！

リディル：死なばもろともですっ！

カルロス：では自分の行動。ムーブで一応５メートル前進。マイナーで《ブルズアイ》、メジャーで《ダブルショット》。狙そ撃げき体たい勢せいを取って、〝竜殺し〟を狙ねらい撃うつ！

ＧＭ：射しや撃げき攻撃には反はん撃げきできないんですよねえ……。どうぞ。

カルロス：一撃目、轟ごう魔弾を使用。で、命中判定前に《ギガンティックブロウ》使用。（ダイスを振る）。お、６が三個出た。クリティカル！

ＧＭ：皆さん、当然のようにクリティカルしますね。（ダイスを振る）６・５・４、惜おしい。

カルロス：あ、あぶな～……ダメージ前に《ピアシングストライク》でダメージを増やす。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ。

グレイ：さすが、攻撃にすべてを振っただけはある。

ＧＭ：それだと[image: ]点もくらう……。

カルロス：自分の狙撃は二に段だん構がまえ！　二撃目、《ギガンティックブロウ》と轟魔弾使用。（ダイスを振る）39。

ＧＭ：クリティカルすれば避よけられる！　（ダイスを振る）……しない。

カルロス：ダメージ前に《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）ちょっと低いか。[image: ]点です。

ＧＭ：〝竜殺し〟はカルロスの銃じゆう撃げきによろめくが、まだまだ闘とう志しは衰おとろえない、次はこちらの番です。《ホーリーヒット》でリディルを攻撃！

リディル：来なさい……そう簡かん単たんに、倒れはしません！

ＧＭ：「オレの攻撃をくらっても同じことが言えるかよっ!!」と言って、一撃目と同時に《竜殺》というスキルを使用！

バヤン：こっちがふたつ名の由来になった能力だな！

ＧＭ：ええ、竜魂を一個消費し、対象の【物理防御力】【魔法防御力】を０でダメージ算出。竜殺しの魔力を込こめて、メイスを叩たたきつける！　（ダイスを振る）うわ、出目が低い。27！

カルロス：防御力無視はやばい。《インターフィアレンス》……。

リディル：いえ、大丈夫です！　（ダイスを振る）回避できず、命中です！

ＧＭ：ならここで《竜の牙》に残り三個の竜魂を全部突っ込んで、ダメージ＋６Ｄ。（ダイスを振る）[image: ]点！

リディル：このままだと倒れちゃう。《プロテクション》。（ダイスを振る）26点軽減！

グレイ：《サモン・アラクネ》。（ダイスを振る）ちっ、目が低い。30点軽減。

リディル：82点ダメージ。残り43点で立ってます！

バヤン：うーむ、ギリギリ。

カルロス：次の一撃で倒れる可能性がありますね……。

ＧＭ：では、二撃目。（ダイスを振る）29。

リディル：（ダイスを振る）12で失敗。

ＧＭ：特とく殊しゆな効果は一切なし。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ！

リディル：【物理防御力】が79点だから……ピッタリ倒れちゃう!?

バヤン：これは《蘇そ生せい》……。

カルロス：いや待て、《蘇生》はやばい。〝竜殺し〟まで回かい復ふくする！

バヤン：ああ、そっか!!




　危あやうく《竜奪》のことを思い出したＰＣたち。ＧＭとしては残念無念。




グレイ：カルロスの《インタラプト》で《竜奪》を打ち消したとて、あっちも《インタラプト》を持っていたら終わりだからな。うかつに使えん。

バヤン：くっそ！　なんてイヤらしいんだ、《竜奪》。

ＧＭ：どうもありがとう（満面の笑み）。

カルロス：なんという邪悪な笑顔！

リディル：ここは《イモータルブラッド》で耐たえましょう。……こんなことなら《プロテクション》にフェイトを使えばよかったです。

グレイ：まあ、そこは結けつ果か論ろんだから仕方あるまいよ。

リディル：では《イモータルブラッド》で戦闘不能を回復。フェイトが１点減って、【ＨＰ】は（ダイスを振る）３点。

ＧＭ：では、〝竜殺し〟は血振ぶるいするようにメイスを振って構え直し、ニヤリと笑う。「どうだい、ドラゴンファイヤー。竜殺しの技わざ、オマエたちにはよく効くだろう？」

リディル：……まだまだですね。この程てい度どじゃ、わたしの首は取れませんよ？　と、言いながら、私も神竜棍を構え直します。

ＧＭ：さて、全員が行動終了したので《再行動》の宣言タイミングになりましたが……。

バヤン：悩なやむなあ。今、竜魂がないので、好機ではあるんだけど……。

カルロス：でもここで使うと、ラウンドをまたいで連続攻撃されますよ。相手が《二回行動》を持っていれば三回攻撃です。

リディル：このレベルのボスで、持ってないはずはありませんよね……。

一同：うーん…………。




　使うも使わざるも、一長一短。

　決めきれず、長引く〝ドラゴンファイヤー〟の相談。

　しかし……。




バヤン：あ、まだ《インバルネラブル》使ってない。《ファイナルガード》があるのに！

カルロス：それがあったか。なら、相手が余よ分ぶんに動いても《インバルネラブル》でダメージを０にして相殺だ。

リディル：なら使いましょう。《再行動》承しよう認にんです！

ＧＭ：では〝竜殺し〟が《竜奪》を使って《再行動》。これで敵は全員未行動になります。

リディル：それじゃ、イニシアチブで《クイックヒール》＋《ヒール》。（ダイスを振る）69点回復です。

ＧＭ：では、同じタイミングで〝竜殺し〟も動く。メイスを器用に使って腕うでを引ひき裂さきます。

カルロス：いったい何をっ!?

ＧＭ：血が勢いきおいよく噴ふき出だしますが、その血が空中に留とどまり、竜魂に変化。（ダイスを振る）新たに六個の竜魂が配置されました。変わりに60点のＨＰロスを受けます。

バヤン：げっ！　あいつムリヤリ竜魂を作りやがった！

ＧＭ：でも、〝竜殺し〟の行動はまだまだあと。先にＰＣたちの行動をどうぞ。

カルロス：まずはグレイ殿から動くのがいいかな。

グレイ：うむ、任まかせておけ。《ランニングセット》《ドラゴンカース》《ソウルコンバート》で［スタン］を選せん択たく。

ＧＭ：げー、また来るか！

グレイ：マイナーで《クラッシュバリア》、メジャーで《ダブルキャスト》。うーん、【ＭＰ】がもりもり減っていく。

バヤン：ソーサラーはコスト消費が激はげしいですからね。

カルロス：自分もそろそろ【ＭＰ】がキツイので適てき当とうなところで《祝福》で回復しましょう。

グレイ：一回目は《サモン・リヴァイアサン》。（ダイスを振る）29。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避できず。18で当たり。

グレイ：（ダイスを振る）69点の防御無視。さらに［スタン］と［スリップ］。

ＧＭ：ここは何もせず、あえて受けましょう。

バヤン：リアクションを捨すてて、攻撃に竜魂を突っ込む気か。

グレイ：では二回目。リアクションのダイスが減ってるので《サモン・フェンリル》に《リゼントメント》。（ダイスを振る）33。

ＧＭ：それは回避不ふ可か能のうです。

グレイ：（ダイスを振る）[image: ]点、防御力無視！　さらに［威圧］も追加だ。

ＧＭ：それは痛い！　が、まだ〝竜殺し〟は倒たおれません。

バヤン：では、先に行くぜ。ムーブでエンゲージ。一応、天てん魔まの兜かぶとを使って、このエンゲージを封ふう鎖さ。

ＧＭ：これで逃げられなくなった。……［スリップ］を受けてるし、動くつもりはありませんでしたが。

バヤン：マイナー《スタントフライング》、メジャーは《バッシュ》＋《ラッシュ》。バッと空を飛んで、俺と竜が時間差で上空から襲おそいかかる。

カルロス：まず「ご主人、行ってこーいっ！」と、竜が空からバヤンを投げつける。

バヤン：そうそう、実は二撃目が竜の攻撃だからな！（笑）

一同：なんだそりゃ!?（爆笑）

バヤン：これが俺たち最強のコンビネーションアタック!!

リディル：……なんだろう？　おかしいはずなのに違い和わ感かんがない（笑）。

バヤン：では行くぜー!!　《ボルテクスアタック》も同時に宣言！　（ダイスを振る）クリティカル!!

ＧＭ：こちらは回避を１Ｄしか振ふれず回避不ふ可か能！　《竜の棘》も温おん存ぞん。

バヤン：ではくらえ、コンビネーションの力っ!!（ダイスを振る）[image: ]点物理!!

ＧＭ：それは痛い。グレイの魔法でふらついているところに強きよう烈れつな一撃が入り、大きくのけぞる〝竜殺し〟！

バヤン：さらに《ホースバトラー》。竜が上空から落ちてきて、〝竜殺し〟を踏ふみつける。（ダイスを振る）33！

カルロス：（竜になって）くらえ！　今まで貴様に殺された竜たちの恨うらみ!!

グレイ：ここぞとばかりに同族の恨みを晴らしとるな（笑）。

ＧＭ：この攻撃は避けられない！　ダメージをどうぞ。

バヤン：（ダイスを振る）。75の貫かん通つうダメージ。

ＧＭ：では竜に踏ふみつけられた〝竜殺し〟は地面を転がって追つい撃げきを避ける。「クソ竜が！　オレを踏ふみつけた代償は高くつくぜ！」と激げつ高こうする。

カルロス：「代償を要求できると思っているなら、甘あまい！」、転がる〝竜殺し〟に向けて二射しや。《ブルズアイ》、《ダブルショット》。轟魔弾と《ギガンティックブロウ》を使用。（ダイスを振る）。お、クリティカル！

ＧＭ：回避不能です。カルロス、今日はクリティカル出るなあ……。

グレイ：カルロスは命中判定で６Ｄ振ふれるからのう。




　カルロスは一撃目で《ピアシングストライク》を使用。[image: ]点。二撃目は残った最後の《ギガンティックブロウ》と轟魔弾を使用。こちらも命中して[image: ]点。合計[image: ]点の物理ダメージが〝竜殺し〟に突つき刺ささる。




ＧＭ：ずいぶんダメージがたまってきたなあ。

リディル：まだこちらの攻撃は終わりませんよ。わたしの攻撃いきます！

カルロス：殿下、お願いします！

リディル：まずはマイナーアクションで《セルフヒーリング》。【ＨＰ】が[image: ]点回復するから最さい大だい値ちになる。

バヤン：これで一安心だな。

リディル：メジャーアクションは《ホーリーヒット》です。一撃目。（ダイスを振る）35。

ＧＭ：ここで《竜の棘》を使用して50点ＨＰロス。「ただでやられるかっ！」と攻撃にあわせてカウンターの一撃を繰くり出だします。

リディル：くっ、防御できないので痛いんですよね……。《パニッシャー》を使用します。（ダイスを振る）98点〈光〉属性の魔法ダメージです。

ＧＭ：こっちも78点くらいました。

カルロス：ダメージは大体同じ。本当に相あい討うちですね……。

リディル：相討ちでもかまいません。痛いたみを耐えて二撃目！（ダイスを振る）やった！　クリティカル♪

カルロス：さすがは殿下！

バヤン：藤ふじ井いさん、絶ぜつ好こう調ちよう！

ＧＭ：ちぃ、ならばもう一回《竜の棘》！　50点ＨＰロス！

リディル：カウンターに真っ向から突つっ込こみながら、神竜魂を振ふり下おろします！　《パニッシャー》（ダイスを振る）[image: ]点〈光〉！




　リディルと〝竜殺し〟の武器が相手の鎧よろいを強打した音が響ひびき渡わたる。

〝竜殺し〟は顔を引きつらせながら後ずさり、リディルは苦く痛つうに顔を歪ゆがめながらも瞳ひとみの光は失われなかった。




ＧＭ：〝竜殺し〟はまだ立ってますが、そろそろ危き険けん域いきですね……。

グレイ：これで、累るい積せきダメージは大体２０００点前後か？

バヤン：あと一ひと押おしで倒たおせそうですね。

カルロス：ここで《アデンダム》を使用します。今使わないともったいない。

ＧＭ：それは……通しで。

グレイ：ＧＭも悩なやんどる（笑）。




　カルロスの持つ銃から二度の攻撃が放たれる。

　一発目は判定にクリティカル。さらにギルドサポートの《祝福》で回復した【ＭＰ】をつぎ込み合計で[image: ]点のダメージを〝竜殺し〟に与える。

　お次はカルロスの猛攻を耐えきった〝竜殺し〟の反撃。

　二回攻撃の一回目。〝竜殺し〟はリディルにダメージを与えそうになるもバヤンが《カバーリング》。さらにバヤンは《インバルネラブル》を使用。ダメージを０点に封じ込める。

　しかし……。




ＧＭ：で、もう一撃。《竜殺》も使用。（ダイスを振る）よし、クリティカル！

バヤン：ぎゃあああ──っ!!　逆ぎやくにすりゃよかった。

リディル：クリティカル来て！（ダイスを振る）12で回避失敗です……。




　だが、ＧＭのダメージダイスは奮ふるわず[image: ]点。グレイのフェイトを２点使用した《サモン・アラクネ》で40点軽減。さらにリディルの《プロテクション》で32点軽減。残り【ＨＰ】22点でリディルは踏ふみとどまった。




ＧＭ：まだ立ってるか！　では、ここで《二回行動》を宣言！

カルロス：やはり持っていたか！

ＧＭ：「お遊びはここまでだ！」と、〝竜殺し〟は周囲の竜魂をすべて手に集めます。

リディル：切り札を切ってきました！

ＧＭ：そのとおり、一ラウンド一回のスキル、《竜の逆げき鱗りん》を使用。竜魂すべてをエネルギーに変換し、この一帯すべてを攻撃します。「対象：場面（選択）」。竜魂が全部なくなりますが、配置してあった分のダメージが増ふえます。

カルロス：《インタラプト》……いや、まだだ。命中を！

ＧＭ：では命中判定をいきますよ。（ダイスを振る）……クリティカル！

一同：えええええええ──っ!?

リディル：こ、ここでですかっ！

バヤン：なんて的てき確かくなクリティカル!!

カルロス：しまった、やはり《インタラプト》しておくべきだったか……。

グレイ：……いや、まだじゃ。《ニゲイト》を使ってクリティカルを打ち消すぞ。あとはカルロス、《インターフィアレンス》を！

ＧＭ：く、達成値は42！

カルロス：《インターフィアレンス》！（ダイスを振る）達成値は──。




〝竜殺し〟が竜魂を破は壊かい力りよくに変換して解かい放ほうするその瞬しゆん間かん。カルロスの放った一発の銃じゆう弾だんが、竜魂を撃うち抜ぬいた。

　竜魂はその衝しよう撃げきであっけなく崩ほう壊かい。

　まるで最初から何もなかったかのように消え去った。




カルロス：達成値は44。止めた!!

ＧＭ：〝竜殺し〟は「馬鹿なっ、これを止めるだと!?」と驚きよう愕がくしています。

カルロス：ふん、その程度の技わざ、ベルフト様の戦技やピアニィ様の魔術に比くらべれば、児じ戯ぎにも等しい！

ＧＭ：「ぐっ……」いまさらながらに皆さんの強さに気がついたのか、〝竜殺し〟の顎あごを、血と汗あせが伝う。……というとこで、クリンナッププロセスです。

カルロス：《バーサタイル》で《アデンダム》を回復。

バヤン：《ファイナルガード》で《インバルネラブル》を回復。

ＧＭ：こちらはなし。第一ラウンド終了です！




●第二ラウンド

▼行動値

　グレイ　　　　　：25

〝竜殺し〟　　　　：22

　バヤン　　　　　：20

　カルロス　　　　：13

　リディル　　　　：５

[image: ]




ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセス。

グレイ：……ワシは《エンサイクロペディア》でエネミー識しき別べつをしよう。（ダイスを振る）達成値24。

ＧＭ：それなら分かります。〝竜殺し〟、レベルは30。属性はありません。【物理防御力】の方が高いですよ。

カルロス：スキルは？

ＧＭ：《インタラプト》は持ってます。

リディル：やっぱり持ってましたか！

ＧＭ：他には、今まで使っていないスキルはありません。

バヤン：防御に使えるスキルはない、か。

グレイ：ふむ……。リディル、《陣形》を使ってくれんか。カルロスにエンゲージしたい。

カルロス：え、どうしてですか？

グレイ：ワシは切り札を使い切ったからの。行動を捨ててカルロスをカバーできるようにしておきたい。

リディル：分かりました。《陣形》を使います。

ＧＭ：これをコピーしても仕方ないので、何もしません。

グレイ：では、ワシがカルロスと同じエンゲージに移動じゃ。




　この後、〝竜殺し〟が《インペレイティブ》《シャインストライク》《竜魂配置》を使用、竜魂を八個配置。一方ＰＣたちは、バヤンが《ベストルート》を、リディルが再ふたたび《インペレイティブ》《シャインストライク》《ホーリーフィールド》を使用した。




リディル：……さて、このラウンドで《限界突破》を使います？

バヤン：うーん、使うと相手の回避が４Ｄになるんだよなあ。相手のクリティカルが怖い。

リディル：では《最後の力》だけ使います。みんなのフェイトが３点回復しますよ！

カルロス：そういえば、《最後の力》で〝竜殺し〟はフェイトを回復できるんですか？

ＧＭ：〝竜殺し〟はフェイトを持っておらず、回復もしないのです。なので、《竜奪》は使用しません。

カルロス：なるほど。

ＧＭ：では、セットアッププロセス終了。次はイニシアチブプロセスです。

[image: ]

カルロス：ここで《アデンダム》でイニシアチブプロセスで行動、〝竜殺し〟を攻撃する！

ＧＭ：こちらも竜魂を消費して《竜の翼》。イニシアチブプロセスで行動します。

グレイ：今回はそちらの【行動値】が高いので〝竜殺し〟から行動じゃな。




　竜殺しは《竜の吐息》で後衛にいるカルロスとグレイを攻撃。放たれた炎のブレス攻撃はクリティカルで成功！　グレイは運頼だのみでフェイトを２点使用したが、回避でのクリティカルは発生せず敵の攻撃が命中した。

　そして……。




カルロス：自分も回復したフェイトを全部使います。ここで生き残らなければあとがない。

バヤン：見せ場だぞ、兵隊クン！

カルロス：（ダイスを振る）……よし！　クリティカル！

リディル：カルロスさん、すごい!!

ＧＭ：なにぃーっ！　まさか本当に避けるとは……。




　このあと、〝竜殺し〟からグレイへのダメージを算出。

　[image: ]点〈炎〉のダメージは、フェイトを３点使用したリディルの《プロテクション》とグレイの《サモン・アラクネ》で計86点軽減されてしまう。




ＧＭ：意外に硬かたいな、このパーティ。グレイとカルロスのどちらも倒たおせなかったか……。

カルロス：では、自分が《ブルズアイ》、《ダブルショット》。

ＧＭ：それをくらったら死ぬ！　《ダブルショット》を《インタラプト》。

カルロス：……ここは様子を見た方がいいかな。それは通して、攻撃失敗で終わりです。

グレイ：じゃあワシの番じゃな。《ランニングセット》《ドラゴンカース》で［スタン」……より［ノックバック］。これでバヤンが先行できる。

ＧＭ：うーん。さっきの攻撃でグレイを墜おとせなかったのが痛いたかった……。

グレイ：マイナーが《クラッシュバリア》。《ダブルキャスト》……はもうないので、メジャーで《サモン・リヴァイアサン》。フェイト２点を命中に使用（ダイスを振る）41！




　結果グレイの攻撃は命中し、〝竜殺し〟に75点の【ＨＰ】ダメージ。




ＧＭ：75点ならまだ生きてる。……［ノックバック］は《竜の心臓》で消しますが、［スリップ］は消さない。

グレイ：ま、そうじゃろうな。

ＧＭ：では、次は〝竜殺し〟のメインプロセス。［スリップ］を解除して、《竜の逆鱗》で再さい度ど攻撃！

カルロス：それを《インタラプト》で打ち消す！　前回同様竜魂を撃うち抜ぬき霧む散さんさせます。

ＧＭ：……それはもうどうしようもない。行動終了です。

カルロス：ここで決めろ、バヤン！

バヤン：おう！　マイナーで《ヘビーアタック》、メジャーで《バッシュ》＋《ラッシュ》。命中判定の前に《ホーミングヒット》を使用。リアクション不可の攻撃だ！

ＧＭ：了りよう解かい、攻撃失敗で、棒ぼう立だちになった〝竜殺し〟にバヤンの突とつ撃げきが突つき刺ささります。

バヤン：（ダイスを振る）命中。ダメージにフェイトを使えるだけ使うぜ。

グレイ：《チェックメイト》。（ダイスを振る）ダメージを28点追加だ。

バヤン：（ダイスを振る）……ん、出目がいい。[image: ]点の物理ダメージ！




　空から高速で突撃するバヤンと竜。

　その一撃を〝竜殺し〟は避けられない。

　みずからの運命を悟さとり、恐きよう怖ふする〝竜殺し〟に駆かけ抜ぬけざまにバヤンの一撃が見み舞まう！

〝竜殺し〟の体は大きく吹ふき飛とんで大地へと叩たたきつけられ、もう立ち上がることはなかった。




ＧＭ：では〝竜殺し〟は戦闘不能……皆さんの勝利です。

バヤン：へっ、〝竜殺し〟さんよ。俺たちの竜は殺せなかったみたいだな。

リディル：バヤンさんかっこいい！

グレイ：おっと、これは訊いておこう。〝竜殺し〟よ。お主をこの大陸に呼よんだのは誰だ？

ＧＭ：「くくく……そんなことも知らずにオレと戦ったのか」

バヤン：なんだと！

ＧＭ：「もう遅おそいぜ。事じ態たいは動き出してるんだからよ！　ははははは……」と耳に障さわる笑い声を上げながら、宙ちゆうに解とけるように消しよう滅めつしていきます。

カルロス：ちっ、典型的な捨すて台詞ぜりふを。

ＧＭ：では、クライマックスフェイズ終了。エンディングに進みます。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆ゾハールの牙




　戦闘は終わった。

　全員傷を負った、文字どおりの死し闘とう。

　リディルは妖魔の危き険けん性せいをより深く胸むねに刻きざみ込こんだ。




ＧＭ：ではエンディングフェイズ。まずは戦闘終了直後のシーンからです。シーンプレイヤーはリディル。

リディル：激しい、戦いでした……。

カルロス：よ、妖魔とはこんなにも恐ろしい存そん在ざいだったのか……！

グレイ：こんな危険な連中が、アルディオンを闊かつ歩ぽするのは非ひ常じように困こまるな。

バヤン：いや、まったく。

ＧＭ：で、〝竜殺し〟の体が消え去ったあと、そこにはとても嫌いやな気配を放つ大きな竜の牙がひとつ落ちています。

リディル：これは、ゾハールの牙？

ＧＭ：「ああ、そうだ。コイツは俺がエリンディルに持って帰る」と、エイプリルがやって来て牙を拾い上げます。

リディル：エイプリルさん、無事でしたか！

ＧＭ：「あんな奴やつらに遅おくれはとらんよ」、そして「目的は果たした。俺はここで失礼する」とエイプリルは言います。

リディル：名残なごり惜おしいですが……仕方ないですね。ありがとうございました。

ＧＭ：「礼は俺も言わないとな。お前たちのおかげで牙を回かい収しゆうできた」

リディル：ところで……今まで訊きくのをためらっていたのですか……。

ＧＭ：「なんだ？」と怪け訝げんそうな顔のエイプリル。

リディル：エイプリルさんは、なんでわざわざアルディオン大陸まで、妖魔を追ってきたんですか？

ＧＭ：すると、エイプリルは珍めずらしく酸すっぱいものを食べたかのように大きく表ひよう情じようを変化させて言います。「断ことわりにくい相手に頼まれてな……」

バヤン：断りにくい相手？

カルロス：誰だろう？




　さて、誰でしょう？　ここはあえて正解は書かないでおくことにしよう。




ＧＭ：エイプリルは今度は苦いものを噛かんだような表情で「そいつは乙女おとめの秘ひ密みつだ」と言います。

カルロス：あなたに「乙女」とか言われると……違和感が（笑）。

リディル：カルロスさん！　失礼ですよ!!

ＧＭ：あなた方のそんなやり取りを見つめたあとで、「……じゃあな」と言って、エイプリルは去っていきます。

リディル：……では最後までエイプリルさんを見送ったあと、下げていた兵たちに後始末の指し示じを出しますよ。

ＧＭ：では、リディルの指示で兵たちが動き出したところでシーン終了です。







◆Ending 02◆エースの正体




バヤン：そういえば、エースってなんだったんですか？

カルロス：結局怪あやしいままで、何も分かりませんでしたね。

ＧＭ：では簡単にエースのシーンを描びよう写しやしましょうか。




　バウエストン郊こう外がいにある古い洞どう窟くつの最深部。そこには竜の石せき像ぞうの前で、手に持った小型の石像に語りかけるエースの姿があった。

「はい、そうです。竜の石像は粛しゆく清せい装そう置ちじゃありませんでした。はい、はい……分かりました。次の場所へ向かいます。すべては偉い大だいなる大だい首しゆ領りようのために！」

　話が終わるとエースは、一息ついて洞窟を出て行く。

　彼の冒ぼう険けんはまだ終わらない。




グレイ：なるほど、エースはネオ・ダイナストカバルの怪かい人じんだったのか！

ＧＭ：『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　超ちよう上じよう級きゆうルールブック』発売記念ということで。
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リディル：だからエースさんは頭が魚で、体がコウモリだったんですね！

ＧＭ：はい。そういう話でした。ということでシーンを進めますね。







◆Ending 03◆深紅竜と竜の炎




ＧＭ：話を戻もどしまして、皆さんのエンディング。アイン・ソフに今回のことを話すシーンにしようと思います。全員登場してください。

バヤン：まだ回復していないのか。

ＧＭ：まだまだバウエス公爵領りようとアルディオン大陸のピンチは続く、ということです。

リディル：そういえば、グラスウェルズとの協力話もまだ続いて……続いて……続くんだよなぁ～……。

ＧＭ：解かい決けつしていませんからね。

グレイ：しばらく殿下は縁えん談だんに悩なやまされそうじゃな（笑）。

リディル：はあ……それはそれとして、アイン・ソフ様に御ご報ほう告こくしましょう。

ＧＭ：では、アイン・ソフが使用している屋敷の一室に、皆さんが集まっているところです。

リディル：では、かくかくしかじかと今回の件けんについて報告します。

ＧＭ：では、ベッドの上で身を起こしたアイン・ソフが申もうし訳わけなさそうに言います。「すまぬのう。私のせいでいらぬ騒さわぎを起こしてしまったようだ」

リディル：いえ、お気になさらないでください。

グレイ：なにか、あなたの方で気がついたことはないか？　今回の件の首しゆ謀ぼう者しやとか。

ＧＭ：アイン・ソフは首を振ふりながら言います。「おそらく、エリンディルとアルディオンの妖魔が共きよう闘とうを始めたということなのじゃろうが……」

バヤン：それって結構一大事だよね。

カルロス：ああ、大陸の軍事バランスが根底から覆くつがえるぞ……。

グレイ：それに対たい処しよするためにも、このバウエス公こう領りようは力を蓄たくわえんといかぬのう。

ＧＭ：「いずれにせよ、私がここに留とどまっている限かぎり、また事じ件けんは起こるだろう……」

リディル：それじゃあ、安心してもらえるようにアイン・ソフ様の手を取って言います。
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ＧＭ：では、アイン・ソフはリディルの顔を見つめて、言葉を待ちます。

リディル：「大丈夫です。わたしと、わたしの仲間たちが、あなたをお守りしますから……いろいろ考えなきゃいけないことも多いけど、頑がん張ばります！」

バヤン：おう、ついていくぜお嬢！

カルロス：殿下の命ずるままに。

グレイ：ま、ワシらならなんとかなるだろう……きっと、たぶん、メイビー（一同笑）。

リディル：不安になるようなことを言わないでっ！（笑）

ＧＭ：上手うまく落ちもついたので、ここで今回のシナリオは終了といたしましょう。お疲つかれ様さまでした。

一同：お疲れ様でしたー！




　帝紀八一五年四月。

　バウエス公領領主リディル・バウエスの館やかたで妖魔との戦闘があった。

　しかし、その事実が他の勢せい力りよくへ伝わることはなく、関心を寄よせられることはなかった。

　リディル一行とエイプリルの戦いの真実は表おもて舞ぶ台たいに出ることなく、歴史の闇やみに消えていくだろう。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』

第一話「エリンディルからの使者」

─FIN─
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆嬉うれしい文ぶん庫こ化か




「『メイビー』出しましょう」

「マジっすか!?」




＊　＊　＊




ＧＭ：……と富士見書房さんが言ってくれたので、めでたく『メイビー』が単行本化されることになり、第二話の収しゆう録ろくをすることになりました。

一同：わああああああああああああああああああああ!!（拍手と歓声）

齋藤：……ずいぶんあっさり決まったみたいですね。

ＧＭ：うん。私わたし自身が驚おどろいてます（笑）。

鈴吹：『ＩＦ』の評ひよう判ばんがよかったんで、企き画かくが通ったそうだよ。

藤井：読者の皆みなさんのおかげですね！

大畑：ありがたやありがたや。

一同：ありがたやありがたや。




　手を合わせて読者を拝おがむ一同。




ＧＭ：そんなわけで、プレイヤーの皆みなさんまたよろしくお願いします。

一同：よろしくお願いします！

齋藤：例によって藤井さんはとてもにこにこしてますね（笑）。

藤井：はい。（にこにこ）実は……今日のセッションがとても楽しみで、昨日はあんまり眠ねむれませんでした（一同笑）。




　そこまでか！




鈴吹：藤井さんは、『メイビー』の収録好きだよね？（笑）

藤井：『ＩＦ』も『メイビー』も、大好きです！（笑）　ただ、部下に死人がでないかだけが毎回不安です！

鈴吹：藤井さんは部下を全ぜん滅めつさせるのが得意だからね（笑）。

大畑：懐なつかしいなあ、〝全滅支し部ぶ長ちよう〟とか。




　藤井さんはリプレイに初参加した『ダブルクロス・リプレイ　闇やみに降ふる雪』以来、プレイヤーに全滅属ぞく性せいが付いたのである。




藤井：は、はにゃぁ。……たしか『ＩＦ』の時もそんな会話しましたね（笑）。

大畑：しかし、多分、おそらく今回はその心配はしなくてよいかと。

ＧＭ：なんで？

齋藤：このメンバーで最初に倒たおれるのは《カバーリング》要員のリディル殿下かと……。

藤井：部下より前に私が倒たおれるっ!?（笑）




　心しん配ぱい事ごとの尽つきない藤井さんであった。




大畑：あと、【ＨＰ】が少ないから、グレイも倒れやすいですな。

鈴吹：グレイはもう十分長生きしたから、死んでも問題ないよ（笑）。

藤井：よくないですよ！　ちゃんと全員生き残って、エンディングを迎むかえますからね！

一同：おう！（笑）

ＧＭ：では、なんとなく気合も入ったところで、今回予告とハンドアウトを読み上げます。




●今回予告

　帝てい紀き八一五年一二月───。

　アイン・ソフとの邂かい逅こうから、約一年の時が流れようとしていた。

　傷きずついた深しん紅く竜りゆうを守り、癒いやすべく尽じん力りよくしてきたが、成果は上がらないでいた。

　しかし、ついに彼かの女じよを救う方法が見つかる。

　だが、それは新たな試練の始まりだった。

　張はり巡めぐらされた陰いん謀ぼう。姿すがたを見せぬ真しんの敵てき。

　かかっているのはアイン・ソフの命のみならずアルディオン大たい陸りくの命めい運うん。

　戦うべき真の敵を見み極きわめ、希き望ぼうを未み来らいにつなぐことができるか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』

　第二話「新たなる王」

　───竜りゆうの石は散り、新たなる戦せん乱らんの時代へ。




藤井：シナリオタイトルが「新たなる王」ですか。これって、もしかして……。

鈴吹：リディルがレイウォールの王になる話かもしれないね（笑）。

齋藤：いよいよ〝殿でん下か〟が〝陛へい下か〟になるんですね！（笑）

藤井：ま、まだ、「新たなる王」がわたしだと決まったわけじゃないですよ！（笑）

鈴吹：ところで、帝紀八一五年一二月ということは……。

ＧＭ：はい。時期としては『ゲッタウェイ』四巻かん、『デスマーチ』九巻の終しゆう了りよう時点ですね。

藤井：じゃあ、『ゲッタウェイ』のラスボスが姿すがたを現あらわし、『デスマーチ』のあの人が退たい場じようした……。

ＧＭ：はい。そのころですね。

藤井：そっか……（感かん嘆たん）。

ＧＭ：では、シナリオハンドアウトを配はい付ふします。今回はギルドハンドアウトになります。

藤井：つまり、ＰＣ全員共通のハンドアウトということですね。




▼ドラゴンファイヤー用ハンドアウト

コネクション：アイン・ソフ　　　関係：庇ひ護ご

　アイン・ソフを保ほ護ごしてから約一年の時が流れた。

　キミたちの懸けん命めいの看かん病びようにもかかわらず、彼かの女じよの力は元に戻らない。

　アイン・ソフの傷きずは深く、いつ回復できるのかもわからない。

　そしてアルディオン大陸の情勢は彼女の回復を待ってくれない。

　今のうちに、なんとか彼女を救う方法を見つけ出さなくてはならい。




藤井：アイン・ソフの治ち療りよう法ほうは見つかってないのですか……。

ＧＭ：はい。詳くわしくはオープニングフェイズで説明しますが、アイン・ソフに合うような薬などがないのです。

藤井：なるほど。

齋藤：第一話終了から八ヶ月となると、いろいろと世界情じよう勢せいが変わってますよね。

大畑：そして、我々プレイヤーの与あずかり知しらぬところで、我々ＰＣが動いていたという（笑）。

ＧＭ：八ヶ月の間に各自何をしていたかも、オープニングフェイズで語りましょう。

一同：はい。

ＧＭ：ハンドアウトの配付が終わりましたので、次はキャラクターのレベルアップ作業をお願いします。




●キャラクターの成長報ほう告こく

　待つことしばし。プレイヤーたちはレベルアップの作業を終えた。




ＧＭ：では、各自キャラクターの成長報告をお願いします。




▼リディル・バウエス（19レベル）の場合

ＧＭ：では、リディルからどうぞ。

藤井（以下、リディル）：リディルです。19レベルになりましたよ！

ＧＭ：おめでとうございます。

リディル：スキルは《レジェンドプラス》《エレメンタルパワー：光》《パニッシャー》のレベルを上げました。攻こう撃げき、防ぼう御ぎよともにより強くなりました。

ＧＭ：なるほど。

リディル：装そう備びは、補ほ助じよ防ぼう具ぐが聖せい紋もんのマント、装そう身しん具ぐが輪唱の耳みみ飾かざりになりました。




▼グレイ・ウォーデン（19レベル）の場合

鈴吹（以下、グレイ）：ワシもレベルが19になった。そろそろ人間の限げん界かいが見えてきたな。

リディル：人間の限界……？

大畑：そろそろ『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　超上級ルールブック』に載っている神喚者ヴアリエンスになりたいってことじゃないですか？（笑）

リディル：なるほど、そういう意味ですか（笑）。

グレイ：スキルは、《サモンマスター》《ダブルキャスト》《クラッシュバリア》のレベルを上げ、より攻こう撃げき的てきになった。装備は変へん更こうなし。一いち応おう、【行動値ち】は24に上がったぞ（笑）。

大畑：グレイの【行動値】は高いと、《パーペチュアルチェック》が有効に使えますからね。




▼バヤン（19レベル）の場合

大畑（以下、バヤン）：バヤンだぜ。俺おれは、なんと、リビルドしたのだ！

リディル：リビルドですか!?

バヤン：『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　ディスカバリーガイド』（以後、『ディスカバリーガイド』）が発売されたので、バートルも『ＡＲ２Ｅ』に正式対たい応おうになったんだ！　だから、リビルドしたのさ。

リディル：なるほど。おめでとうございます！

バヤン：ただ……レベル配分が変わった程てい度どで、性せい能のう自体は第一話とさほど変わってない。

齋藤：バヤンらしいといえば、バヤンらしい（笑）。

バヤン：あとは《ライドマニューバ》を取ったので、騎き乗じよう状じよう態たいのときは、回かい避ひ判はん定ていが＋１Ｄ！　さらに《キャッチアウト》も取ったから、一回使われたスキルへのリアクションが＋２Ｄ！　ひょいひょい避よけるぜ！

リディル：回避判定が得意なナイトに、回避判定は諦あきらめてかかっているスカウト……うちは本当に面白いギルドですよね（笑）。

バヤン：装備は、槍やりをとうとう買かい換かえたぜ。右手武ぶ器きが破軍戟げきから、ピアシングスピアに買い換えた。これは『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　アイテムガイド』（以後、『アイテムガイド』）で追加された槍なんだ。『アイテムガイド』ありがとう！（一同笑）




▼カルロス・ウィンチェスター（19レベル）の場合

齋藤（以下、カルロス）：カルロスです。自分も19レベルになりました。

ＧＭ：スキルの成長はどんな感じ？

カルロス：《ギガンティックブロウ》と《デッドショット》のレベルを上げ、新しん規きに《フェイタルバースト》というスキルを取得しました。

バヤン：《フェイタルバースト》はシナリオ１回、「種別：魔導剣」のダメージを50点上乗せできるスキルだよね。

リディル：より攻撃的になったんですね。

カルロス：装備は、胴どう部ぶ防具がローグベストになりました。【器用】と【感知】の判定に、＋１になります。以上です。




●ギルドの成せい長ちよう

ＧＭ：キャラクターの成長報ほう告こくが終わったところで、次はギルドの成長です。

バヤン：今持っているのは、《蘇そ生せい》《祝しゆく福ふく》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》《再さい行こう動どう》《最さい後ごの力》《命いのちの滴しずく》《ギルドシンボル》《偽ぎ装そう情じよう報ほう》《派は遣けん販はん売ばい》《命の泉いずみ》《ギルドハウス》だ。

グレイ：最終話だし、何か派は手でなのを取る？　《ＧＨ：キャッスル》を取って領りよう主しゆの館やかたを豪ごう華かにするとか、《ＧＨ：テンプル》を取って寺院を併へい設せつするとか（笑）。

カルロス：我われ々われの場合《ＧＨ：キャッスル》を取っても、劇げき的てきな変化はないですね……。

リディル：うちは攻こう撃げきで押おすタイプのギルドですし、《ＧＨ：アリーナ》を取りませんか？

バヤン：常時ダメージに＋２Ｄか。いいね、異い議ぎなし！

カルロス：《ＧＨ：アリーナ》と《ギルドシンボル》とがあると、ダメージが＋４Ｄですね。

グレイ：強さを重んじるバウエス家っぽい構こう成せいでいいじゃないか（笑）。

ＧＭ：では、今回持っていくギルドサポートの宣せん言げんをどうぞ。

バヤン：《蘇生》《祝福》《陣形》《限界突破》《再行動》《最後の力》《命の滴》《ギルドシンボル》《偽装情報》《派遣販売》《ＧＨ：アリーナ》。

グレイ：定番のギルドサポートばかりだが、我々はこんなものだろう（笑）。

ＧＭ：では、ギルドの成長も終わったようなので、オープニングフェイズに移うつります。
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆八ヶ月の間に




　帝紀八一五年一二月、バウエス公こう領りよう。

　リディルたちがアイン・ソフを館に匿かくまうようになってから、約一年が過すぎていた。




ＧＭ：オープニングフェイズを始めます。シーンプレイヤーはリディルです。

リディル：はい！

ＧＭ：まず、この八ヶ月間……第一話から第二話に至いたるまでの間、みなさんが何をしていたのかを確かく認にんしましょう。

グレイ：そもそも、一話目はどんな話じゃったかのう？

ＧＭ：〝大グレート崩壊デイストラクシヨン〟で傷ついた〝深紅竜〟アイン・ソフを妖よう魔まから守る話、ですね。

カルロス：何という簡かん潔けつなまとめ！（笑）

ＧＭ：その間にもレイウォールアライアンスがフェリタニアを攻撃したりとか色々あったわけですが、一話目終了後がまた大変なことになってます（笑）。

リディル：はい。まずは『ゲッタウェイ』三巻から『デスマーチ』七、八巻にかけて、ゲッタウェイ・パーティーのいる都市、ビルベリの暴ぼう走そう事じ件けんが起こったり……。

グレイ：『無印』一〇巻では、シリーズ全体のラスボスのフェリタニアさんが登場したり……。

リディル：『ゲッタウェイ』四巻で、『ゲッタウェイ』のラスボスが、マーリンことダーインスレイブだということが判はん明めいしましたよ。

ＧＭ：『デスマーチ』九巻でも、『デスマーチ』のラスボスがアベルだということが分かったところです（笑）。




フェリタニア、マーリン、アベル

　フェリタニアは初代統一帝ウルフリックの妻。マーリンは真の名をダーインスレイブという強力な魔族。アベルは元々メルトランドの王族であったが、自らを改造し不死化するとともに〝救世主〟を名のり民衆への扇動を開始した。

　それぞれ、『無印』『ゲッタウェイ』『デスマーチ』シリーズのラスボスと目されている。
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バヤン：おお、あちこちでラスボスが判明している。俺らにも、因いん縁ねんの宿しゆく敵てきとか、ラスボスを出してくれっ！（笑）

ＧＭ：…………。

カルロス：自分たちはアイン・ソフを護ご衛えいしているわけですから、アイン・ソフに深手を負わせた相手がラスボスでいいんじゃないですか？

リディル：ダーインスレイブは『ゲッタウェイ』のラスボスですってば！　持って行かれると困こまります！（笑）

バヤン：じゃあ、ピアニィがラスボスでいいよ。邪じや神しんの御み子こを吸すい込こんだんだし（笑）。

ＧＭ：……本当にいいの？　ピアニィやアルと戦う？

バヤン：すみません、軽口が過すぎました（平へい伏ふく）。

ＧＭ：まあ、運命のラスボスについては後回しにするとして……実は第一話から今回までの間、皆さんもＮＰＣとして他のリプレイに登場しているのです。

リディル：そうですね。帝紀八一五年八月に起こった、フェリタニアによるアガルタ公国包ほう囲いの際さい……我わがバウエス公領は、アガルタ公国に海上ルートによる補ほ給きゆうを行ないました。

バヤン：そういやそんなことがあったなあ（笑）。




　これは『デスマーチ』七巻および八巻のエピソード。

　偽のピアニィによるアガルタ公国包囲戦に対して、バウエス領は海上からアガルタ公国を支援している。




グレイ：さらに、帝紀八一五年一〇月は、バヤンとカルロスがヘクスフォードにできた闘とう技ぎ場じようで感かん謝しや祭さい特別興こう行ぎように出場したのだ。

リディル：わたしは観客として、ふたりの奮ふん闘とうを観戦に行きました～！（笑）

カルロス：殿下何をしてるんですか～っ!?（一同笑）

リディル：はにゃぁ！（笑）

グレイ：バヤンとカルロスは出番があっていいだろ。ワシはひとりで留る守す番ばんじゃぞ（笑）。

バヤン：グレイは部屋に籠こもってひとり盆ぼん栽さいを育ててたりして（笑）。

グレイ：それもいいな（笑）。だが、《ＧＨ：アリーナ》を取ったので、ワシは領主の館の近くに、アリーナを建けん設せつしていたことにするのだ！（笑）

カルロス：すみません。脈みやく絡らくが分かりません（笑）。

ＧＭ：それから夏の終わりくらいにエイプリルからリディル宛あての手紙が届きました。
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リディル：エイプリルさんからですか!?　手紙の内容は？

ＧＭ：「前略。〝竜殺し〟をアルディオン大陸に呼び込んだやつは、妖魔たちから〝あの御方と呼ばれていることが分かった。取りあえず知らせる。草草」

バヤン：簡かん潔けつだ！

リディル：エイプリルさんらしい（笑）。

カルロス：ところで、手紙に書かれている〝あの御方〟って……。

グレイ：おそらくフェリタニアさんのことじゃろうな。

ＧＭ：とまあ、色々あって時間は過ぎて行きました。




＊　＊　＊




ＧＭ：さて、そんな感じで帝紀八一五年一二月になりました。

リディル：アイン・ソフはどうなったのでしょう？
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ＧＭ：相変わらず領主の館で匿かくまっているわけですが、アイン・ソフの体は回復してません。

リディル：今回予告やハンドアウトにあったとおりの状況ですね。

ＧＭ：はい。というのも、一いつ般ぱん的てきな治ち癒ゆ魔ま法ほうやポーション類では、アイン・ソフの体が受けつけず。普通の人間並みにしか体調が戻らないのです。

カルロス：なんと！

バヤン：アイン・ソフの力が強すぎて治癒ができないのか。難なん儀ぎだなあ。

ＧＭ：普通の治療というより、神竜としての力を取り戻すための方法だと考えてください。いわば超治療！

カルロス：なんでも超をつければいいってもんじゃないと思います（笑）。

リディル：う～ん。回かい復ふく手しゆ段だんがないのは、困こまりものですね。

バヤン：寝ねてるばかりじゃ退たい屈くつだろうから、お嬢の部屋から薄うすい本何なん冊さつか持って差し入れに行こうか。

リディル：わたしの部屋から同どう人じん誌しを持ち出さないで！




　あるのか、同人誌!?




リディル：（こほん）ええと……は、話を進めましょうか！

カルロス：露ろ骨こつに話題を逸そらしましたね!?

リディル：と・に・か・く！　わたしたちは毎日アイン・ソフのお見み舞まいに行ってます！

ＧＭ：アイン・ソフはベッドに横たわりながら、「迷めい惑わくばかりかけてすまないのぅ」と申もうし訳わけなさそうにしています。

リディル：いえ。レイウォール国民のひとりとして、これくらいのお世話は当然のことです。ではアイン・ソフを励はげまします。「あなたは、わたしが生まれる前からずっとレイウォールを守しゆ護ごなさっていたのですから……」

ＧＭ：「リディル……ありがとう」

リディル：いえ、感かん謝しやの言葉ならば、わたしではなく、わたしの部下たちへかけてください。……回復手段をまだ見つけられず、すみません。

ＧＭ：なお、治ち療りよう方法に関しては、グレイが調ちよう査さを続けています。

リディル：では、「グレイさんが、懸命に治療方法を探さがしています。それが見つかるまでは休きゆう暇かと思ってゆっくりとお休みください」とアイン・ソフに微笑ほほえみかけます。

グレイ：……で、前回の話が終わってそれから八ヶ月か！　ワシはいったい何をやってたんじゃ！（一同笑）

ＧＭ：その辺は次のシーンで。では、リディルがアイン・ソフを見み舞まったところでこのシーンを終了します。







◆Opening 02◆アイン・ソフの治癒方法




　傷ついたアイン・ソフを匿うようになって約一年。

　グレイはその治癒方法を探さがしあぐねていた。

　守護竜の治癒方法などないのではないか。

　なかば諦めかけていたところで、グレイは一冊さつの本に目を留めた。




ＧＭ：このシーンのシーンプレイヤーはグレイ。舞ぶ台たいは引き続き、リディルの館です。

グレイ：うむ。前のシーンから推すい測そくするに、アイン・ソフの治療法を探しているのかな？

ＧＭ：はい。バウエス家の所しよ蔵ぞうする書物を調べ続けた結果、ついに治療法を発見しました。

バヤン：なんでそんなに長いこと時間がかかるんだ？

ＧＭ：そもそも神竜が致ち命めい的てきな負ふ傷しようをするというのがレアケースなんです。対たい処しよ方法が確かく立りつしてないのは仕方ないとお考えください。

カルロス：それはそうだろうな。

グレイ：そして、苦節約一年。とうとう治療方法を見つけたぞ！　……で、一体どんな方法なんだ？

ＧＭ：グレイが発見したのは、とある伝でん承しようが書かれた本です。その本にはレイウォールの初代国王グリスがアイン・ソフと出会い、その加か護ごを得たという伝説が記されています。

グレイ：ふむ。

ＧＭ：なんでも、アイン・ソフの加護を得た証あかしとして、グリス王は癒いやしの奇き跡せきを宿した泉を創そう造ぞうしたとか。その泉は、通つう常じようなら治癒しない傷も病も癒やす効こう果かがあったそうです。

グレイ：ほほう。その奇跡の泉とやらは、アイン・ソフの力が元になっているのか。ならば、彼女の力に阻そ害がいされずに効果を発はつ揮きするかもしれんな。早速リディルに報告に行こう。




　こうして、治療方法発見の報告に向かったグレイだったが……。




リディル：それではグレイさんの報告を聞きましょう。

ＧＭ：ではリディルの部屋に向かったグレイは、リディルにノルドグラム郊外に作られた奇跡の泉……通称〝聖域〟の話をします。

グレイ：……というわけで、そこでならアイン・ソフの傷も癒えるじゃろう。

リディル：それはよかったです！

ＧＭ：……ところが、ひとつ問題がありまして。

グレイ：問題？　なにかな？

ＧＭ：〝聖域〟は特殊な結界に覆われており、レイウォール王の許可なく中に入ることは許ゆるされていません。

バヤン：えーと……つまり、どういうこと？

グレイ：なるほどな。現げん在ざい、レイウォール国王であるステラ殿下は行方不明である。

カルロス：だから？

グレイ：国王不在の現在、〝聖域〟へ入る許可を得る方法はないということじゃ！

一同：そういうオチか！




　はい、そういうことです。




バヤン：おいおい、俺らが治したがっているのは、深紅竜様だぜ？　アイン・ソフ本人だって言えば、衛えい兵へいとかも通してくれるんじゃねぇの？

グレイ：しかし衛兵に「アイン・ソフだという証しよう明めいをしろ」と言われても、現げん状じよう、その手段がないからな。

リディル：なるほど……。

グレイ：……とにかく、アイン・ソフを泉へ連れていけば何とかなるかもしれない、とわかった。一歩前進、ということにしよう。

ＧＭ：では、グレイがリディルに報告をすませたところで、シーンを終了します。







◆Opening 03◆レイウォール中央政せい権けんからの使者




　バヤンにとって、バウエストンの街の治安維い持じも重要な任にん務むのひとつだ。

　カルロスとともに巡じゆん回かいにでかけると、町はどことなく、不安そうな空気を漂ただよわせていた。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはバヤン。カルロスも登場してください。

カルロス：はい。

バヤン：どんなシーン？

ＧＭ：ふたりはバウエストンの警けい備びをしています。

カルロス：駄犬と一緒に警備なのか……。

バヤン：そういうなって～。兵隊クンと俺の仲だろ！（笑）

リディル：（にこにこと笑って見ている）

ＧＭ：藤井さんが幸せそうに笑っておられる（笑）。

リディル：い、いえそんなことはないですよ？　ささ、どうぞわたしにかまわすシーンを進めてください（笑）。

ＧＭ：では。バヤンとカルロスのふたりがバウエストンの町を巡回していると……住人たちから口々に声をかけられます。

バヤン：ほほう？　どんな？

ＧＭ：住人たちは一様に「レイウォールはいつになったら、内ない乱らんが終わるのでしょうね？」「なんでも、ノルドグラムでは大きな事件があったとか……」と不安そうな顔をしています。

グレイ：その事件とは『デスマーチ』九巻で起きた出来事だな。

バヤン：俺は「ノルドグラムで事件？」と首を傾かしげておこう。

カルロス：なんでも住民たちの生命力が吸すい取とられるという事件が起きたそうだ。お前は知らないのか？

バヤン：はっはっは、俺、世せ情じように疎うといんでな！（笑）

カルロス：他にも、フェリタニア第一の騎き士しが、レイウォール中央政権の者と見合いをしたそうだ。ただ、途と中ちゆうですっぽかしたとかなんとか……。

バヤン：兵隊クンはずいぶんと物知りだなぁ。

カルロス：こんな時勢だからな。情報を知っておくことも仕事のうちだ。

ＧＭ：バウエストンの住民が不安に思うのには理由があります。実はアベル・クリードが、今まで各国上じよう層そう部ぶが隠かくしてきたことをアルディオン全土に公開してしまったのです。

バヤン：『デスマーチ』九巻のラストで起きた事件だな。

ＧＭ：はい。その結果、民みん衆しゆうレベルで支し配はい者しや層そうへの不信が増ましているという状況です。

グレイ：そうだった、そうだった！（←『デスマーチ』シリーズのＰＣギィのプレイヤー）

カルロス：「アルディオン大陸にも実は妖魔がいた」とか「ピアニィが邪神の御子と神竜王を吸い込んだとか」そういう話を流る布ふしたんでしたっけ？

ＧＭ：はい。そして、アベルは自分が救世主だと名乗っています。

グレイ：うむ。アベルの扇動にはちゃんと対策がある。

カルロス：というと？

グレイ：こう言い返してやればよい。「アベルは元々メルトランドの王族だぞ！」と。

バヤン：そういやそうだった！

グレイ：さらに「アベルは妖魔と組んで様々な事件を起こした張ちよう本ほん人にんだぞ！」と言ってやる。記者会見を開いてアルディオン全土に情報を広めてくれるわ！（笑）

バヤン：（記者になって）すると、救世主を名のっているアベル氏は、実は妖魔とつるんでるんですね？

グレイ：その通り！

カルロス：（記者になって）アベル氏はアガルタ公国攻撃の黒くろ幕まくでもあるんですね？

グレイ：そうじゃ！　先日ノルドグラムで起きた、街灯に仕し込こんだ装そう置ちで体調不良者が出た事件にも関わっておる。

リディル：『デスマーチ』九巻の事件ですね。

グレイ：……とまあ、そんな感じで、あることあること言ってやるわい。

カルロス：ないことは言わないんですね（笑）。

バヤン：まあ、「あること」だけで十分あいつは真っ黒だからなあ（笑）。

リディル：えーと。つまりアベルは支し配はい者層の悪口を言ったつもりで……。

グレイ：そう！　自分自身にはね返るというわけじゃ！（笑）

バヤン：さすがはメタメタ軍ぐん師し！

カルロス：容よう赦しやない！




　こうして、『デスマーチ』九巻の無茶振ぶりは一いつ瞬しゆんで解かい決けつしてしまったのだった。




ＧＭ：ただ、アベル自身に扇せん動どうの効果がはね返るのとは別に、市し井せいの人々が不安に陥おちいるのは止められませんけどね。

リディル：確たしかに。こちらも策さくをはね返かえすためとはいえ、かえって不安を煽あおってるようなものですものね……。

バヤン：なるほど。じゃあ、俺は町の人たちにこう言おう。「救世主とか名のるヤツとうちのお嬢じようのどっちが信しん頼らいできる？」って。「お嬢は絶ぜつ対たいに、あんたたちを見み捨すてたりしない。安心していいさ」ってな。

カルロス：駄だ犬けん……お前、何を急にまともなことを……。
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バヤン：おう！　最終回だしな。ここはきれいなバヤンでいくぜ！

一同：それは死し亡ぼうフラグだ！（笑）

リディル：でも、真面目な話。バヤンさんみたいに言ってくれる人がいない土地では不安になる人が多いんでしょうね。

ＧＭ：そうですね。アベルが思おもい描えがいていたほどの支し持じを得られたかどうかは別として、アルディオン大陸の人たちが怯おびえていることは間ま違ちがいないでしょうね。

グレイ：まあ、あれこれ心配しても仕方ない。まずは自分の成すべきことを考えねばな。

リディル：……はい。

ＧＭ：さて、バヤンとカルロスが町の住人たちを励ましている最中「失礼。リディル様の部下とお見受けします」と声をかけられます。

カルロス：何ものだ？　「そのとおりですが」と答えるけど……。

ＧＭ：声をかけてきたのは、眼鏡めがねをかけた理知的な印象の青年です。「こんにちは。レイウォール神しん殿でんの方から来ました」

カルロス：レイウォール神殿の「方から」って……（笑）。

バヤン：消火器でも売りつけるつもりか!?（笑）




「消しよう防ぼう署しよの方から来ました」と消防関係者を装い消火器を売りつける詐さ欺ぎのテクニックがあるのだ。読者の皆さんも気をつけようね。




ＧＭ：いやいや。その人物はちゃんとした書しよ状じようを持っています。ふたりにそれを見せますよ。

カルロス：書状？　まあいいや。まずはそれを受け取って、眺ながめよう。

ＧＭ：書状の入った封筒には赤竜神殿が発行した旨むねが書かれています。

バヤン：レイウォール神殿からの使者なのか？　一体何の用だ？

ＧＭ：「書状にも書いてありますが、近々ノルドグラムである会議が行なわれます。その会議に、リディル様に出席をしていただきたく思いまして」

バヤン：ふむふむ。

ＧＭ：「詳くわしい話をしたいので、リディル様に面会をしたいのですが……」

バヤン：なるほど……どうしたものかな？

カルロス：書状は本物なんですよね？

ＧＭ：そうですね。正式に神殿が発行したものだと思えます。

バヤン：なら、俺たちがごちゃごちゃ考えても仕方ない。館に案内しよう。

ＧＭ：では、バヤンとカルロスが使者を連れ帰ろうとするところで、シーンを終了します。







◆Opening 04◆使者との謁えつ見けん




　レイウォール神殿から来たという使者を連れ、カルロスたちは領主の館へと戻もどった。

　やってきた使者に会うなり、リディルは驚おどろきに目を丸くすることになった。




ＧＭ：では、４シーン目。シーンプレイヤーはカルロス。ＰＣ全員登場してください。

一同：はい。

ＧＭ：場所は、バウエストンの領主の館。レイウォール神殿から来た使者と、リディルが謁えつ見けんするシーンになります。

リディル：はい。では、謁見の間で使者とお会いしましょう。

ＧＭ：使者の男だん性せいは、「お久ひさしぶりです」と言いつつリディルに優やさしく微笑ほほえみかけます。

リディル：？　わたしが知ってる人ですか？

ＧＭ：はい。リディルの知り合いです。男性の名前は、リアム・ヴェレンガリアと言いまして……。

リディル：リアム・ヴェレンガリア……ってアキナのお見合いの相手じゃないですか！

バヤン＆カルロス：げげえええええええええええっ!!




リアム・ヴェレンガリア

『デスマーチ』九巻に登場したアキナの見合い相手。行方不明になっているレイウォールの女王ステラの従弟いとこ。ステラの母方の一族、ヴェレンガリア家の代表者にあたる。

　れっきとしたレイウォールの公こう爵しやく様である。
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グレイ：しかも元はレイウォール三二将しようのひとりだったらしい。

ＧＭ：家いえ柄がらに加え、彼自身にも才さい能のうや人望があり、性せい格かくもよく、レイウォール中央政権の中心人物のひとりです。

リディル：なるほど。ある意味わたしによく似にた立場の人ですね。

ＧＭ：はい。王位継承のライバルと言えるかもしれません。

カルロス：でもリディル殿下の方が王位継承順位は高いんですよね？

ＧＭ：第一話でもその話題がでましたが、リディルは現在王位継承権第一位ですからね。

グレイ：それに次ぐくらいの地位なんじゃろうな。

ＧＭ：本来ならステラ不ふ在ざいの今、苦楽を分かち合うはずのリディルがバウエス公領に引きこもりっぱなしなので、リアムだけが貧びん乏ぼう籤くじを引いている状態ですね。

リディル：うっ！　ざ、罪ざい悪あく感かんが……。

バヤン：で、そのリアムさんが何しにバウエストンに来たわけ？

リディル：とにかく、リアムさんの話を聞きましょう。

ＧＭ：リアムは単刀直入に言います。「僕ぼくと契けい約やくしてレイウォール国王になってよ！」

一同：おいっ！

カルロス：リアム殿下がいきなりうさんくさくなられた！（笑）

バヤン：もうこいつは信用できねぇ！（笑）




　なんだかＧＭの想定より動揺する一同。




ＧＭ：落ち着いてください。リアムの言った内ない容ようを要約するとそうなる、ということです。

リディル：第一話でもジュリアナに同じようなことを言われたけど、それよりも強引です！

ＧＭ：それというのも、リアムには時間をかけていられない理由があるからです。

カルロス：理由？

ＧＭ：現在、レイウォール中央政権は、好戦的なレイウォールアライアンスや、安定しない中央政権の情勢、独どく立りつしてしまったヘクスフォードなど、問題だらけで、崩壊寸すん前ぜんなのは明白です。

グレイ：それはその通りじゃな。

ＧＭ：強固な軍事的背はい景けいを持つ勢せい力りよくが、レイウォールを支配しなければ国が瓦が解かいする。リアムはそういう危き機き感を抱いだいているのです。

リディル：なるほど。

ＧＭ：そのため、リアムたちはリディルを国王として支持して裏うらから支ささえるから、リディルもレイウォールのために協力してくれ、とお願いに来たわけです。

グレイ：なるほど。それが〝契約〟か。

リディル：アキナさんとのお見合いの件はどうなったんでしょう？

グレイ：取りあえず、今アキナはそれどころじゃないから進しん展てんはないじゃろう。

ＧＭ：「どうしてあなたはそんな詳しよう細さいまでご存ぞんじなんですか？」と、リアム。

グレイ：ワシもそれなりに事じ情じよう通つうなのだ、ということにしておいてくれ（笑）。

バヤン：ただのメタ発言だけどな（笑）。




　身もふたもないバヤンであった。




リディル：……話を戻もどして。協力することはやぶさかではないのですが……なぜこのタイミングで？

ＧＭ：「実は、協力を結ぶにあたって、ひとつだけ条じよう件けんがありまして」

リディル：条件？

ＧＭ：「リディル様が国王になったあと、ステラ様がレイウォールに戻ってきた場合についてなのですが」
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グレイ：なるほど。そういう話か！

バヤン：何がわかったんだい、グレイ！

グレイ：その条件というのは、ステラ陛下が今後ご帰き還かんあそばしたときの身分保ほ障しよう……ではないのかな？

ＧＭ：……「そのとおりです」とリアムは言います。

バヤン：なに？　どういうこと？

グレイ：つまりじゃな。リアムたちヴェレンガリア家としては本来ステラの帰還を待ちたいところなわけだ。

カルロス：そりゃ、自分の家出身の女王様ですからね。ヴェレンガリア家としてはステラ陛下が王位に即いていることが望ましいのは当然です。

グレイ：しかし、アベルがアルディオンに隠かくされていた秘ひ密みつを暴ばく露ろしたために政せい情じようが不安定化してしまい、これ以上の時間稼かせぎができなくなってしまったわけだ。

リディル：なるほど。前のシーンでのアベルの話から、そうつながるんですね。

グレイ：となると実力のある誰だれかを王位に即かせなければならないわけだが、下手な人間が新国王になると……。

カルロス：前女王の親しん戚せきなんて狙ねらい打うちで攻撃されてもおかしくないですね。

リディル：なるほど。ステラ様の身分を保ほ障しようするということは、ヴェレンガリア家の安全を確保することにつながるんですね。

ＧＭ：「もし、身み柄がらの安全を保障してくれるなら、我々はステラ様が戻ってこられても、退たい位いを薦すすめます。そして、リディル様を支し援えんし続けることを約束できます」とリアム。

バヤン：一応確認しておくけど、バウエス家と協力体たい制せいを敷しきたいって思っているのは、ヴェレンガリア家の総そう意い？

ＧＭ：「もちろん」

バヤン：リアムだって国王になるチャンスなわけじゃない？　それを捨すてるのはなんで？

グレイ：今なれるものならとっくにリアムが王位に即いとるじゃろ（笑）。

バヤン：それもそうか（笑）。

リディル：つまり、バウエス家とヴェレンガリア家が協力しないとレイウォールの王位には即けそうもないんですね……。

グレイ：ぶっちゃけそういう話じゃな。

リディル：なるほど……さて、どうやってお返事しましょうか？

グレイ：ここではとりあえず、「ノルドグラムにて行なわれる会議に出席します」と返事をなさい。細かい相談は、このあと我々だけでしましょう。

リディル：分かりました。では会議への出席は約束しましょう。

ＧＭ：では、リディルから会議出席の約束を取り付けたことで、リアムは満足して帰っていきます。




＊　＊　＊




グレイ：では、リアムが帰ったあとにアイン・ソフの治療法を発見したという話をしよう。バヤンとカルロスにはまだ話していないからな。

バヤン：ではグレイの話を聴いて……な、なんだってー！（棒ぼう読よみ）

カルロス：アイン・ソフ様を治療するには王位に即くしかないなんてー！（棒読み）

リディル：はぁ……。やっぱりそういう話なんですよね……。

バヤン：どうした？　お嬢？

リディル：うーん。なんと言ったらいいか……。ゲームの話とはいえやっぱり自分が王様になるっていうのにはプレッシャーがあるんですよ。

カルロス：まあ、そうでしょうね。ここで「わーい！　王様になれるぞー!!」という人はどちらかと言えば少しよう数すう派はだと思います。

リディル：それに……ほら……わたしの場合、国民が全滅しちゃうかもしれないし。

一同：そんな心配を！（笑）




『ダブルクロス・リプレイ　闇に降る雪』以来、藤井さんには全滅属性が……（略りやく）。




リディル：そんな感じで、やっぱり重荷ではあります。

グレイ：ふむ……ではそろそろ真面目な話をしようかの？

カルロス：普ふ段だんから真面目な話をしてくださると助かるのですが（笑）。

グレイ：……この世界に異い変へんが起きているのは、皆にも分かっているだろう？　そして、そのことに関しては、我々の手におえることではないということも。

リディル：悔くやしいですが、そのとおりです。

グレイ：我々がなさねばならないことは、アイン・ソフを回復させること。この時代において、これは王位に勝る命題なのです。

リディル：な、なるほど。そう考えると自分が王様になるかどうかはちっぽけな事のような気がしてきました（笑）。

バヤン：じゃあ、俺からも。「あのさ、お嬢」と言ってバウエストンの領りよう民みんが今不安がっているという話をする。だから、「実力のある王様が必要とされているんだよ、今！」って。

カルロス：……なぜ駄犬風ふ情ぜいがそんな真ま面じ目めな話を？

バヤン：今回はきれいなバヤンなんだって！（笑）

グレイ：やはりどう聞いても死亡フラグにしか思えん（笑）。

バヤン：まあまあ（笑）。とにかく、「このバウエストンの住人のためにも、ここはひとつ王様になってみんなを安心させてやってくれないかい？」と言うよ！　真面目に言うよ（笑）。

カルロス：悔しいが、今この駄犬が言ったことは正しい！　「殿下、レイウォールは今滅めつ亡ぼうの危機にあります。このまま王国が解かい体たいすれば、真っ先に弱者にしわ寄よせがいくでしょう。それを防ふせげる力は殿下にしかないのです」と言う。




　部下たちの声に耳を傾かたむけつつ、黙もつ考こうするリディル。

　だが、答を出すのにはそう時間はかからなかった。

　……いや、答はすでに出ていたのかもしれない。




リディル：分かりました。では、領民を守るためにも、アイン・ソフを癒やし大陸を救うためにも、王位を目指しましょう……まだ、国王になるという実感は、わきませんけれど。

バヤン：なあに、お嬢さえその気になれば、俺たちがお嬢を王様にしてやるさ！　な？　兵隊クン？

カルロス：この駄犬の言うことに賛さん成せいするのは心の底から癪しやくなのですが、殿下が王位に即かれるように微び力りよくを尽つくします。

グレイ：まあ、そういうことじゃ。殿下は自分の部下を信じていればよい。

リディル：はい……。

バヤン：ん？　どうしたの、お嬢？

リディル：その……嬉うれしいんですけど……持ち上げられると、落ち着かない……（一同笑）。

グレイ：うむ。それもまた仕方のないことではあるじゃろう（笑）。

リディル：ともかく。わたしは自分の意志で王位を目指します。みなさん、協力してくださいね!?

バヤン：応ともさ！　今まで飯を食わせてくれた恩おんを返すチャンスだぜ！

カルロス：殿下のご意志のままに。

グレイ：ワシは黙だまってうなずこう。

ＧＭ：では、リディルが決意し、皆が支えると決まったところで、シーンを終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆会議は踊おどる？




　レイウォールの王都ノルドグラム。

〝大グレート崩壊デイストラクシヨン〟以来混こん乱らんを極きわめたこの都市で、ある会議が行なわれようとしていた。

　大国の行方を決めるその会議についてひとつだけわかっていること。

　それは、きっと簡かん単たんにはまとまらないだろうということだけだった。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに移うつります。最初のシーンにはＰＣ全員登場してください。

一同：はーい。

ＧＭ：舞ぶ台たいはノルドグラム。王おう城じようの会議室に、神しん殿でんの呼よびかけに応おうじたレイウォール王家ゆかりの勢せい力りよくが集合しています。

リディル：な、なんだか気け圧おされます。

ＧＭ：アルディオン大陸最強国であるレイウォールの王都ノルドグラム。その中心たるノルドグラム城じようにある大会議室は、様々な人々でごった返しています。

バヤン：レイウォールの王城にある会議室か。それはデカそうだな！

ＧＭ：そうですね。学校の体育館くらいの広さはあるでしょう。

カルロス：いきなり喩たとえが身近になった（笑）。

ＧＭ：もちろん、その豪ごう華かさは体育館とは比くらべものになりません。壁へき面めんは美しい大理石で覆おおわれ、高い天てん井じようからはシャンデリアが吊つるされ魔ま法ほうによる照明が光を放っています。足元はくるぶしまで埋うまるくらいの豪ごう奢しやな美しい絨じゆう毯たんで埋うめ尽つくされていますよ。

バヤン：なんかデラックスな感じだなー。

リディル：うーん。自分が場ば違ちがいなところにいるような気がして仕方ありません（笑）。

グレイ：何を言う。この会議の最重要人物は間ま違ちがいなくリディル殿でん下かじゃよ。

ＧＭ：はい。王位継けい承しよう権けん的にも、所有する領りよう地ち的にも、率ひきいる軍事力的にも国王候こう補ほ最有力者がリディルであることは間ま違ちがいありません。長い長いテーブルの、最も上かみ座ざの位置に席が用意されており、そこに案内されます。

リディル：は、はにゃ！　き、緊きん張ちようします。

カルロス：では、我われ々われも警けい護ごのために殿下に付いていきましょう。

バヤン：腕うでを組んで、お嬢じようの後ろに立つぜ！　威い圧あつだ威圧!!

リディル：ふたりともありがとう。では、わたしは大人しく用意された席に座すわりますよ。




　やがて、開会の宣せん言げんがなされ、レイウォール王国の将しよう来らいを決めるための会議が開かい催さいされた。

　議題は行方不明のステラを廃はいし、新国王を立てようというもの。

　親ステラ勢力の反対はあったものの、比ひ較かく的てき多数の意見により代理でもよいので国王を立てるべきという意見が通った。




ＧＭ：なお、この会議の議長は赤竜神殿を代表する、聖せい女じよユーフェミアです。

[image: ]

グレイ：ユーフェミアが主催か。前回のシナリオだと神殿はリディル押しだったからそういう方向で話がまとまりそうだな。

ＧＭ：そうですね。神殿はこれを機にレイウォールをまとめたいと考えています。ただ……。

カルロス：ただ？

ＧＭ：議題が「誰だれを新国王にするか」となった瞬しゆん間かんから会議が荒あれ始めます。国王になりたい者、敵てき対たい的てきな人物を王位に即けまいとする者、勝ち馬に乗ろうとする者、混乱が治まると困こまるのでとにかく場を荒あらす者……。

バヤン：収しゆう拾しゆうがつかないな。

ＧＭ：みな殺気だっていて、切きっ掛かけがあれば大きなトラブルになりそうな雰ふん囲い気きです。

カルロス：ところで具体的にどんな人物が王位に名乗りをあげているのでしょうか？

ＧＭ：そこは、もう色々な人がいて収拾がつかない状じよう態たいだったのです……が！

バヤン：が？

カルロス：ど、どうしたんだろう？

ＧＭ：ひとりの人物が会議室のドアを開けて入ってきます。

バヤン：なんだなんだ!?　俺おれは「誰だっ!?」と叫さけんで、そいつの侵しん入にゆうを食い止めるぞ！

カルロス：だから、なんで死し亡ぼうフラグを立てたがるんだ！（笑）

ＧＭ：部屋に入ってきたのは、ひとりの偉い丈じよう夫ふです。……かつて、レイウォール軍の総そう司し令れい官かんだった男で、リディルの従兄いとこでもある人物……。

リディル：ま、まさか！

カルロス：あのお方は！

ＧＭ：……統とう一いつ帝ていとなったピアニィの軍に破やぶれ、一度は幽ゆう閉へいされたものの、脱だつ出しゆつを果たし、その後公式には行方不明となっていた人物……。

グレイ：なるほど、ここで出てくるか！




　その男は無む造ぞう作さに部屋の中へ入ると、奥おくへと進んでいく。

　その様は戦場にいるのと変わらない、まるで無人の野を行くがごとき情じよう景けい。

　アルディオン大陸広しといえど、このような風ふう格かくを持った人物はただひとり……。




一同：ベルフト!?

ＧＭ：そのとおり。部屋に入ってきた男はベルフト。かつて大陸最強と呼よばれた猛もう将しようです。
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バヤン：ちょ、ちょっとちょっとぉ！　俺、侵入を食い止めるとか言っちゃったじゃないの！　俺はベルフトのひと睨にらみで青白い炎ほのおに包まれて燃もえ上あがり、真っ白な灰はいになって風に飛ばされます！

リディル：バヤンさん！　勝手に死んじゃダメです!!（笑）

グレイ：戦場ならともかく、ベルフトもいきなり殺しはせんだろう（笑）。せいぜい突つき飛とばされるくらいじゃろうよ。

バヤン：じゃあ、突き飛ばされて壁かべにめり込こみます！　そこには赤い染しみの跡あとが……。

リディル：だから死んじゃだめぇー！

バヤン：……って、普ふ段だんなら率そつ先せんして突つっ込こみを入れるはずの兵隊クンは？

リディル：あ、そう言えば……。

カルロス：……ああ、ベルフト閣かつ下か（恍こう惚こつとした表ひよう情じようで）。

バヤン：どうしたんだ兵隊クン！

グレイ：そうか！　カルロスは元々ベルフトの部下だった男じゃ！

リディル：あああああああああああ！　カルロスさんまでおかしくなってしまった!!




　登場しただけで場を大だい混こん乱らんさせる男、ベルフト。




リディル：本当ならわたしもベルフトお従兄様にお会いした感かん激げきにひたりたかったのに！　もう、それどころじゃない！（笑）

ＧＭ：ベルフトは、そんな皆みなさんの混乱を尻しり目めに、会議室の最さい奥おう部ぶにいるユーフェミアの横に行くと、会議室全体が震ふるえるような大声で宣言します。「我わが名はベルフト！　レイウォールの王位に即かんとする者に告げる！」

リディル：……これは……イヤな予感が……。

ＧＭ：「玉ぎよく座ざの主となりたい者は、まずこの俺を倒たおしてみせよ！」

リディル：やっぱりぃー！

グレイ：なるほど。こういう展てん開かいか。

カルロス：あぁ……ベルフト閣下……。

バヤン：おーい！　兵隊クン帰ってこーい！（笑）

ＧＭ：と、まあこの辺でいったんシーンを区切ります。







◆Middle 02◆会議が荒あれる




　意外な人物の登場により混乱する会議。

　果たしてレイウォールの未来はどうなるのだろうか？




ＧＭ：では、会議のシーンの続き。もちろんＰＣは全員登場です。……ベルフトの登場により一度混乱した会議は、「じゃあ、ベルフトが国王になればいいんじゃね？」という方向に話が進みます。

リディル：さもありなん（笑）。

ＧＭ：しかし、ベルフト本人が「自分は戦いを求めてきたのであって、王位には興きよう味みがない。どうしても王おう座ざに即けたければ自分と戦う相手を用意しろ」と言い出して紛ふん糾きゆうします。

バヤン：な、なんて面めん倒どうくさい……。

グレイ：しかし、ベルフトと戦わねばならぬとするなら、国王になりたがる者もずいぶんと減へったのではないか？

ＧＭ：その通り。結局、国王候補に名のりを上げたのは、リディルの他はふたりだけです。

一同：ずいぶん減った！

カルロス：ほほう。どのような人物ですか？

バヤン：お、兵隊クンが戻もどってきた（笑）。

カルロス：うるさいぞ、駄だ犬けん！

リディル：それで、残った候こう補ほ者しやはどんな人なんですか？

ＧＭ：はい。ひとりは、アレック・アーネル。三〇代の、痩やせぎすで神しん経けい質しつそうな男です。
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リディル：アーネル……ということは、ヒューバード殿下の？

ＧＭ：はい。アレックはヒューバードの従兄いとこです。

グレイ：立場はリディルとさほど変わらない。ただ、ヒューバード殿は反はん逆ぎやく者しやである以上、アーネル家の方が分が悪いな。

リディル：そもそもベルフトお従兄様自身が反逆者ですが……。

カルロス：ベルフト閣下は、フェリタニアにとっての反逆者であって、レイウォールにとっては反逆者とは言えないと思います！

グレイ：……と、主張するようなベルフトのシンパは、レイウォール国内に少なからずいるってことじゃろうな（苦笑）。

リディル：ベルフトお従兄様のことは横に置いといて、もうひとりはどんな方ですか？

ＧＭ：ガング・ベヌルスという、ヘクスフォード出身の元商人です。金で貴き族ぞくに成り上がった男で、でっぷり太っていて、見るからに品の悪そうな男です。
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カルロス：なんでそんな人物が国王候補に!?

ＧＭ：金で買ったらしき家か系けい図ずを根こん拠きよに「自分はレイウォール王家の血ち筋すじであり、継承権がある」と主しゆ張ちようしているのです。

カルロス：レイウォール王家の血筋もずいぶん安くなったものだな。

グレイ：アベルによる扇せん動どうの効こう果かもあるんじゃろうな。血筋よりも実力の方が重じゆう視しされる趨すう勢せいというわけじゃよ。

ＧＭ：アレックとガングは必死に演えん説ぜつし、ベルフトを説得して以下のルールをまとめます。




１．国王決定のための競きよう技ぎ大会を開催する。その優ゆう勝しよう者しやが国王になる。

２．競技には代闘とう士しを立ててよい。




リディル：え！　国王を決める競技に代理人を立てていいんですか？

ＧＭ：そもそも、直ちよく接せつ的てきな武ぶ力りよくだけで王様を決めるという時点でおかしいわけですよ。ですからアレックとガングは「強い代闘士を立てることは王としての器量を証しよう明めいするものだ」と主張したわけです。

バヤン：ベルフトはそれでＯＫなの？

ＧＭ：その方がより強い相手と戦えるからという理由であっさり条じよう件けんを飲みました。

バヤン：いいのか、そんなんで（笑）。

カルロス：おぉお！　さすがはベルフト閣下……。

バヤン：いかん！　また兵隊クンがどこかへ行ってしまいそうだ！（笑）

ＧＭ：そして第三の条件が……。




３．競技会はヘクスフォードで開かい催さいする。
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グレイ：はあ？　なぜヘクスフォード？　今は独どく立りつした勢力になっているはずじゃが？

バヤン：外国で王座決定戦やろうっての？　おかしくない？

ＧＭ：理由は三つ。まず、ガングが自分の地元であるヘクスフォードを強きよう硬こうに押おしたこと。ヘクスフォードにとってもレイウォールとの関係を良好に保たもつためということもあり、全面的な協力を取り付けられると主張したのです。

グレイ：なるほど。織田信長おだ・のぶながと堺さかいの町の関係ではないが、自治都市の周囲に強力な政せい権けんができると立場が微び妙みようになるからな。

リディル：ヘクスフォードとしても今のうちに将来の王様と仲良くしておくことに意味があるということですね。

ＧＭ：もちろん、ヘクスフォードが再ふたたび帰順すればレイウォールにとっても利り益えきになりますので、ヘクスフォードを巻まき込こむ案は色々な勢力にとって魅み力りよく的てきなのです。

リディル：なるほどー。

ＧＭ：次に、ヘクスフォードには大だい規き模ぼなコロシアムがあり、運うん営えいのノウハウも充じゆう実じつしています。目的から考えるとなるべく多くの人の前で戦った方がよいわけで、それもヘクスフォード押しの理由になりました。

リディル：ヘクスフォードのコロシアムって、あの？

ＧＭ：はい。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・レジェンド』（以下、『レジェンド』と略）に登場したコロシアムです。




　ヘクスフォードのコロシアムについて、詳くわしく知りたい人は『レジェンド』を参照のこと。リディルである藤ふじ井いさんがコロシアムという言葉に反はん応のうしたのは、『レジェンド』にプレイヤーとして参加しているからだ。




ＧＭ：三つ目の理由はアレックもガングの案に乗ったからです。

バヤン：なんでアレックは賛さん成せいしたんだ？

ＧＭ：要するにベルフトの地元とも言えるノルドグラムで戦うのはイヤなんだそうです。

バヤン：なんだそれは？

カルロス：それだけベルフト閣下が警けい戒かいされている……ということなのかな？

ＧＭ：さて、国王候補のひとりであるリディルにも条件を主張する権けん利りはあります。なにか変へん更こうしたいことはありますか？

リディル：うーん。……一国の王を決めるのに競技でというのは、どうも軽い気がしてイヤなんですけど……。

ＧＭ：けど？

リディル：でも、王を決めるために戦争をするよりはずいぶんマシなんじゃないかなぁって思い直しました。少なくとも、国民に迷めい惑わくをかけずにすむし、わたしも賛成します！

グレイ：うむ。よく言った！

バヤン：さすがはお嬢！

カルロス：ベルフト閣下に弓引くのは気がとがめますが……ここは気分を切きり替かえてリディル殿下のために微び力りよくを尽つくしましょう。




　一いつ致ち団だん結けつしてリディルをもり立てる一同。




ＧＭ：では、議長であるユーフェミアが条件をまとめ、「これにて会議を終しゆう了りようします。皆さん次はヘクスフォードでお会いしましょう」と閉へい会かいを宣言します。アレックとガングはそれぞれが代闘士を調達するためか、そそくさと退たい場じようしていきますよ。

グレイ：それは残念。事前に連中の人となりを知っておきたかったんだが。

ＧＭ：ベルフトは傍かたわらにいるリディルを見ると声をかけてきます。「リディルか。ずいぶんと逞たくましくなったな」

リディル：はい！　19レベルになりましたから！（一同笑）

ＧＭ：「その返事……ずいぶんふてぶてしくなったな」（笑）

リディル：バウエス家の都合を考えるなら、ベルフトお従兄様を国王にするべきなのでしょうけれど……。

ＧＭ：ベルフトは怪け訝げんそうな表情でリディルを見つめます。

リディル：……申もうし訳わけないのですが、わたしも引けない事じ情じようがあります。お従兄様に負けるわけにはいきません。

ＧＭ：「なるほど。……幼おさなき頃、お前に防ぼう御ぎよスキルを磨みがかせていた甲か斐いがあったというものだ。お前との一戦、楽しみにしていよう」と言うとベルフトは大笑します。

リディル：……はい。わたしも負けませんよ！

ＧＭ：では、この辺でシーン終了。次はヘクスフォードに移い動どうしたあとのシーンです。







◆Middle 03◆ヘクスフォードにて




　港こう湾わん都市ヘクスフォード。

　コロシアムで王位決定戦が開催されることになり、都市のいたるところにポスターが貼はられ、お祭りムードに染そまっていた。

　約一ヶ月ぶりに訪おとずれた町で、リディルたちは見知った顔に出で迎むかえられることになる。




ＧＭ：では、次のシーン。舞台はヘクスフォード。前のシーンから準じゆん備びのために一週間ほど経けい過かしています。

カルロス：せわしないなー。

リディル：もうわたしたちはヘクスフォードに着いているんですか？

ＧＭ：はい。皆さんも含ふくめて、国王候補者として戦う選手は全員ヘクスフォードにいます。

グレイ：それぞれ準備をすませて、ヘクスフォード入りをしたあと、ということじゃな？

ＧＭ：はい、そうです。各自準備を整えてヘクスフォードへ転送石で移動しました。コロシアムでは王位決定戦のための準備を急ピッチで進めています。ヘクスフォードの町は、王位決定戦の話で持ちきりですよ。

カルロス：町のあちこちに、リディル殿下とベルフト閣下がにらみ合っているようなポスターが貼られていたりするんですね（笑）。

グレイ：ボクシングかプロレスのようじゃ（笑）。

バヤン：〝史上最強の男〟ベルフト、〝腹はら黒ぐろ領りよう主しゆ〟リディルとか、あおり文もん句くが書かれていそうだ（笑）。

リディル：……誰が腹黒ですって？　バヤンさん（にこにこ）。

カルロス：おい。うかつなことを言うな、駄犬。




　しかし、カルロスも発言内ない容ようを否ひ定ていはしないのであった（笑）。




ＧＭ：ヘクスフォードに到とう着ちやくした皆さんを、コロシアムの経けい営えい者しやマチュアが笑顔で出で迎むかえます。「ヘクスフォードへようこそ。前回はお世話になりました」




マチュア

　ヘクスフォードのコロシアム経けい営えい者の娘むすめ……だったのだが、経けい営えい難なんで倒たおれた父親に代わり、見事にコロシアムの経営を立て直した。詳しくは『レジェンド』参照のこと。なお、マチュアはそのさいＮＰＣとして登場したドラゴンファイヤーの面々に助けられている。
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バヤン：ああ、マチュアか。感かん謝しや祭さい特別興こう行ぎようのときは、世話になったな！

ＧＭ：マチュアはバヤンの挨あい拶さつに対して、「いえ、お世話になったのは、こちらの方です。コロシアムの経営が傾かたむいていたときだったので、とても助かりました」と頭を下げます。

グレイ：経営の方は今はどうなんじゃ？

ＧＭ：「今は王位決定戦の話題で盛もり上あがっていて……。とても助かっています」

リディル：前に訪れたのは今年の一〇月ごろですから……あれから一ヶ月少々、ですか。

カルロス：こんなに早く再び来らい訪ほうすることになるとは思いませんでした……。

ＧＭ：マチュアはみなさんを高級な宿しゆく舎しやへと案内します。

リディル：そんな高級な宿でなくても……と思いましたが、わたしは一いち応おう王族なので、それなりの待たい遇ぐうを受けないといけないんですね……。

グレイ：選手が毒物を飲まされたりしないように、一定の格かくを持った施し設せつに宿しゆく泊はくしないわけにはいかんからな。

リディル：そ、そんな心配までしなくちゃいけないんですか？

カルロス：現げん代だいのスポーツでも、アウェイでの水や食事によからぬものを入れられる心配をしますからね。今回はどれだけ気をつけても気をつけすぎるということはないでしょう。

グレイ：他の選手も立りつ派ぱな宿に通されたじゃろうし、遠えん慮りよすることはない。

ＧＭ：そうですね。他の選手たちもほぼ同格の宿に泊とまっていますよ。




＊　＊　＊




ＧＭ：さて、案内が終わったところで、マチュアはコロシアムに帰っていきます。

カルロス：一週間時間があったのなら、対戦相手の情じよう報ほう収しゆう集しゆうをしたいのですが？

リディル：確かに。ベルフトお従兄様以外の対戦相手が知りたいです。

グレイ：なら、ワシが配下に探さぐらせていたということでどうかな？

ＧＭ：なるほど。では、ちょうどよさげな読者投とう稿こうキャラがいるので、そのキャラクターたちがやったことにしましょう。

リディル：どんな人たちなんでしょうか？




ミッティー（？歳／オス／エクスマキナ（犬型）　投とう稿こう者しや：高知県　ぽめらにさん）

ポメラニアン型のエクスマキナ。クラスはシーフ／サモナーで赤色のマフラーがトレードマーク。その愛らしい外見を駆く使しし諜ちよう報ほう活動を行なう優ゆう秀しゆうな密みつ偵てい。つぶらな瞳ひとみで見つめられた相手は思わず秘ひ密みつをしゃべってしまう（クウェリィの演えん出しゆつ）との噂うわさ。声が非ひ常じように渋しぶい。
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一同：人じゃなかった！（笑）

ＧＭ：（低い声で）「よろしく、だワン」

リディル：声が渋い！（笑）




ミネ・ストロネ（18歳／女じよ性せい／ヒューリン　投稿者：東京都　ごちゃ混まぜさん）

ポニーテールが印象的なニンジャ。元は秘密部隊竜影のメンバーで、グレイを監かん視しする任にん務むについていた。ヒューバードが失しつ踪そうし行き場を失っていたが、元々中の人が鈴吹太郎のファンだったこともありグレイに密偵として仕えることに。メタな会話ができるので、グレイとは会話がはずむらしい。
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グレイ：「元々中の人が鈴吹太郎のファン」ってなんじゃ（笑）。

リディル：グレイさんにお似合いのメタな理由だと思います（笑）。

ＧＭ：ミッティーとミネの調ちよう査さによると、アレックとガングはこの一週間の間に手を尽くして腕うで利ききの競きよう技ぎ者しやを集めたそうです。

カルロス：その競技者が有名人なら情報も集めやすそうですね。

ＧＭ：情報収集の判はん定ていをして、アレックが雇やとったチーム、ガングが雇ったチームについて調査ができることにします。【幸運】判定で、難なん易い度ど10です。

カルロス：では、アレックが雇ったチームについては、自分が調べましょう。《ストリートワイズ》を使用。（ダイスを振ふる）達成値ち22です。

ＧＭ：（渋い声で）では「アレックが雇ったチームの名前は、〝無む垢くなる光の姫ひめの祈いのり〟と書いて〝イノセントワールド〟と読むんだワン」とミッティーが報告します。

一同：〝無垢なる光のイノセント姫の祈りワールド〟！（笑）

バヤン：……なんだろう？　とてもイヤな予感がする……。

カルロス：この命名センスって……。

ＧＭ：そして、都市の各所に貼られているポスターに描えがかれている対戦相手は……この人たちです！（『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』（以下、『イェーガー』と略）を取り出して口絵を見せる）

一同：やっぱり！




　と、いうわけで。

　無垢なる光のイノセント姫の祈りワールドのメンバーは、『イェーガー』のＰＣたちでした。




カルロス：そのメンバーの中に、自分たちが知っている人物がいますか？

ＧＭ：そうですね、一緒に選手として競技に参加した人物がいます。……エメリーです。

リディル：だと思ってました（笑）。




エメリー

　正式名はエメロード・ローリングスター。『イェーガー』シリーズのＰＣ。プレイヤーはライターの緑谷明澄りよくや・あきすみ。『レジェンド』シリーズに登場したユーノス・ローリングスターの妹。

　いわゆる中二病で有名な兄をもしのぐ中二センスを誇ほこる。




ＧＭ：なお、ギルド名はエメリーのプレイヤーである緑谷さんに命名してもらいました。

バヤン：うん。実に緑谷さんらしい名前だ（笑）。

グレイ：『イェーガー』のＰＣが勢せい揃ぞろいか。今でもバルムンクを追っているのかのう（笑）。

カルロス：そう言えば、『イェーガー』はそういう話でしたね。
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リディル：えーと。アレックさんが雇ったのが『イェーガー』のメンバーだとしたら……。

カルロス：もう一方のメンバーは……。

バヤン：じゃあ、ガングが雇ったチームについては俺が調べるよ。まずは竜りゆうに乗るぜ！

カルロス：なぜ！

バヤン：騎き乗じよう状態だと、あらゆる判定にボーナスがつくからさ！（笑顔で親指を立てつつ）

カルロス：……もういい。さっさと判定しろ！

バヤン：（ダイスを振る）達成値は14だ。

リディル：成功ですね。

ＧＭ：では、わかります。ガングが雇ったのは……この人たちです！（『レジェンド』を取り出して口絵を見せる）
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一同：今度は『レジェンド』のギルドか！（笑）

ＧＭ：チームの名は、〝コロローナ商会〟だそうです。

リディル：どっちのチームにもわたしがいるっ!?（一同笑）




『イェーガー』に登場するルナと、『レジェンド』に登場するセレネは、どちらも藤井さんの持ちキャラなのである。




ＧＭ：「今回、『イェーガー』と『レジェンド』のキャラを登場させるというのがＧＭの趣しゆ向こうのようです」とミネが言います。

カルロス：清すが々すがしいまでのメタ発言だよ！（笑）

ＧＭ：レジェンドのメンバーを集めることができたのは、ヘクスフォードを地元とするガングがコネを活いかしたということです。

カルロス：それにしても……よくもこんな変わり者のチームばかり出てきたものですね。

バヤン：俺らが言えることじゃないけどな（笑）。

ＧＭ：どうしてこうなったのかというと、ベルフトと対戦すると聞いて依い頼らいを引き受けてくれる人はそうそういない、ということです。

カルロス：なるほど……。

バヤン：ベルフトとやり合うような変わり者がこの二チームだったわけか。（笑）。

ＧＭ：「ちなみに、ヘクスフォードでの一番人気選手はベルフトです。コロローナ商会もある意味地元チームのようなものなので、人気があります」とミネが言います。

バヤン：なるほどねえ。

リディル：無垢なる光のイノセント姫の祈りワールドの人気はどうですか？

ＧＭ：「一部熱ねつ烈れつなファンがいるけど、どん引きしている人たちも多いので、微妙だワン」

カルロス：さもありなん（笑）。

バヤン：ガングのチームが人気なのかー。こうなるとヤツがヘクスフォードで開催したがったのも頷うなずける。

グレイ：そのことについてじゃが……ここでワシが言っておかなければならないことがある。

リディル：な、なんでしょう？

グレイ：色々もっともらしい理り屈くつはついているが、つまるところ、このヘクスフォードでの競技会は……それが丸ごと罠わなだということじゃ。

一同：な、なんだってー！

グレイ：だって、ガングやアレックが主しゆ導どうしてわざわざノルドグラムを離はなれてヘクスフォードでの開催を決めたんじゃぞ？　なにか陰謀がない方がおかしい（笑）。

リディル：そう言われればその通りですが……。

グレイ：今回予告でも「姿を見せぬ真の敵」だの「戦うべき真の敵を見極め」だの書いてあったろう？　ベルフトに気を取られて真の敵を見み誤あやまらないようにせんといかん。

バヤン：そういやそうだった！　どこのどいつだ「真の敵」！

カルロス：だったらなぜ、グレイ殿は相手の言いなりになってヘクスフォードでの開かい催さい案あんを通したんですか？　抗こう議ぎしてもよかったのでは？

グレイ：なぜなら、一番事じ態たいが切せつ迫ぱくしているのはワシらだからじゃよ。

リディル：そうなんですよね。アイン・ソフのことがあるから……。

グレイ：ならば、相手に策さくを仕し掛かけさせて、それを打うち破やぶる方が得とく策さく……という判はん断だんじゃ。

バヤン：乱らん暴ぼうな理屈だなあ（笑）。……だがそれがいい（ニヤリ）。

リディル：……そうですね。ここは、罠が仕掛けられているならその罠ごとぶち破るつもりで行きましょう！

カルロス：リディル殿下は本当に逞しくなられた（笑）。

ＧＭ：では、この辺でシーンを終了します。







◆Middle 04◆王位決定戦、開かい幕まく




　恐おそらくは前代未み聞もん。

　アルディオン大陸最強国の運命が競技で決められる、その日がやってきた。

　強きよう敵てき揃ぞろいの面々に、リディルたち〝ドラゴンファイヤー〟はどう戦いを挑いどむのか？




ＧＭ：次のシーン。王位決定戦当日です。先ほどのシーンから三日後ということで。

バヤン：きっと町は賑にぎやかなんだろうなあ。

ＧＭ：花火が揚あがったり、鳩はとが飛んだりします。開会宣言をすると、まだ午前中のザワザワとした雰囲気のヘクスフォード上空を戦せん闘とう機きが飛んだり……（一同笑）。

一同：戦闘機？（笑）

グレイ：ＮＦＬかＭＬＢの試合のようじゃ！（笑）




　アメリカの屋外球きゆう技ぎでは、大きな試合の前によく戦闘機が上空を飛んでいくのである。




グレイ：そして、人気の歌うた姫ひめが国歌を歌う！（笑）

バヤン：ノリがアメリカンスポーツと化している（笑）。




　念のために書いておくがジョークである。




ＧＭ：さて、選手入場を終え、観客の前でチーム名などがアナウンスされたあと、ユーフェミアの進行によって開会式が行われ、「神の名の下もとに、レイウォール王家の新しき王を決めることを宣言します」と宣せん誓せいがなされます。

一同：おおお！

リディル：ついに始まりましたね。なんだか緊張します（笑）。




＊　＊　＊




バヤン：……ところで、競技ってどんなレギュレーションで対戦するんだ？　まさか、リーダー同士の一いつ騎き打うち、とか？

リディル：ベルフトお従兄様と一騎打ちなんて、死んでしまいます！（笑）

ＧＭ：そうですね。ヘクスフォードに移動するまでの間に説明を受けていたってことにして、レギュレーションの説明をしちゃいましょう。

一同：はーい。

ＧＭ：対戦のレギュレーションは次の通りです。




・トーナメントはダブルイリミネーション方式。二敗した時点で敗はい退たい。三勝すれば優勝。




リディル：ダブルイリミネーション方式……？

グレイ：トーナメント戦と総そう当あたり戦の中間みたいなものだと考えればいい。

ＧＭ：簡単に説明すると……今回は四チームが出場なので、一回までは負けてもＯＫ。結果として三回勝てば優ゆう勝しようできます。
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リディル：なるほど。ちょっとややこしいですね。

ＧＭ：その分公平というか、偶ぐう然ぜんの負けが起こりにくいというのがメリット。そして、なんといっても試合数が増ふえるので、興こう行ぎよう的てきに美味おいしくなります。

一同：そんな理由が！

バヤン：儲もうける気満々だな、マチュア！（笑）

ＧＭ：えー。その他のレギュレーションは……。




・優れた臣下を持つことも王の条件とするので、代だい闘とう士しを立ててもよい。

・四人一チームによる馬上槍やり試合（ジョウスト）となる。

　馬上槍試合ジヨウストといっても、槍による突撃に限定しない。武器は自由。選手は身体に的を装着し、対戦相手の的を破壊するか、もしくは落馬させれば勝利となる。

・審判は神官長ユーフェミアが担当。




カルロス：槍試合というよりは、何でもありな一対一の対戦に近いのか。

ＧＭ：なお、ゲーム中の処理としては、馬上槍試合はお互い一回ずつの判定で決着をつけます。詳しい処理は後ほど説明しますね。

リディル：はい。分かりました。




＊　＊　＊




ＧＭ：次に、対戦表が発表されます。第一回戦Ａはベルフト対〝ドラゴンファイヤー〟。

グレイ：おお、初戦からワシらとベルフトの対戦なのか。

ＧＭ：バウエス家同士の戦いということで、会場は一気に盛もり上あがります。

バヤン：宿命の対決って感じがする。

リディル：こ、これは……緊張しますね！

ＧＭ：第一回戦Ｂは〝無垢なる光のイノセント姫の祈りワールド〟対〝コロローナ商会〟。

グレイ：こちらもまた、血族同士の対決だな。

ＧＭ：もちろん、観客に向けた、ルールの説明などもされます。

リディル：なるほど。




＊　＊　＊




ＧＭ：開会式が終わると、各自割わり当あてられた控ひかえ室しつに移動します。

リディル：どんな部屋ですか？

ＧＭ：スター選手に割り当てられるような、町で暮らす庶民の家一軒分くらいの広さの設備のいい部屋です。他の選手たちも同じレベルの部屋をあてがわれています。

グレイ：まあ、スターならぬ国王候補様の控え室になるからな。

ＧＭ：しばらくすると、〝コロローナ商会〟の大きな剣けんを持った金きん髪ぱつの少女と、無垢なる光のイノセント姫の祈りワールドの黒い翼の自称聖女がみなさんのいる控え室までやってきました。

リディル：フレアさんと、エメリーさんですね。どうしました？

ＧＭ：ふたりは対戦相手への挨拶に来たのです。




フレア・コロローナ

　エリンディルで財ざいをなした〝風ふう雲うん児じ〟と呼ばれる人物の娘。妹はセレネ。腕の立つグラディエーター。しかし、それ以上に明るい性せい格かくと、男だん性せい同士の愛の営いとなみを好む、いわゆる腐女子として知られる。




リディル：フレアさんは、『レジェンド』のときに会って会話をしていますから、普ふ通つうに会話できますね。「フレアさん、正々堂々と勝負しましょうね！」

ＧＭ：フレアは「もちろんです！」とにっこりと笑います。

リディル：問題は、今まで会話をしたことがないエメリーさんの方ですね……何て声をかけたら、会話が通じるかしら？（一同笑）

カルロス：まあ、適てき当とうに世間話などすればいいんじゃないですかね。

グレイ：世間話というと……（エメリーになって）「あの～、側に控えていらっしゃるふたりの殿との方がたが、あの……？」と訊いたり？

バヤン：（フレアになって）「あのふたりの仲、やっぱり気になりますよね！」

リディル：「あのふたりは、とっても仲良しなんですよ！　口では色々言いつつも、心の底では信しん頼らいしあっているというか！」と意い気き込ごんで会話に混まざりましょうっ♪（一同笑）

カルロス：ちょっとぉー！　なんでそんなにスムーズにそういう話になるんだ!!

リディル：フレアとエメリーのキャラクター性を考えたら、こう……自然と（笑）。

カルロス：うぐぐぅう！　反はん論ろんできない!!（笑）




　どういうキャラクター性なのかについては……まあ、お察しいただきたい。

　女子同士の会話ははずみ、まるで仲のよい友人同士のようにも見えた。

　だが……。




ＧＭ：今は和わ気き藹あい々あいとしていても、このあとお互いに真剣勝負をすることになるので、それはお忘れなく。

リディル：そ、そうですね……うう、また緊張してきました（笑）。

ＧＭ：そろそろ競技開始の時間も近づいてきた……というところでフレアとエメリーは挨拶をして皆さんの控え室から出て行きます。

リディル：じゃあ、挨拶をしましょう。「それでは後ほど競技場で」って。

カルロス：ふう。なんだか戦闘より恐ろしい目にあった気がする（笑）。

ＧＭ：さて、選手同士の交流も終わったところで、シーンを終了します。







◆Middle 05◆脅威のベルフト




　セレモニーの影ですでに戦いは始まっていた。

　実力で圧倒的なベルフトに勝利するための方法はなにか？

　そして、突如登場する意外な人物とは？




ＧＭ：次のシーン、ＰＣは全員登場してください。

一同：はーい。

ＧＭ：これからみなさんには馬上槍試合を戦っていただくわけですが、そのための対策を立てるためにも、そろそろゲーム上でどのように処理するのかを説明しようと思います。

バヤン：待ってました！

グレイ：たのさんお得意のミニゲームだな（笑）。

ＧＭ：ルールの説明が終わったら、通常のようなシーンを再開します。しばらくお付き合いください。

リディル：はい。分かりました。

ＧＭ：（ルールの打ち出しを渡しつつ）では、説明を開始します。




・判定は、ＮＰＣが先せん攻こう、ＰＣが後こう攻こう。

・判定に使用する能力値は対戦相手ごとにあらかじめ決まっている。

・一回の判定でひとり分の勝敗を決める。この一回の判定を〝試合〟という単位で呼ぶ。

・試合における判定の達成値が同値だった場合、その試合は引き分けとなる。

・試合はＰＣの人数分、つまり四試合行なう。それをまとめて〝対戦〟と呼び、順番を付けるときには〝回戦〟と呼ぶ。

・四試合が終了した時点で勝ち試合数の多い方が回戦の勝利者となる。

・試合の勝ち数が同じ場合は、負け試合数が少ないチームが対戦の勝利者となる。




カルロス：まあ普通の団体戦ですね。

グレイ：対戦人数が偶数だから、勝ち負けが同じになる対戦が多そうじゃが。

ＧＭ：そういうケースについても考えてあります。




・もし、勝ち試合数も負け試合数も同じだった場合は、代表を選出して勝者決定戦を行ない、その試合の勝利者が対戦の勝利者となる。




グレイ：なるほど。

ＧＭ：で、ここからがゲームリソースについてのルールです。




・試合の判定時にＮＰＣ側が勝利した場合、敗北したＰＣは50点のＨＰロスを受ける。

・対戦はラウンド進行として扱う。最初の四試合を１ラウンド目相当、勝者決定戦は２ラウンド目相当とする。対戦が終わると、ラウンド進行も終了となる。

・対戦の間、【ＨＰ】と【ＭＰ】は回復しない。

・試合の判定時にＮＰＣ側がクリティカルした場合、ＰＣのフェイトが１点ロスとなる。




一同：うえええーっ!!

リディル：はにゃ。フェイトをロスするのは痛いですねえ……。

バヤン：俺らが後攻だと、俺らが有利になっちまうけどいいのか？

ＧＭ：その方がセッションが安定して進行できると判断した結果です。

バヤン：なるほど。

グレイ：他のＰＣが判定しているとき、割わり込こみで《ニゲイト》を使用してもＯＫ？

ＧＭ：各試合は一対一なのでスキルによる援護はできません。ただし、ギルドサポートは使用できます。

グレイ：了解した。

ＧＭ：また、この馬上槍試合を評価するために〝名めい誉よ点〟という数すう値ちを設せつ定ていします。

リディル：名誉点？

ＧＭ：この競技会の目的は王様を選ぶことですから、卑ひ怯きような戦い方で勝っても国民の支し持じが得られないということを表現する数値です。

グレイ：なるほど。卑怯な振る舞いがないかどうかをチェックするんじゃな（笑）。

バヤン：「勝てばよかろう」……とはいかないってことだな。

ＧＭ：競技終了時に優勝していたとしても、名誉点がマイナスだと国民の支持が得られず、王位を手に入れるのは困こん難なんになります。逆にフェアに戦うと加点があります。




　なお、名誉点がどんな行こう為いで変動するのかは、次のコラムを参照のこと。
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グレイ：この「棄き権けん」を選せん択たくした場合だが、敗北のマイナス一〇点は加算されるのかな？

ＧＭ：いえ。棄権の場合敗北込こみでの点数です。

リディル：クリティカルが出ると加点されるんですね。

ＧＭ：それだけ名めい誉よある戦いができたという評ひよう価かになります。ファンブルはその反対。

バヤン：国王候補者が試合に出る分うちは有利だな。

カルロス：基き本ほん的てきには順調に勝ち上がっていけばマイナスになることはなさそうです。

ＧＭ：さらに細かい内容については、後ほど説明します。

リディル：はい。分かりました。




＊　＊　＊




カルロス：先ほどの説明は四人パーティー用のルールですよね？　ベルフト閣下はひとりじゃないですか。どうやって処理するんですか？

ＧＭ：よくぞ訊いてくれました。

一同：ギクッ！

ＧＭ：ベルフトのために別ルールを用意しました。名付けて〝ベルフト無双ルール〟！

一同：ベルフト無双ルール！

バヤン：なんだそのひどい名前のルールは！

ＧＭ：早速説明しますね。




・他のチームと異なり、ベルフトはひとりで一チーム。

・ベルフトに対して、ＰＣはひとり一試合ずつ判定を行なう。

・試合および対戦の勝敗決定方式は通常のルールと同じ。

・判定に使用する能力値は、判定時にプレイヤーが任意に決定してよい。ベルフトはどんな挑戦でも受ける。

・ＰＣが使用する能力値にかかわらず、ベルフトの判定は２Ｄ＋30。クリティカルやファンブルの処理は通常と同じ。

・ＰＣが試合に負けた場合、そのＰＣの【ＨＰ】は即座に０となり、戦闘不能になる。




一同：げげえええええええええええええええええええええええええええええ！

バヤン：これは確かにベルフト無双！

カルロス：さすがは閣下！

リディル：そこを感心してる場合じゃありません!!

グレイ：はっはっは。これはひどい（←何故か嬉しそう）。

ＧＭ：まあ、時間はかかりますが通常の戦闘で処理してもいいですけど……。

グレイ：いや！　このレギュレーションの方が多分マシだ。ノーサンキューじゃ!!（笑）




＊　＊　＊




ＧＭ：では、ルールの説明もひと通り終わりましたので、通常のシーンを開始しようと思います。みなさんが控え室で対ベルフト戦の対策を練ねっているシーンということで。

一同：うーん……。

ＧＭ：先ほどのベルフトの能力についての情報は、ミネさんが集めてきたことにしましょう。

一同：うーん……。




　お通つ夜やのように意い気き消しよう沈ちんする一同。




ＧＭ：このまま何もしないんであれば、シーンを進めますが？

グレイ：いや、ちょっと待って。ここは対策について話し合っておきたい。

リディル：対策といっても……。うーん……２Ｄ６＋30……ですか。

バヤン：イヤらしい数字だなあ。無理すればいけそうってところが逆に何とも。

ＧＭ：そうですね。フェイトを最大限使用してギルドサポートの《限げん界かい突とつ破ぱ》を使えば出せそうな数値として期待値を37に設定しましたから（笑）。




《限界突破》

　ギルドサポートの一種。ギルドメンバー全員の判定に＋１Ｄ。かつ、あらゆるダメージロールに＋２Ｄする。１シナリオにつき一回使用可能。




カルロス：正直、それだけの切り札となるリソースを序盤から消費してしまうのは厳きびしい……。

リディル：ベルフトお従兄様に勝ったとしても、あと二回勝たないといけないんですよね？

バヤン：しかも、そのうちの一回はたぶんベルフトとの再戦なんだよなあ……。

ＧＭ：あ、そうだ。本当ならレギュレーションの説明のところで紹介しなければいけない人がいたんでした。うっかりしてた。では、改めまして特別ゲストをご紹しよう介かいしましょう。

リディル：特別ゲスト……ですか？

ＧＭ：はい。それではご紹介しましょう……かわたな～！

かわたな：（ドアを開けて部屋に入る）どうも、〝かわいそうな田中〟こと、田中信二たなか・しんじです。

一同：おおお！（パチパチと拍手）




かわたな

　本名は田中信二。ただし、かわたなという通つう称しようの方が多分有名。

『デスマーチ』シリーズのＧＭであり著ちよ者しや。『デスマーチ』シリーズではクリティカルを頻ひん発ぱつするＧＭとしてプレイヤーたちから恐おそれられている。




リディル：か、かわたなさんがゲストなんですか！

かわたな：はい。「『イェーガー』にも『レジェンド』にもＰＣがいるから」という理由で呼ばれました（笑）。

リディル：そういえば、ファングとユーノスはかわたなさんのＰＣでしたね。




ファングとユーノス

　それぞれ、かわたなの『イェーガー』と『レジェンド』のＰＣ。ファングはヒューリンでクラスはシーフ。ゴルフォードの元軍人。ひとりシリアスな雰囲気を漂わせるも、ギルド内では浮いている。ユーノスは自称天使の有翼のドゥアン。こっちは身も心も周囲から浮いている。




ＧＭ：なお、馬上槍試合のＮＰＣ側の判定は、かわたなにダイスを振ってもらいます。

一同：ええええええええええええええええええええええええええええ!!




　ＧＭの記憶では、ここまでかわたなが嫌がられている光景は前代未聞である。




グレイ：なんじゃと！　かわたながダイスを振るのか！

カルロス：クリティカル連発しそうで怖こわいです！

ＧＭ：そのために呼びましたから（笑）。

一同：鬼おにだ！

リディル：ど、どうしましょう！　フェイトが削けずられてしまいます!!

グレイ：わ、ワシは《ニゲイト》があるからまだ対策が取れるが……。




　たぶん一番落ち着いてないのは社長である。

　まあ、『デスマーチ』で実際にそのダイス目を目もく撃げきしているから無理ないけど（笑）。




ＧＭ：ではこんなところでシーン終了です。次のシーンは競技場に入って、いよいよ対戦というところから始まります。







◆Middle 06◆グレイの策略




　ついに競技が開始された。

　嫌いやが応おうにも高まる緊きん張ちよう感。

　そしてベルフトという名の脅きよう威い！

　だが、軍師グレイには、この窮きゆう地ちをしのぐ策略があった……。




ＧＭ：次のシーン、ＰＣは全員登場してください。

一同：はい。

ＧＭ：これから第一回戦Ａ組の対戦。ドラゴンファイヤー対ベルフトの戦いが行なわれます。競技場は大変な盛り上がりです。

バヤン：こっちは大変な盛り下がりだよ……。

リディル：はにゃ[image: ][image: ]。

カルロス：正直……敵に回ったベルフト閣下は恐ろしいですね。




　戦々恐々とする一同……だが、ひとりグレイだけは余裕の表情を見せていた。




グレイ：まあ、そんなに緊張するな。

カルロス：そう言われましても……。

リディル：……そう言えばグレイさんは今は落ち着いてますね。

グレイ：うむ。実はさっき会心の策略を思いついた。

一同：会心の策！

バヤン：過去の罪を悔い改めたとか？

グレイ：それは改心。

カルロス：診しん察さつに出かけるとか？

グレイ：それは回診！（笑）　ボケはもういいから！　ここはワシに任せなさい。

リディル：もちろんそれは構いませんが……。

ＧＭ：それでは対戦を始めますよ。コロシアムを埋うめ尽つくした観客たちは、ベルフトとリディルの血族対決に胸むねを高鳴らせ、試合開始を待ちわびています。

バヤン：（観客になって）コ・ロ・セ！　コ・ロ・セ!!

カルロス：（観客になって）コ・ロ・セ！　コ・ロ・セ!!

リディル：え、ええと……その（ちらっとグレイを見る）。




　バウエス領りようの軍ぐん師しグレイは、ヒートアップする満員の観客に向かって高らかに宣せん言げんした。




グレイ：審しん判ぱん長ちよう！　ワシらは棄き権けんするぞ！

一同：……………………は？




　数秒間、プレイヤーたちは沈黙する。




ＧＭ：……棄権……ですか。

グレイ：うむ。今回の対戦は棄権じゃ！

ＧＭ：……グレイが棄権を宣言すると、一いつ瞬しゆん会場が静まりかえります。そのあと、ザワザワという声が大きくなり、やがて怒ど声せいに変わります。

バヤン：（観客になって）ＢＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!

カルロス：（観客になって）ＢＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!

ＧＭ：激はげしいブーイングが嵐あらしのようにドラゴンファイヤーの皆みなさんに降ふりかかります。

リディル：は、はにゃぁ。

グレイ：まぁ、当然の結果だな。……とはいえ、一いち応おう綺き麗れい事ごとの言い訳わけをしておこうか。「血族の年長者であるベルフト殿下への礼れい儀ぎとしてひとまず勝ちを譲ゆずっただけのこと。次の戦いでは容よう赦しやはせん！」

バヤン：強がりというか、言い訳にしか聞こえませんな（笑）。

グレイ：まさに言い訳じゃからな（笑）。だが、これでよい。

カルロス：うーん棄権か……言われてみればその手もあった、という感じですね。

グレイ：実はＧＭは最初からヒントを出していたからな。気づいてみれば呆気ないものだ。

リディル：最初から？

グレイ：うむ。まずは今回予告の「姿を見せぬ真の敵」や「戦うべき真の敵を見極め」という文言。

カルロス：ああ、先ほども今回予告に仕掛けがあるって話題にしましたっけね。

グレイ：そしてダブルイリミネーションという対戦方式、つまり、一度なら負けていいというルール。その負けをどう使うかが肝きもだった、というわけじゃ。

バヤン：なるほど。わざわざ特殊な対戦形式にしたのには意味があった、ということか。

グレイ：さらに、ベルフト無双ルール。あれは「無策で二回ベルフトと戦ったら負け」というＧＭからのサインでもあった。

ＧＭ：…………。

グレイ：トドメに名誉点のルール。表に「棄権」という選択肢が書いてある（笑）。

リディル：そういえば棄権した場合、名誉点は大丈夫なんでしょうか？

カルロス：（名誉点の表を見ながら）それは問題ありません。一回棄権しても、リディル殿下が試合に出場し、勝ち残ればプラスに浮きます。

グレイ：そこも、そうなるように調節したんじゃろ（笑）。




　……はい。全部図星です。

　ここはプレイヤーの明めい察さつを讃たたえるところだが、ＧＭとしてはちょっぴり悔くやしい（笑）。




かわたな：さすがは社長。たとえ仕掛けを見破っても普通は棄権するなんて決断はできませんからね。

グレイ：決断の最後の一押しは、お前の登場じゃ！（一同爆笑）

ＧＭ：なお、試合会場では地鳴りのようなブーイングが続いています。

リディル：ベルフトお従兄様はどんな様子でしょう？

ＧＭ：苦笑しています。ただ、ベルフトは戦いを好みますが、勝つことより相手がベストを尽くすのを喜ぶ人なので、グレイの選択は物足りなくはあっても不満ではないようです。

リディル：なんだかちょっと安心しました。

グレイ：では堂どう々どうと競技場を退場しよう。次の試合に備えねばな。

リディル：あ……は、はい！

ＧＭ：では、ここでシーンを終了します。







◆Middle 07◆スカウティング




　ひとまずの危機は脱した。

　だがここからが本当の戦いだとも言える。

　まずは敵を知ることからと、リディルたちは対戦相手の調ちよう査さにかかった。




ＧＭ：続いて、無垢なる光のイノセント姫の祈りワールドとコロローナ商会の対戦が始まります。早朝から詰めかけていた客は、ベルフト対ドラゴンファイヤー戦の結果に意気消沈しましたが、その反動で盛もり上あがりました。

リディル：どっちが勝ったんですか？

ＧＭ：コロローナ商会が勝利しました。

リディル：どんな戦いだったんだろう？　見たかったな～。

ＧＭ：見れますよ。というか、次の対戦相手の戦いをチェックするのは当然です。……と、いうことで、ここで情じよう報ほう収しゆう集しゆうができます。

一同：おっ！

ＧＭ：調ちよう査さ項こう目もくは次の通り。なお、調査はひとり一回しか行なえません。




・オーダーについて　　　　　　　　　　　：難なん易い度ど18の【知力】【幸運】判定

・エメロードとの対戦の判定内ない容ようについて　：難易度16の【感知】【精せい神しん】判定

・ルナとの対戦の判定内容について　　　　：難易度18の【敏びん捷しよう】【知力】判定

・チャイとの対戦の判定内容について　　　：難易度16の【精神】【幸運】判定

・ファングとの対戦の判定内容について　　：難易度18の【感知】【器用】判定




グレイ：これは五項目のうち四項目しか調べられない。つまり、調べられない一項目をどれにするか、という選択になるわけじゃな？

ＧＭ：そうですね。そういう視し点てんで言えばその通りです。

リディル：なるほど。どの項目を落とすかが悩なやみどころなわけですね。

カルロス：この判定に、《ストリートワイズ》は使えますか？

ＧＭ：はい、情報収集なので、使えますよ。

グレイ：まず、どんな順番でどんな判定をするのかを知る必要があるから、オーダーについては絶対調べなければならない。

リディル：ああ、そうか。相手のオーダーが分からないと、自分たちに有利な相手を選んで戦えませんからね。

グレイ：残りは、それぞれが得意な能のう力りよく値ちで調査できる項目を選んで判定すればいいだろう。

バヤン：しかし、よくこんな分析できるような情報を集められるよな。

グレイ：その辺はミッティーやミネ・ストロネが仕事してくれとるんじゃろう。バックネット裏でビデオ撮影をしたりとか（笑）。

カルロス：ミッティーがビデオカメラを回すんですか？




　ビデオカメラで撮影する犬型エクスマキナ……実にシュールな光景である。




ＧＭ：それでは、調査の判定をお願いします。

リディル：わたしは【精神】が得意なので、エメリーを調べましょう。（ダイスを振ふる）達成値23で成功です。

ＧＭ：エメリーに勝つには、相手の妄もう言げんに揺ゆるがない強い意い志しが必要となるため、【精神】判定を行なうことになります。

リディル：【精神】判定が得意なのは……わたし、ですね（笑）。

グレイ：つまり。エメリーとの対戦に適てきしているのは、リディルだな（笑）。

バヤン：俺は、ファングを調べるか。【器用】で判定。（ダイスを振る）達成値22で成功。

ＧＭ：ファングはスナイパーライフルで敵を狙ねらってきます。狙そ撃げきを避よけるために【敏捷】判定を行なうことになります。

バヤン：なるほど。あいつは何となく兵隊クンに似にているからなあ。ぜひ戦ってみたい（笑）。

カルロス：自分は、チャイを調べましょう。【幸運】判定をします。《ストリートワイズ》を使用して……（ダイスを振る）達成値18で成功です。

ＧＭ：チャイは、普通の人間に比くらべて小さく、身体に攻こう撃げきを当てにくいのです。より精せい度どの高い攻撃を行なわなくてはならず、判定は【器用】を使います。

カルロス：なるほど。【器用】判定ならば、自分が一番得意ですね。

グレイ：では、最後にワシがオーダーについて調べよう。（ダイスを振る）達成値22で成功。

ＧＭ：オーダーは、エメロード、ルナ、チャイ、ファングの順となっています。

バヤン：これで、実じつ際さいの対戦のときに順番が変わってたら大だい惨さん事じだな（笑）。

ＧＭ：判定の趣しゆ旨しとしては、グレイが相手のオーダーを読み切った、ということになるので、そういう心配はありません（笑）。

グレイ：では安心して、エメリーにはリディルを、ルナにはワシ、チャイにはカルロス、ファングにはバヤンをぶつけることにしよう。

バヤン：了りよう解かい！

ＧＭ：では、最後に、次の対戦のオーダーを提てい出しゆつしてください。

グレイ：こちらは、リディル、グレイ、カルロス、バヤンの順だ。

ＧＭ：分かりました。では、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 08◆箱に入った罠わな！




　自分が策を巡めぐらせているとき、同時にどこかで誰だれかも策を考えている。

　物事が上手うまくいっているときには、つい忘わすれてしまうものだ。

　そして、それを思い出すのは、大たい抵ていその誰かの策が自分に及およんだときなのだ……。




ＧＭ：舞ぶ台たいは、第二試合試合終了後、コロシアムの控え室付近です。観戦を終えたみなさんが、控え室に戻もどってきて対戦相手の分析をしているころですね。

バヤン：さーて、次の試合に備そなえて昼ひる寝ねでもするか！

カルロス：なぜ昼寝（笑）。

ＧＭ：すると、皆さんの部屋の外で警けい戒かいしていた兵士がドアをノックして入室の許きよ可かを求めてきます。「コロシアムの係員から届とどけ物ものを預あずかったのですが」

バヤン：おっと、いったい何だぁ!?

カルロス：これは……怪しいなあ。

ＧＭ：警けい備び兵へいは「包み紙にアーネル家の紋もん章しようが描えがいてあるので、我々が粗そ略りやくに扱あつかうことはできないのです」と言います。

一同：紋章入りの包み紙！

バヤン：高級デパートかよ！（笑）

リディル：これは……どうしましょう？

グレイ：とりあえず、部屋に持って入ってもらおうか。

ＧＭ：許可を得た兵士が、大人の男だん性せいでも一ひと抱かかえもある大きさの箱を持って入ってきます。

カルロス：いきなり爆ばく発はつしたりはしないんだな。

ＧＭ：では、ここで［トラップ探知］、難易度は22です。誰かひとりが成功すればＯＫです。

グレイ：こりゃ、あからさまに怪しいのう。

リディル：確かに怪しさ全開ですね。

バヤン：オレは空気を読まずに言うぜ。いったい中に何が入ってるんだろーなー？（笑）

カルロス：やめんか！　この駄だ犬けん!!　殿下、トラップは私にお任せください。（ダイスを振る）よし、24で成功！

ＧＭ：では、カルロスは、この箱には開けると爆発する仕し掛かけがあることに気づきます。

カルロス：爆ばく弾だんか！

リディル：よかった。さすがはカルロスさん。

ＧＭ：箱が爆発したら、[image: ]点のＨＰロスだったのですが……。

一同：あ、あぶねぇ──っ!?

カルロス：前の戦いが、おバカな内容だったから油断したが、こちらが本命か……。

リディル：ここまでする……なんて陰湿な。

グレイ：レイウォールの王位がかかってるんだ、むしろこれぐらいやって当然じゃろ。

バヤン：トーナメントは華やかなでも裏はドロドロ……ってことか。

グレイ：危ないところじゃったな（笑）。さて、警けい備びの兵士に送り主を聞くか。

ＧＭ：すると、その兵士はぶるぶると真っ青な顔になって震ふるえながら、「コロシアムのスタッフが置いていったので」と言います。

グレイ：ではミッティーやミネ・ストロネに調べさせるか。ついでにこの箱も始末させよう。

カルロス：審しん判ぱん団だんに報ほう告こくしないんですか？

グレイ：敵てきの出方が分からんし、審しん判ぱんが味方とも限かぎらん。まずは調査が先じゃ。

リディル：なるほど。

カルロス：周囲全体を疑わなければならないのは厄やつ介かいだなあ。

バヤン：それにしても、アーネル家の紋章入りの包み紙ねえ。




　なんとも言えない微び妙みような空気がその場に漂ただよう。




リディル：本当にアレックさんがこの箱を送ってきたんでしょうか？

バヤン：あからさまに偽ぎ装そうっぽいよなあ（笑）。

カルロス：こうまであからさまだと、かえって判はん断だんに困こまりますね。

グレイ：手口としてはミック・ヴィルナーっぽい気がするのう。

バヤン：というと？

グレイ：あやつは他人をおちょくるのが上手うまいからな。意味のないものとあるものを織おり交まぜて考えさせるのはお手ものじゃろう。

カルロス：なるほど。




ミック・ヴィルナー

　通称〝幸こう運うん軍師〟。レイウォール分ぶん裂れつ後、レイウォールアライアンスという勢力を率いる。

[image: ]




グレイ：こちらと見せかけて注意を引きつけ、逆ぎやくから攻せめる。このパターンだと爆弾に気を取られすぎることで足を掬すくわれかねないから注意が必要じゃ。

バヤン：そう言われると、そんな気がしてきた（笑）。

グレイ：次はアレックの雇やとったチームとの戦いだ。そこで問いただせば良いだろう。

リディル：そうですね……。

ＧＭ：では、このシーンを終了します。次こそかわたなの出番だ。

かわたな：はっ。お任せを（笑）。







◆Middle 09◆対戦、〝無垢なる光のイノセント姫の祈りワールド〟！




　すでに一敗しているため後がないドラゴンファイヤー。

　しかも、爆弾事件の影響による動どう揺ようは隠かくせない。

　厳きびしい戦いが始まろうとしていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。ＰＣは全員登場してください。

一同：はい。

グレイ：ところで、試合が始まる前に、ファングたちと話をしたいんだが、いいだろうか？　さっきの刺客について問とい詰つめたい。

ＧＭ：いいですよ。では、競技開始前に選手同士が挨あい拶さつをするタイミングでどうぞ。

グレイ：では、入手したアーネル家の紋章入りの包み紙を無垢なる光のイノセント姫の祈りワールドに見せて、「おぬしらは、ずいぶんと面白い手を使うようだな」と言おう。

ＧＭ：すると、ルナは眉まゆがしかめて「何のことだい？」と言います。

グレイ：おお、唯一まともに会話できそうなルナが出てきたか（笑）。

バヤン：ここに描えがかれてる図ず柄がらが何か分からないのか？

ＧＭ：「アーネル家の紋章だろう？　それがどうした？」と怪け訝げんそうな顔をします。他のメンバーも、何のことか分からないといった顔をしています。

リディル：演えん技ぎ……ではないですよね？

ＧＭ：ええ。判定しなくてもわかるくらいあからさまな反はん応のうです。

グレイ：……なるほど。アレックはともかく、ルナたちは刺客たちと関係はなさそうだな。

バヤン：とりあえず、試合は正々堂々と戦えそうだな！

カルロス：バヤン……お前は前向きだなあ……。

ＧＭ：それでは、第二回戦Ｂの対戦に移うつりましょうか。「続いて、無垢なる光のイノセント姫の祈りワールドとドラゴンファイヤーの対戦を開始します！」というユーフェミアのアナウンスに、観客たちは沸わき上あがります。

リディル：今度は観客をガッカリさせませんよ！




▼第一試合

ＧＭ：さて、第二回戦Ｂの一試合目。ユーフェミアが「一番手、エメロード選手！　対する相手はリディル選手です！」とアナウンスします。

グレイ：せっかくだから、エメリーの演出はかわたながやればいいと思うよ（笑）。

かわたな：えっ!?　は、はぁ……。

ＧＭ：どうした？

かわたな：いえね。ちょっとこっ恥ぱずかしいだけですよ（笑）。

ＧＭ：……まあ、その気持ちは分かる（笑）。

リディル：かわたなさん演じるエメリーは、どんな感じになるんでしょう！　楽しみです！（わくわく）

かわたな：では……。（エメリーになって）「はっ……み、見えます！　あなたとは、前世からの因いん縁ねんの糸が……！」（一同笑）




　いかにも「らしい」ロールプレイを繰くり出だすかわたな。

　さすがである。




リディル：確かにエメリーならそういうことを言いそうです（笑）。

かわたな：エメリーは自分が乗っている馬を指して「ちなみにこちらは、我わが愛馬エリザベスですぅ」と言います。

カルロス：愛馬だったのか!?（笑）

かわたな：「天から遣つかわされた神しん馬ばですぅ」　まつげがやたら長い馬で、段だんボール製せいの羽とかついてます。

リディル：偽にせ物ものじゃないですか！（笑）

かわたな：エメリーは「運命を感じるのに、敵として戦わねばならない悲ひ劇げき！　ああ、これもすべてアタシの中に封ふう印いんされている邪じや悪あくなもののせい！　ああ、体が勝手に！」と、宙ちゆうに舞まって急きゆう降こう下かしながら攻撃してきます。

バヤン：ああ、エメリーは《ウイング》を持ってるから、飛行状じよう態たいになれるんだよな。

カルロス：それ、エメリーが馬を持ち上げてるから！　乗ってないから！（笑）




　本当だ（笑）。




かわたな：ともかく、「天馬が空を一直線に駆かけ、相手を攻撃する」という設せつ定ていに基もとづき、エメリーが自分のスキルを使って攻撃をしかけますよ。

リディル：向こうが一直線に突つっ込こんでくるなら、軌き道どうを読みやすいですよね？　わたしがさっと避よければ、エメリーさん、勝手に自じ爆ばくするんじゃ？（一同笑）

ＧＭ：そろそろ、判定をしましょうか？（笑）　【精神】判定、エメリーは11＋２Ｄです。

かわたな：太陽に向かって跳ちよう躍やくしますよ！　「ハイジャンプ・スターライト・エメロード・スペシャル！」　（ダイスを振る）６と……１。達成値は18です。

一同：……ふう。

バヤン：やべぇ！　田中さんが６を出すと、クリティカルしたかと思って緊張する（笑）。




　その辺はＧＭの意い図と通りなので嬉うれしい限かぎりである（笑）。




かわたな：まあ、そうそうクリティカルなんて出るもんじゃないから、安心してよ（笑）。

ＧＭ：『デスマーチ』のときもそうならいいのに……。

カルロス：ＧＭが愚ぐ痴ちってる（笑）。

リディル：こちらも判定しますよ！　（ダイスを振る）達成値23。わたしの勝ちです！

かわたな：（エメリーになって）「ああっ!?　太陽が思った以上にまぶしくて、何も見えないですぅ～!?」

一同：そんな負け方かよ！（笑）




　こうして……無垢なる光のイノセント姫の祈りワールドの先せん鋒ぽうは自じ滅めつしたのだった。




かわたな：観客席にいたユーノスは「設定に溺おぼれるから、こういうことになるのですよ……」と呟つぶやきます（一同笑）。

グレイ：ユーノス、お前が言うな（笑）。

リディル：ろ、ローリングスター兄妹が面白すぎて、お腹なか痛いたい……！（笑いすぎて机つくえに突つっ伏ぷしている）

かわたな：は、呼こ吸きゆう困こん難なんになるほど笑っていただけて嬉うれしいです（笑）。

グレイ：プレイヤーの体力を削けずってくるとは。思った以上に恐ろしい相手だな、ローリングスター兄妹は（笑）。

ＧＭ：なお、会場はあっけに取られたあと、ブーイングの嵐に（一同笑）。

バヤン：そりゃあ、今何が起こったのか、観客には理り解かいできないだろうからなぁ（笑）。

リディル：プレイヤー視点だと面白いんですけど、実際コロシアムにいる観客には伝わらないでしょうね（笑）。




▼第二試合

ＧＭ：続いて次の試合はルナ対グレイですが……ルナの判定は、ルナのプレイヤーである藤井さんにダイスを振ってもらいましょう（一同笑）。

リディル：は、はい、分かりました！




ルナ・チャンドラ

『イェーガー』シリーズのＰＣ。プレイヤーは藤井忍。鎧を着たメイジ。『イェーガー』シリーズにおける常識人枠ツツコミ。犯罪組織〝王おう蛇じや会かい〟のメンバーでもある。




　しかし、ルナはグレイの前にあっけなく敗はい退たい。




グレイ：よし、二勝目じゃ！

バヤン：エメリーが濃すぎたせいで、今度は淡たん泊ぱくに感じるなあ（笑）。

リディル：ルナのプレイヤーとしてはちょっとだけ複ふく雑ざつな気持ちです（笑）。

カルロス：これで、次の試合に勝てば勝かち抜ぬけですね。

バヤン：頑がん張ばれよ、兵隊クン。

カルロス：しまった！　自分にプレッシャーを掛かけるような真似まねをしてしまった！（笑）




▼第三試合

ＧＭ：それでは、第三試合に移りましょう。チャイ対カルロスです。

かわたな：（チャイになって）「行くっちゃよ～！」　ごろごろごろ（転がる音）。

カルロス：じ、馬上槍試合ジヨウストでしたよね!?

ＧＭ：はい。馬の鞍くらに台だい座ざを固定して、その上にチャイがちょこんと乗ってます（笑）。

カルロス：な、何だコレは！　知ってはいたがそれでも突つっ込こみを禁きんじ得えない！（笑）




チャイ

　球形のエクスマキナ。外見からは想そう像ぞうできないが、繊せん細さいな乙おと女め心ごころの持ち主。人間形けい態たいになることを夢ゆめ見みて旅を続けている。本来のプレイヤーはピアニィと同じ声せい優ゆうの大竹みゆ。




リディル：ええと、彼かの女じよの外見はあんまり気にしない方がいいかと……（笑）。

かわたな：チャイは「この戦いに勝てば、きっとまた一歩、人間に近づくっちゃ～！」と張はり切きっています。

ＧＭ：では、判定になります。【器用】判定。チャイは13＋２Ｄです。

かわたな：（ダイスを振る）チャイの達成値は21！

グレイ：お、これは高いな。

リディル：チャイは乙女おとめとして、自分の女子力に磨みがきをかけるのに懸けん命めいですから、【器用】が高いんですよ、きっと（笑）。

カルロス：（ダイスを振る）……達成値21！

リディル：ひ、引き分け!?




　意い気き揚よう々ようと突っ込んでくるチャイ。

　カルロスは彼女を固定する小さな台座に狙ねらいを絞しぼった。

　弾だん丸がんは見事に台座だけを破は壊かいし、チャイはころりと地面へと転がり落ちる。

　だが、チャイはその身体から巨きよ大だいな右みぎ腕うでをにょっきりと生やすと、カルロスにぶつけた！




バヤン：おーっとチャイ選手！　渾こん身しんのウェスタンラリアットだあああああ!!

カルロス：なんでいきなりプロレス実じつ況きようになるんだよ！（笑）

ＧＭ：結果、両者リングアウト……もとい馬上から転がり落ちてしまいました（笑）。

カルロス：……リディル殿下、面目ありません。

リディル：引き分けなら十分ですよ。

グレイ：これで、この対戦での我々の勝利は確かく定ていしたからのう。




　ここまでドラゴンファイヤーは二勝一引き分け。

　つまり、トーナメントの勝ち抜ぬけは決定したのである。




ＧＭ：うーん。ここまでかわたなのクリティカルなしか。

かわたな：まあ、そうそう都合よくは出ませんよ。




　それもそうだな。




▼第四試合

ＧＭ：というわけで、最後の試合はファング対バヤンです。

かわたな：ファングは「やれやれ、消化試合になっちまったな」と言いながら出てきますよ。

バヤン：へっ！　逃にげてもいいんだぜ？　だいたい、そんな銃一本で、俺の機動力にかなうとでも思っているのか？（一同笑）

カルロス：何で貴様は着々と負けフラグを立てているんだ!?（笑）

かわたな：ファングは「オレは今日を生き残り、必ずやつを倒たおす……！」と言いながら、銃を構かまえる。

バヤン：なんてこったい、主人公みてぇなこと言いやがる！　これじゃあまるで俺が悪役みたいじゃねーか！　よし、そんなＰＣ①根こん性じよう、踏ふみ潰つぶしてやらぁ！（一同笑）

カルロス：自じ覚かくがあるなら、態たい度どを改めろ！（笑）

リディル：今回はきれいなバヤンさんじゃなかったでしたっけ？（笑）

ＧＭ：では、判定に移ります。能力値は【敏捷】。ファングは13＋２Ｄです。

かわたな：（ダイスを振る）達成値は21だ！

グレイ：おっ、なかなか最後は手ごわそうだぞ？

バヤン：俺はバートルだから、騎乗している方が楽に動ける。15＋２Ｄだから、余よ裕ゆう余裕！（ダイスを振る）達成値22で、俺の勝ち！　「馬ば鹿かめ！　槍やりはフェイントだ」（一同爆笑）




　バヤンが振ふるう槍をかわし、ファングは銃を構かまえようとした。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、視し界かいいっぱいにひろがったのは、バヤンの乗るムガ＝モリの姿すがただった。




バヤン：悠ゆう々ゆうとファングを踏ふみつけて、俺は去って行く！（笑）

かわたな：は、ファングは踏ふまれて倒たおれました（笑）。

グレイ：なんか、割わりとあっさりと勝ってしまった気がする。

かわたな：まあ、『イェーガー』チームは、エメロードを除のぞいてさほどモチベーションが高くなかったのでしょう（一同笑）。「やれやれ」とファングはため息をつきますよ。

バヤン：お疲つかれさん。あんたのチームは、ここで試合終了だ。あとはゆっくり休むんだな。

リディル：あっ、そうか！　これで無垢なる光のイノセント姫の祈りワールドは二敗になったので、敗退決定なんですね！

ＧＭ：この時点でドラゴンファイヤーの名誉点は＋20点されて、合計マイナス10点です。

バヤン：次も勝てばプラスになるな。

リディル：ようし頑がん張ばりますよ！




＊　＊　＊




ＧＭ：さて、ここで、ルナがこっそりとリディルのところへやってきます。

リディル：はにゃ？　あたしルナがわたしリデイルのところに？（一同笑）

ＧＭ：はい。ルナは「ちょっと話があるんだけど……」とみなさんに話しかけてきます。「実は、あたしたちは、王おう座ざ決定戦に勝つための代闘とう士しの仕事とは別の目的があって、この競技会に潜もぐり込こんでいたのさ」

グレイ：そうだよな。そうでないと、エメリーたちがここにいるのはおかしい（笑）。

ＧＭ：「アンタたちも気づいているようだね。この大会には裏うらがあるって」

リディル：裏、ですか……？

ＧＭ：「バルムンク、って組そ織しきがあるのは知っているかい？　最近、アベルってヤツがばらして有名になっちまった組織なんだけどさ」

リディル：……ええ、存ぞんじ上あげています。

ＧＭ：「どうも、そのバルムンクって連中がこの大会の裏で動いていて、よからぬことを企たくらんでるみたいなのさ。あたしたちは、バルムンクの動向を調べるために、このトーナメントにもぐりこんだってわけ」

リディル：なるほど。

ＧＭ：ルナは「……それで、あんたたち、そのバルムンクに関して、何か知らないかい？」と、問いかけてきます。

リディル：油ゆ断だんならない敵である、ということだけは……。ここで何をしているかとかは、残念ながら存じ上げていません。

グレイ：ああ、せっかくだから、アーネル家の紋章入り包み紙を渡わたしておくか。「これをおぬしらに預あずけておこう」

ＧＭ：「試合前にも見せてきたね。これが一体どうしたんだい？」

グレイ：ワシらは試合前に爆弾を送りつけられてな。その箱を包んでいたのがこれだ。

ＧＭ：「なんだって!?」と驚いたあとで、「……なるほど。バルムンクとアーネル家が繋つながっているかもしれないってか？」とルナは言います。

グレイ：バルムンクがこの大会で暗あん躍やくしているなら、爆弾の送り主とも関かかわりがあるかもしれないと思ってな。

ＧＭ：「なるほど。恩おんに着るよ」と紋章入りの包み紙を受け取ります。「連中は、どんな手を使ってくるかわからないから、引き続き用心しな」と言います。

リディル：はい、ありがとうございます。そちらも気をつけて。

ＧＭ：「ああ。それじゃあ」と言うと、ルナは手を振って去っていきます。

リディル：共通の敵を相手にしている人が、近くにいるんですね。少し心強いです。

ＧＭ：では、みなさんがルナが仲間たちのところに戻もどるのを見送ったところで、このシーンを終了しましょう。
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◆Middle 10◆ベルフト対コロローナ商会




　お次の対戦は、ベルフト対コロローナ商会だ。

　おそらくは次の相手となるのはベルフトではなく彼らだろう。

　リディルたちは次の戦いに向け、準じゆん備びをすることになる。




ＧＭ：さて、次のシーンはマスターシーンです。コロシアムでは、第二回戦Ａのベルフト対〝コロローナ商会〟が行なわれます。

バヤン：か、かわいそうに。万全の状態のベルフトと戦うなんて……。

リディル：はにゃあ。わたしたちが棄権したばっかりに。

グレイ：これも勝つためだ。やむを得ん。




　四人の代闘士が四度ベルフトの前に立ちはだかる！

　……だが。




ＧＭ：当然のように、対戦はベルフトが勝利します。

一同：ですよねー（笑）。

グレイ：うむ。いかにコロローナ商会でもベルフトの強さには到とう底ていかなわんじゃろう。

ＧＭ：それでも、会場は大いに盛り上がります。あのベルフトの技が見られたわけですから。

バヤン：めったに見られるものじゃないからなぁ。

かわたな：ベルフトとの打ち合いで、フレアさんは新しい技のヒントを得たりして。

リディル：フレアさんは、負けても元気っぽい気がします。「いい戦いでした」とか「勉強になりました」って言ってそうです。




　わいのわいのと、ＮＰＣの演出を始めるプレイヤーたち。




バヤン：（ベルフトになって）「エリンディルか。この大陸で成すべき事を終えたら、そちらにも出向いてみるのもいいかもしれんな」

かわたな：「クラン＝ベルにあるコロシアムなら、あなたを歓かん迎げいしてくれますよ！」とか言いそうですねぇ（笑）。

リディル：きっと、行ったらスター選手になれますよ（笑）。

かわたな：リディル殿下、密ひそかに厄介払ばらいをしようとしていません？（一同笑）

ＧＭ：マスターシーンだったはずが、みなさんの演出のおかげで楽をしてしまいました（笑）。この辺で、シーンを終了しましょう。







◆Middle 11◆コロローナ商会と爆ばく弾だんの調ちよう査さ




　事じ態たいはやや複ふく雑ざつさを増ましていた。

　当面の敵てきであるコロローナ商会に加え、爆弾の送り主という要よう素そが増ふえたからだ。

　持てるリソースをどのように割わり振ふるか。

　リディルたちの決けつ断だんのときが近づいていた。




ＧＭ：次のシーンは、ＰＣ全員登場です。このシーンでは次の対戦相手であるコロローナ商会との試合について、情じよう報ほう収しゆう集しゆうが行なえます。

リディル：はーい！

ＧＭ：調べられる項こう目もくは以下の通りです。




・オーダーについて　　　　　　　　　　：難なん易い度ど19の【感知】【幸運】判はん定てい

・セレネとの対戦の判定内ない容ようについて　　：難易度18の【感知】【精せい神しん】判定

・フレアとの対戦の判定内容について　　：難易度18の【感知】【器用】判定

・ドルとの対戦の判定内容について　　　：難易度18の【精神】【知力】判定

・ユーノスとの対戦の判定内容について　：難易度18の【器用】【幸運】判定

・爆弾の送り主について　　　　　　　　：難易度20の【知力】【感知】判定




リディル：調査項目が増ふえてる！

グレイ：ぬう。つまり調査できない項目が二個こに増えたということじゃな？

ＧＭ：そうなります。

リディル：対戦相手に関してはふたり分しか調べられないってことですね……。

ＧＭ：そういうことです。

グレイ：うーむ。オーダーについては必ひつ須すだからそこを調べるのは確かく定ていだとして……爆弾の送り主について調べるかどうかの判はん断だんが悩なやましい。

リディル：少なくとも、爆弾の送り主の目的がなんなのかについては知りたいですよね。

カルロス：では、自分は《ストリートワイズ》を使用して、爆弾の送り主について調査をしようと思います。

グレイ：ワシは《トリビアリスト》を使って、オーダーを調査しよう。

リディル：問題は対戦相手の誰だれについての調査をするのか……ですが。

バヤン：俺おれはフレアかユーノスを調べるのが良さそうだ。

リディル：わたしは……セレネさんかドルさんを調査するのが良さそうですね。

グレイ：では、バヤンにはフレアを、リディルにはセレネを調査してもらいたい。たぶん、このふたりが重要だろうからな。

リディル：分かりました！

カルロス：では、自分から始めましょうか。爆弾の送り主について調べます。（ダイスを振ふる）出目10、達成値ちは20！

ＧＭ：では、無垢なる光のイノセント姫の祈りワールドのルナがやってきて、紋もん章しよう入りの包み紙の調査結果を教えてくれます。

カルロス：ほほう。それで？

ＧＭ：「爆弾を送ってきたのは、ガングの配下のようだよ。名前をティアナというそうだ」

バヤン：なんだとう！

カルロス：ガングがアレックの仕し業わざに偽ぎ装そうしたのか？

ＧＭ：「それから重要なことがわかった」と、ルナ。

バヤン：いったい何がわかったんだ？

ＧＭ：「アレックはどうやらレイウォールアライアンスとつるんでるらしいぜ」

一同：な、なんだって！

ＧＭ：「競技に負けて王座に即けなくなったアレックがアライアンスと連絡をとっている現場を押さえた。次は連中の目的を探るよ」というのがルナからの情報でした。

リディル：ありがとうございます……って、自分のＰＣにお礼するのは不思議な感じ（笑）。

ＧＭ：さて、次は誰が調べますか？

リディル：それじゃあ、わたしがセレネを調べます。ファンブルしなければ成功ですよ。（ダイスを振る）出目が４!?　20で成功です。

ＧＭ：セレネとの試合は、【幸運】での判定となります。

バヤン：【幸運】はカルロスが得意だな。まあ、グレイが《トリビアリスト》で判定したほうが強かったりするが（笑）。

グレイ：藤井忍ふじい・しのぶＰＣ殺しのグレイと呼よんでくれ（一同笑）。

リディル：わたしを殺さないでくださーい！（笑）

バヤン：次は俺がフレアを調べるぜ。【器用】で判定！　（ダイスを振る）達成値24で成功！

ＧＭ：フレアとの試合は【筋きん力りよく】での判定となります。真っ向勝負からの純じゆん粋すいな力のぶつかり合い、というイメージですね。

バヤン：わかりやすくていいな。フレアの相手は、俺がやらせてもらうぜ。

グレイ：ワシは《トリビアリスト》を使用して、オーダーを調べる。（ダイスを振る）達成値23で成功だ。

ＧＭ：さすがですね。オーダーは、セレネ、ドル、ユーノス、フレア、という順番です。

リディル：どの能のう力りよく値で判定するのか、わかっているのはふたり分だけなのですよね……。

グレイ：不向きな能力値で判定するのには前回のシナリオでこりたからのう。




　ここで、対戦相手ふたりまでしか調べられなかったことが影えい響きようしてくるわけである。




カルロス：さて、どうしよう。

グレイ：フレアは、間ま違ちがいなくバヤンが対決するのがいいだろう。

バヤン：残りのふたりは、判定に使う能力値が分からない以上、ギャンブルになるなぁ。

カルロス：ユーノスはどうなんでしょう？　歌に耐たえるために【精神】判定か、飛んでいるのを落とすために【器用】判定あたりな気がしますが。

バヤン：ローリングスター兄妹は、お嬢じようが相手するのがいいんじゃないか？（一同笑）

リディル：実は、わたし自身もユーノスさんと戦ってみたいと思ってました（笑）。

カルロス：自分はセレネ殿どのに当たりましょう。【幸運】は10ありますので、相手の出目次第な気がします。

グレイ：そうだな。では、ワシはドルと対戦しよう。

リディル：おおっ、同プレイヤーキャラの対戦！（笑）

ＧＭ：オーダーが決まったら、申告をお願いします。

グレイ：わかった。セレネ対カルロス、ドル対グレイ、ユーノス対リディル、フレア対バヤンという組み合わせでいこう。

ＧＭ：では、みなさんが競技場に向かうところで、このシーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 12◆対決、コロローナ商会！




　この対戦に勝てば、次はいよいよ決勝戦。

　相手は別の大陸から渡わたってきたという一行。

　競きよう技ぎ場じようでの対戦になれた面々だという。

　だが、レイウォール王国の未来のために、負けるわけにはいかなかった。




ＧＭ：では、いよいよ、ドラゴンファイヤー対コロローナ商会の対戦となります。

リディル：はいっ！

グレイ：何だか、他人には思えない相手との試合だ（笑）。

リディル：そ、そうですね……（笑）。




▼第一試合

ＧＭ：第一試合は、セレネ対カルロス。




セレネ・コロローナ

『レジェンド』シリーズのＰＣ・プレイヤーは藤井忍。ヒューリンのプリースト。

　フレア・コロローネの妹。かつて〝風雲児〟と呼ばれた父親を捜してアルディオン大陸にきた。トレードマークは妙に存在感のあるファミリアのポメロ。




ＧＭ：せっかくですので、セレネの判定は、藤井さんに振ふってもらいましょう。【幸運】判定で、８＋２Ｄです。

リディル：では、セレネの判定をします。（ダイスを振る）出目が８なので……達成値は16。

カルロス：２Ｄで６以上を出せば勝てます。（ダイスを振る）ぐっ!?　ひ、低い!?　出目が２と２で合計４！




　やってくれるぜカルロス！




かわたな：齋さい藤とう君。君のダイス目はオイシイなぁ。

カルロス：ありがとうございます……嬉うれしくないけど（笑）。

バヤン：成功する確かく率りつの方が高いから、ここは振ふり直しておいた方がいいんじゃないか？

カルロス：そうだな。フェイトを１点使って振り直す！

ＧＭ：では、振り直しの判定をどうぞ。

カルロス：（ダイスを振る）うおおおおおおおおおおおおおおおおぉ!?　また４!?

一同：うそぉ！

カルロス：達成値14……結局失敗です！（ガックリと肩かたを落とす）

バヤン：兵隊クンって、本当に……オイシイな（笑）。

ＧＭ：カルロスは50点のＨＰロスを受けます。




　セレネの盾たてに銃じゆう口こうを向けようとしたカルロス。

　だが、ふいに飛び出してきたセレネの使い魔まであるポメロに気を取られてしまう。

　その隙すきをつかれて、セレネの魔ま法ほうがカルロスに撃うち込こまれる……。




かわたな：……という感じですかね。なお、ユーノスがセレネの勝利を祝って音楽を奏かなでますよ。「ら～らら～♪　これが、エリンディルに名をとどろかせたコロローナ商会の力♪」

リディル：ユーノスさん、ありがとうございま～す♪　えへへ、なんだかうれしい……。

バヤン：お嬢じよう！　他のＰＣに侵しん蝕しよくされはじめてるぞ！（笑）

リディル：……はっ！（笑）

カルロス：リディル殿下しっかりしてくださいよー！

ＧＭ：観客たちは地元とも言えるコロローナ商会の勝利に大喜びです。

バヤン：くっそー！　アウェーな感じバリバリだぜ。




▼第二試合

ＧＭ：次の試合はドル対グレイです。




ドル・ジャマダル

『レジェンド』のＰＣ。プレイヤーは鈴吹太郎。ネヴァーフのソーサラー。

　コロローナ商会の番頭。堅実な人生がモットーのはずだが、諸事情あって大陸を渡ってまで競技場で戦うことになった苦労人。




リディル：いよいよ社長のＰＣ対決が！

バヤン：これ、どうやって判定するんだ？（笑）

ＧＭ：ふたり分振るのも何ですから、ドルの判定はかわたなに振ってもらいましょう。

かわたな：了りよう解かいしました。「ではゆくぞ、グレイとやら」（笑）。

ＧＭ：では【知力】判定を。ドルは12＋２Ｄを振ってください。

かわたな：（ダイスを振る）出目は７。達成値は19です！

グレイ：（ダイスを振る）出目は11。達成値は28で、ワシの圧あつ勝しようだ。




　グレイはドルに、真っ当な魔法対決を挑いどんだ。

「投げたコインが地面に落ちた瞬しゆん間かんから、試合開始だ。いいな？」

「もちろんじゃ」

　グレイがコインを弾はじき、宙ちゆうにコインが舞まった瞬間……。

　グレイとドルは、ふたりとも魔法を撃うち合あっていた。




グレイ：……とまあ、そういうことがあったと思いねえ（笑）。

カルロス：お互たがい、ルール違い反はんしてるじゃないですか！（笑）

ＧＭ：ともあれ、グレイの勝利で一勝一敗となり、会場は大いに盛もり上あがっています。

バヤン：今回はいい試合運びだなぁ。

カルロス：ようやく、試合らしい試合になってきた気がする。

ＧＭ：まあ、今までがしょっぱすぎたと言えますが。




▼第三試合

ＧＭ：そして第三試合。ユーノスＶＳリディルです。

リディル：よーし、頑がん張ばりますよ！　こんにちは～！　良いお天気ですね～（にっこり）。

かわたな：ユーノスとしてお答えします。「はい、こんにちは～。ええ、宙を舞まうには最さい適てきです」（笑）

バヤン：なんか、急にほのぼのしてきたな……。

かわたな：「美しきリディル嬢。ボクの不ふ肖しようの妹、エメリーを倒たおしたようですが……」

リディル：は、はい。えっと……実にユニークな方でした（笑）。

グレイ：エメロードはローリングスター家の中でも一番の小者！（一同笑）

一同：本当にロクでもない一族だよ！

かわたな：我わが一族の真の力をお見せしましょう……と言ったユーノスが、持っている楽器の弦げんをかき鳴らすと、周りの空気が一変し、観客たちが、「おお！　なぜか、穏おだやかな風の吹ふき渡わたる草原にいるようだ！」と反はん応のうし始めます！（一同笑）

バヤン：おお、草原を感じる、だと！（笑）

リディル：……そういえば、バヤンさんは草原の民でしたっけ。

バヤン：俺は故こ郷きようへ帰るんだ～……って、何で俺はいきなり帰ろうとしてるんだ!?（笑）

かわたな：「ふふ。歌を歌い、聴きくものの郷きよう愁しゆうをかきたて、我われを忘れさせた瞬間に攻撃をする、という作戦です！　どうですか？」

バヤン：案外えげつねぇ作戦を使うじゃねぇか！（笑）

カルロス：……おい、駄犬。

バヤン：なによ？

カルロス：お前、この試合に関係ないだろ！（笑）




　カルロスの言うとおりである。




ＧＭ：では、判定に移うつりましょう。【精神】判定です。ユーノスは12＋２Ｄしてください。

かわたな：（ダイスを振る）８！　達成値は20！

リディル：（ダイスを振る）出目は９ですから、達成値は25。わたしの勝ちです！




　幻げん想そうを見せるユーノスの呪じゆ歌か。

　しかし、リディルは幻まぼろしに惑わされることはなかった。

「強い心がなくては、国王にはなれないそうですから……」

　リディルの振ふるうメイスは、的てき確かくにユーノスを捉とらえていた。




かわたな：「ばっ、馬ば鹿かな!?　ボクの音楽が効きかないなんて！」

リディル：バヤンさんに効いちゃったせいか、わたしには効こう果かがなかったです（笑）。

ＧＭ：歌を歌い、ポーズを決めるユーノス。しかし、リディルは幻げん影えいに惑わされることなく、ユーノスを打うち据すえました。

かわたな：はい。殴なぐられて、ばたりと落ちました（笑）。

ＧＭ：これで〝ドラゴンファイヤー〟の二勝一敗。会場は大だい歓かん声せいに包まれています。

グレイ：一いち応おう星勘かん定じようではワシらが有利になったが……。

カルロス：残るひとりが問題ですね……。




▼第四試合

ＧＭ：さて、観客たちの沸く中、最後……フレア対バヤンの試合が行なわれます。フレアが登場すると、会場がさらにヒートアップします。

バヤン：なーんか、超ちようアウェーな気分。ま、それでも、やるしかないけどな。

かわたな：フレアさんはぶんぶんと大きな剣けんを振ふり回まわし、ポーズを取って観かん衆しゆうの歓かん声せいを浴びています。

バヤン：そういや、俺もなんだかんだで一回ここのコロシアムに出てるんだよな。

カルロス：そういえば、そんなこともあったなあ。

バヤン：「あのときのあんたの活かつ躍やくを見て、あんたと戦ってみたかったんだよ」とフレアに声をかけよう。

リディル：バヤンさん。それは悪役のセリフです！（笑）

カルロス：しかも直後に負けるパターンの（笑）。

かわたな：フレアさんは「はいっ！　こちらも、全力で挑いどませてもらいますよ！」と明るく返事をします。

リディル：さすがお姉ちゃん！　相手の話を聴いているようで聴いてない！（笑）

カルロス：殿でん下か！　またキャラが引きずられてます！（笑）

リディル：……はにゃ！　つ、つい！（笑）

ＧＭ：フレアはにこっと笑って、「ただ、何よりも気になるのは、バヤンさんとカルロスさんとの仲なんですけど。その後、進しん展てんはありましたか～？」と目を輝かがやかせて訊いてきます。

リディル：そうそう、フレアお姉ちゃんは、気にしてました（笑）。

カルロス：……コロローナ姉妹とは関わってはいけないという警けい報ほうが、頭の中に鳴なり響ひびいている（笑）。

かわたな：フレアはキラキラした目でふたりを見つめます。

バヤン：背せ筋すじがぞっとする目つきだ……。はっ、これがコロシアムのチャンピオンの威い圧あつってやつか！（一同笑）




　多分別のものだと思う。




ＧＭ：では、判定に移りましょう。【筋力】判定で、フレアは15＋２Ｄで振ってください。

かわたな：（ダイスを振る）うっ、ちょっと低い？　達成値は20。

バヤン：ふふふ、それならばファンブル以外で成功だ。

カルロス：やめろ！　それはフラグだ！（笑）

バヤン：だーいじょうぶだって！　たぁ！　（ダイスを振る）達成値26で勝った！




　フレアの大たい剣けんが一いつ閃せんする。

　そのギリギリの範はん囲いを見切ってバヤンの槍やりがフレアの盾をはじき飛ばす！

　ここに、第三回戦の決着がついたのだった。




かわたな：フレアは「きゃっ！」と悲鳴をあげ、降こう参さんのポーズを取ります。

バヤン：へっ、あんたの太刀たち筋すじは見事なもんだったが。ただ、邪じや念ねんが混まじっていたようだな！（一同笑）

リディル：まあ、確たしかに邪念は邪念ですね……（笑）。




＊　＊　＊




ＧＭ：以上で、第三回戦は終了しました。

カルロス：これで名めい誉よ点はプラス10点になりますね。

リディル：よ、よかった。

ＧＭ：勝者であるドラゴンファイヤーのみなさんは拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びます。

バヤン：ひゃっほーう！

リディル：何だかうれしいですね♪

ＧＭ：そして、決着がつくと、観客席で観戦していたガングは悪あく態たいをつき、会場から出て行ってしまいます。

バヤン：無理もない、これでヤツが王様になる目はなくなったからな。

ＧＭ：対戦終了後に〝コロローナ商会〟がリディルたちに挨あい拶さつに来ます。

グレイ：そうか。なら訊ききたいことがあったのじゃ。

ＧＭ：「なんでしょう？」とフレア。

グレイ：おぬしたちはどうしてガングに雇やとわれとったんじゃ？　金が目的とも思えんが。

ＧＭ：フレアは「ガングさんは、わたしたちのお父さん……風雲児の情報を持っている、と言ってきたんです」と説明します。

リディル：なるほど。お父さんの情報と言われたら、協力せざるを得ませんね。

ＧＭ：そしてドルは「実は、ガングがよからぬことを企たくらんでいるやもしれぬ。おぬしらも、くれぐれも気をつけるのじゃ」と言ってくれます。

カルロス：よからぬこと？

ＧＭ：「うむ、そうじゃ。得体の知れないやつと密みつ談だんしているのを、この目で見たぞ」

リディル：得体が知れない……というとバルムンクを連想します。

グレイ：確かにな。バルムンクを警戒すべきか、それともアライアンスの方か？




　首を捻って考えるグレイ。




カルロス：アレックかガングが組んでる相手のどちらかが「真の敵」なんでしょうか？

グレイ：まだわからん。情報が足りとらんしな……。

リディル：ともかく、フレアさんたち、貴き重ちような情報をありがとうございました！

ＧＭ：「がんばってくださいね！」とフレアが言ったところで、このシーンは終了です。ここで、かわたなの出番は終了となります。

かわたな：では、みなさん、がんばってくださいね～！

一同：お疲つかれ様さまでした～！







◆Middle 13◆決勝戦の前に




　次はいよいよ決勝戦。ベルフトとの対決だ。

　だが、その前に、リディルたちは調べなければならないことがあった。




ＧＭ：ではシーンが変わりました。

リディル：では、すかさずここでカルロスさんに《ヒール》を使います。

カルロス：ありがとうございます、殿下。




　こうしてカルロスの【ＨＰ】は回復。話は決勝戦の話題に戻る。




ＧＭ：次の試合は、いよいよ決勝戦です。相手はベルフトになります、が……。

バヤン：勝てる気がしない。正直、帰りたい……（笑）。

カルロス：自分たちには、引けない理由があるだろうが！（笑）

ＧＭ：ただ、決勝戦の前に、アレックとガングについて情報収集ができます。アレックについて調べるなら【知力】判定で難易度20。ガングについて調べるなら【幸運】判定で難易度16でどうぞ。

バヤン：誰が何を調査するのかは、決まったようなもんだな。

グレイ：では、ワシがアレックを調査しよう。ミネ・ストロネに調べてもらったということで。（ダイスを振る）達成値22で成功だ。

ＧＭ：では、以下のことが判はん明めいします。




・アレックはレイウォールアライアンスと接せつ触しよくしている。

・レイウォールアライアンスは秘密裏に特殊部隊を動かしている。




バヤン：さっきルナがくれた情報と同じだな。

ＧＭ：さて、次はガングですね。

カルロス：では自分が調べましょう。《ストリートワイズ》を使用していいですか？

ＧＭ：これは情報収集判定ですので、もちろん使用できます。

カルロス：了解です。《ストリートワイズ》を使用！　（ダイスを振る）達成値は23で成功！

ＧＭ：では、以下のことが判明します。




・ガングはレイウォールアライアンスと繋つながりがあるようだ。

・ガングは私し設せつ部隊を招しよう集しゆうし、密ひそかに配はい備びしようとしている。




カルロス：ではミッティーが、その情報をつかんで戻もどってきたという演えん出しゆつにしよう。

バヤン：町の犬たちに訊きいて回ってたのかな？

リディル：なんだかちょっとかわいい（笑）。

バヤン：しかし、ガングもミックと内通していたのか。ちょっと予想外かも。

グレイ：どうりでふたりでヘクスフォードを競技会場に推したわけだ。

カルロス：どういうことでしょう？

グレイ：あのふたりが裏でつるんでいたということじゃよ。とんだ出来レースじゃ！




　実はここでグレイは大きな読み間違いをしている。

　その結果が分かるのは、この後しばらく経ってからのことだった。




グレイ：おそらく、ガングは王位継承権を持つ人間を一箇か所しよに集めておいて、私設部隊で制せい圧あつしてしまおうという腹はらじゃろう。

カルロス：ここにはベルフト閣かつ下かもいるのに強気だなあ（笑）。

グレイ：その辺は別の手を打っているのかもしれんが……そこまでは分からんのう。




＊　＊　＊




ＧＭ：さて、情報収集が終了しました。次のシーンで、アレックもしくはガング、どちらか片かた方ほうに接触することが可か能のうです。

リディル：二者択一ってことですね。

グレイ：さて、悩ましい。ガングを捕つかまえて、私設部隊を解かい散さんさせるよう要求するか……。

リディル：アレックさんのところに行って、特殊部隊を止めるか……ですね。

グレイ：（少し考えて）アレックに関する調査は『イェーガー』のＰＣたちに任まかせて、我われ々われはガングを追うのがいいだろう。

バヤン：そうか！　あいつらに協力してもらうとするか。

グレイ：我々目的は、アイン・ソフを治ち癒ゆするために、リディルを国王にし、泉いずみを使用できるようにすることだ。それに関かかわる懸け念ねん事じ項こうから排はい除じよしていく方が良い。

カルロス：私設部隊を出してきた以上、危き険けん度どが高いのは、ガング殿どのの方ですしね。

リディル：なるほど。では、わたしたちはガングさんのほうに向かいます！

ＧＭ：了解しました。では、皆さんがガングのもとへと向かうところで、シーン終了です。







◆Middle 14◆ガングを追って




　ガングが私設部隊を配備しようとしている。

　その情報を掴つかんだリディルたちは、ガングを探さがし出だし、問とい詰つめることにした。




ＧＭ：では、ガングと接触を試みるシーンになります。

バヤン：コロシアム裏うらに連つれ込こむんだな！（笑）

ＧＭ：コロシアム裏かどうかはさておき（笑）、皆みなさんがガングに用意された貴賓室へ行くと、彼かれを見つけることができます。

リディル：じゃあ、わたしから声をかけましょう。「ガング様、お話ししたいことが……」

ＧＭ：するとガングは「これはこれはバウエス公。競きよう技ぎ中の選手が出歩いていると、不正を疑うたがわれますぞ」と言います。

バヤン：おいおい。私設部隊がいたって、この場でお前を打ち取れば関係ないんだぜ？

ＧＭ：ほほう。では【精神】で判定を難易度は10で。

バヤン：【精神】か[image: ][image: ]。（ダイスを振る）お、５と６で11！　ダイス目だけで成功！

ＧＭ：すると、ガングは「私設部隊などではない！　アライアンス軍から借りた……はっ!!」（一同笑）

バヤン：（ガングになって）「そんな、レイウォールアライアンスと組んで、お前らを皆みな殺ごろしにしようなんて！　軍隊ならばお前たちなど一いち網もう打だ尽じんだとか、そんなことは思っていないぞ!!」（一同笑）

リディル：なんだか大畑さんがいきいきしている（笑）。

カルロス：リディル殿下、どうします？

ＧＭ：……と言っている間にひとりの人物がガングと皆みなさんの間に割わり込こんできます。

一同：お？

ＧＭ：その人物は、「ガング様お逃にげください」とガングをかばいます。

バヤン：いったい誰だ？

ＧＭ：するとミネ・ストロネが、「こいつ、例のプレゼントを係員に手て渡わたした女ですよ！」と言います。

一同：こいつか！




ティアナ・アーレント（31歳さい／女じよ性せい／フィルボル　投とう稿こう者しや：埼玉県　SHOCK.Sさん）

　バルムンクの工作員。ふたつ名は〝ペーパーナイフ（伝令殺し）〟。伝令を始末したり、伝令の内容を入いれ替かえ混乱を助長することを任にん務むにしている。姿すがたを隠かくして忍しのび寄よるため「インビジブルストーカー」などとも呼よばれ、ある種の都市伝説扱いをされることもある。

[image: ]




ＧＭ：ティアナ・アーレントとガング配下の兵士たちが立ちふさがります。

カルロス：しまった！

ＧＭ：ガングは転送石を使用して逃げてしまいます。一方ティアナたちはエキストラ扱い、ということで皆さんは無傷で排除できます。

バヤン：くっ、取とり逃にがしたか！

ＧＭ：と、皆さんが悔しがっているその時！

一同：な、なんだなんだ！

ＧＭ：コロシアムの方から轟音が鳴り響いてきます！

リディル：はにゃ～っ!?　一体何が!?

カルロス：バルムンクお得意の爆弾を使ったのではないでしょうか？

リディル：何が起こったのか、まずは確かく認にんしに行きましょう！

ＧＭ：では、皆さんがコロシアムのほうに急いで戻もどるところで、シーンが終了です。







◆Middle 15◆結界を壊こわせ！




　ついに敵てきが動いた。ベルフトに対して事を構かまえる以上、相そう応おうの仕し掛かけがあるのだろう。

　だが、どんな罠わなが待ち受けていようともリディルたちは逃にげるわけにはいかないのだ。




ＧＭ：次のシーンです。みなさんが夕ゆう暮ぐれ間近なコロシアムに駆かけつけると、会場はすでにアレックとガングの私し設せつ部隊に制せい圧あつされています。

リディル：グレイさんの予想通り、ふたりはぐるだったんですね！

ＧＭ：闘とう技ぎ場じようを制圧しているアレックは、みなさんを見つけて高らかに笑います。「はっはっは！　これを見ろ！」と、懐ふところから怪あやしげな水すい晶しよう球を取り出します。

リディル：その水晶は一体？

ＧＭ：「これには〝血の螺旋ダーインスレイブ〟の力が封ふうじてあるのだ！」

一同：ダーインスレイブかっ！

ＧＭ：「この水晶球の力で結界を張はり、ベルフトを闘技場に閉とじ込こめたぞ！」

カルロス：ベルフト閣下が結界の中に!?

ＧＭ：この結界は時間の経けい過かとともに狭せばまり続けます。最終的にはベルフトもろとも圧壊してしまうでしょう。

グレイ：〝血の螺旋〟の力には、ベルフトとといえども分が悪いだろうな。

ＧＭ：みなさんには、ここで結界からベルフトや巻まき込こまれた人々を解かい放ほうするＦＳ判はん定ていに挑ちよう戦せんしていただきます。




■ＦＳ判定

名めい称しよう：ベルフトを結界から解放せよ！

制せい限げん人数：４人

終しゆう了りよう条じよう件けん：３ラウンド終了

進行判定：【感知】

難なん易い度ど：16

成長点：30点

完かん了りよう値ち：16

支し援えん判定：能のう力りよく値ちすべて
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ＧＭ：ＦＳ判定に成功すると、結界から解放されたベルフトが暴あばれだし、敵を駆く逐ちくします。

リディル：ベルフトお従兄様らしいですね……（笑）。

ＧＭ：なお、このＦＳ判定中は、コロシアムを占せん拠きよする特とく殊しゆ部隊の妨ぼう害がいを受けるため、進行判定を行なうたびに、10点のＨＰロスを受けることになります。

グレイ：了りよう解かいだ。ふーむ、このＨＰロスはちと厄やつ介かいだな。

バヤン：ＧＭ！　俺おれは竜に騎き乗じよう状じよう態たいでいい？

ＧＭ：はい、問題ありません。では、判定を始めましょう。




●第一ラウンド

▼行動値

バヤン　　　　　　26

グレイ　　　　　　26

カルロス　　　　　13

リディル　　　　　５




　ＦＳ判定が始まった。最初のセットアッププロセスでは、リディルのみが戦闘発生の可能性に備え、《ホーリーフィールド》を使い【物理防ぼう御ぎよ力りよく】【魔ま法ほう防御力】に＋15する。




ＧＭ：続いてイニシアチブプロセス。まず皆みなさんは、魔ま力りよくの流れをたどり、結界の基き点てんを捜さがすことになります。【感知】の難易度16の判定で、最初は【行動値】26のバヤンかグレイ。

グレイ：【感知】ならばそこそこある。先にワシが進行判定をしてみよう。

バヤン：了解、頼たのむぜ！

グレイ：進行判定を振ふるぞ。（ダイスを振る）よし、達成値19。差分は３だな。「結界の基点はここじゃ！」と魔力の流れを感覚的に読んでアタリをつけるぞ！

ＧＭ：進行値は２点上じよう昇しようしましたが、イベントは特に何も起きません。さらに、特殊部隊による死角からの射しや撃げき攻こう撃げきを受けました。10点のＨＰロスが入ります。

グレイ：痛っ！　と、特殊部隊に撃うたれた傷きずを抑おさえつつ……。残念……ある程てい度ど結界の基点のアタリはついたが、特定には至いたらなかったようじゃ。で、ワシの判定は終わりだ。




進行値：０→２（完了値まで残り14）




バヤン：次は俺だが、【感知】は７なんだよな。ちょっと様子見するか。待機だ。

カルロス：ならば、次は自分の行動だな。【感知】は11あるから、そうそう失敗は……（ダイスを振る）うっ、達成値15で失敗!?

リディル：わたしは【感知】が３しかないので、カルロスさんには成功してほしいです！

カルロス：了解。フェイトを使用。判定を振ふり直す（ダイスを振る）。……達成値21で成功。

ＧＭ：差分が５なので、進行値が３点上昇。カルロスは奇き妙みような魔力の流れを察知しました。




進行値：２→５（完了値まで残り11）




ＧＭ：なお、カルロスさんも特殊部隊の射撃により10点のＨＰロスを受けます。

カルロス：ぐっ！（←ダメージを受けた）　タチの悪い敵だな……。

ＧＭ：さて、進行値３でイベントが発生します。結界を維い持じする魔力の流れを追っていると、無垢なる光のイノセント姫の祈りワールドのルナと遭そう遇ぐうし、一いつ緒しよに調ちよう査さをすることになります。

リディル：はにゃっ！　わたしのＰＣと協力プレイですよ!?（一同笑）

カルロス：おおっ、ルナ殿から、リディル様そっくりなオーラを感じる！（笑）

ＧＭ：（笑）。さて、ルナと協力して調査した結果、魔力がコロシアムの南北から流ながれ込こんできており、結界の基点が二箇か所しよあることが判はん明めいします。

カルロス：むっ、二箇所もあったのか。さて……ルナ殿、どうする？

ＧＭ：「北の基点はあたしたちがやるよ。で、南のほうをアンタたちに任まかせたいんだ」

リディル：では、北の基点はルナさんたちにお願いして、我われ々われは南側を調査しましょう！

ＧＭ：ということで、皆さんは特殊部隊の妨害を突とつ破ぱし、コロシアム南側へ向かうことにしました。判定値が【幸運】に、難易度は12に変へん更こうになります。

バヤン：俺の【幸運】は６だから、俺が進行判定した方がよさそうだな。

リディル：では、わたしはバヤンさんを支援しましょう。

ＧＭ：分かりました。ではまず、リディルの支援判定からどうぞ。

リディル：えいっ！（ダイスを振る）25で成功！　バヤンさんの判定値に＋２点。（凜りんとした声で）バヤンさん──あなたならできると信じてます！　と声せい援えんを送ります。

バヤン：お嬢じようサンキュー！　待機解かい除じよ、【幸運】で判定するぜ。（ダイスを振る）15で成功！　特殊部隊からのダメージも受けたが、不思議と痛いたみを感じないぜ！

カルロス：くっ、乗せられ易いヤツ！（笑）

ＧＭ：この結果、差分が３なので、進行値が２点上昇しました。




進行値：５→７（完了値まで残り９）




ＧＭ：進行値６でイベントが発生します。南地点に向かっている途と中ちゆう、別の特殊部隊の妨害にあいますが、そこで偶ぐう然ぜんにもユーノスとエメロードに合流することができました。

バヤン：ちょうどいい、ちょいと天使の兄妹に手を貸かしてもらおうぜ！（笑）

ＧＭ：兄妹は、障しよう害がいとなる敵を、詩と妄もう想そうをばらまきつつ蹴け散ちらしていきます（一同笑）。

カルロス：詩と妄想でどーやって戦うんだっ!?（笑）

リディル：きっとユーノスさんは、「ららら～♪　ボクは夢ゆめと希望をもたらす天使～♪」って歌いながら、攻撃を避よけまくってるんですね（一同笑）。

グレイ：で、エメロードは「攻撃をやめてくださぁい！　アタシの中の邪じや悪あくが暴ぼう走そうしたら、世界が滅ほろんでしまいますぅ～！」とか何とか言いながら殴なぐってるわけだな（一同爆ばく笑しよう）。

[image: ]

ＧＭ：おおむねそんな感じです（笑）。

リディル：わぁ～、頼たのもしい、ですね……（笑）。

カルロス：あ、頭が痛いたくなってくる!!　誰だれかあいつらの妄もう言げんを止めろーっ!!（一同笑）

ＧＭ：というわけで、珍ちん妙みような詩や痛いた々いたしい設せつ定ていの数々が心をさいなみますが、気をしっかり持って前進しなければならないため、判定は【精せい神しん】に、難易度は15に変更となります。

カルロス：この兄妹。我々を助けているのか、邪じや魔ましているのか、どっちなんだ!?（笑）

グレイ：特殊部隊も悶もん絶ぜつしていることだろう（笑）。

ＧＭ：また、その状じよう況きよう下で、特殊部隊の攻撃もしのがなければならないため、進行判定を行なった際さいのペナルティが、ＨＰロスとＭＰロス各10点ずつに変更されます。

リディル：ＨＰロスだけじゃなくて、ＭＰロスまで!?（笑）

バヤン：……先に、ローリングスター兄妹を始末した方がいいんじゃないか？（一同笑）

ＧＭ：それは言わないお約束。というか、ふたりがいなければ敵もより苛か烈れつな攻撃をかけてくるという状況です。多少の副作用は甘かん受じゆしてください。

カルロス：嫌いやな副作用だな（一同爆笑）。

ＧＭ：以上で第一ラウンドは終了。第二ラウンドへと移うつりましょう！




●第二ラウンド

▼行動値

バヤン　　　　　　26

グレイ　　　　　　26

カルロス　　　　　13

リディル　　　　　５




　第２ラウンドのセットアッププロセス。

　バヤン、グレイ、カルロスの三人は、第一ラウンド同様、行動宣せん言げんはなし。リディルは再さい度ど《ホーリーフィールド》を宣言し、【物理防御力】【魔法防御力】を上昇させた。

　続くイニシアチブプロセスは、ローリングスター兄妹対たい策さくとして【精神】の高いリディルに判定をさせることにして、他のＰＣは待機を選せん択たく。

　リディルは進行判定で達成値は21を叩たたき出だし、進行値を４点上昇させた。だが、その結果、特殊部隊の射撃によるＨＰロス、ローリングスター兄妹の精神攻撃によるＭＰロスを受けることとなった。




進行値：７→11（完了値まで残り５）




　天使兄妹（笑）にその場を任まかせ、先を急ぐドラゴンファイヤー一行。

　なお、ふたりと別れた結果、判定値判定値は【敏びん捷しよう】に変更され、進行判定を行なった際のペナルティは、10点のＨＰロスに戻もどった。

　カルロスが【器用】で支援判定し、バヤンの【敏捷】の固こ定てい値ちを17にまで上昇させた。




バヤン：よぉし、ナイスだ兵隊クン！　これでファンブルしなければ成功する値となった。

カルロス：いいか、絶ぜつ対たい失敗するなよ。

バヤン：おうともよ！　どっせーい！（ダイスを振る）達成値24で成功だ！　やったか!?

リディル：それ、絶対駄だ目めじゃないですか!?（笑）

ＧＭ：差分が６なので、進行値が４点上昇、現げん在ざい値ちは15ですね。

グレイ：待てよ……確たしか完了値は16だったな？

ＧＭ：はい。

グレイ：で、現在値は15。

ＧＭ：そのとおりです。

一同：………………。

バヤン：ば……馬ば鹿かなあぁーっ!?　完了値まであと１点足らないだとぉーっ!?（一同爆笑）

カルロス：詰つめが甘あまかったようだな、駄犬（笑）。

バヤン：う、うるせぇーっ!?（一同笑）　しかもＨＰロス10点も来たよ！（笑）




進行値：11→15（完了値まで残り１）




ＧＭ：ここでイベントがふたつ発生します。まずは進行値12のイベント。コロシアムの南ブロックに到とう着ちやくすると、特殊部隊がバリケードで通路を封ふう鎖さしているのですが……。




「助けに来たっちゃ──」「助太刀いたしますぞ──」

　と、そこに現あらわれたのはチャイとドル。ルナの指し示じで支援に来たのだ。

　ドルがチャイをボーリングのボールの様にバリケードに放り投げる。するとチャイから巨きよ大だいなアームが出しゆつ現げん、一いつ瞬しゆんにしてバリケードは蹴け散ちらされてしまった。




バヤン：ストライークッ！（笑）

ＧＭ：進行値が15まで来たため、この進行値12のイベントはあっさりクリア。なお、ドルとチャイは、この場にとどまって残りの敵を食い止めてくれます。

リディル：ありがとうございます！　おふたりとも、無茶はなさらないでくださいね！

ＧＭ：さて、続けて進行値14のイベントです。バリケードを突破した先にある部屋で、床ゆかに突つき刺ささる漆しつ黒こくの牙きばを発見します。

リディル：あっ！　きっと、あれが結界の基点です！

グレイ：どうやら、ダーインスレイブの力を封ふうじた魔法具の役目を果たしているようだな。

ＧＭ：そのとおり。しかし、室内では魔力が荒あれ狂くるい、近づくことはきわめて難むずかしい状態です。魔力の流れを感じ取り、吹ふき飛とばされないように漆黒の牙に接せつ近きんしてください。判定値が【感知】に、難易度が17に変更になります。

グレイ：最後の行動はワシだな。《トリビアリスト》を使用し、【知力】判定に変更する。（ダイスを振る）25で成功だ。魔力の流れの弱いところを見つけながら進む。

リディル：差分は８、進行値が４点！　これでクリアですねっ！




進行値：15→16（完了値到とう達たつ）




ＧＭ：お見事です。グレイが魔力の流れを読み取り、的てき確かくな指示を出した結果、漆黒の牙のもとへたどり着くことができました。牙は宣言のみで破は壊かい可か能のうです。

リディル：バヤンさん！　やっちゃってください！

バヤン：おうよ！　任まかせろお嬢！　槍やりで粉ふん砕さいするぜ！

ＧＭ：バヤンの振ふるう槍が、漆黒の牙を粉々に砕くだくと同時に、コロシアムの北側から銃じゆう声せいが鳴なり響ひびきます。まるで獣けものがうなるような音です。

グレイ：ふむ、あれはファングの持っている〝ハウリング〟という銃じゆうの銃声だな。

リディル：じゃあ、ルナさんとファングさんが北の基点にある牙を破壊したんですね。

ＧＭ：南北ふたつの基点が破壊されたため、コロシアムを覆おおっていた結界は崩ほう壊かいします。

バヤン：これでベルフトも解放されたはずだな。

リディル：急いで闘技場に向かいましょう！　安あん否ぴを確かく認にんしなければ！

ＧＭ：では、四人が走り出したところで、ＦＳ判定を終了しましょう。




　なお、このシーンの終了の間ま際ぎわを利用して、四人はポーション類や《ヒール》などを積極的に使い、【ＨＰ】【ＭＰ】ともにほぼ全ぜん快かいの状態まで回かい復ふくさせた。







◆Middle 16◆踊らされていたのは




　アレックは混乱に乗じて、コロシアムから逃にげ出だす。

　だがしかし、そんな彼の前に意外な人物が現あらわれた。




ＧＭ：では、次のシーンです。ここはマスターシーンとなります。逃にげ出だしたアレックの前にガングが現あらわれます。




「無様だな、アレック。しょせん、お前は血ち筋すじ以外、取とり柄えがない男なのだ」

「何だと!?　ただの成り上がりが！」

　ガングの罵ば倒とうにアレックは激げつ高こうし、掴つかみかかろうとする。

　だが、アレックは怒いかりに飲まれており、冷静さを欠いていた。

　ガングは懐ふところからナイフを抜ぬくと、アレックの腹ふく部ぶ目がけて突つき刺さす。

「ここまでミック・ヴィルナーの予想が当たるとはな」




グレイ：なんじゃと！。

ＧＭ：そして、同時刻……。




　レイウォールアライアンスのミック・ヴィルナーは、ビルムリオンにある自室で、自称〝救世主〟のアベルと談笑していた。

「私がダーインスレイブから受け取った水晶と牙が役に立ったようだな」

「な？　いい時間稼かせぎになったろ？」




一同：なんだと！




　同時刻。

　アルディオンのどこかで、予言者マーリンと名のったこともある魔族がうやうやしく片かた膝ひざを地につけて、ひとりの女性に報告をしていた。

「お言いつけのとおり、あいつを始末できそうですよ。フェリタニア様」




バヤン：なんだよ！　『サガ』シリーズのラスボスどもがゾロゾロと！

カルロス：つまり、フェリタニアに命じられたダーインスレイブが、アベルに渡した水晶と牙を、ミックが使って、アレックとガングを踊おどらせたということ、なんですかね？

ＧＭ：そのとおりです。

グレイ：そうか。シリーズの悪役が全員つるんでいたわけか。

ＧＭ：はい。せっかく他シリーズのＰＣを出すので、敵については他シリーズのラスボス大行進といこう、という今回の仕掛けです。

リディル：なるほど！　「真の敵」ってつまり、敵全員ということだったんですね!?

ＧＭ：はい。実はオープニングで大畑君が「俺たちにもラスボスを出してくれ！」と言ったとき、内心ギクリとしていました（笑）。

バヤン：……え？　俺そんなこと言ったっけ？（笑）

カルロス：……言っていたような気はする。




　恐るべきはゲーマーの勘である。




グレイ：それにしてもアベル……お前は神も魔も関係無い世界を作るんじゃなかったのか！

ＧＭ：詳細はこの後のシリーズのＧＭが決めることですから（笑）。現時点ではお互いに利用しているつもりなんだろうくらいに考えておいてください。

リディル：ところで、ダーインスレイブの言う「あいつ」って誰でしょう？

バヤン：ベルフト？

グレイ：その「あいつ」とやらを始末するのが敵の真の目的のようじゃな。

ＧＭ：では、いろいろ明らかになったところで、マスターシーンを終了します。







◆Middle 17◆真の企たくらみ




　リディルたちがたどりついたときには、すでにアレックには助かる見み込こみはなかった。

　瀕死のアレックがリディルに向かって言う。

「……お前たちをヘクスフォードに集めたのは、わけがある……」




ＧＭ：さて、次のシーン。今度は、ＰＣ全員登場です。みなさんがアレックのもとへたどり着いたところから、開始します。アレックはすでにガングに致ち命めい傷しようを負わされており、もう彼を助けることはできませんが、いまわの際きわに少しだけ会話ができます。

リディル：では、アレックさんの話を聞きます。

ＧＭ：アレックは、ぽつぽつと語り出します。「これもすべて、ミック・ヴィルナーの作戦だ。お前たちをヘクスフォードに集めたのは、わけがあるのだ」

バヤン：じゃあ、そのわけを語ってもらおうじゃないの。

ＧＭ：「ヘクスフォードでの王位決定戦は、囮おとりだ。今ごろ、ノルドグラムを、ミックの特殊部隊が急きゆう襲しゆうしている……」

一同：しまった！




　驚愕する一同。




グレイ：うーむ。連中はこの会場を狙ねらっていると思っていたが……してやられたわ！

ＧＭ：実はグレイが「ノルドグラムからＰＣたちを離はなしたがっている」と言ったときは正直どきっとしました（笑）。その後、ヘクスフォードの方に仕掛けがあると考えていたので安心しましたが。

グレイ：うーん。考えてみればミック・ヴィルナーの名前を出したときに気づいてもよかった。こっちと見せかけて逆ぎやくの方を攻せめる。実にミックらしい策さくじゃ。

カルロス：……！　泉を押おさえて、アイン・ソフを衰すい弱じやく死しさせるのが、ミックの目的か！

バヤン：そして、アベルとダーインスレイブとフェリタニアの目的でもある。

ＧＭ：「つまり、お前らの敗北はもう決定しているのだ。残念だったな……」

バヤン：お前は何でそんな連中と手を結んだんだよ？

ＧＭ：「ベルフトを抹まつ殺さつしたあとは、ガングを殺して私が王になるつもりだった……」

リディル：王になって……それであなたは何をするつもりだったんですか？

ＧＭ：……アレックは、目を閉じてじっと考えた後「私は……伝でん統とうあるこの国がバラバラになって滅ほろびようとしているのが我が慢まんならなかった……それだけだ」と言います。

リディル：そうですか……。

ＧＭ：アレックは悔くやしげな顔をしたまま、息を引き取ります。

リディル：……何だか、かわいそうな人でしたね。

グレイ：だが、もし本当にレイウォールという国のことを考えているならリアムのように別の人間を王に立て、その補ほ佐さをするという道もあった。自業自得じゃ。

カルロス：そう考えると、彼は悪い夢を見てしまったんですね。




＊　＊　＊




ＧＭ：さて。ここで、ベルフトがユーフェミアを連れてみなさんのところへやってきていいます。「すまなかったな助けにきたつもりで助けられてしまった」

リディル：どういうことですか？

ＧＭ：「俺の真の目的は、リディルを王位に即けることだったからな」

一同：…………は？

ＧＭ：ベルフトは苦笑しながら、「ヒルダたちに頼まれてな。ダーインスレイブの陰いん謀ぼうを潰すために、リディルが王になるように仕向けて欲しいと」

リディル：え!?　ヒルダさんたちが？

ＧＭ：「なんでも、〝偉い大だいなるヒース〟の予言とやらでな。ここでアイン・ソフを助けることができないと、ダーインスレイブが倒せないと。

リディル：……な！　そ、そういうことならもっと早く教えてくれればいいのに!?

ＧＭ：「聞かれなかったからな」と、ベルフト。実は彼に質問しに行くと、真意を話してくれるイベントも用意してたんですが。

バヤン：しまった！　その発想はなかった！　惜しかったなあ。

ＧＭ：ここでユーフェミアが「リディル様……」とリディルに問うてきます。

リディル：はにゃっ！　な、なんでしょう？

ＧＭ：「リディル様、あなたはこれからどうなさるおつもりですか？」

リディル：王都に戻って〝聖域〟を狙うアライアンスの特殊部隊を撤退させます。

ＧＭ：「〝聖域〟を狙うなら相応の精鋭のはず。危険では？」

リディル：祖国とアルディオン大陸の未来が掛かってますから、自分のことは後回しです。大丈夫、命がけでも〝聖域〟は守ってみせますよ！

一同：言い切った！

ＧＭ：すると、ユーフェミアが転送石を差し出しながら言います。「これはノルドグラムの神殿へ移動できる転送石です。お使いください」

リディル：ありがとうございます！

ＧＭ：ユーフェミアは「ノルドグラムの神殿から、正体不明のものたちが、〝聖域〟を目指して集結中という連絡がありました」

グレイ：うーむ。事態はそこまで進んでいたか。

ＧＭ：「もしリディル様が〝聖域〟に向かう敵を撃げき退たいできれば、その戦功をもって、国内の有力者は皆あなたを支し持じすることでしょう。もちろん神しん殿でんはあなたを支持します」

リディル：……それで、ベルフトお従兄様はどうなさるのですか？

ＧＭ：ベルフトは「俺はここに残る。まだ残党も残っているし、最後はお前自身の力で王位をつかみ取るべきだしな」と言います。

リディル：……ベルフトお従兄様らしいですね。

ＧＭ：「これでお前からの借りは返したぞ」

リディル：借りって、幽ゆう閉へいされていたお従兄様を、解放するように依い頼らいを出した件ですか？

ＧＭ：「ああ、そうだ」と答えたベルフトは。「よき王になれよ」と付け加えます。

リディル：ベルフトお従兄様……。

ＧＭ：「よき王になって国を強くしろ。俺が戦いがいのあるような、な」

一同：おい！

リディル：……まあ、ベルフトお従兄様らしいですね（笑）。

バヤン：まったく、レイウォール王家の連中は！

カルロス：何を言う！　これでこそベルフト閣下だ！

ＧＭ：「カルロス？」とベルフトが声をかけます。

カルロス：「は、何でしょうか！」と跪ひざまずきます。

ＧＭ：「俺のために、リディルへの忠ちゆう誠せい心しんが揺ゆらぐようではいかんぞ？」（一同笑）

バヤン：さすがベルフト！　カルロスの心を見み抜ぬいている！（笑）

カルロス：ぐぬぬぬ！（←歯がみしている）

ＧＭ：「これが今生の別れになるかもしれない。みな、健すこやかに暮くらすのだぞ」と言って、ベルフトは背せを向けます。

カルロス：ベルフト閣下も、ご武ぶ運うんを。

ＧＭ：なお、こうしている間にも、特殊部隊はノルドグラムを指しています。一方、コロシアムでも混乱は生じていますが、『レジェンド』や『イェーガー』のメンバーたちが中心となって戦っており、襲撃者たちは押されています。

バヤン：おお！　なかなかやるなあ、あいつら。

グレイ：こちらはあいつらに任せても問題なさそうじゃな。

リディル：さあ、時は一いつ刻こくを争います。一秒でも早くノルドグラムに戻もどり、アライアンスの特殊部隊を迎むかえ撃うちましょう！

一同：応おう！

ＧＭ：では、この辺でシーンを終了します。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆赤あかき竜りゆうの王国のために




　ラスボスたちの野望を阻そ止しすべく、ノルドグラムへと急ぐ四人。

　どんな敵てきが待ち受けているかはわからないが、それでもリディルは止まらない。

　愛する赤竜王国のため、仲間たちとともに、リディルは強い決意を胸むねに戦いに臨のぞむ。




ＧＭ：それでは、クライマックスフェイズに入りましょう。

リディル：さあ、一刻も早く〝聖域〟へ！

ＧＭ：転送石を使うことで、ノルドグラムには一いつ瞬しゆんで戻もどれます。場所はノルドグラムにあるレイウォール神しん殿でんです。皆さんを見た神殿の人たちはびっくりしてますよ。

リディル：驚おどろかせてごめんなさい！　さあ皆さん、〝聖域〟に急ぎますよ!!

一同：応！

ＧＭ：では、皆さんは馬を借り、大急ぎでノルドグラム郊外にある〝聖域〟へと向かいます。

バヤン：じゃあ、俺と竜で馬にふたり乗りするぜ！

カルロス：そこは竜に乗っていけ！（笑）




　聖域は、王の許きよ可かを得たもの以外は入れない結けつ界かいが張はられている。

　リディルたちが到とう着ちやくしたのは、その結界を特とく殊しゆ部隊が破は壊かいしようという、その直前だった。




ＧＭ：リディルが聖域に到着すると、レイウォールアライアンスの特殊部隊が、入り口を警けい備びする兵士たちを捕とらえこれから結界を壊こわして侵しん入にゆうしようとしているところです。

リディル：よかった間に合った！

ＧＭ：「な、なぜリディル・バウエスがここに！」特殊部隊に動どう揺ようが走ります。

バヤン：へへっ。このリディル様の目を誤ご魔ま化そうってぇのが、お前らのしくじりよ！

リディル：きれいなバヤンさんはどこにいっちゃったんだろう（笑）。

ＧＭ：すると、特殊部隊の後方から、ひとりの男がリディルの前に姿すがたを現あらわします。




　──その男、ガングはリディルの顔を見ながら憎にく々にくしげに言った。

「のこのこ追ってくるとはな。ヘクスフォードに残っていれば、死なずにすむというのに」




カルロス：ガング!?　我われ々われに先んじて聖域へと到着していたのか。

リディル：無む駄だな抵てい抗こうは止めなさい、ガング!!

ＧＭ：「何も気づいておらぬ貴き族ぞく風ふ情ぜいが……！」と、ガングはリディルをにらみます。

リディル：いったい何に気づいていない、と？

ＧＭ：「王室の威い光こうは地に落ち、竜りゆう輝き石せきの価か値ちもすでにない！　この世はすでに、強者が統すべる世界となったのだ！　力を持つものこそが、王に相応しいのだ！」

グレイ：……フン。何も分かっておらぬのは、おぬしのほうだな。

ＧＭ：「何だと!?」

グレイ：そもそも強者とはなんだ？　力とは？

ＧＭ：「そんな問答をするつもりはない！」とガング。

グレイ：ならば何をもっておぬしらはワシらに優ゆう越えつすると証しよう明めいできるのだ？

カルロス：力こそ正せい義ぎだと言うならば、我われら以上の、殿でん下か以上の正義はあるまい。何せ、あのベルフト閣下が認みとめられたお方なのだからな。

リディル：み、みんなで、わたしを脳筋だと言ってる気がしてきた（一同笑）。

一同：……そんなことないですよ～（笑）。

リディル：みなさん。あとでゆっくり話し合いをしましょうね？（笑）

ＧＭ：ガングは、歯は軋ぎしりしながらリディルをにらんでいます。

バヤン：ささ！　リディル殿下！　何か一言！（笑）

リディル：え!?　えっと……じゃあ、真正面からガングさんを見み据すえて言いましょう。




　背せ筋すじをピンと伸のばし、蒼あおい瞳ひとみに強い意い志しを乗せて、リディルは静かに言葉をつむぐ。

「わたしには仲間がいます。そしてその人たちには愛すべき色々な人たちがいます。わたしにとって、その人たちを守るのは義ぎ務むであり権けん利りです！　だから……」

　一瞬の間をおき、リディルは言い放つ。

「わたし、リディル・バウエスはレイウォールを盗ぬすみ取とらんとするあなたたちを、この手で倒たおします！」




ＧＭ：「黙だまれ、小こ娘むすめ風情が!!　ワシは、お前のような小娘などよりずっと優すぐれた人間なのだぁ!!」と、ガングは懐ふところから何かの牙きばのようなものを取り出します。

グレイ：むっ、まさか……邪じや悪あく化するつもりか！

ＧＭ：「ダーインスレイブより授さずかりし、この力があれば……お前たちなどに、負けはしない!!　ワシのほうが、王に相応しいのだ！」牙を腕うでに突つきたてると、そこから不気味に皮ひ膚ふが隆りゆう起きし始めます。

リディル：なんてこと……！

ＧＭ：妖魔と化していくガング。その体はもはや怪かい物ぶつのごとく変へん貌ぼうします。そしてガングは狂くるったように哄こう笑しようします。




「これでワシが、ワシが支し配はい者しやだ!!　レイウォールの、王になるのだぁ……!!」

　理り性せいを失いかけた双そう眸ぼうを血走らせ、ガングはリディルたちをにらみ、笑みを深める。

「その前に、散々邪じや魔まをしてきた小娘ども、貴き様さまらをバラバラに引ひき裂さいてやるぅ!!」

　だが──毅き然ぜんとして立つ少女は、ひるむことなく、強い意志を瞳に漲みなぎらせて宣せん言げんした。




リディル：（凛りんとした声で）わたしの愛する、レイウォールのすべてを守るために……この戦い、負けるわけにはいきません!!　〝ドラゴンファイヤー〟、行きますよっ!!」

一同：了りよう解かいっ!!




　妖魔と化した者の咆ほう哮こうにも負けぬ、力強い応こたえが返る。

　赤き竜の国を守るための戦いが、今人知れず始まろうとしていた──。




ＧＭ：ではラウンド進行に移うつります。皆みなさんはひとつのエンゲージにまとまっています。５メートル離はなれて、剣けんを持ったアライアンスの特殊兵（白兵）が、３体ずつふたつのエンゲージに存そん在ざいします。

グレイ：その中央はすり抜ぬけられないのか？

ＧＭ：はい。すり抜ぬけることはできません。通りたい場合は、一回どちらかのエンゲージに入り、改めて抜ぬけるか、全ぜん滅めつさせて進むかのどちらかになります。

グレイ：なるほど、了解した。

ＧＭ：特殊兵（白兵）の５メートル奥おくに、妖魔となったガング。さらにその５メートル奥に、杖つえを持った特殊兵（魔ま法ほう）が２体、別のエンゲージに分かれています。




●第一ラウンド

▼行動値ち

バヤン　　　　　　26
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妖魔ガング　　　　24

特殊兵（魔法）　　18

特殊兵（白兵）　　17

カルロス　　　　　13

リディル　　　　　５
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ＧＭ：まずはセットアッププロセスです。一番速いのはバヤンとグレイですね。

バヤン：うおおーいくぜ！　《プレパレイション》で、セットアッププロセスのスキルをふたつ使うぜ。宣言するスキルは《ベストルート》《グランディア》＋《アグランダイズ》！

リディル：バヤンが燃もえている!?

バヤン：そうさお嬢じよう！　これでダメージが上がり命中が上がり！　そしてテンションも上がっていく！　何だこのパワーは！　うおおーっ、もう誰だれも俺おれを止められねえー！

リディル：……なぜだろう。すごくダメっぽい（笑）。

グレイ：さて、ワシも宣言しよう──《パーペチュアルチェック》だ。ＰＣ全員の行動値が、ワシと同じ26にまで上じよう昇しようだ。あらかじめ我々が先手を取れるよう、体たい制せいを整えておったのだ。

カルロス：自分は【行動値】が２倍になりました。ありがたい！

リディル：わたしは５倍近くです（笑）。

ＧＭ：うーむ、全員ガングよりも先に攻こう撃げきするのか……これは困こまった。

グレイ：はっはっは！　我ら〝ドラゴンファイヤー〟の先せん制せい攻撃を存ぞん分ぶんに味わうがいい。

ＧＭ：さて、次はガングのセットアッププロセスですが……。

リディル：その前にギルドサポートの宣言します。グレイさんに上げて貰もらった行動値を活かすためにも、《陣じん形けい》を使用して接敵します！




　バヤンとリディルは、前にいる特殊兵（白兵）のエンゲージにそれぞれ接敵。

　カルロスは10ｍ後こう退たいし、グレイは離り脱だつからの接敵を警けい戒かいして５ｍ後退した。

　さらにリディルは《限げん界かい突とつ破ぱ》の使用も宣言した。
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ＧＭ：改めてガングのセットアッププロセス。オリジナルエネミースキル《憤ふん怒ぬの血刃》を使用。体を激はげしく震ふるわせると、皮膚からあふれる血が刃やいばとなって襲おそいかかります。

カルロス：禍まが々まがしい攻撃だな。ガング、本ほん格かく的てきに妖魔に墜おちたお前に玉ぎよく座ざは相応ふさわしくない。

バヤン：やっぱ王様は、お嬢じようしかありえねぇぜ！

ＧＭ：「小こ賢ざかしい！」激げき怒どするガング。さて、この《憤怒の血刃》の対象は場面（選せん択たく）です。対象と【精せい神しん】の対決を行ない、こちらが勝利した場合、［逆ぎやく上じよう］と40点のＨＰロスを対象に与あたえます。

グレイ：40点のＨＰロス！　これはちと痛いたいぞ。

ＧＭ：判はん定ていは（ダイスを振ふる）……達成値は16！　皆さん全員この数すう値ちを難なん易い度どとして、【精神】で対決してください。

一同：はーい。




　判定の結果リディルとフェイトを１点使ったグレイは成功。カルロスとバヤンは失敗しＨＰロスと［逆上］を受ける。なお、バヤンはフェイトを１点使った上での失敗だった。




ＧＭ：結局ふたりだけか……ガングはやや不満そうです。なお、特殊兵たちは何もしません。

カルロス：それでは、自分のセットアッププロセス。《クイックフォージ》《ウェポンフォージ》！　発動は成功、５Ｄに残りのフェイト３点全部を突つっ込こむ！

バヤン：おおっ、さすが決戦。大おお盤ばん振ぶる舞まいだぜ！

カルロス：（ダイスを振る）よし、高いぞ！　これで攻こう撃げき力りよくが32点上昇する。

ＧＭ：最後はリディルのセットアッププロセスです。

リディル：《インペレイティブ》を宣言します。使うスキルは《シャインストライク》と《ホーリーフィールド》。ダメージが15点、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】【魔法防御力】が15点上昇です！

グレイ：おお、剣と鎧よろいが聖せいなる光に包まれた。リディルも決戦モードだな。

リディル：ええ、やる気満々ですよ！

ＧＭ：それでは、イニシアチブプロセスです。

グレイ：はっはっは、こちらの【行動値】は全員26だ（笑）。ま、ここはワシから行動しよう。

リディル：はいっ、お願いします！

グレイ：ではいくぞ。ムーブアクションで《ランニングセット》《ドラゴンカース》、［スタン］を選択する。《ドラゴンカース》使用時に《ソウルコンバート》、【ＭＰ】消費に変へん更こうだ。

リディル：もはや呪じゆ文もんですね……（笑）。

グレイ：まだ続くぞ？　マイナーアクションは《アニマルパクト》でシーンの敵全部を対象にする。メジャーアクションは《ダブルキャスト》で一発目は《サモン・リヴァイアサン》！

バヤン：ひゃっほーう！　まずは［スタン］と［スリップ］だぜぇー！（笑）

グレイ：くらえ！（ダイスを振る）命中は42！　さあ、リアクションをしてみろ！

ＧＭ：42か……なかなかに厳きびしい。しかし、クリティカルを出せば（ダイスを振る）……。




　しかし、６こそ出るものの、出目が振ふるわず敵は全員回かい避ひに失敗する。

　突とつ如じよ出しゆつ現げんした荒あら波なみに巻まき込こまれるガングたち一いつ党とう。グレイの召しよう喚かんした〝水泳ぐ魚の王〟による魔法の水流が荒あれ狂くるった！




グレイ：では《ドラゴンストライク》を使用し【魔法防御力】を０にするぞ。

ＧＭ：うっ、ダメージ素す通どおし!?

グレイ：ダメージは13Ｄ＋52点！（ダイスを振る）まずは[image: ]点だ。そのまま喰らってもらおう。［スタン］と《デモンズウェブ》の効こう果かも合わせて、これで以後リアクションはマイナス２Ｄだ。

ＧＭ：うわっ、それは厳しい。回避の目がなくなった！




　続く二発目にグレイは《サモン・フェンリル》を放つ。これを敵全員が回避に失敗する。

　荒波に翻ほん弄ろうされた直後、酷こつ寒かん地じ獄ごくがガングたちを襲おそう。

　結果、[image: ]点のダメージにバッドステータス［威い圧あつ］を敵は喰くらうことになった……。




ＧＭ：──ですが、さすがにそれだけでは、全員倒たおれません。

グレイ：あわよくば特殊兵を一いつ掃そうしたかったが……。ま、あとは三人にまかせた（笑）。

バヤン：次は俺が行くぜ！　うおーっ！　邪魔するんじゃねぇーっ!!　騎竜で突とつ撃げきだっ！

リディル：バヤンさん、がんばってください！

バヤン：おうよ！　ムーブアクションはなし。マイナーアクションは《ランナバウト》、範はん囲い攻撃に変更！　メジャーアクションで《バッシュ》＋《ラッシュ》！　命中は33だ！

ＧＭ：それは１Ｄでは避よけられない。命中です。

バヤン：ダメージは20Ｄ＋[image: ]！　どりゃあ！（ダイスを振る）[image: ]点、物理ダメージだ！

ＧＭ：さすがにそれは耐たえ切れない！　バヤンの目の前にいた特殊兵（白兵）Ａ・Ｂ・Ｃは、全員まとめて吹ふっ飛とばされ、倒たおれます。

バヤン：よっしゃあ！　まずは三人っ！

ＧＭ：と、ここでガングがオリジナルエネミースキル《血虐の饗きよう宴えん》を使用します。

バヤン：お？　何だ？

ＧＭ：戦せん闘とう不ふ能のうになった敵の数だけ、妖魔ガングのダメージロールが増ぞう加かします。倒たおれた特殊兵の魂たましいがゆらりと浮うかぶ。それをガングがじゅるりと吸きゆう収しゆう。パワーアップします。

一同：な、何だってーっ!?

カルロス：何と面めん倒どうな！

グレイ：だが、数を減へらさねば後々厄やつ介かいなことになる。ここはガングが強くなるのは覚かく悟ごのうえで、敵の数を減へらすべきだ。

リディル：はにゃ……そうですね。引き続き、周りの特殊兵たちを攻撃しましょう！

カルロス：了解。次は自分が参ります。殿下の前にいる連中をなぎ払はらう！

リディル：よろしくお願いしますっ。

カルロス：ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ワイドアタック》。目標は、殿下の前にいる連中全員だ！　命中は５Ｄあるぞ。

ＧＭ：うっ、命中を２Ｄ減へらしてもそんなに高いのか……！

カルロス：さらに、命中判定の直前に、〈闇やみ〉のエレメンタルアローを使う。闇の力を持った弾だん丸がんを装そう填てんし、撃うちまくる！　照しよう準じゆんをあわせ、発はつ射しや！（ダイスを振る）命中は43！

ＧＭ：それはどうやっても避さけられない。全員命中です。

カルロス：さらに《ピアシングストライク》を宣言。ダメージは14Ｄ＋[image: ]！（ダイスを振る）[image: ]点の〈闇〉魔法ダメージだ！




　闇をまとった弾だん丸がんが、次々と兵士たちを撃うち抜ぬいていく。すでに傷きずを負っていた兵士たちに、攻撃を防ふせぐ手しゆ段だんはなく──そのまま全員が、地に倒たおれ伏ふした。




ＧＭ：うーむ、前ぜん衛えいがあっという間に全滅してしまった……！

カルロス：今です、殿下！

リディル：はいっ！　ムーブアクションで、ガングさんに接敵します！　マイナーアクションは《エンハンスブレス：光》、メジャーアクションは《ホーリーヒット》！　命中判定は４Ｄですよっ。えい！（ダイスを振る）やった♪　クリティカルっ!!

一同：おおーっ！

バヤン：さすがお嬢だぜ！　これが力ってやつよぉ！（笑）

カルロス：王になるべき天運の持ち主ということだ！（笑）

リディル：だ、だから変に持ち上げないでくださいよぉ～!?（一同笑）

ＧＭ：こちらの回避は１Ｄ、クリティカルは不ふ可か能のうですので、そのまま命中します。聖なる光をまとったメイスが、妖魔ガングの顔面に叩たたき込こまれます。




　リディルはここで《パニッシャー》を使用しダメージアップを図る。さらにグレイも《チェックメイト》で支し援えん。最終的に[image: ]点の〈光〉属ぞく性せい魔法ダメージをたたき出した。

　続く攻撃も命中。二回目の《パニッシャー》、[image: ]点の〈光〉属性魔法ダメージを与あたえる。




ＧＭ：したたかにダメージを与あたえたリディルをにらみ、ガングは怒いかりの咆哮をあげます。

リディル：さすがにまだ元気ですね……！　わたしの行動はこれで終しゆう了りようです。

カルロス：この時点で、自分は《アデンダム》を宣言します！

ＧＭ：むむ、打ち消す手段がありませんので、通しましょう。




　カルロスはこの《アデンダム》で得た行動で、特殊兵（魔法）Ａを射しや撃げき。すでにグレイの魔法によりダメージを被こうむっていたこの敵を、苦もなく瞬殺した──。




カルロス：ふう……よしっ、これで自分の《アデンダム》による行動は終了だ。

ＧＭ：それでは改めて、妖魔ガングの行動です。まず、ムーブアクションで［スリップ］を、マイナーアクションで［威圧］を解かい除じよ。メジャーアクションで通つう常じよう攻撃！

リディル：来なさいっ！

ＧＭ：おっと、命中判定の直前で、パワー《超ちよう広こう範はん囲い攻撃》を使いましょう！　妖魔のおぞましい咆哮とともに、対象が場面（選択）に、射しや程ていは視し界かいへ変更となります。

一同：何だってーっ!?

ＧＭ：これぞ力、これぞパワーだ！

グレイ：くっ、パワーを使ってきおったぞ！




　パワーとは通常のスキルより上位にあたる能のう力りよくだ。ずば抜ぬけた力を持つ、《インタラプト》などのスキルによる妨ぼう害がいを受け付けないなど、飛とび抜ぬけた効果を発はつ揮きする。




カルロス：自分の《インタラプト》では対たい抗こうできないか……。

バヤン：な、何て力だぁーっ!?　あぶぱべらーっ!!　ぐしゃり（一同笑）。

リディル：ちょっと!?　せめてリアクションしてから死にましょうよ～っ!?（笑）

バヤン：はっ、そ、そうだった！　危ねぇところだったぜ……（笑）。

ＧＭ：判定はペナルティがなくなり、５Ｄ＋16。（ダイスを振る）よし、クリティカル！

一同：ぎゃあーっ!?

ＧＭ：クリティカルしたので、オリジナルエネミースキル《血の魔ま力りよく》が発動。この攻撃では、対象の【物理防御力】と【魔法防御力】を０として扱あつかいます。

リディル：はにゃっ!?　上げた分も全部０!?　そ、それは困こまります～っ!?

グレイ：ならば《ニゲイト》だ！　そのクリティカルを打ち消す！

ＧＭ：くっ！　せっかくクリティカルしたのに打ち消されたかぁ。達成値は35です。

カルロス：グレイ殿、助かった！　あとは自分にお任まかせを！　《インターフィアレンス》で回避する！　７Ｄ＋25……！（ダイスを振る）……げっ!?　目が悪い!?

バヤン：どどど、どうなの？　どうなのよぉ!?　どうすんのよぉ!?（笑）

グレイ：いいから落ち着け（笑）。

カルロス：……17、42で成功！　銃じゆう弾だんを足に撃うち込こみ、ガングの動きを強きよう制せい的てきに止める！

一同：おおおーっ!!

ＧＭ：残念、撃うちこまれた銃弾にひるみ、妖魔ガングは攻撃を中ちゆう断だんします。

グレイ：よし、でかしたぞ。これでシーン攻撃はしのげた。

カルロス：はっはっはっは、我らのコンビネーションに敵はない！

ＧＭ：「おのれぇ……」とうめき、ガングは血走った目でカルロスをにらみます。さて、次の特殊兵（魔法）のイニシアチブプロセスで、ガングはオリジナルエネミースキル《傲ごう慢まんなる襲しゆう撃げき》を宣言！　追加行動を行ないます。

カルロス：ふん……その程てい度どで隙すきをついたつもりか？　《インタラプト》！　あらかじめ跳ちよう弾だんさせておいた弾丸が、ちょうど動いたところで頭を撃うち抜ぬく！

ＧＭ：ううむ、止められた！　しかし、頭を銃弾に撃うち抜ぬかれても、すぐに傷きず口ぐちはふさがってしまいます。もちろん、ガングはまだ生きていますよ。

カルロス：チッ……頭を貫かん通つうしても死なないとは。すっかり化け物だな。

ＧＭ：次は特殊兵（魔法）Ｂが攻撃します。ムーブアクション、マイナーアクションでバッドステータス［スリップ］と［威圧］を解除。メジャーアクションでオリジナルエネミースキル《魔ま術じゆつ殲せん滅めつ陣じん》。対象は……カルロス！

カルロス：はっはっは、無駄だ。自分は25ｍの位置にいるんだぞ。

ＧＭ：あ、射しや程ていは30ｍあります（あっさり）。

カルロス：うおおおおおっ!!　射程を読み違えた！　ちくしょおおおぉーっ!?（一同爆ばく笑しよう）




　カルロスの叫さけびとともに、無む情じようにも魔術の雨が放たれる。

　カルロスが回避に失敗しため、リディルが《プロテクション》グレイが《サモン・アラクネ》で彼かれを防御。二重の魔法障しよう壁へきが、72点の魔法のダメージを完全に遮しや断だんした。




カルロス：ありがたい、ダメージは０だ！

ＧＭ：うーむ、一矢報むくいることもできなかったか……。これで全員の行動が終了しました。

リディル：では──〝ドラゴンファイヤー〟、《再さい行こう動どう》です！

一同：おうっ！

ＧＭ：ガングも《二回行動》を宣言。皆さんの動きについていく構かまえを見せます。

グレイ：現げん状じよう、ガングの攻撃力は＋７Ｄされておるな……耐え切れるかどうかが重要になる。

リディル：このラウンドで終わらせましょう。厳しいですけど、がんばりましょう！

ＧＭ：それでは、再ふたたび【行動値】順に処しよ理りしていきます。先にＰＣ側からの行動ですね。

グレイ：ならば、再びワシから行動するぞ。バッドステータスは全部回かい復ふくしているようだからな、改めて付け直してやろう（笑）。

ＧＭ：や、やめてください（一同笑）。




　だが、ここでガングが粘ねばりを見せる。グレイによる魔法の二連打の初撃をクリティカルで回避。つづく《サモン・リヴァイアサン》は喰くらったが［スタン］［スリップ］のバッドステータスは《バッドステータス無む効こう》の効果で、両方とも解除。[image: ]点のダメージを受けるという最さい低てい限げんの被ひ害がいに押おさえ込こむ。




グレイ：よく耐たえるではないか。お互たがい正しよう念ねん場ば、といったところだな。

カルロス：ならば、続けて自分が行きましょう！　切り札を切る！　ムーブアクションで《フェイタルバースト》、マイナーアクションで《ホロウショット》！

バヤン：おお、カルロスのフェイタルがバーストだぜぇ！

カルロス：メジャーアクションで《ダブルショット》、対象はガングだ。では一いち撃げき目の矢や弾だまに轟ごう魔ま弾だんを使用。さらに《ギガンティックブロウ》も宣言する！

バヤン：イエス！　ダブショーダブショー（一同笑）。

カルロス：ええい！　うるさいぞ駄犬っ！（笑）

バヤン：はっ、すいません（笑）。

リディル：相変わらず、仲良しさんですね（笑）。

カルロス：願い下げですよ！（笑）演えん出しゆつとしては、銃じゆう口こうにエネルギーが集中、光の束を発射する、という感じ。物理ダメージだけどな！（ダイスを振る）よしっ！　クリティカル！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避、18。放たれた光の束に、ガングは成す術もなく射い抜ぬかれます。

カルロス：《ピアシングストライク》を宣言！　一撃目は19Ｄだ！

リディル：おおっ！　すごいです！

カルロス：とりゃあーっ!!（ダイスを振る）うっ、ひ……低い!?　59点しか出てないぞ!?　だが、[image: ]点ジャスト、【物理防御力】無む視しの攻撃だ！

ＧＭ：とはいえ、さすがにまだ倒れませんね。傷口がじわり、とまたふさがっていきます。

カルロス：倒たおれないならば、もう一発ぶち込こむだけだ！




　続く二発目にも、容よう赦しやなく《ギガンティックブロウ》と轟魔弾を突っ込むカルロス。命中値は47ときわめて高い。ガングも回避を試みるものの、ファンブルを出し、命中してしまう。

　さらに《ピアシングストライク》を乗せたダメージは[image: ]点──【物理防御力】を無視したこの二撃は、なかなか堪こたえるものとなった。




ＧＭ：ダメージの累るい計けいは１０００点を越こえましたが、さすがにまだぴんぴんしていますよ。

バヤン：というわけで、次は俺が行動するぜ！　ムーブアクションでガングのエンゲージに移動、マイナーアクションで《スタンドフライング》！　目の前で竜と一いつ緒しよにジャーンプ！

グレイ：おおーっと、バヤンが飛んだぞー。

バヤン：あいきゃんふらーい！　メジャーアクションで《バッシュ》＋《ラッシュ》！　共に飛ひ翔しようした竜から跳ちよう躍やくし、さらに高くジャンプ！

リディル：おおーっ、あんなに高く！　すごいですっ！

バヤン：さらに《ボルテクスアタック》だ！　見よ！　これがバートルの跳ちよう躍やく力りよくだーっ！

ＧＭ：では、その判定に、オリジナルエネミースキル《怠たい惰だの血鎖》を使用！　めりめりと裂さけた皮膚から、血で作られた鎖くさりが伸のび、バヤンの体を縛しばります。

バヤン：な、何だとっ!?

ＧＭ：ということで、命中判定をマイナス２Ｄしてください。

バヤン：うおっ！　命中は４Ｄになったが、このまま振る！（ダイスを振る）……おっ!?　４、４、５、６、出目超ちよういい！　達成値は39だ！

ＧＭ：では、リアクションで再びオリジナルエネミースキル《侵しん蝕しよくの血毒》を使用。攻撃は自動的に命中しますが、こちらが対決に勝利すると［毒（６）］を与えます。

リディル：強度６って……毎クリンナッププロセスで、30点もダメージが来るんですか!?

バヤン：ひ、ひでぇ!!　何てスキルだ！

ＧＭ：というわけで、こちらも４Ｄ＋16で判定！（ダイスを振る）残念、32で敗北。

バヤン：びびらせやがって！（笑）　これでとどめだーっ!!　おらぁーっ!!（ダイスを振る）




　空高く舞まい上あがったバヤンが、槍やりを構え、猛もうスピードで降こう下かしていく！




バヤン：[image: ]点、物理ダメージっ！　全体重をかけて、そのまま脳のう天てんを貫つらぬくぜぇ！

ＧＭ：なかなかに痛い。貫つらぬかれた傷口はすぐにふさがってしまうものの、妖魔ガングの再さい生せいスピードは、明らかに遅おそくなっていますね。

バヤン：ば、馬ば鹿かな、俺の全力でも倒しきれねぇだと……！　と、ここで《ホースバトラー》を宣言、竜がそのままスライディングをかける！（一同笑）

カルロス：（竜になって）「馬鹿め！　ご主人の方に気を取られたな！」（笑）

バヤン：俺の相あい棒ぼうの攻撃こそが本命よー！（ダイスを振る）げげぇっ!?　命中が33で低い!?　おい竜！　そんなぬるい動きをここでするかぁ!?

ＧＭ：しかし、特殊攻撃だからカウンターができないのであった。17で回避失敗です。

バヤン：ではダメージ（ダイスを振る）……。出目も走って31点、[image: ]点の貫通ダメージだ！

ＧＭ：うっ、貫通ダメージはちょっと痛い！（笑）

バヤン：（竜になって）ふはは！　スライディングと見せかけて、実は頭ず突つきだったのだー！　（バヤンに戻もどって）さっすがご主人様……げっへっへっへぇーっ！（一同爆笑）

カルロス：もうお前が何を言っているのか分からんぞ（笑）。

リディル：お、おなかが痛い……！（笑）

ＧＭ：では次、リディルの行動ですね。

リディル：はい！　いきますっ！　マイナーアクションで《ブルヒット》、メジャーアクションで《ホーリーヒット》です！（ダイスを振る）はにゃ、低い!?　命中は33です……！

ＧＭ：これならばいけそうですね。ガングは《侵蝕の血毒》を使用してリアクションします。

グレイ：向こうが勝利すると、［毒（６）］か……出ないことを祈いのるしかないな。

ＧＭ：（ダイスを振る）い、１と２しかない!?（一同笑）達成値は22、リアクション失敗！




　さらにリディルは一発目の攻撃に《パニッシャー》を乗せ、[image: ]点のダメージを叩たたき込こむ。

　間かん髪はついれずに放つ二発目も危あぶなげなく命中。フェイトを３点使ったことにより、さらに[image: ]点の【ＨＰ】をもぎ取った。




グレイ：これで我々の行動は終了。ガングの反はん撃げきが来るぞ。

ＧＭ：そのとおり！　それでは、ガングの追加行動です。ムーブアクション、マイナーアクションはなし。メジャーアクションでパワー《三回攻撃》を宣言！

グレイ：何と！　またもパワーか！

ＧＭ：さらに《範囲攻撃：白兵攻撃》を持っているので、リディルとバヤンに攻撃します。

バヤン：三回連続攻撃だと!?　ば、馬鹿なまだ動けるのか!?（笑）

ＧＭ：むしろ、小こ躍おどりするぐらい余よ裕ゆうがありますよ？（笑）　では、一発目。命中は５Ｄ＋16！（ダイスを振る）……クリティカルッ!!

バヤン：ぎゃーっ!?

リディル：クリティカルするしか……！　お願いっ……えーいっ！（ダイスを振る）　……あっ！　やったぁ!!　クリティカルで避よけました!!（一同拍はく手しゆ）

カルロス：さすがは殿下だ!!　お見事です!!

バヤン：ふははは！　見たかぁー!!　これがリディル様の、王になる方の力だぁーッ!!（一同笑）　はっはっは！　そして俺の回避はフェイト三点使うから……楽勝だぜぇ！




　力強い言葉とともに、バヤンは８つのダイスを投じる。その結果は──。




バヤン：──ク、クリティカルせずぅ!?　あばべらーっ!?（一同爆笑）

カルロス：地味にフラグを立てるからだーっ!?（笑）

バヤン：くそぉー、最後の１点を使って振ふり直すうぅ!!　底力を見せてやるーっ!!（ダイスを振る）クリティカルだーっ!!（一同拍手）

ＧＭ：では、続けて二発目！（ダイスを振る）うわ、ダイス目が低い……。５Ｄで１が三つも出ている。だがここは押おし込こもう。パワー《邪じや神しん顕けん現げん》でクリティカルに変更します！

リディル：（ダイスを振る）さ、さすがに今度は駄だ目めでした……回避失敗です。

バヤン：（ダイスを振る）同じく失敗！　お嬢を《カバーリング》するぜ！

ＧＭ：ダメージは[image: ]＋23Ｄ。《血の魔力》の効果により、【物理防御力】は０となります。

バヤン：うぇっ！　で、でけえ！

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: ]点、【物理防御力】無視の攻撃です。力ちから任まかせに振るわれた爪つめが、バヤンを引ひき裂さこうとしてます！

バヤン：[image: ]点、倍になって[image: ]点！　こりゃ普ふ通つうじゃ無理だ。《インバルネラブル》を使用。うおおーっ!!　爪を槍と盾たてで無理やり払はらって、ダメージ０にしてやるぜーっ!!

ＧＭ：妖魔ガングは、払はらわれた勢いきおいを殺しきれず、地面に牙を突つきたて転てん倒とう。しかし、そのままバリバリと大地を噛かみ砕くだき、身を起こします。

バヤン：フ、そんな攻撃、俺には効きかねぇぜ！

ＧＭ：さすがはナイト、勇ましい言葉ですね。では、三発目の攻撃です。

バヤン：ぎゃーっ!?　そ、そうだったーっ!!　超ちよう忘わすれてたーっ!?（一同笑）

ＧＭ：三発目の攻撃、命中は39！　今度は太い腕を振り、ふたりをなぎ払はらおうとします。

リディル：クリティカルのみ！（ダイスを振る）はにゃ、駄目です……命中です～。

バヤン：がんばればいける！（ダイスを振る）34、当たっちまったぜーっ！

ＧＭ：では、ダメージロールの直前に、オリジナルエネミースキル《貫く血棘》を使用！




　変色し、盛もり上あがった皮膚のあちこちから流れる血が、不意に形を変えて鎌かま首くびをもたげる。

　それはまるで血で作られた茨いばらのように、あるいは蛇へびのように、ふたりに襲おそいかかった！




ＧＭ：ダメージを貫通ダメージに変更します。ダメージは13Ｄ＋[image: ]！

リディル：はにゃっ!?　貫通ダメージですか!?

グレイ：フェイトを２点使って《サモン・アラクネ》だ。（ダイスを振る）43点軽けい減げんだな。

バヤン：ってことは、[image: ]点食らうことになるな。

リディル：ありがとうございます、グレイさん！　何とか耐たえられそうです！　《プロテクション》《ワイドプロテクション》！　（ダイスを振る）……合計で41点軽減です！

バヤン：おお、[image: ]点しか通らなかったぜ。お嬢、グレイ、サンキュー！

カルロス：次で《蘇そ生せい》を切れば大だい丈じよう夫ぶそうだな。

ＧＭ：では、クリンナッププロセスですね。ここでスキルを使用する方は宣言してください。

カルロス：自分は《バーサタイル》を使用。《アデンダム》を復ふつ活かつさせます。

バヤン：俺も《ファイナルガード》だ。あと一回《インバルネラブル》が使えるぜ。

ＧＭ：以上で第一ラウンドが終了です。




●第二ラウンド

▼行動値

バヤン　　　　　　26

グレイ　　　　　　26

妖魔ガング　　　　24

カルロス　　　　　13

リディル　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：では、第二ラウンド目のセットアッププロセスです！




　バヤンは《ベストルート》を使い、【移動力】を上昇させる。

　グレイは、最後の《パーペチュアルチェック》を宣言。〝ドラゴンファイヤー〟の【行動値】は、再び26にまで跳はね上あがる。加えて《最後の力》を使用して、全員フェイトを３点回復させた。




ＧＭ：さて、ガングは１ラウンド目と同じく、《憤怒の血刃》を使用します。達成値は19。恨うらみのこもった血の刃が乱みだれ飛とびます。全員【精神】で判定をどうぞ！

リディル：（ダイスを振る）23で抵抗成功です！

グレイ：《トリビアリスト》を使うぞ。（ダイスを振る）24で成功。フン、効かぬなぁ。

ＧＭ：ううむ、さすがにリディルとグレイには通じないな……（笑）。

カルロス：自分はほとんど避けられないな……（ダイスを振る）３！　達成値６で失敗だ。

バヤン：お、奇き遇ぐうだな、俺も３で失敗だぜ（笑）。

リディル：出目まで一緒なんて、本当に仲良しですね～（笑）。

カルロス：ちっともうれしくない！（笑）

バヤン：というわけで、俺とカルロスは40点のＨＰロスと［逆上］を受けたぜ。




　続くカルロスは、することなし。

　リディルは再び《インペレイティブ》を宣言。《シャインストライク》《ホーリーフィールド》で自身を強化し、セットアッププロセスは終了した。




ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移りましょう。ガングは最初のイニシアチブプロセスで《傲慢なる襲撃》を宣言します。

カルロス：させるか！　《アデンダム》で割わり込むっ！

ＧＭ：む、そちらの【行動値】のほうが上ですので、カルロスのメインプロセスが先ですね。

カルロス：ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》！　《ギガンティックブロウ》と轟魔弾を使っておきます！（ダイスを振る）命中は46！　超ちよう巨きよ大だいな光の弾が、ビームになって撃ち出される！

ＧＭ：回避は３Ｄ＋９。（ダイスを振る）うーむ、クリティカルしない。19で回避失敗です。

カルロス：よし、《ピアシングストライク》も突つっ込こんで、一発目は12Ｄ！（ダイスを振る）[image: ]点、《ギガンティックブロウ》と轟魔弾を足して、[image: ]点ダメージ！

グレイ：その攻撃に《チェックメイト》だ。さらに＋29点されるぞ。

カルロス：ありがたい！　合計で[image: ]点の物理ダメージです。

ＧＭ：じゅっ、と肩かた口ぐちが撃ち抜かれ、体たい勢せいが崩くずれます。さすがに動きが鈍にぶってきたようです。

カルロス：さらに二回目！　轟魔弾と《ギガンティックブロウ》を使用。これでリソースは使い切った……！（ダイスを振る）命中42、少々低いな。フェイトを１点使って振り直す！　……って、42でさっきと変わらないじゃないか!!（笑）

ＧＭ：回避は（ダイスを振る）……15、失敗！

カルロス：よしっ、《ピアシングストライク》を宣言。今度のダメージは15Ｄ！（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージだ。

ＧＭ：さすがに[image: ]点オーバーは痛い……しかし、ガングはまだ立っています。

カルロス：仕し留とめ切れなかったか……残念。これで自分の《アデンダム》分の行動は終了。

ＧＭ：では、敵の追加行動です。《三回攻撃》でリディルとバヤンに通常攻撃を行ないます。

リディル：はうっ、また《三回攻撃》です……！

ＧＭ：（ダイスを振る）一発目、命中は35！　鋭するどい爪でなぎ払はらいます！

リディル：（ダイスを振る）はにゃ、回避失敗です～！

バヤン：（ダイスを振る）はっはっは！　回避15！　失敗だ！

ＧＭ：ダメージロールの直前に《貫く血棘》。流れ出る血けつ液えきが急速に棘と化して迫せまります！

バヤン：なんの！　お嬢を《カバーリング》するぜ！

リディル：すみません、ありがとうございます……！

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: ]点の貫通ダメージ。バヤンは《カバーリング》しているので、ダメージを二倍してください。

バヤン：はっ、[image: ]点の貫通ダメージ？　普通なら木こっ端ぱ微み塵じんだが《インバルネラブル》でダメージを０にする!!　血の棘を残らず叩たたき落おとすぜ！　オラオラオラ！

ＧＭ：まだまだ！　続けて二回目の攻撃！（ダイスを振る）命中は28！

リディル：（ダイスを振る）はにゃ……駄目です、当たりました～。

バヤン：うおー！　俺は！　避けてみせるぜー！

ＧＭ：おっと、バヤンに《怠惰の血鎖》！　不気味な血の鎖がその手足に絡からみつきます。回避のダイスを減らしてもらいましょう。

バヤン：ですよねー！（ダイスを振る）回避23、命中！

グレイ：ふたりとも、ここで何とか耐えるんだ。




　グレイが《サモンアラクネ》、リディルがフェイトを３点使っての《ワイドプロテクション》で必死の防御を試みるが……。ついにバヤンが【ＨＰ】マイナス55点で力ちから尽つきる。

　ここで一同はついにギルドスキル《蘇生》の使用を決けつ断だんする。




バヤン：ふぅ──助かったぁ。全ぜん回かい復ふくから差し引いて、【ＨＰ】残り[image: ]点！

ＧＭ：では三発目！　命中は30ですが……最後の《邪神顕現》で、命中をクリティカルに！

バヤン：邪神の力を舐なめるなよ、ってところかい？　だが、こっちの力も舐なめてもらっちゃ困こまるね！（ダイスを振る）よっしゃ!!　クリティカルで回避成功!!

リディル：（ダイスを振る）はにゃ、わたしは命中しちゃいました……。

ＧＭ：では《血の魔力》の効果により、【物理防御力】【魔法防御力】が０になります。さらに《邪神顕現》でクリティカルしたので、ダメージロールが＋10Ｄされ、23Ｄまで増ふえます！（ダイスを振る）[image: ]点、そのまま直ちよく撃げきです！

カルロス：で、殿下ーっ!?

リディル：大だい丈じよう夫ぶですっ！　《アフェクション》でダメージを０にしますっ！




　力強い返事とともに、リディルの目の前に光の障壁が展てん開かいされる。妖魔ガングの重い一撃を完全に防ふせぎ切ると、障壁は硝子がらすが砕くだけるように消失した。




ＧＭ：ううむ、止められてしまったか……以上で妖魔ガングの割わり込こみ行動は終わりです。

グレイ：次はワシがいくぞ。ムーブアクションで《ランニングセット》《ドラゴンカース》、［スタン］を選択だ。マイナーアクションで《クラッシュバリア》、メジャーアクションで最後の《ダブルキャスト》、《サモン・リヴァイアサン》っ！　命中にフェイトを２点使用！

カルロス：おお！　グレイ殿が本気だぞ！

グレイ：まずは一発目、食らえーっ！（ダイスを振る）くそう、クリティカルしなかった。だが、達成値は49だ、避けられまい！

ＧＭ：それは……クリティカルのみ！（ダイスを振る）18、回避失敗です。

グレイ：（ダイスを振る）ダメージは96点、そのまま食らってもらおうか。

ＧＭ：バッドステータスは両方とも《バッドステータス無効》で打ち消します。

グレイ：本命の二回目。《リゼントメント》を突つっ込こみ、さらにフェイトを２点使うぞ！




　グレイはさらに命中判定時にフェイトによる振り直しを敢かん行こうし、クリティカルでガングに攻撃を命中させる。

　しかしガングもさる者。クリティカルでグレイの魔法を回避して見せた。




ＧＭ：妖魔ガングはふわりと宙ちゆうを舞まい、グレイの魔法の水流をやり過すごしました。

グレイ：ば、馬鹿なぁーっ!?　このワシの渾こん身しんの大だい魔ま法ほうがあぁーっ!?（一同笑）　ふっ……あとは任まかせたぞ……がくり（一同笑）。

カルロス：ああーっ!?　グレイ殿がーっ!?（笑）

バヤン：ガングッ！　お前が避よけたからっ！　やめろ！　悲ひ劇げきを繰くり返かえすな！　つまりもう避けるんじゃねぇーっ!?　お前はそこに立ってろーっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：そう言われてもなー（笑）。

バヤン：ちくしょう、グレイの仇かたきー！（笑）　ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《ヘビーアタック》、メジャーアクションで《バッシュ》《ラッシュ》！　《ホーミングヒット》も宣言して、リアクション不ふ可かにする！




　このバヤンの攻撃は狙ねらいあやまたずガングに命中する。




ＧＭ：──激はげしい槍の一撃に、ガングが大きくよろめきます。[image: ]点ダメージを受けました。

バヤン：なぜだ！　なぜまだ動いていられるんだ!?（笑）

カルロス：（竜になって）「ご主人、いいから早く指し示じを出してくださいよ」（笑）

バヤン：はっ、そうだった！　ふははは、お前はこの竜の一撃で死ぬのだー！（一同笑）

グレイ：アップダウンの激しい男だな。

バヤン：いくぜっ、《ホースバトラー》で特殊攻撃！　何とクリティカル!!

ＧＭ：クリティカルのみで回避ですが……（ダイスを振る）さすがに避けられない。

バヤン：「お嬢のためなら！」と竜が本気を出したぜ！　98点の貫通ダメージ！

ＧＭ：ガングは未だ健けん在ざい。しかし、地面に無様に倒たおれこみ、だいぶ消しよう耗もうしていますね。




　ここで《祝福》が使用され、一同は【ＭＰ】を回復。

　そして、カルロスが得意の射撃でガングに畳たたみ掛かける──。

　目にも留とどまらぬ二連撃。[image: ]点と[image: ]点の物理ダメージを叩き込む！




カルロス：しぶとい。もう３０００点近くダメージを与えているのにまだ生きているとは。

ＧＭ：しかし、もう限界が近いようです。体中から血が噴ふん出しゆつし、苦く痛つうの呻うめきをあげています。

グレイ：いい具合に大たい将しようへ回ってきたようだな。

カルロス：殿下、あとは頼たのみます。

リディル：はいっ……いきます！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションは《ブルヒット》、メジャーアクションは《ホーリーヒット》！　一発目……命中は27です！

ＧＭ：《侵蝕の血毒》……いや、ここはあえて、賭かける！

リディル：うぅ、お願い……当たって～！

ＧＭ：（ダイスを振る）うっ、１と２しかない!?　達成値14、失敗……！

一同：よおぉぉしっ!!

リディル：フェイトを２点使用して……いきます……っ！（ダイスを握にぎる）

バヤン：お嬢、いけぇーっ！

リディル：やあーっ!!（ダイスを振る）[image: ]点の〈光〉属性魔法ダメージですっ……!!

ＧＭ：73点通ります。累積ダメージ……３０２０点。




　聖なる光をまとうメイスが、妖魔ガングの頭上に振ふり下おろされる。

　強きよう烈れつな一撃をまともに食らい──ついにガングは、絶ぜつ叫きようとともに崩くずれ落おちた。

[image: ]




リディル：やっ……た……！　勝ちました……!!　やったぁ～!!

グレイ：見たか、これこそがバウエスの力！

バヤン：そして……レイウォール王の、力だぁ！

カルロス：お見事です、殿下！

リディル：いえ……わたしだけじゃ、無理でした。みなさんの力があってこそ勝てたんです。




　リディルは、自分の進む道に何が必要なのか、今はっきりと理り解かいした──。




「ありがとうございます、グレイさん、バヤンさん、カルロスさん。これからも……わたしと一緒に、赤竜王国のために、戦ってくれますか？」




　彼かの女じよは朗ほがらかに笑い、仲間たちに手を差さし伸のべた。

　彼女の華奢な手のひらに、グレイが、バヤンが、カルロスが手を重ねる。




「ワシの答えは、おぬしについたあの日から決まっておったよ、リディル」

「恩おん義ぎは百倍返しだって言ったろ？　俺は一生お嬢についていくぜ！」

「自分はリディル殿下に忠ちゆう誠せいを誓ちかいました。それが変わることは、未み来らい永えい劫ごうありません」




　それは赤き竜の国の復活を目指す、四人の誓せい約やくの儀ぎ式しきであった──。




リディル：はにゃ……な、何だか泣けてきちゃった……ありがとう、ございます……！　精せい一いつ杯ぱい王としてこの国のために頑がん張ばりますから、これからも、よろしくお願いしますね！

一同：もちろん！

ＧＭ：では、リディルが涙なみだをぬぐって笑いかけたところで、エンディングに移りましょう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆新しき国王の誕たん生じよう




　ひとつの戦いが終わり、新たなる時代の幕まくが上がる。

　そしてそれは次なる戦いの始まりでもある。

　いずれにせよ、この日赤せき竜りゆう王おう国こくには新しい歴史が刻きざまれた。




ＧＭ：エンディングフェイズになります。ガングとの戦いに勝利したリディルはレイウォールの諸勢力から次期国王として認みとめられました。

リディル：は、はい。でも、何よりもまずアイン・ソフのことが気になるのですが。

ＧＭ：奇き跡せきの泉いずみを使うことにより、アイン・ソフは力を取とり戻もどしました。

リディル：良かった～！

カルロス：ベルフト閣下のその後は？

ＧＭ：ヘクスフォードでの戦いのあと、どこかへ去ったそうです。足取りは掴つかめません。

カルロス：そうですか……。

バヤン：『イェーガー』や『レジェンド』のメンバーたちは？

ＧＭ：『イェーガー』のメンバーはそれぞれの目的のために、またばらばらに旅立ち。『レジェンド』のメンバーは、風雲児を探さがす旅に戻もどりました。

グレイ：そうか……色々と感かん慨がい深ぶかいのう。

リディル：つかの間の邂逅でしたね。

カルロス：ラスボス連合の方はどうでしょう？

ＧＭ：とりあえず、レイウォールにはこのシナリオの段階では明確なちょっかいはだしていません。彼らのその後はそれぞれの『サガ』シリーズにて語られることでしょう。

リディル：と、取りあえず『ゲッタウェイ』のＧＭを頑張りますね（笑）。

グレイ：それにしても……なんど考えてもラスボスたちがつるんでいるというのはヤバイ。単独でも十分ヤバイというのに。

カルロス：おまけにミック・ヴィルナーまで協調してますしね。

ＧＭ：それが『メイビー』から他のシリーズへのの無茶振りってことで（笑）。




＊　＊　＊




ＧＭ：そして、あっという間に時は過すぎ、アルディオン大陸のクリスマスに当たるアルトリウス祭の日がやってきます。それに合わせてリディルの戴たい冠かん式しきが行なわれるのです。

リディル：はううう！（机つくえに突つっ伏ぷす）

カルロス：自ら選んだ道なのに、どうして悲鳴をあげるのですか？（笑）

リディル：……バヤンさんとカルロスさんのいじわる！

ＧＭ：儀ぎ式しきは粛しゆく々しゆくと進み、神官であるユーフェミアがリディルの頭上に王おう冠かんを授さずけます。

バヤン：こうしていると、なんだかグラスウェルズに攻められて国が滅びるとか言っていたのが、夢か幻のように思えてきたぜ。

カルロス：それは『ＩＦ』での話だから幻みたいなものだ。

バヤン：暗あん黒こく邪じや神しん皇こう帝ていになったピアニィに攻め込まれたり……。

カルロス：それも『ＩＦ』だ！

グレイ：まあ、幻のように目まぐるしい日々であったことは確かじゃな。

ＧＭ：……やがて戴冠式は終わりにさしかかり、ついに新国王が国民に宣せん誓せいをする番になりました。宣誓が終わると晴れてリディルはレイウォールの女王となり、国を統すべることになります。

リディル：は、はにゃあ！

グレイ：さあ、国民が待ってます。挨あい拶さつをなさいませ。




　リディルはノルドグラム城じようのバルコニーに立った。

　かつては、オーギュスト、ヒューバード、ピアニィ、ステラ……レイウォールの未来を左右する人々が立った場所。

　眼がん下かに広がるノルドグラムの町まち並なみは即位を祝う国民であふれていた。




ＧＭ：ただし、レイウォール南方はミック率ひきいるレイウォールアライアンスに占せん領りようされていますし、リディルを国王として認みとめていない国民も残っている状じよう況きよう下です。

リディル：はい、分かっています。

ＧＭ：それでも、新しい国王が決まったことで、再ふたたびレイウォールとしてまとまっていこうという流れになったことはたしかです。国民の大多数は、混こん乱らんが収おさまり安心していますよ。

リディル：国民が少しでも希望を持てる状況になったのなら、それだけでも戴冠することに価か値ちはありますね……。

ＧＭ：国民たちは、新しい国王の言葉を待ってますよ。

リディル：え、ええと……では（咳せき払ばらいをする）。




「わたしは未熟です。

　世界はいまだに混乱し、いつ落ち着くのかもわかりません。

　だから、わたしはレイウォールの剣となり盾となって、この国の人々を守ります。

　そして、そのためには皆さんの協力が必要です。

　皆で少しでもよい国を造り上げていきましょう！」

[image: ]




リディル：こんな感じでよろしいでしょうか？

カルロス：いいと思いますよ。

グレイ：では、国民への挨拶も終えたことだし、室内へと戻もどるとするか。

ＧＭ：おっと、その前に。

リディル：はにゃ？




　リディルが国民への挨拶を終えたその瞬しゆん間かん。

　ノルドグラム城の上空を、赤い翼つばさをはためかせながら、アイン・ソフが飛び去った。

「アイン・ソフ様が、リディル陛へい下かを国王として祝福なさったぞ！」

　姿すがたを見せた守しゆ護ご竜りゆうに、国民たちは大だい声せい援えんをおくる。




ＧＭ：国民はヒートアップして、次々に「リディル陛下バンザイ」を叫さけんでいます。

バヤン：アイン・ソフも意外に茶ちや目めっ気けがあるな。

グレイ：まあ、お祭り騒さわぎも今日までじゃ。これから、最後の戦いが始まる。

リディル：……はい。

グレイ：具体的には『無印』二冊さつ分と、『ゲッタウェイ』『デスマーチ』が各一冊分じゃ！

カルロス：最後の最後にメタ発言を！（笑）

ＧＭ：ともあれ、レイウォールの王位と赤竜王アイン・ソフを回るお話しはこれにて終了です。皆さんお疲れさまでした。

一同：お疲れ様でした！




　帝てい紀き八一五年一二月───。

　瓦が解かい寸すん前ぜんの国を立て直すべく、レイウォールに新しい国王が擁よう立りつされた。

　その名は、リディル・バウエス。

　若き新女王の誕生だった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』

第二話「新たなる王」

─FIN─







あとがき




　初めての方ははじめまして。

『ＩＦ』から引き続き読んでいただいている方にはお久しぶり。

　ライターのたのあきらと申します。

　前回と異ことなり、ゲーム内の歴れき史しに組み込まれることとなったリディルたちの冒ぼう険けんは、いかがだったでしょうか？




　ここから本ほん編ぺんの、いわゆるネタバレにあたる内容を書くことになります。本編未読の方はここで引き返して本編から読むことをお薦すすめします。




▼第一話「エリンディルからの使者」

　この話に登場するエイプリルというキャラクターは『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』（菊池たけし著／ドラゴンブック刊）で初登場したＰＣです。プレイヤーは私、たのあきら。しばらく入手困こん難なんでしたが、電子書しよ籍せきとして復活しました。

　ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ（http://bookwalker.jp/pc/）などの電子書籍サイトで扱っているので、興味がある方はぜひ検索をしてみてください。




▼第二話「新たなる王」

『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ・アルディオンレボリューションガイド』発売以降、実は動いていなかったアルディオン大陸の国境線がついに動くときがきました。

　最後の機会ということで、なるべくキャラクターを登場させ、無茶振ってみました。このあとそれがどう影響するのか、『デスマーチ』のプレイヤーでもある私としては恐れる気持ちもあるのですが……でも、やれるだけやっといた方が面白いですよね（笑）。

『サガ』リプレイシリーズも残りあと四冊。今後の展開をお楽しみに。




　最後にこの本の制作に関わったすべての皆さまに感謝をさせていただきます。

　椋本夏夜くらもと・かや先生には再び素晴らしいイラストを描いていただきました。

　そして『ＩＦ』を読んでいただいた読者の皆さま。あなた方の応援がなければ本書は存在できなかったでしょう。

　また何かの機会にお会いできることを願っています。

二〇一三年　五月　たのあきら
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